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移住・定住・交流人口促進、
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　今日、農山漁村地域を多く抱える町村では、少子高齢化・人口減少の
急速な進行により、多くの困難に直面していますが、そうした中で、町
村は自ら知恵を絞り、人口減少の克服と地域の活性化に資するよう、自
主的、主体的にそれぞれの地域の特性を最大限活かしながら、住民等と
一体となって地方創生に向けた取組を日々進めています。
　また近年、都市部の若者を中心に、地方への移住や定住のみならず、
農山漁村地域に多様に関わる関係人口の拡大など、田園回帰に向けた国
民のニーズが一層高まってきています。
　この度、刊行いたしました「町村の施策事例集Ⅸ」は、全国の町村が
取り組んでいる移住・定住施策や地域産業の活性化施策など、意欲が溢
れ魅力のある地域づくり 44事例を紹介しています。それぞれの施策事例
は、令和４年度から令和５年度にかけて全国町村会の機関誌「町村週報」
に現地レポートとして、施策の成立に至るまでの経緯や苦心談、今後の
課題と展望などをご執筆頂き、掲載したものです。
　また、各町村が地域社会のデジタル化に係る事業を検討・実施する際
にご参考としていただけるよう、特集として「デジタル技術を使った地
域活性化」を掲載いたしました。
　さらに、森林環境譲与税を活用した自治体の取組事例として、「未来へ
つなぐ森林整備等の取組」も特集として新たに掲載いたしました。
　各位におかれましては、ぜひともご一読頂き、全国の町村のまちづく
りに向けた真摯な取組にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。
　併せて、この「町村の施策事例集Ⅸ」が全国各地のまちづくり関係者
の皆さま方の新たな気づきとなれば幸いです。
　最後に、本書の刊行にあたり、多大のご協力を賜りました関係者の皆
さまに厚く御礼申し上げます。

令和６年 10月

全国町村会長　吉田　隆行

はじめに
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特集　デジタル技術を使った地域活性化DX

特集　未来へつなぐ森林環境譲与税を使った森林整備等の取組森林
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2

3

4

5

移住・定住・交流人口促進、
地域コミュニティ・産官学金労言等との協働

農林水産業振興、地域産業活性化、
企業連携・就業促進

教育・伝統文化・スポーツ、少子・高齢化対策、
子育て・医療・健康福祉

自然環境対策、災害防災対策・危機管理、
再生可能エネルギー

観光振興、体験型ツーリズム、
イベント（ご当地フェスタ）・環境・遺産（世界・日本）
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特
集　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
た
地
域
活
性
化

北
海
道

共
和
町�

（
き
ょ
う
わ
ち
ょ
う
）

「
魅
力
あ
ふ
れ
る
大
地
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ
と
び
と
が
と
も
に
創
生
す
る
ま
ち
」
を
め
ざ
し
て 
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1

北
海
道

更
別
村�
（
さ
ら
べ
つ
む
ら
）

100
歳
ま
で
ワ
ク
ワ
ク　
世
代
を
超
え
て
み
ん
な
で
つ
な
が
り
合
う
幸
せ
な
地
域　
更
別
村

―
更
別
村
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
の
取
組
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宮
城
県

丸
森
町�
（
ま
る
も
り
ま
ち
）

広
報
紙
の
電
子
書
籍
化
等
に
よ
る
住
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上 
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10

茨
城
県

東
海
村�

（
と
う
か
い
む
ら
）

東
海
村
が
仕
掛
け
る
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策　
―
「
と
う
か
い
〝
ま
る
っ
と
〟
ス
マ
ホ
大
作
戦
」
の
展
開
― 
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�
�
�
�
�
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14

長
野
県

高
森
町�

（
た
か
も
り
ま
ち
）

「
委
員
」
に
対
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入 
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18

愛
知
県

阿
久
比
町�

（
あ
ぐ
い
ち
ょ
う
）

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
始
め
る
R
P
A 
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鳥
取
県

智
頭
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ち
づ
ち
ょ
う
）

住
民
と
共
に
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ジ
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ま
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く
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森林

特
集　

未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
環
境
譲
与
税
を
使
っ
た
森
林
整
備
等
の
取
組

山
形
県

真
室
川
町�

（
ま
む
ろ
が
わ
ま
ち
）

恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を
未
来
に
届
け
る
た
め
に　
森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

30

奈
良
県

黒
滝
村�

（
く
ろ
た
き
む
ら
）

森
と
生
き
て
い
く
た
め
の
住
ま
い
確
保　
―
人
材
確
保
と
空
き
家
解
消
一
挙
両
得
を
め
ざ
し
て
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か
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定
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交
流
人
口
促
進
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
産
官
学
金
労
言
等
と
の
協
働　
　

関
連
施
策

北
海
道

中
富
良
野
町�

（
な
か
ふ
ら
の
ち
ょ
う
）

「
ナ
カ
フ
ラ
イ
フ
」　
―
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
― 
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青
森
県

五
戸
町�

（
ご
の
へ
ま
ち
）

大
空
へ
夢
を
は
こ
ぶ
坂
道 
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秋
田
県

羽
後
町�

（
う
ご
ま
ち
）

住
民
目
線
の
ロ
ー
カ
ル
情
報
発
信
「
U
G
O
N
E
Ｗ
S
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山
梨
県

小
菅
村�
（
こ
す
げ
む
ら
）

多
摩
川
源
流
の
郷　
山
梨
県
小
菅
村
を
訪
ね
て 
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兵
庫
県

稲
美
町�
（
い
な
み
ち
ょ
う
）

親
元
に
住
も
う
補
助
制
度
と
土
地
利
用
の
規
制
緩
和
に
よ
る
定
住
化
促
進
の
取
組 
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奈
良
県

三
宅
町�

（
み
や
け
ち
ょ
う
）

全
国
で
2
番
目
に
小
さ
い
町
が
挑
む
、
未
来
を
つ
く
る
ま
ち
づ
く
り

―
自
分
ら
し
く
ハ
ッ
ピ
ー
に
ス
モ
ー
ル
（
住
も
う
る
）
タ
ウ
ン
の
実
現
を
―　
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島
根
県

西
ノ
島
町�

（
に
し
の
し
ま
ち
ょ
う
）

人
の
力
が
主
役
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り　
︱
「
人
の
集
う
島
」
を
め
ざ
し
て
― 
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福
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町�

（
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県
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（
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う
）

新
し
い
富
の
創
造　
―
地
域
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2

教
育
・
伝
統
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
、
少
子
・
高
齢
化
対
策
、
子
育
て
・
医
療
・
健
康
福
祉　
　

関
連
施
策

北
海
道

厚
沢
部
町�

（
あ
っ
さ
ぶ
ち
ょ
う
）

「
保
育
園
留
学
」
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
・
超
長
期
的
な
関
係
人
口
創
出
の
取
組 
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栃
木
県

壬
生
町�

（
み
ぶ
ま
ち
）

「
論
語
」
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り　
―
下
野
国
壬
生
藩
の
藩
校
教
育
を
現
代
へ
生
か
す
―
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83

千
葉
県

酒
々
井
町�

（
し
す
い
ま
ち
）

ふ
る
さ
と
学
習
を
通
し
た
主
権
者
教
育
の
推
進 
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長
野
県

南
箕
輪
村�

（
み
な
み
み
の
わ
む
ら
）

人
口
が
増
え
続
け
る
謎
の
村 
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広
島
県

北
広
島
町�

（
き
た
ひ
ろ
し
ま
ち
ょ
う
）

日
本
海
と
瀬
戸
内
海
に
そ
そ
ぐ
２
つ
の
源
流
域　
―
自
転
車
を
活
用
し
た
町
づ
く
り
― 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

96

宮
崎
県

都
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る
地
方
創
生
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3

農
林
水
産
業
振
興
、
地
域
産
業
活
性
化
、
企
業
連
携
・
就
業
促
進　
　

関
連
施
策

山
形
県

小
国
町�

（
お
ぐ
に
ま
ち
）

地
域
農
政
未
来
塾　
最
優
秀
論
文
受
賞
者
を
訪
ね
て　
―
生
源
寺
塾
長
が
山
形
県
小
国
町
を
訪
問
― 
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�
�
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104

福
島
県

昭
和
村�
（
し
ょ
う
わ
む
ら
）

「
か
ら
む
し
織
の
里
奥
会
津
昭
和
村　
先
端
的
過
疎
へ
の
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戦
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千
葉
県

長
南
町�

（
ち
ょ
う
な
ん
ま
ち
）

「
た
だ
い
ま
、
お
か
え
り
」　
心
の
ふ
る
さ
と　
長
南
の
実
現
に
向
け
て 
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112

富
山
県

立
山
町�

（
た
て
や
ま
ま
ち
）

「
立
山
を
リ
・
デ
ザ
イ
ン
（
再
設
計
） 

」 �
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116

長
野
県

小
海
町�

（
こ
う
み
ま
ち
）

風
土
を
活
か
し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り　
―
憩
う
ま
ち
こ
う
み
「
リ
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ラ
ピ
ー
」
― 
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�

121

愛
知
県

南
知
多
町�

（
み
な
み
ち
た
ち
ょ
う
）

持
続
可
能
な
農
業
を
め
ざ
し
て 
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奈
良
県

広
陵
町�

（
こ
う
り
ょ
う
ち
ょ
う
）

広
陵
町
の
活
力
向
上
に
向
け
た
官
民
連
携
の
取
組　
―
地
場
産
業
を
中
心
に
、
元
気
な
企
業
が
集
ま
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
―  

�
�
�

128

山
口
県

阿
武
町�

（
あ
ぶ
ち
ょ
う
）

選
ば
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る　
ー
森
里
海
と
生
き
る
町
、
阿
武
町
の
地
方
創
生
の
取
組
ー 
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香
川
県

土
庄
町�

（
と
の
し
ょ
う
ち
ょ
う
）

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
好
循
環
創
生
に
向
け
て　
―
共
に
創
る
― 
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136

大
分
県

姫
島
村�

（
ひ
め
し
ま
む
ら
）

「
水
産
業
と
観
光
と
Ｉ
Ｔ
の
村
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
て　
―
「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
へ
の
挑
戦
― 
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141

4

自
然
環
境
対
策
、
災
害
防
災
対
策
・
危
機
管
理
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー　
　

関
連
施
策

岩
手
県

葛
巻
町�

（
く
ず
ま
き
ま
ち
）

ミ
ル
ク
と
ワ
イ
ン
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町　
―
葛
巻
町
の
挑
戦
―  
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和
歌
山
県

有
田
川
町�

（
あ
り
だ
が
わ
ち
ょ
う
）

「
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」　
循
環
型
社
会
を
め
ざ
し
て
！
　
自
然
に
も
町
財
政
に
も
エ
コ
な
取
組 
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148

鳥
取
県

日
南
町�

（
に
ち
な
ん
ち
ょ
う
）

守
り
、
活
か
し
、
受
け
継
ぐ
、
持
続
可
能
な
森
林
の
ま
ち　
日
南
町  
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※文中の日付・数値、記述につきましては、原則として「町村週報」掲載時点のものですが、一部最新のデータに修正した箇所があります。

岡
山
県

西
粟
倉
村�

（
に
し
あ
わ
く
ら
そ
ん
）

「
生
き
る
を
楽
し
む
」
上
質
な
田
舎
を
め
ざ
し
て　
―
森
づ
く
り
か
ら
は
じ
ま
る
脱
炭
素
な
村
づ
く
り
― 
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鹿
児
島
県

大
崎
町�

（
お
お
さ
き
ち
ょ
う
）

世
界
標
準
、
大
崎
に
向
け
て　
―
リ
サ
イ
ク
ル
の
町
か
ら
世
界
の
未
来
を
つ
く
る
町
へ
― 

��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

161

5

観
光
振
興
、
体
験
型
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
（
ご
当
地
フ
ェ
ス
タ
）・
環
境
・
遺
産
（
世
界
・
日
本
）　

関
連
施
策

群
馬
県

片
品
村�

（
か
た
し
な
む
ら
）

小
さ
く
て
も
輝
く
尾
瀬
の
郷 
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東
京
都

神
津
島
村�

（
こ
う
づ
し
ま
む
ら
）

こ
の
星
空
や
自
然
・
文
化
を
「
次
世
代
に
伝
え
る
」

―
星
空
保
護
区
と
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
―
保
護
し
な
が
ら
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る
取
組 
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長
野
県

野
沢
温
泉
村�

（
の
ざ
わ
お
ん
せ
ん
む
ら
）

通
年
型
マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
取
組
と
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
の
む
ら
づ
く
り 
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徳
島
県

美
波
町�

（
み
な
み
ち
ょ
う
）

“
に
ぎ
や
か
そ
”　
に
ぎ
や
か
な
過
疎
の
町 
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共
和
町
は
、
北
海
道
の
道
央
圏
で
あ
る
後

志
管
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
町
で
す
。

豊
か
な
大
地
と
恵
ま
れ
た
気
候
風
土
を
活
か

し
て
、
農
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
道
内
屈
指

の
米
ど
こ
ろ
で
あ
る
ほ
か
、
ら
い
で
ん
ス
イ

カ
・
メ
ロ
ン
等
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
仙
人
が
住
む
よ
う
だ
と
言
わ
れ
る

神
秘
的
な
美
し
さ
の
「
神
仙
沼
」
が
あ
り
、

こ
の
一
帯
の
ニ
セ
コ
・
神
仙
沼
自
然
休
養
林

は
、
林
野
庁
の
「
日
本
美
し
の
森
、
お
薦
め

国
有
林
」
に
も
指
定
さ
れ
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
て
い
ま
す
。

本
町
は
３
村
が
合
併
し
た
町
で
、
行
政
面

積
は
３
０
４
・
９
２
㎢
と
比
較
的
大
き
く
、

集
落
が
分
散
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま

共和町

北海道 共
きょう

和
わ

町
ちょう

北海道

▲日本海から望む共和町。豊かな大地と気候風土に恵まれ、道内屈指の米どころとして知られる ▲�共和町PRキャラクター
共
とも

くん和
かず

ちゃん

1

ポ
イ
ン
ト

•  

国
の「
高
度
無
線
環
境
整
備
推
進

事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
た
事

業
に
よ
り
、
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

未
普
及
地
域
が
解
消
。
昨
年「
共

和
町
D
X
推
進
本
部
会
議
」
を

設
立
し
、
同
会
議
で
検
討
し
な

が
ら
自
治
体
D
X
を
進
め
る
。

•  

教
育
、
子
育
て
、
産
業
分
野
で

デ
ジ
タ
ル
施
策
を
実
施
中
。
今

後
は
部
署
横
断
的
な
連
携
も
視

野
に
入
れ
て
い
る
。

•  

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
あ
く

ま
で
も
課
題
を
解
決
す
る
た
め

の
１
つ
の
手
段
や
方
法
で
あ
り
、

町
の
財
政
規
模
や
費
用
対
効
果

な
ど
も
見
極
め
な
が
ら
取
り
組

む
こ
と
が
重
要
。

１
．
共
和
町
の
概
要

「魅力あふれる大地
と笑顔あふれる

ひとびとが
ともに創生するま
ち」をめざして

特
集　
Ｄ
Ｘ
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で
民
間
事
業
者
に
よ
る
町
内
の
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
の
整
備
は
一
部
地
域
に
限
ら
れ
、
未

普
及
地
域
の
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。し

か
し
な
が
ら
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
う
え
で
は
、
町
内
全
域
で
の
情

報
通
信
基
盤
の
整
備
は
必
須
で
あ
る
と
い
う

考
え
か
ら
、
町
と
し
て
国
の
「
高
度
無
線
環

境
整
備
推
進
事
業
補
助
金
」
を
活
用
し
た
事

業
を
推
進
し
、
令
和
４
年
３
月
、
事
業
完
了

に
よ
り
未
普
及
地
域
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
関
連
し
て
ま
ち
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
取
組
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま

す
。

背
景
・
経
過

近
年
の
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ

い
て
は
、
国
の
「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向
け

た
環
境
整
備
５
ヵ
年
計
画
（
２
０
１
８
～
２

０
２
２
年
度
）」
に
配
慮
し
つ
つ
、
町
の
総

合
計
画
に
基
づ
き
、
教
育
環
境
の
整
備
・
充

実
に
向
け
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。本

町
に
は
小
学
校
３
校
と
中
学
校
１
校
が

あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
拠
点
に
必
要
な
パ
ソ

コ
ン
の
台
数
を
３
ク
ラ
ス
に
１
ク
ラ
ス
分
程

度
を
配
備
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
電
子
黒

板
や
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
な
ど
の
関
連
機
器
も
含
め

整
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
国

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
基
づ
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
べ
く
、
よ

り
有
効
活
用
に
適
し
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
を
進
め
て
い
た
中
、
令
和
２
年
２
月
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
北
海
道
内

で
急
拡
大
し
、
道
内
小
中
学
校
の
一
斉
休
校

が
決
定
さ
れ
、
学
校
現
場
で
は
感
染
症
か
ら

子
ど
も
た
ち
の
命
と
健
康
を
守
る
と
同
時

に
、
日
常
の
学
習
を
保
障
す
る
と
い
う
大
き

な
課
題
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
で
は
、
こ
う
し
た
現
状
に
対
応
す
る
た

め
、
児
童
生
徒
に
対
し
て
１
人
１
台
端
末

（
以
下
：
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
タ
ブ
レ
ッ
ト
）
を
全
国

一
斉
に
配
備
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
本
町
に

お
い
て
も
タ
イ
ト
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
調
達
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ソ
フ
ト
の
選
定
、
さ
ら
に
各
学
校
と
家
庭
に

お
け
る
通
信
環
境
の
整
備
等
、地
域
や
家
庭
、

学
校
が
緊
密
な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
遠
隔

学
習
の
円
滑
な
実
施
に
向
け
体
制
を
整
備
し

て
き
ま
し
た
。

取
組
と
そ
の
効
果

こ
れ
ま
で
の
取
組
と
し
て
は
、
ま
ず
各
学

校
で
遠
隔
学
習
の
必
要
性
を
話
し
合
い
、
有

効
活
用
や
効
果
の
検
証
な
ど
、
教
職
員
が
主

体
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
向
け
検
討
し
、
毎
月

開
催
さ
れ
る
校
長
会
や
教
頭
会
を
通
じ
て
情

報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境

の
整
備
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
学
校
全
体
と
し
て
は
小
中
連
携
や
授
業

改
善
と
一
体
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
を
協
議
す
る

ほ
か
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
精
通
し
た
若
手
教
職
員
で

構
成
す
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
設
置
す
る
な
ど
、
情
報
交
流
や
校

内
研
修
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
に
お
い
て
は
、
北
海

道
立
教
育
研
究
所
の
支
援
を
受
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
に
係
る
研
修
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る
操
作
指

導
や
相
談
の
受
付
、
研
修
会
等
、
教
職
員
内

２
．
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の�

活
用
（
担
当
：
教
育
委
員
会
）

▲GIGAタブレット（左）を使用した授業の様子（右）。整備に向けては若手教職員が情報交流や校内研修を主導した

▲�

ニ
セ
コ
連
峰
中
央
、
標
高
７
５
０
ｍ
に
あ
る

神
仙
沼
は
神
秘
的
な
美
し
さ

2 町村の施策事例集Ⅸ
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で
積
極
的
な
利
活
用
が
図
ら
れ
る
よ
う
配
慮

し
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
組
も
あ
っ
て
、
学
校
や
教
職

員
間
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
頻
度
に
若
干
の
差
は

あ
る
も
の
の
、
熱
意
を
も
っ
て
子
ど
も
た
ち

へ
の
指
導
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在

の
授
業
で
は
、
電
子
黒
板
に
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
や
教
材
が
映
し
出
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
操
作
す
る
姿
が
日

常
的
な
光
景
へ
と
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

特
に
体
育
授
業
を
見
ま
し
て
も
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
模
範
演
技
を
確
認
し
て

か
ら
の
試
技
や
、
児
童
生
徒
相
互
に
実
技
を

動
画
撮
影
し
電
子
黒
板
に
投
影
、
振
り
返
り

再
生
機
能
を
使
っ
て
自
身
の
体
の
動
か
し
方

を
確
認
し
て
実
技
改
善
を
図
る
な
ど
、
イ

メ
ー
ジ
す
る
だ
け
で
は
な
く
他
者
か
ら
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
児
童
生
徒
が
主
体

的
に
学
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、
長
期
欠
席
中
の
児
童
生

徒
に
対
し
て
は
継
続
的
に
授
業
を
遠
隔
配
信

し
、
学
習
を
補
完
す
る
こ
と
や
日
常
会
話
か

ら
の
は
げ
ま
し
を
通
じ
て
登
校
再
開
が
円
滑

に
行
わ
れ
る
よ
う
、
学
校
全
体
で
温
か
な
雰

囲
気
が
醸
成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が

実
社
会
に
羽
ば
た
い
て
い
く
う
え
で
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
能
力
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
学
校
、
地
域
、
教
育
委
員
会
が
一
体
と

な
っ
て
他
の
自
治
体
の
先
進
事
例
も
参
考
と

し
つ
つ
、
本
町
の
教
育
施
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

背
景本

ア
プ
リ
を
導
入
（
令
和
２
年
12
月
利
用

開
始
）
し
た
き
っ
か
け
は
、
乳
児
期
の
予
防

接
種
の
種
類
が
増
え
「
予
防
接
種
の
時
期
や

接
種
間
隔
が
わ
か
り
づ
ら
く
管
理
が
大

変
！
」
と
い
う
声
が
以
前
か
ら
多
く
あ
っ
た

こ
と
や
平
成
30
年
９
月
に
発
生
し
た
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
や

断
水
が
起
き
た
と
き
に
、
特
に
育
児
中
の
家

庭
に
素
早
く
情
報
を
届
け
る
手
段
の
必
要
性

を
感
じ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
そ
の
後
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
は
、
各
種
健

診
や
相
談
等
の
母
子
保
健
事
業
の
実
施
に
つ

い
て
急
な
変
更
や
中
止
も
多
く
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
れ
ら
の
連
絡
や
そ
の
ほ
か
育
児
情
報

の
発
信
に
も
活
用
し
て
い
ま
す
。

取
組
と
そ
の
効
果

導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
多
く
の
方
に
ア
プ

リ
を
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
当
課
健
康

推
進
係
の
母
子
保
健
事
業
の
中
で
の
周
知
や

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
に
チ
ラ
シ

を
配
布
し
周
知
を
行
い
ま
し
た
。

ア
プ
リ
の
名
称
に
つ
い
て
は
、
お
母
さ

ん
、
お
父
さ
ん
、
お
子
さ
ん
が
「
共
和
町
で

た
く
さ
ん
の
笑
顔
で
す
ご
し
て
も
ら
え
た
ら

い
い
な
」
と
の
思
い
か
ら
、
身
近
に
感
じ
て

も
ら
え
る
名
称
と
し
て
「
き
ょ
う
わ
♡
に

こ
っ
と
」
の
名
称
に
し
ま
し
た
。

現
在
ま
で
の
こ
の
ア
プ
リ
の
利
用
者
数

（
累
計
ユ
ー
ザ
ー
数
）
は
１
１
５
名
で
す
が

（
令
和
４
年
11
月
末
現
在
）、
子
育
て
支
援
ア

プ
リ
を
導
入
し
て
い
る
市
町
村
か
ら
の
転
入

者
か
ら
は
「
転
入
先
の
郵
便
番
号
の
登
録
で

そ
の
市
町
村
の
情
報
が
取
得
で
き
る
の
で
使

い
や
す
い
」
と
の
声
や
、
ま
た
予
防
接
種
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
に
つ
い
て
も
「
お
知
ら

せ
機
能
が
あ
り
、
受
け
忘
れ
を
予
防
で
き

た
」
と
か
「
子
ど
も
の
発
育
状
況
が
グ
ラ
フ

化
さ
れ
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
」
な
ど
の
声

が
届
い
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
母
子
保
健
事
業
や
感
染
症
の
情

報
発
信
を
メ
イ
ン
に
活
用
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
の
展
開
や
予
定
に
つ
い
て
は
、
健
康
推

進
係
だ
け
で
は
な
く
役
場
の
子
育
て
関
係
部

署
が
連
携
し
、
子
育
て
に
関
す
る
情
報
発
信

や
相
談
な
ど
の
予
約
機
能
の
充
実
、
動
画
等

の
活
用
を
検
討
し
な
が
ら
、
よ
り
い
っ
そ
う

有
効
活
用
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

３
．
子
育
て
ア
プ
リ�

「
き
ょ
う
わ
♡
に
こ
っ
と
」�

（
担
当
：
保
健
福
祉
課
）

▲町民に「きょうわ♡にこっと」を説明して活用を促す

▲妊娠中の夫婦・家族が参加する育児学級

▲
�

母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
き
ょ
う
わ
♡
に
こ
っ

と
」
画
面

3
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背
景デ

ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て

は
、
町
の
補
助
金
を
受
け
共
和
町
観
光
協
会

が
実
施
し
た
も
の
で
す
。
当
時
、
他
の
自
治

体
で
も
行
わ
れ
て
お
り
目
新
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
町
内
の

人
の
動
き
が
滞
り
、
飲
食
店
や
小
売
店
の
売

り
上
げ
も
減
少
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ま
ち

な
か
へ
の
誘
客
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
や
消

費
喚
起
を
目
的
に
非
接
触
型
の
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

取
組
と
そ
の
効
果

内
容
と
し
ま
し
て
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
専
用
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
対
象

施
設
で
３
０
０
円
以
上
の
買
い
物
や
飲
食
し

た
場
合
に
、
各
店
舗
に
配
置
し
た
カ
ー
ド
を

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
読
み
込
む
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
も
の
で
、
所
定
の
数
（
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
の
３
つ
）
全
て
の
カ
ー
ド
を
読
み
込
ま
せ

る
と
イ
ベ
ン
ト
に
応
募
す
る
こ
と
が
で
き
、

応
募
者
の
中
か
ら
抽
選
で
町
の
特
産
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ま
た
、

完
走
賞
も
設
け
応
募
し
た
方
全
員
に
“
町
内

商
店
等
で
使
用
で
き
る
商
品
券
５
０
０
円

分
”
ま
た
は
“
西
村
計
雄
記
念
美
術
館
入
館

チ
ケ
ッ
ト
”
を
配
付
し
て
、
町
内
施
設
等
の

利
用
も
促
進
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

実
際
に
実
施
し
て
い
く
中
で
は
、
色
々
な

課
題
や
苦
慮
し
た
点
も
あ
り
ま
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
な
か
な
か
収
束

せ
ず
、
繰
り
返
し
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
が

あ
っ
た
こ
と
や
感
染
者
数
が
高
止
ま
り
し
た

期
間
が
大
半
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
参
加
者

が
予
想
を
下
回
り
ま
し
た
（
延
べ
参
加
者
４

１
４
名
、
応
募
者
１
２
１
名
）。
加
え
て
、

カ
ー
ド
を
配
置
し
た
町
の
主
要
観
光
ス
ポ
ッ

ト
で
は
、
通
信
回
線
が
不
安
定
な
箇
所
も
あ

る
な
ど
課
題
も
残
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
本
町
で
は
こ
れ
ま
で
紙
ベ
ー
ス

の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
し
か
実
施
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
若
年
層
の
参
加
が
少
な

い
状
況
で
し
た
が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活

用
し
た
こ
と
で
若
い
方
か
ら
は
好
評
で
あ
っ

た
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告
も
活
用
し
た
こ
と
で
遠

方
に
住
む
方
の
参
加
も
増
え
た
と
い
っ
た
成

果
も
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
、
コ

ロ
ナ
禍
の
単
年
度
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
し

た
が
、
高
齢
者
の
方
や
機
械
操
作
が
苦
手
な

方
で
も
簡
単
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
配
慮
が

必
要
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
費
用
対
効
果
の
面

を
考
え
る
と
当
初
の
想
定
に
は
届
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
今
後
は
参
加
者
の
年
代
も
配
慮

し
つ
つ
、
町
内
を
回
遊
す
る
し
く
み
づ
く
り

の
１
つ
と
し
て
活
用
で
き
な
い
か
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

最
後
に
、
本
町
の
今
後
の
自
治
体
Ｄ
Ｘ
に

関
す
る
取
組
で
す
が
、基
本
的
に
は
国
の「
自

治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」を
基
本
と
し
な
が
ら
、

昨
年
立
ち
上
げ
た
「
共
和
町
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部

会
議
」
の
中
で
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ご
紹
介
し
ま
し
た
以
外
に
も
農
業
委
員
活

動
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
や
令
和
５
年
２
月

か
ら
住
民
票
等
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
も

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
は
あ
く
ま
で
も
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

１
つ
の
手
段
や
方
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
情

報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化
な
ど
取
組

が
必
須
な
も
の
以
外
に
つ
い
て
は
、
費
用
を

か
け
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
方
が
よ

い
か
、あ
る
い
は
従
来
の
ま
ま
が
よ
い
か
等
、

町
の
財
政
規
模
や
費
用
対
効
果
も
見
極
め
な

が
ら
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
中

で
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
分
野
へ
の
活
用
や

多
様
化
す
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の
対
応
、
さ

ら
に
は
役
場
内
部
の
業
務
効
率
化
に
関
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
取
組
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
海
道
共
和
町　

総
務
課

（
令
和
５
年
６
月
26
日
付
第
３
２
４
４
号
）

４
．
デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー�

（
担
当
：
産
業
課
）

５
．
今
後
に
つ
い
て

▲
�

デ
ジ
タ
ル
ス
タ
ン
プ
は
町
内
店
舗
や
飲
食
店

の
利
用
で
獲
得
で
き
る

▲
�

観
光
客
で
賑
わ
う
共
和
町
観
光
協
会
主
催
の

味
覚
ま
つ
り
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更
別
村
は
、
広
大
な
北
海
道
・
十
勝
平
野

の
中
央
よ
り
や
や
南
に
位
置
し
、
札
幌
ま
で

は
高
速
道
路
が
直
通
し
て
お
り
車
で
約
3
時

間
、
と
か
ち
帯
広
空
港
か
ら
は
車
で
10
分
、

羽
田
空
港
ま
で
空
路
1
時
間
30
分
と
交
通
の

便
が
大
変
良
く
「
首
都
圏
に
近
い
農
村
」
で

す
。

更
別
村
に
つ
い
て

更別村

北海道 更
さら

別
べつ

村
むら

北海道

▲平日昼、大盛況にて開催される「みんなのカラオケ」風景

5

ポ
イ
ン
ト

•  

村
の
課
題
解
決
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
構
築
の
た
め
に
高
齢
者
が
１
0
0
歳
世
代
ま

で
生
き
が
い
を
持
っ
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や
そ
れ
ら
を
支
え
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
の
導
入
、
行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

等
を
掲
げ
た
「
更
別
村
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
を
策
定
し
た
。

•  

構
想
策
定
・
推
進
に
あ
た
り
各
課
課
長
職
で
構
成
す
る
地
方
創
生
推
進
本
部
会
議
や
担

当
者
レ
ベ
ル
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
会
議
を
構
築
。
現
状
は
担
当
部
局
と
の
調
整
に
時
間

を
要
す
る
と
い
う
課
題
も
あ
る
が
、行
政
内
部
の
横
断
的
な
会
議
で
情
報
共
有
を
図
り
、

全
庁
的
に
取
組
を
推
進
し
て
い
る
。

•  

令
和
4
年
秋
か
ら
は
自
動
運
転
車
両
、
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
や
市
街
地
共
助
W
i
-F
i
等

の
サ
ー
ビ
ス
を
早
期
実
装
。
令
和
4
年
度
末
ま
で
に
は
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
予

定
。

－更別村スーパービレッジ構想の
取組－

100 歳までワクワク
世代を超えて

みんなでつながり合う
幸せな地域 更別村

特
集　
Ｄ
Ｘ
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基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

小
麦
、
て
ん
菜(

砂
糖
大
根)

、
十
勝
小
豆
に

代
表
さ
れ
る
豆
類
な
ど
の
畑
作
物
並
び
に
、

安
全
で
良
質
な
酪
農
・
畜
産
の
振
興
に
よ
る

農
畜
産
物
の
安
定
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。

農
家
１
戸
あ
た
り
の
平
均
農
地
面
積
は
約

50 

ha
（
東
京
ド
ー
ム
10
個
分
以
上
）、
ト
ラ

ク
タ
ー
保
有
台
数
は
農
家
１
戸
あ
た
り
約
6

台
と
国
内
有
数
の
大
規
模
機
械
化
農
業
の
村

で
あ
り
、
食
料
自
給
率
は
6
、
８
０
０
％
を

誇
り
ま
す
。

農
業
に
お
い
て
は
、
年
々
生
産
額
が
増
大

す
る
中
、
平
成
28
年
に
は
4
つ
の
台
風
が
接

近
・
通
過
し
、
村
内
の
広
い
範
囲
で
滞
水
・

冠
水
等
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

丹
精
込
め
て
育
て
て
い
た
作
物
で
す
が
、

一
部
の
作
物
は
流
さ
れ
、
水
に
浸
か
っ
て
し

ま
っ
た
作
物
は
価
値
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
収
穫
間
近
に
も
か
か
わ
ら
ず
被
害

に
遭
っ
た
作
物
を
農
家
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ひ
と
つ
ず
つ
手
作
業
で
回
収

し
て
い
た
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

現
在
の
更
別
村
に
お
け
る
地
域
や
産
業
を

持
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
急
速

に
進
展
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
機
敏
に
対
応
し
続

け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
農
業
で
は
、
人
材

不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
に
約
４

０
０
台
の
自
動
操
舵
ト
ラ
ク
タ
ー
が
導
入
さ

れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
新
し
い
技
術
を
導
入
す
る
こ
と

に
対
す
る
不
安
感
は
付
き
物
で
す
。
ロ
ボ
ッ

ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
に
興
味
が
あ
っ

て
も
、
操
作
が
難
し
い
、
誤
っ
た
操
作
で
壊

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
よ
う
な
不
安
感

や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
対
す
る
不
安
感
を
払

し
ょ
く
す
る
と
と
も
に
、
農
業
者
の
理
解
と

共
感
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
と
連
携
し

普
及
拡
大
に
向
け
て
継
続
し
た
支
援
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
は
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
が
急
務
で
あ
る
と
言
え

ま
す
。

現
代
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
、
そ
し
て
将

来
産
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち
は
、
北
海
道

農
業
を
は
じ
め
と
す
る
各
産
業
が
世
界
と
肩

を
並
べ
て
、
技
術
的
・
経
済
的
に
闘
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
必
ず
淘
汰
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
産
業
振
興
に
限
ら
ず
、「
誰
一
人
取
り

残
さ
な
い
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
現
」に
向
け
て
、

日
々
の
暮
ら
し
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ

バ
イ
ド
（
外
務
省
・
総
務
省
Ｈ
Ｐ
参
照
）
の

解
消
を
進
め
る
た
め
黎
明
期
で
あ
る
今
か
ら

人
材
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

村
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し
て

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
と
と
も
に
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
再
構
築
す
る
た
め
「
更

別
村
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」を
提
案
し
、

令
和
4
年
6
月
に
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
推
進
交
付
金
（
Ｔ
Ｙ
Ｐ
Ｅ
３
）
の

採
択
を
受
け
ま
し
た
。提
案
に
あ
た
っ
て
は
、

各
課
課
長
職
で
構
成
す
る
地
方
創
生
戦
略
推

進
本
部
会
議
や
主
に
担
当
者
レ
ベ
ル
で
構
成

す
る
チ
ー
ム
会
議
を
構
築
し
て
全
庁
横
断
的

に
取
組
を
進
め
て
お
り
、
事
業
の
推
進
に
あ

た
っ
て
は
、
担
当
部
局
と
の
調
整
に
時
間
を

要
す
る
こ
と
も
あ
り
一
枚
岩
と
は
言
え
な
い

現
状
も
課
題
の
１
つ
で
す
。
ま
た
、
主
と
し

て
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
画
面
上
で
の
意
思
疎
通

の
難
し
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。

本
構
想
で
は
、「
ひ
ゃ
く
ワ
ク
サ
ー
ビ
ス
」

先
進
技
術
の
導
入
に
向
け
た
課
題

ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
の
取
組

▲黄金色に染まる小麦畑で収穫を行うコンバイン

▲
�

平
成
28
年
の
台
風
湛
水
被
害

▲
�

自
動
操
舵
で
き
る
ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
等
の
新
技
術
を
導
入
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
で
人
材
も
育
成
中
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「
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
」「
超
な
ま
ら
本
気
ス

マ
ー
ト
農
業
」
の
大
き
く
3
つ
の
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

「
ひ
ゃ
く
ワ
ク
サ
ー
ビ
ス
」
で
は
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
、
カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
、
運
動
教
室
な
ど
高
齢
者
の
生
き
が
い
を

発
見
で
き
る
趣
味
系
サ
ー
ビ
ス
や
健
康
系

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
数
百
台
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル

ウ
ォ
ッ
チ
や
電
力
セ
ン
サ
ー
を
無
償
貸
与
し

一
人
暮
ら
し
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
健
康

管
理
や
見
守
り
環
境
を
整
備
し
ま
す
。ま
た
、

運
動
教
室
、
カ
ラ
オ
ケ
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、

温
泉
・
サ
ウ
ナ
使
い
放
題
な
ど
の
趣
味
系

サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す
る
と
と
も
に
動
画
共
有

ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も

楽
し
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
は
切
り
離
し
、
受
益
者
負
担

の
観
点
か
ら
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
り

複
数
の
サ
ー
ビ
ス
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
定

額
で
提
供
し
ま
す
。
よ
り
多
く
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
高
齢
者
に
と
っ
て
は
共
助
の
仕

組
み
に
よ
り
少
な
い
負
担
で
、
各
種
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
は
、
日
頃
の
暮
ら

し
の
中
で
嬉
し
い
や
楽
し
い
を
一
緒
に
つ
く

る
だ
け
で
な
く
、
デ
ジ
タ
ル
機
器
に
不
慣
れ

な
高
齢
者
の
サ
ポ
ー
ト
等
各
種
デ
ジ
タ
ル
と

ア
ナ
ロ
グ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

「
デ
ジ
タ
ル
公
民
館
」
で
は
、
ひ
ゃ
く
ワ

ク
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
機
能
と
し
て
、
村
通

信
環
境
の
整
備
が
マ
ス
ト
で
す
。
市
街
地
で

は
共
助
Ｗ
ｉ

―

Ｆ
ｉ
を
整
備
し
、
農
村
部
で

も
村
内
全
域
に
整
備
し
た
光
回
線
に
よ
り
村

民
誰
も
が
い
つ
で
も
通
信
で
き
る
環
境
を
構

築
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
通
信
環
境
や
令
和
3
年
度
に
整

備
し
た
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を
基
に
し
た
ら
く

ら
く
サ
ー
ビ
ス
予
約
、
移
送
サ
ー
ビ
ス
、
情

報
セ
ン
タ
ー
等
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
は
年
齢
に

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
村
民
が
利
用
で
き

る
仕
組
み
と
し
て
構
築
し
て
い
ま
す
。
タ
イ

ト
ル
に
も
あ
る
と
お
り
、
す
べ
て
１
０
０
歳

ま
で
ワ
ク
ワ
ク
世
代
を
超
え
て
楽
し
く
過
ご

せ
る
環
境
を
作
る
た
め
の
“
ベ
ー
シ
ッ
ク
イ

ン
フ
ラ
”
に
位
置
づ
け
て
お
り
、
無
償
で
提

供
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
10
月
か
ら
は
自
動
運
転
車

両
、
配
送
ロ
ボ
ッ
ト
や
市
街
地
共
助　

Ｗ

ｉ

―

Ｆ
ｉ
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
早
期
実
装
し
ま

し
た
。
本
構
想
に
お
け
る
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
高
齢
者
に
は
８
０
０
台
の
ス
マ
ホ
を

無
償
貸
与
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
運
動
教
室
や
脳

ト
レ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
行
政
手
続
き
・
サ
ー
ビ

ス
予
約
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

「
超
な
ま
ら
本
気
ス
マ
ー
ト
農
業
」
で
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
ー
や
人
材
確
保
と
育
成

を
図
り
仕
事
面
か
ら
も
生
き
が
い
を
感
じ
ら

れ
る
農
村
を
実
現
し
ま
す
。

今
年
度
は
完
全
無
人
走
行
の
ロ
ボ
ッ
ト
ト

▲
�

ス
マ
ホ
教
室
（
右
上
）
や
オ
ン
ラ
イ
ン
運
動

教
室
（
左
上
）
な
ど
高
齢
者
の
生
き
が
い
を

発
見
で
き
る
趣
味
・
健
康
系
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー

ス
の
３
名
（
右
下
）。
村
が
無
償
貸
与
す
る

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
ウ
ォ
ッ
チ
（
左
下
）
で
は
健

康
管
理
や
見
守
り
環
境
を
整
備
し
て
い
る

7
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ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
た
大
豆
栽
培
を
行
い
ま

し
た
。
東
京
大
学
大
学
院
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
を
誘
致
し
て
お
り
、
種
ま
き
か
ら
除

草
作
業
ま
で
次
年
度
以
降
も
広
く
地
元
の
高

校
生
や
生
産
者
と
の
研
究
拠
点
と
し
て
大
い

に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
村
は
産
学
官
金
を

つ
な
げ
る
役
割
・
責
任
を
果
た
し
て
ま
い
り

ま
す
。

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
は
農
業
分
野
に
限
ら

ず
、
防
災
や
見
守
り
、
物
流
等
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
活
用
の
幅
を
広
げ
る
検
討
を
し
て
い

ま
す
。
今
後
の
横
展
開
を
見
据
え
て
ド
ロ
ー

ン
事
業
者
の
育
成
を
支
援
し
て
お
り
、
村
内

で
起
業
さ
れ
た
事
業
者
も
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
新
た
に
設
立
し

た
「
更
別
村
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
協
議
会
」

が
実
施
主
体
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
サ
ブ
ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
に
す
る
こ
と
に

よ
り
一
定
の
収
入
が
見
込
め
る
こ
と
で
安
定

し
た
運
営
が
可
能
に
な
る
と
と
も
に
、
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
や
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
内
容
の
改
善
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

高
齢
者
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
だ
け
で
な

く
、w

ell-being
指
標
の
導
入
に
よ
り
将
来

の
更
別
村
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
豊
か
に
暮

ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

運
営
体
制
に
お
い
て
は
、
村
内
事
業
者
及

び
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

を
中
心
に
ア
カ
デ
ミ
ア
や
域
外
パ
ー
ト
ナ
ー

企
業
が
業
務
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
村

は
事
務
局
と
し
て
事
業
者
と
の
調
整
や
運
営

支
援
、
村
民
か
ら
の
相
談
対
応
等
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
は
法
人
を
設
立
し
移
管
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
度
末
ま
で
に
は
す
べ
て
の
サ
ー

ビ
ス
が
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
現
在
整
備

を
進
め
て
い
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
は

複
数
の
企
業
が
入
居
予
定
で
す
。
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
に
は
情
報
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
村
民
の
集
い
の
場
と
し
て
広
く
開
放
す
る

と
と
も
に
、
入
居
企
業
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま

す
。

本
村
の
人
口
は
昨
年
度
12
年
ぶ
り
に
増
加

し
、
令
和
4
年
11
月
１
日
現
在
で
３
、
１
７

２
人
と
な
り
、
子
育
て
支
援
策
の
拡
充
や
大

型
分
譲
地
の
整
備
な
ど
も
相
ま
っ
て
近
隣
や

都
市
圏
か
ら
の
移
住
が
進
ん
で
い
ま
す
。

行
政
Ｄ
Ｘ
の
推
進
や
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
よ
る
村
民
の
利
便
性
向
上
は
全
国
あ
ま

た
あ
る
地
方
・
農
村
の
共
通
の
課
題
で
あ
る

と
と
も
に
、目
前
に
迫
る
喫
緊
の
課
題
で
す
。

本
村
で
は
、
中
山
間
地
域
に
お
け
る
課
題

解
決
の
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
、
村
民

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ（
生
活
の
質
）向
上
に
向
け
て「
更

別
村
ス
ー
パ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
構
想
」
の
実
現
を

強
く
進
め
る
と
と
も
に
、
本
構
想
の
取
組
を

全
国
へ
展
開
し
、
20
年
後
、
30
年
後
も
豊
か

で
持
続
可
能
な
農
村
の
実
現
に
向
け
て
歩
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
の
活
用
は
１
つ
の
ツ
ー
ル
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
村
民
同
士
の
つ
な
が
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
産
業
の

振
興
、
医
療
や
移
動
等
の
分
野
で
人
工
知
能

Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術
を
活
用
し
て
い
ま

す
。多

様
化
・
複
雑
化
す
る
村
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
行
政
の
人
材
・
財
政
力

だ
け
で
は
充
足
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。水

道
や
道
路
整
備
な
ど
全
国
隅
々
ま
で
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
け

20
年
、
30
年
後
も
豊
か
で

持
続
可
能
な
村
へ

▲村内を走る自動運転の移動サービスは利用無料▲村内の店で利用可能な配送ロボット

▲現在建設中のサテライトオフィスは村民の集いの場としても開放予定
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で
な
く
、
立
地
条
件
や
本
村
の
よ
う
な
小
さ

な
自
治
体
だ
か
ら
こ
そ
必
要
な
社
会
基
盤
も

あ
り
ま
す
。
本
村
で
は
内
閣
府
の
デ
ー
タ
連

携
促
進
型
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
事
業
を
は

じ
め
と
す
る
補
助
事
業
を
活
用
等
に
よ
り
自

治
体
の
負
担
を
軽
減
し
事
業
展
開
が
可
能
な

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
な
が
ら
生
活
を
支
え
る

基
盤
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
日
の
村
づ

く
り
に
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
民
間
の

力
が
必
要
で
す
。
村
民
と
産
学
官
が
一
体
と

な
っ
て
地
域
に
山
積
す
る
課
題
に
立
ち
向

か
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

村
民
の
共
感
・
理
解
は
事
業
を
推
進
す
る

う
え
で
必
要
不
可
欠
で
す
。
村
民
を
置
き
去

り
に
す
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
で
は
浸
透
し
な

い
だ
け
で
な
く
、
拒
否
反
応
を
生
む
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
今
以
上
に
村
民
に
事
業
の
浸
透

を
図
り
利
用
者
を
増
や
す
べ
く
、
サ
ー
ビ
ス

の
説
明
や
利
用
し
や
す
い
Ｕ
Ｉ
／
Ｕ
Ｘ
を
構

築
し
ま
す
。
ま
た
、
行
政
内
部
で
も
同
じ
で

あ
り
、
村
民
に
対
す
る
丁
寧
な
説
明
や
行
政

内
部
で
横
断
的
な
会
議
で
情
報
共
有
を
図
る

な
ど
円
滑
な
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
、
か
つ
て
な
い
厳
し
い

昨
今
の
社
会
・
経
済
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
や
る
べ
き
時
は
今
！
」、「
現
状
維
持
は
後

退
で
あ
る
。
ま
さ
に
不
退
転
の
決
意
を
持
っ

て
前
に
進
む
し
か
な
い
！
」
と
の
言
葉
を
肝

に
銘
じ
、
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、
豊
か
な

未
来
に
向
か
っ
て
前
進
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

北
海
道
更
別
村　

企
画
政
策
課

（
令
和
５
年
２
月
20
日
付
第
３
２
３
０
号
）▲農業で生きてきた更別村。20年後30年後の豊かで持続可能な村の実現を目指す取組は続く

▲更別スーパービレッジ構想（デジタル田園都市国家構想）の全体像。暮らしと仕事の両面から高齢者が輝くまちの実現を目指す
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丸
森
町
は
、
宮
城
県
の
南
端
に
位
置
し
、

南
側
は
福
島
県
と
隣
接
。
大
部
分
を
山
林
及

び
丘
陵
地
が
占
め
る
も
の
の
、
町
の
北
部
を

東
北
第
二
の
大
河
で
あ
る
阿
武
隈
川
が
貫
流

し
、
そ
の
流
域
と
支
流
河
川
の
流
域
一
帯
が

平
坦
地
を
形
成
す
る
総
面
積
２
７
３
・
3
㎢

の
盆
地
状
の
町
で
す
。

令
和
元
年
10
月
12
日
に
襲
来
し
た
令
和
元

年
東
日
本
台
風
で
は
、
住
民
の
尊
い
人
命
が

失
わ
れ
る
と
と
も
に
、
家
屋
や
農
地
等
に
甚

大
な
被
害
が
生
じ
、
さ
ら
に
は
道
路
や
河
川

等
の
公
共
土
木
施
設
、
農
作
物
や
商
工
業
等

の
被
害
額
が
４
７
０
億
円
を
超
え
る
な
ど
、

町
政
史
上
最
悪
の
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
令
和
６
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す

る
「
丸
森
町
復
旧
・
復
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

国
、
県
、
そ
し
て
全
国
の
自
治
体
の
皆
さ
ま

か
ら
の
御
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、復
旧
・

復
興
に
向
け
た
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ

の
場
を
お
借
り
し
て
、
御
支
援
い
た
だ
き
ま

丸森町

宮城県 丸
まる

森
もり

町
まち

宮城県

▲電子書籍化した広報紙等は、パソコンやスマートフォン等で閲覧

10 町村の施策事例集Ⅸ

宮城県　�丸森町

ポ
イ
ン
ト

•  

町
職
員
提
案
制
度
に
よ
り
広

報
紙
・
回
覧
文
書
を
電
子
書

籍
化
。
い
つ
で
も
ど
こ
で
も

閲
覧
可
能
に
。

•  

紙
の
母
子
健
康
手
帳
を
補
完

す
る
母
子
手
帳
ア
プ
リ
を
導

入
。
同
時
に
オ
ン
ラ
イ
ン
医

療
相
談
の
連
携
。
保
護
者
が

抱
え
る
不
安
や
孤
立
の
解
消

へ
。 広報紙の電子書籍

化等による
住民生活の利便性

の向上

特
集　
Ｄ
Ｘ
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し
た
皆
さ
ま
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
町
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

活
用
し
た
施
策
に
つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

町
の
広
報
紙
「
広
報
ま
る
も
り
」
や
各
課

が
作
成
す
る
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
、
毎
月
１

日
と
15
日
の
２
回
、
町
の
行
政
運
営
推
進
委

員
（
い
わ
ゆ
る
行
政
区
長
）
を
通
じ
て
、
各

世
帯
に
配
付
ま
た
は
回
覧
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。し

か
し
、
紙
媒
体
で
あ
る
都
合
上
、「
広

報
紙
と
い
っ
し
ょ
に
届
い
た
チ
ラ
シ
が
見
当

た
ら
な
い
」、「
回
覧
し
て
し
ま
っ
た
チ
ラ
シ

を
も
う
一
度
読
み
た
い
」
と
い
う
住
民
の
声

が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
回
覧
文
書
は
、「
隣

の
お
宅
へ
早
く
回
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
い
う

配
慮
か
ら
、
世
帯
内
の
家
族
全
員
が
内
容
を

確
認
す
る
前
に
回
覧
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ

る
よ
う
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
町
で
実
施
し
て
い
る
職

員
提
案
制
度
に
お
い
て
、あ
る
職
員
か
ら「
町

が
住
民
向
け
に
配
付
す
る
文
書
を
電
子
化

し
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
は
ど
う
か
」

と
い
う
提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
提
案
で

は
、
電
子
化
し
た
文
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

公
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、住
民
だ
け
で
な
く
、

各
課
で
ど
の
よ
う
な
文
書
を
住
民
向
け
に
発

信
し
て
い
る
の
か
を
庁
内
で
共
有
す
る
こ
と

も
で
き
、住
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
対
応
等
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
内
容

だ
っ
た
た
め
、採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
提
案
の
実
現
に
あ
た
っ
て
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
も
検
討
し
ま
し
た
が
、

初
め
て
利
用
す
る
方
の
操
作
性
も
考
え
、
紙

を
め
く
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で
利
用
で
き
る

よ
う
電
子
書
籍
と
し
て
公
開
す
る
方
法
を
検

討
し
ま
し
た
。
検
討
を
進
め
て
い
く
中
で
、

東
京
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
株
式
会
社
の
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ
ム
「SideBooks 

ク

ラ
ウ
ド
本
棚
」
の
「
ち
い
き
本
棚
」
の
機
能

に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

全
戸
配
付
回
覧
文
書
を
電
子
書
籍

化
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
掲
載

SideB
ooks

の
「
ち
い
き
本
棚
」

（https://sidebooks.jp/chiiki/

）

は
、

東
京
イ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
株
式
会
社
が
運
営
す

る
電
子
掲
示
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
デ
ー
タ
の
閲

覧
が
無
料
、
パ
ソ
コ
ン
だ
け
で
な
く
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
か
ら
も
利
用
可
能
で
、
利
用
者
は

本
を
め
く
る
よ
う
な
操
作
感
で
閲
覧
で
き
る

ほ
か
、
職
員
に
よ
る
デ
ー
タ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー

ド
作
業
も
容
易
で
あ
る
こ
と
が
選
定
の
理
由

と
な
り
ま
し
た
。

電
子
書
籍
と
し
て
広
報
紙
を
掲
載
す
る
取

組
は
以
前
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
広

報
紙
以
外
の
配
付
文
書
、
回
覧
文
書
を
電
子

書
籍
化
す
る
に
あ
た
り
、
こ
のSideBooks

の
「
ち
い
き
本
棚
」
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ

ま
し
た
。

≪
他
の
電
子
書
籍
化
サ
ー
ビ
ス
例≫

・ 『m
iyagi ebooks

』（
ミ
ヤ
ギ
イ
ー
ブ
ッ

ク
ス
）
：
株
式
会
社
ソ
ノ
ベ
（m

iyagi 
ebooks

実
行
委
員
会

・ 『
マ
チ
イ
ロ
』：
株
式
会
社
ジ
チ
タ
イ
ワ
ー

ク
ス

平
成
29
年
５
月
に
「
ち
い
き
本
棚
」
の
利

用
を
開
始
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
紙
媒
体
で
住

民
に
周
知
す
る
こ
と
に
加
え
、
電
子
書
籍
と

し
て
「
ち
い
き
本
棚
」
へ
の
掲
載
を
始
め
ま

し
た
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
広
報
紙
サ
イ
ト
か
ら
リ

ン
ク
を
張
り
、「
ち
い
き
本
棚
」
の
サ
イ
ト

を
開
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

配
付
し
た
文
書
を
日
付
ご
と
に
ま
と
め
て
掲

載
す
る
運
用
と
し
た
こ
と
で
、
住
民
は
も
と

よ
り
職
員
間
で
も
情
報
共
有
で
き
る
効
果
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
誰
で
も
、

い
つ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
と
な

り
、
町
外
に
い
る
丸
森
町
に
関
心
の
あ
る

１
．
広
報
紙
等
を
電
子
書
籍
化

背
景
と
課
題

▲
�S
ideB

ooks �

ち
い
き
本
棚
に
は
全
国
１
２
５
自
治
体
が
参
加
（
２
０
２
３
・
１
時
点
）

11
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方
々
に
対
し
て
町
内
で
実
際
に
周
知
し
て
い

る
情
報
を
見
て
も
ら
え
る
効
果
に
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

現
在
は
、
町
の
広
報
紙
や
回
覧
文
書
の
ほ

か
、
議
会
広
報
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
子

育
て
ガ
イ
ド
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
に
発
行
し
た
「
令
和
元
年
東
日
本
台

風
災
害
記
録
誌
」も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

機
会
が
あ
れ
ば
御
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
は
、
町
で
策
定
し
て
い
る
各
種
計
画

書
な
ど
の
掲
載
も
予
定
し
て
お
り
、
よ
り
多

く
の
情
報
を
共
有
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
と
と
も
に
、
こ
の
「
ち
い
き
本
棚
」
の
仕

組
み
を
活
用
し
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス

テ
ム
の
導
入
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
、
産
婦
人
科
・
小
児
科
の
医
療

機
関
が
な
い
こ
と
に
加
え
、
周
辺
自
治
体
に

お
い
て
も
閉
院
が
相
次
ぎ
、
軽
微
な
通
院
で

あ
っ
て
も
移
動
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
加
え

て
、
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
感
染
リ
ス
ク

を
回
避
す
る
た
め
、
通
院
を
控
え
る
傾
向
も

あ
り
、
重
篤
化
の
不
安
や
リ
ス
ク
を
抱
え
な

が
ら
も
様
子
見
を
す
る
選
択
を
取
ら
ざ
る
を

得
な
い
家
庭
が
あ
る
こ
と
も
把
握
し
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
出
生
直
後
は
複
数
の
予
防
接
種
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
が
疎
か
に
な
る
こ
と
で
、
適
正
な
時
期
の

接
種
を
逃
し
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
や

す
く
、
特
に
、
複
数
の
子
ど
も
を
持
つ
家
庭

で
は
、
そ
の
負
担
が
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

加
え
て
、
紙
の
母
子
健
康
手
帳
だ
け
で
は
、

妊
娠
期
の
記
録
や
任
意
の
予
防
接
種
の
記
録

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
存
在
せ
ず
、
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
町
と
し
て
十
分
な
支

援
を
行
う
こ
と
が
難
し
い
状
況
で
も
あ
り
ま

し
た
。

一
方
で
、
Ｄ
Ｘ
が
進
み
、
妊
娠
中
や
子
育

て
中
に
お
い
て
あ
ら
ゆ
る
ア
プ
リ
の
活
用

や
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
情
報
収
集
す
る

場
面
が
一
般
化
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
中
か
ら
正
し
い
知
識
や
確
か
な
情
報
を
取

捨
選
択
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
不
確
か
な
知

識
や
情
報
は
、
い
た
ず
ら
に
不
安
を
あ
お
る

要
因
と
な
り
得
ま
す
。
そ
の
た
め
、
町
が
主

体
と
な
っ
て
、
正
確
で
信
用
性
の
高
い
情
報

の
発
信
や
、
直
接
医
師
に
相
談
で
き
る
シ
ス

テ
ム
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
、
住
民
の
利

便
性
の
向
上
の
み
な
ら
ず
、
生
活
の
安
心
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
母
子
モ
株
式

会
社
が
運
営
す
る
母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母
子

モ
」
と
、
株
式
会
社Kids Public

の
「
産

婦
人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」
及
び
「
小
児
科
オ
ン

ラ
イ
ン
」
の
導
入
に
よ
り
解
決
を
図
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

２
．
母
子
手
帳
ア
プ
リ
と�

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
の�

連
携
活
用

背
景
と
課
題

▲紙での配付文書を日付ごとにとりまとめて掲載 ▲広報紙などを電子書籍化し掲載
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母
子
手
帳
ア
プ
リ
「
母
子
モ
」
の
活
用
に

よ
り
、
保
護
者
が
妊
娠
期
や
子
ど
も
の
予
防

接
種
、
健
診
や
身
体
発
育
の
記
録
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

上
に
保
管
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
紙
の
母
子

健
康
手
帳
が
手
元
に
な
い
時
で
も
記
録
が
確

認
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
紛
失
時
に
も

記
録
の
復
旧
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
機
能
や
、

接
種
漏
れ
防
止
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
に
よ
り
、

適
切
な
時
期
に
接
種
で
き
る
よ
う
支
援
し
て

い
ま
す
。

導
入
後
は
、
予
防
接
種
の
時
期
に
関
す
る

町
へ
の
問
い
合
わ
せ
件
数
は
減
少
し
ま
し
た

が
、
接
種
数
は
維
持
し
て
い
る
た
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
管
理
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
た
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
の
成
長
記
録
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
家
族
と
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
機

能
や
、
子
育
て
世
代
同
士
が
集
ま
る
き
っ
か

け
を
作
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と

し
て
の
側
面
も
あ
り
、
母
親
が
抱
え
る
不
安

や
孤
立
の
解
消
に
つ
な
が
る
よ
う
活
用
し
て

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
は
、
登
録
者
に
対

し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
の
相
談
（
24

時
間
受
付
）と
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
ア
プ
リ「
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
を
活
用
し
た
チ
ャ
ッ
ト
、
音
声
・

ビ
デ
オ
通
話
に
よ
る
リ
ア
ル
タ
イ
ム
相
談

（
平
日
18
時
～
22
時
）
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
登
録
者
は
、
質
の
高

い
回
答
や
正
確
性
の
高
い
情
報
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
と
同
時
に
、
会
員
情
報
に
よ
り
相

談
内
容
を
個
別
に
カ
ル
テ
化
す
る
こ
と
で
、

相
談
経
過
に
応
じ
た
対
応
が
で
き
る
ほ
か
、

ハ
イ
リ
ス
ク
と
判
断
さ
れ
た
妊
婦
・
子
育
て

家
庭
に
つ
い
て
、
医
師
か
ら
町
へ
の
情
報
提

供
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
リ
ス
ク
の
あ
る
利

用
者
が
孤
立
し
な
い
よ
う
、
支
援
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相

談
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
友
だ
ち
登
録

し
て
い
れ
ば
、
利
用
登
録
を
し
て
い
な
い
方

で
も
、
定
期
的
な
医
療
記
事
の
配
信
や
Ｌ
Ｉ

Ｖ
Ｅ
動
画
配
信
に
よ
る
妊
娠
期
・
子
育
て
期

の
疑
問
解
決
の
た
め
の
情
報
配
信
サ
ー
ビ
ス

が
利
用
で
き
ま
す
。
24
時
間
３
６
５
日
体
制

で
症
状
な
ど
の
不
安
を
気
軽
に
相
談
で
き
、

医
師
や
助
産
師
か
ら
の
適
切
な
助
言
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
、
正
し
い
情

報
・
知
識
を
得
る
こ
と
で
、
家
庭
で
の
育
児

力
の
向
上
、
自
己
解
決
能
力
の
向
上
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
通
常
、
使
用
す

る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異
な
る
も
の
で
す
。
そ
の

日
か
ら
使
用
で
き
る
母
子
手
帳
ア
プ
リ
と
、

い
ざ
と
い
う
時
で
な
い
と
必
要
性
を
感
じ
に

く
い
オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
を
相
互
に
連
携

さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
時
期
に

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
オ
ン
ラ

イ
ン
医
療
相
談
で
発
信
す
る
健
康
・
育
児
情

報
や
、
町
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
母
子
手

帳
ア
プ
リ
の
利
用
者
に
通
知
す
る
な
ど
、
医

療
相
談
の
必
要
性
以
外
の
点
か
ら
も
サ
ー
ビ

ス
登
録
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
、
保
育
施

設
や
教
育
施
設
に
チ
ラ
シ
を
配
付
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
乳
幼
児
健
診
や
個
別
相
談
、
母

子
手
帳
交
付
や
出
生
届
な
ど
の
機
会
を
逃
さ

ず
、
対
面
で
説
明
し
、
登
録
を
勧
め
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
、
多
様
化
す
る
子
育
て
家
庭
へ
の
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

本
町
で
は
、
今
回
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
施
策

を
進
め
、
住
民
生
活
の
利
便
性
の
向
上
、
行

政
運
営
の
効
率
化
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

宮
城
県
丸
森
町　

総
務
課

（
令
和
５
年
１
月
30
日
付
第
３
２
２
７
号
）

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
相
談
の
連
携

▲
�

母
子
手
帳
ア
プ
リ
で
子
ど
も
の
成
長
記
録
を

デ
ジ
タ
ル
化

▲オンライン医療相談で気軽に相談可能

▲
�

対
面
で
サ
ー
ビ
ス
の
登
録
を
勧
奨

13
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２
０
２
０
年
３
月
、
東
海
村
は
「
未
来
を

担
う
人
づ
く
り
」「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
安
心
し
て
暮
ら
し
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
」
を
柱
と
し
た
東
海
村
第
６

次
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
た
基
本
的
な
姿
勢

の
１
つ
に
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
「
新

し
い
役
場
へ
の
転
換
」
を
掲
げ
、
職
員
の
意

識
変
革
や
組
織
変
革
に
取
り
組
み
、
行
政
力

の
底
上
げ
を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、「
新
し
い
役
場
へ
の
転
換

4

4

」

を
「
新
し
い
役
場
へ
の
変
革

4

4

（
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）」
と
捉
え
直
し
、
Ｄ

Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

東海村

茨城県 東
とう

海
かい

村
むら

茨城県

▲スマホをまだ持っていない方を対象に開催したスマホ体験会の様子

東
海
村
の
基
礎
デ
ー
タ

※ 

令
和
４
年
12
月
現
在
（
住
民
基
本
台
帳)

人
口　

３
８
、
４
１
３
人

う
ち
高
齢
者
9
、
６
１
９
人

 （
前
期
高
齢
者
4
、
１
１
２
人
、
後

期
高
齢
者
5
、
５
０
７
人
）

高
齢
化
率　

約
25
・
04
％

14 町村の施策事例集Ⅸ

茨城県　�東海村

高
齢
者
を
取
り
残
さ
な
い

「
と
う
か
い
“
ま
る
ご
と
”�

デ
ジ
タ
ル
化
構
想
」
に
基
づ
く
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

•  「
デ
ジ
タ
ル
対
応
社
会
の
実
現
」

を
図
る
た
め
、
ス
マ
ホ
を
所
有

す
る
高
齢
者
の
増
加
と
そ
の
ス

キ
ル
の
向
上
が
不
可
欠
。
販
売

店
舗
と
連
携
し
た
ス
マ
ホ
講
座

を
開
催
す
る
な
ど
、
デ
ジ
タ
ル

デ
バ
イ
ド
対
策
に
取
り
組
む
。

•  「
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
を
住
民
や
役
場
職
員
向
け

に
開
催
。
受
講
者
は
ス
マ
ホ
講

座
や
相
談
会
な
ど
の
場
で
活
躍

し
て
い
る
。

•  

基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
区
町
村

は
、
高
齢
者
に
寄
り
添
い
、
地

に
足
を
着
け
た
地
道
な
取
組
こ

そ
が
最
も
重
要
。

ポ
イ
ン
ト

―「とうかい “まるっと”
スマホ大作戦」の展開―

東海村が
仕掛ける

デジタルデバイド
対策

特
集　
Ｄ
Ｘ
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ン
）
を
通
し
て
そ
の
具
現
化
に
取
り
組
む
べ

く
、
２
０
２
０
年
11
月
、「
と
う
か
い
“
ま

る
ご
と
”
デ
ジ
タ
ル
化
構
想
（
通
称
『
ま
る

デ
ジ
構
想
』）」【
図
１
】
を
策
定
し
ま
し
た
。

ま
る
デ
ジ
構
想
は
、
行
政
手
続
き
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
取
り
組
む
「
ス
マ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

の
推
進
」、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
職
員
の
働

き
方
改
革
に
取
り
組
む
「
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク

の
推
進
」、
そ
し
て
住

民
の
デ
ジ
タ
ル
対
応
支

援
に
取
り
組
む
「
デ
ジ

タ
ル
対
応
社
会
の
実

現
」
の
３
つ
の
柱
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、「
デ
ジ
タ
ル

対
応
社
会
の
実
現
」
は

重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。仮
に「
ス
マ
ー

ト
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
」

が
図
ら
れ
た
と
し
て

も
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

す
る
高
齢
者
を
は
じ
め

と
し
た
住
民
の
方
々
が

デ
ジ
タ
ル
化
に
対
応
で

き
ず
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
で
き
な
い
状
況
が
生

ま
れ
て
は
意
味
が
あ
り

ま
せ
ん
。
２
０
２
１
年

に
行
っ
た
高
齢
者
向
け

の
調
査
に
お
い
て
は
、

前
期
高
齢
者
の
66
％
、

後
期
高
齢
者
の
43
％
が

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
「
ス
マ
ホ
」
と
略

称
）
を
所
有
し
て
い
る
も
の
の
、
前
期
高
齢

者
の
33
％
、
後
期
高
齢
者
の
45
％
が
ス
マ
ホ

を
活
用
し
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
結
果
か
ら
も
、「
デ

ジ
タ
ル
対
応
社
会
の
実
現
」
を
図
る
た
め
に

は
、
特
に
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対

策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
ス
マ
ホ
を
所

有
す
る
高
齢
者
の
増
加
と
そ
の
ス
キ
ル
の
向

上
を
図
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
２
１
年
10
月
か
ら
２
０
２

２
年
2
月
ま
で
取
り
組
ん
だ
の
は
、
ス
マ
ホ

を
持
っ
て
い
な
い
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

「
シ
ニ
ア
世
代
ス
マ
ホ
デ
ビ
ュ
ー
応
援
事
業
」

で
す
。
こ
の
事
業
は
、
３
Ｇ
フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
（
通
称
「
ガ
ラ
ケ
ー
」）
を
使
用
し

て
い
る
高
齢
者
が
ス
マ
ホ
を
購
入
し
た
際
、

そ
の
購
入
費
用
を
最
大
２
万
円
ま
で
助
成
す

る
事
業
で
す
。
し
か
し
、
単
に
ス
マ
ホ
の
購

入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
だ
け
で
は
ス
キ

ル
向
上
ま
で
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
ス
マ
ホ
の
購
入

店
舗
で
ス
マ
ホ
講
座
を
受
講
し
、
講
座
の
最

終
日
、
自
ら
の
ス
マ
ホ
か
ら
「
い
ば
ら
き
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」
に
ア
ク
セ
ス
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
助
成
金
の
交
付
申
請
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
い
う
「
仕
掛
け
」
を
設
け
、

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
体
験
し
て
も
ら
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。
こ
の
ス
マ
ホ
講
座
の
実
施
に

当
た
っ
て
は
、
助
成
金
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

に
つ
い
て
は
職
員
が
作
成
し
た
申
請
手
続
き

の
説
明
資
料
を
店
舗
に
提
供
す
る
な
ど
、
店

舗
と
の
事
前
打
合
せ
を
幾
度
も
重
ね
ま
し

た
。
ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
「
ス
マ

ホ
体
験
会
」を
合
計
21
回
開
催
し
、ガ
ラ
ケ
ー

か
ら
ス
マ
ホ
へ
の
機
種
変
換
を
促
し
な
が

ら
、
事
業
の
利
用
者
の
掘
り
起
こ
し
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

な
お
、
す
で
に
ス
マ
ホ
を
所
有
し
て
い
る

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
総
務
省
の
「
デ
ジ
タ

ル
活
用
支
援
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、
民
間

事
業
者
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の
集
会
所
な

ど
に
お
け
る
ス
マ
ホ
講
座
を
開
催
し
、
ス
キ

ル
向
上
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
マ

ホ
の
操
作
に
関
す
る
“
ち
ょ
っ
と
し
た
”
相

談
に
応
じ
る
た
め
、
村
社
会
福
祉
協
議
会
と

連
携
し
、「
ぷ
ら
っ
と
ス
マ
ホ
広
場
」
と
題

し
た
ス
マ
ホ
相
談
会
も
開
催
し
ま
し
た
。
毎

回
、
ス
タ
ッ
フ
で
対
応
し
き
れ
な
い
ほ
ど
多

ま
ず
は
ス
マ
ホ
を
所
有
し
て 

も
ら
う
こ
と
か
ら

「
シ
ニ
ア
世
代
ス
マ
ホ 

デ
ビ
ュ
ー
応
援
事
業
」

▲

図
１　

�

と
う
か
い“
ま
る
ご
と
”デ
ジ
タ
ル
化
構
想
の
概
要（
２
０
２
０
年
11
月
）

▲�５ヶ月間で合計21回のスマホ体験会を開催し、ガラケーからの
転換を促した

15
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く
の
住
民
が
相
談
に
訪
れ
、
改
め
て
高
齢
者

に
対
す
る
ス
マ
ホ
活
用
支
援
の
必
要
性
を
実

感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
度
は
、
ス
マ
ホ
講
座
を
拡

充
す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ホ
の
操
作
に
関
す

る
“
ち
ょ
っ
と
し
た
”
相
談
に
定
期
的
に
応

じ
る
機
会
と
し
て
「
ス
マ
ホ
相
談
窓
口
」
を

役
場
庁
舎
に
試
験
的
に
設
置
し
ま
し
た
。
村

内
の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
の
協
力
を
受
け
、
９
月

か
ら
12
月
ま
で
の
毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時

か
ら
の
２
時
間
程
度
の
開
設
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
毎
回
行
列
が
で
き
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ

り
で
あ
り
、
ス
マ
ホ
の
基
本
操
作
は
も
と
よ

り
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
使
い
方
な
ど
も
含
め
、
１

０
０
件
以
上
の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
現
在

は
、
地
域
戦
略
課
の
職
員
、
庁
内
の
若
手
職

員
、
村
内
の
携
帯
シ
ョ
ッ
プ
の
従
業
員
及
び

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
３
名
か
ら
５
名
程

度
の
体
制
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、
村

内
の
公
共
施
設
へ
の
展
開
も
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、住
民
同
士
で
ス
マ
ホ
を
学
び
合
う
、

い
わ
ば
「
共
助
」
の
輪
を
広
げ
る
た
め
、
携

帯
シ
ョ
ッ
プ
や
村
社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連

携
し
な
が
ら
「
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
」
の
開
催
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
に
15
名
程
度
の
住
民
が
受
講
し
、
受
講

後
、
前
述
の
「
ス
マ
ホ
相
談
窓
口
」
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
も

い
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

を
受
講
し
た
方
が
、
地
域
に
お
い
て
主
体
的

に
共
助
の
輪
を
広
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期

待
し
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で

す
。な
お
、「
ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

は
職
員
向
け
に
も
開
催
し
て
お
り
、
お
お
む

ね
入
庁
10
年
未
満
の
職
員
が
講
座
を
受
講

し
、「
ス
マ
ホ
相
談
窓
口
」
に
お
い
て
住
民

か
ら
の
相
談
に
対
応
し
ま
し
た
。

一
方
で
、
ま
だ
ま
だ
「
ス
マ
ホ
を
利
用
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
」
と
い
う

方
も
多
く
い
る
の
も
事
実
で
す
。
村
で
は
、

ス
マ
ホ
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
多
く

の
方
に
実
感
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
東
海
村

YouTube

公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
の
動
画
配

信
の
ほ
か
、
東
海
村
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
の
リ

ア
ル
タ
イ
ム
の
プ
ッ
シ
ュ
通
知
な
ど
に
よ
る

高
齢
者
の
ス
マ
ホ
ス
キ
ル
の 

さ
ら
な
る
向
上
へ

「
と
う
か
い
“
ま
る
っ
と
” 

ス
マ
ホ
大
作
戦
」
の
展
開

▲�「スマホ相談窓口」や「スマホ相談会」は民間事業者や社会福
祉協議会とも連携し、村内の各所で開催を重ねている

▲�スマホサポーター養成講座を受講した村職員は
「スマホの相談窓口」で活躍中

16 町村の施策事例集Ⅸ

茨城県　�東海村
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情
報
発
信
の
強
化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結
で

き
る
行
政
手
続
き
の
整
備
も
同
時
に
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

村
で
は
、“
ま
る
デ
ジ
構
想
”
に
掲
げ
る

デ
ジ
タ
ル
社
会
実
現
の
方
策
を
、「
ス
マ
ホ

を
所
有
す
る
高
齢
者
を
増
や
す
」
取
組
、「
ス

マ
ホ
の
学
び
の
場
を
創
出
す
る
」
取
組
、「
ス

マ
ホ
の
学
び
合
い
の
仕
組
み
を
つ
く
る
」
取

組
、
そ
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
メ
リ
ッ
ト
が

実
感
で
き
る
取
組
」
を
柱
と
し
た
、
高
齢
者

に
寄
り
添
っ
た
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
「
と
う
か
い
“
ま
る
っ
と
”
ス

マ
ホ
大
作
戦
」【
図
２
】
と
し
て
展
開
し
て

い
ま
す
。

村
で
は
高
齢
者
の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド 

対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

現
時
点
に
お
い
て
は
、
そ
の
効
果
は
測
定
で

き
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ス
マ
ホ
教
室
や
ス
マ

ホ
相
談
窓
口
に
来
た
住

民
か
ら
は
「
普
段
ス
マ
ホ

に
つ
い
て
相
談
で
き
る

人
が
い
な
か
っ
た
の
で

助
か
る
」、「
こ
の
取
組
を

ず
っ
と
続
け
て
い
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
っ
た
言
葉

を
頂
戴
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
少
し
ず
つ
効
果
は

出
て
き
た
も
の
と
感
じ

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
デ
ジ
タ
ル
デ

バ
イ
ド
対
策
は
、
自
治
体

Ｄ
Ｘ
を
所
管
す
る
課
だ

け
で
な
く
、
全
庁
を
挙
げ

て
、
か
つ
、
民
間
事
業
者

や
公
共
団
体
な
ど
多
様

な
主
体
と
の
共
創
・
協
創

に
よ
り
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
先
進
的
な

取
組
を
実
施
す
る
こ
と
も
良
い
の
で
す
が
、

デ
ジ
タ
ル
対
応
社
会
の
実
現
の
た
め
に
は
、

基
礎
自
治
体
で
あ
る
市
区
町
村
は
、
高
齢
者

に
寄
り
添
っ
た
、
地
に
足
を
着
け
た
地
道
な

取
組
こ
そ
が
最
も
重
要
だ
と
私
た
ち
は
考
え

て
い
ま
す
。

村
で
は
、
高
齢
者
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
住
民
が
ス
マ
ホ
等
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
使

い
こ
な
し
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
で
き
る
社
会
を
目
指
し
、「
と
う
か
い

“
ま
る
っ
と
”
ス
マ
ホ
大
作
戦
」
を
着
実
に

進
め
て
い
き
ま
す
。

茨
城
県
東
海
村　

総
合
戦
略
部

 

　

地
域
戦
略
課
デ
ジ
タ
ル
戦
略
担
当

（
令
和
５
年
３
月
20
日
付
第
３
２
３
３
号
）

共
創
・
協
創
で
取
り
組
む 

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策

▲コミュニティセンターで実施した「スマホ教室」の様子

▲�自治体DXを推進する地域戦略課。フリーアドレスの導入にも挑戦し、職員
同士のコミュニケーションが活性化するなどの効果が表れ始めている

▼

図
２　

�

と
う
か
い“
ま
る
っ
と
”ス
マ
ホ
大
作
戦
の
概
要（
２
０
２
２
年
７
月
）

17
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高
森
町
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
14
名

と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
5
名
で
組
織

さ
れ
、
月
に
1
度
開
催
さ
れ
る
定
例
総
会
を

中
心
に
し
な
が
ら
、
農
地
の
権
利
移
動
審
査

等
の
法
定
業
務
、
ま
た
委
員
そ
れ
ぞ
れ
に

日
々
農
地
の
利
用
調
整
や
遊
休
荒
廃
農
地
の

発
生
防
止
等
の
農
業
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
特
に
、
平
成
28
年
の
農
業
委
員
会
法

改
正
以
降
は
、
農
地
利
用
の
最
適
化
の
推
進

が
う
た
わ
れ
、
委
員
の
現
場
活
動
の
必
要
性

が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
委
員

背
景
と
課
題

高森町

長野県 高
たか

森
もり

町
まち

長野県

▲農業委員会　農地パトロールでタブレット端末を活用している

18 町村の施策事例集Ⅸ

長野県　�高森町

１
．
農
業
委
員
へ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

担
当
：
産
業
課 

農
業
振
興
係

ポ
イ
ン
ト

•  

町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、

数
年
前
よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に

よ
る
行
政
効
率
の
向
上
に
積
極

的
に
取
り
組
む
。

•  

農
業
委
員
会
と
教
育
委
員
会
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
。

•  

総
務
課
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
が
全
面
的

に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

「委員」に対する
タブレットの

導入

特
集　
Ｄ
Ｘ

町村会24_九校.indb   18町村会24_九校.indb   18 2024/10/21   18:372024/10/21   18:37



会
で
は
、
そ
の
流
れ
を
受
け
平
成
31
（
令
和

元
）
年
度
よ
り
、
上
述
の
月
例
総
会
に
合
わ

せ
て
「
農
地
利
用
最
適
化
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
創
設
し
、
町
内
を
4
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
地

域
ご
と
に
農
地
と
担
い
手
の
課
題
解
決
に
向

け
活
動
し
て
い
ま
す
。

実
際
の
活
動
に
目
を
向
け
る
と
、
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
を
受
け
て
現
場
活
動
を
行
う
に
は

現
地
の
地
図
を
紙
ベ
ー
ス
で
印
刷
し
て
持
っ

て
行
き
現
場
を
確
認
す
る
と
い
う
、
と
て
も

非
効
率
な
状
態
で
し
た
。
ま
た
、
法
定
で
実

施
す
る
遊
休
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
も
、
模
造
紙

大
で
印
刷
し
た
地
図
を
班
ご
と
に
切
り
貼
り

し
て
対
象
地
の
地
図
を
作
っ
て
い
た
た
め
、

そ
の
作
成
に
多
大
な
労
力
を
要
し
て
い
ま
し

た
。加

え
て
、
月
例
の
総
会
で
は
農
地
の
権
利

移
動
や
転
用
に
つ
い
て
審
議
用
の
議
案
書
を

配
布
す
る
わ
け
で
す
が
、
多
い
月
で
は
図
面

等
委
員
1
人
に
つ
き
50
枚
以
上
の
Ａ
4
紙
を

使
っ
て
作
成
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
だ
け
見
て
も
、
当
委
員
会
の
中
で
デ

ジ
タ
ル
化
を
図
る
だ
け
で
、
相
当
の
経
費
削

減
や
省
力
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

し
た
。

高
森
町
で
は
、
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
や

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
て
、
数
年
前

よ
り
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
よ
る
行
政
効
率
の
向

上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

中
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
い

う
未
曽
有
の
事
態
が
起
き
、
言
う
ま
で
も
な

く
組
織
内
で
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
機
運
は
一
層
高

ま
り
ま
し
た
。
特
に
、
感
染
症
に
よ
る
接
触

機
会
の
低
減
を
目
的
に
、
町
議
会
や
区
長
会

に
お
い
て
紙
媒
体
か
ら
デ
ジ
タ
ル
媒
体
へ
の

移
行
の
た
め
1
人
1
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

が
配
布
さ
れ
た
こ
と
で
、「
行
政
委
員
会
の

中
で
も
、
特
に
紙
資
料
を
多
く
扱
う
農
業
委

員
会
に
も
同
様
の
手
当
て
を
」
と
の
委
員
か

ら
要
望
が
出
ま
し
た
。
そ
れ
も
受
け
令
和
3

年
度
の
予
算
化
に
よ
り
、
委
員
1
人
に
1
台

ず
つ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
が
実
現
し
た
の
で

す
。

現
在
、
全
国
の
農
業
委
員
会
組
織
で
は
、

農
林
水
産
省
の
補
助
事
業
に
よ
る
各
委
員
会

へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
が
大
き
く
進
も

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
高
森
町
で
は
そ
れ
に

先
ん
じ
て
導
入
す
る
形
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
補
助
事
業
で
は
通
信
料
等
経
常
経
費
ま
で

含
め
た
措
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

現
状
で
は
各
委
員
会
で
要
望
通
り
の
台
数
導

入
が
確
約
さ
れ
て
は
い
な
い
と
思
わ
れ
ま

す
。
現
場
活
動
だ
け
で
な
く
総
会
等
会
議
の

場
で
も
活
用
で
き
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、

委
員
全
員
分
の
導
入
が
で
き
た
こ
と
は
非
常

に
大
き
か
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

既
述
の
通
り
で
す
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

に
よ
り
紙
等
の
コ
ス
ト
削
減
や
委
員
・
事
務

局
双
方
の
省
力
化
が
図
ら
れ
た
こ
と
は
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
今
後
に
お

い
て
は
特
に
次
の
3
点
が
課
題
と
し
て
見
え

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
1
点
目
と
し
て
、
委
員
ご
と
に
タ
ブ

レ
ッ
ト
操
作
に
つ
い
て
の
知
識
の
差
や
自
宅

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
実
現

効
果
と
課
題

▲
�

農
業
委
員
会　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
パ
ト
ロ
ー
ル
の
様
子

▲�

農
業
委
員
会　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し

た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
風
景

19
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で
の
通
信
環
境
に
差
が
あ
る
こ
と
で
す
。
全

員
で
一
斉
に
使
用
す
る
総
会
や
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
の
場
で
あ
れ
ば
フ
ォ
ロ
ー
が
可
能
で
す

が
、
ご
自
宅
や
現
場
活
動
で
操
作
が
で
き
な

い
と
い
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
都
度
役
場
ま

で
出
向
い
て
い
た
だ
き
個
別
に
対
応
し
て
お

り
、
後
手
後
手
に
な
っ
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。
委
員
全
員
の
利
活
用
を
平
準
化
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
機
会
を
設

け
て
い
く
な
ど
先
ん
じ
た
対
応
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

2
点
目
は
1
点
目
に
付
随
し
ま
す
が
、
情

報
機
器
に
付
き
物
の
不
具
合
・
エ
ラ
ー
等
へ

の
対
応
で
す
。
発
生
す
る
不
具
合
は
、
委
員

宅
の
通
信
環
境
等
に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
シ
ス
テ
ム
に
致
命
的
な
影

響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
ま
で
、
実
に

さ
ま
ざ
ま
な
事
象
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
事

務
局
で
は
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
ス
キ
ル
が
な

い
た
め
、
総
務
課
Ｉ
Ｃ
Ｔ
担
当
に
全
面
的
に

フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

協
力
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
ら
と
思
う
と
ゾ
ッ

と
し
ま
す
。
今
後
は
こ
う
い
っ
た
対
応
を
あ

る
程
度
、
自
局
部
内
で
ス
ム
ー
ズ
に
こ
な
せ

る
体
制
を
考
え
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。

3
点
目
と
し
て
、
当
委
員
会
の
端
末
は
独

自
調
達
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
今
後
農
林

水
産
省
が
開
発
し
タ
ブ
レ
ッ
ト
上
で
活
用
を

予
定
し
て
い
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
地
図

シ
ス
テ
ム
等
の
共
通
シ
ス
テ
ム
へ
の
順
応
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
先

行
調
達
に
当
た
り
、
現
地
調
査
に
使
う
地
図

シ
ス
テ
ム
等
は
全
国
共
通
の
サ
ポ
ー
ト
シ
ス

テ
ム
に
紐
づ
い
た
も
の
で
は
な
く
、
当
町
独

自
で
契
約
す
る
ベ
ン
ダ
ー
の
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
い
る
た
め
、
今
後
は
共
通
シ
ス
テ
ム

へ
の
対
応
も
早
急
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

以
上
の
ほ
か
に
も
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
も
ま
ず
は
1
歩
踏
み
出
し
て

み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
す
ま
す
煩
雑
化
し
て
い
く
委
員
の
業
務
を

少
し
で
も
効
率
化
し
て
、
本
来
の
目
的
で
あ

る
農
地
利
用
の
最
適
化
活
動
に
当
た
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

の
運
用
改
善
と
活
用
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

当
町
で
は
教
育
長
と
委
員
4
名
か
ら
な
る

教
育
委
員
会
の
定
例
会
議
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
毎
回
、
会
議
の
資
料
や
、
事
務
局
か
ら

の
説
明
資
料
は
議
題
の
内
容
に
応
じ
て
膨
大

な
量
と
な
り
、
委
員
の
皆
さ
ま
は
そ
の
管
理

に
苦
労
さ
れ
、
ま
た
事
務
局
も
そ
の
印
刷
等

の
準
備
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
コ
ス
ト
（
時

間
と
お
金
）
を
費
や
し
て
い
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
感

染
を
防
ぐ
た
め
に
も
会
議
等
の
開
催
に
つ
い

て
は
自
粛
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
そ
の
一
方
で
学
校
の
臨
時
休
業
等
の
対

応
等
を
委
員
会
の
中
で
検
討
す
る
必
要
も
あ

り
、
テ
レ
ビ
会
議
等
を
行
え
る
環
境
整
備
も

喫
緊
の
課
題
で
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
布
す
る
に
至
っ
た

経
過
と
し
て
は
、
前
述
の
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
軽
量
で
持
ち
運
び
し
や
す
く
、
使

用
に
つ
い
て
は
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
直
感
的
に

操
作
で
き
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
を
選
定

し
、
委
員
の
皆
さ
ま
に
配
布
し
ま
し
た
。
委

員
の
皆
さ
ま
は
庁
舎
内
や
家
庭
に
あ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
に
接
続
す
る
こ
と
で
、

メ
ー
ル
等
で
の
や
り
と
り
、
ブ
ラ
ウ
ザ
に
よ

る
情
報
収
集
に
加
え
、
ク
ラ
ウ
ド
タ
イ
プ
の

２
．
教
育
委
員
へ 

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入

担
当
：
教
育
委
員
会
事
務
局 

学
校
教
育
係

背
景
と
課
題

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
実
現

▲�
農
業
委
員
会　

総
会
風
景
。
委
員
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
た

20 町村の施策事例集Ⅸ

長野県　�高森町
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文
書
管
理
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
毎

回
、
大
き
な
フ
ァ
イ
ル
や
そ
れ
を
入
れ
る
た

め
の
カ
バ
ン
等
を
持
た
な
く
て
も
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
1
台
で
閲
覧
や
管
理
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
の
会
議
資
料
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
過
去
の
資
料
等
も
閲
覧
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
そ
れ
ら
を
探
し
用
意
す
る
た

め
の
コ
ス
ト
も
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
基
本
的
に
個

人
情
報
を
扱
い
ま
せ
ん
が
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
起

動
後
の
Ｏ
Ｓ
へ
の
ロ
グ
イ
ン
や
、
前
述
の
ア

プ
リ
等
に
は
す
べ
て
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー
ド
を

設
定
し
、
会
議
資
料
等
が
外
部
に
漏
え
い
し

な
い
よ
う
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
会
議
の
開
催
に
つ
い

て
は
、
事
務
局
か
ら
テ
レ
ビ
会
議
専
用
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
会
議
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
メ
ー
ル
等
に

て
委
員
に
配
信
し
、
自
宅
か
ら
臨
時
の
委
員

会
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
実
際
、
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て

協
議
す
る
た
め
の
臨
時
会
議
を
開
き
、
ク
ラ

ウ
ド
上
で
資
料
等
を
共
有
し
な
が
ら
会
議
を

実
施
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
、
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

課
題
は
、
ど
う
し
て
も
委
員
の
方
に
よ
っ

て
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
に
関
し
て
得
手
不
得
手
が

あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
当
た
り
前
に

使
う
ま
で
は
事
務
局
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
定
期
的
に
使
い
方
等
の
研
修
を

実
施
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
委
員
の
皆
さ
ま
は
前
述
の
よ
う

な
メ
リ
ッ
ト
も
十
分
感
じ
て
お
り
、
以
前
の

状
態
に
戻
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
、
子

ど
も
た
ち
や
町
民
の
皆
さ
ま
の
た
め
に
、
有

益
な
議
論
が
行
わ
れ
る
と
い
う
目
的
の
た
め

に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
使
う
の
で
あ
っ
て
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
使
う
こ
と
自
体
が
目
的
と
な
っ
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
当
町
の
教
育
に
つ
い
て
活
発
な

議
論
が
交
わ
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
機

器
を
有
効
活
用
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

長
野
県
高
森
町
長　

壬
生　

照
玄

（
令
和
４
年
９
月
12
日
付
第
３
２
１
３
号
）

効
果
と
課
題

▲

�

教
育
委
員
会　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
臨
時
会
議
の
様
子

▲

�

教
育
委
員
会　

テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
臨
時
会
議
の
様
子
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阿
久
比
町
は
愛
知
県
西
部
、
知
多
半
島
の

中
央
部
に
位
置
し
て
お
り
、
面
積
23
・
8
㎢
、

人
口
は
２
万
8
千
人
ほ
ど
で
、
み
ど
り
豊
か

な
自
然
に
包
ま
れ
た
住
環
境
を
有
す
る
町
で

す
。
名
古
屋
市
中
心
部
ま
で
鉄
道
、
道
路
を

利
用
し
て
約
30
分
、
中
部
国
際
空
港
ま
で
幹

線
道
路
を
利
用
し
て
約
20
分
な
ど
、
交
通
ア

ク
セ
ス
に
恵
ま
れ
た
立
地
条
件
を
有
し
、
大

都
市
近
郊
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
貴
重
な
生
物
等
が
生

息
す
る
湿
地
や
都
市
近
郊
で
あ
り
な
が
ら
ホ

タ
ル
が
舞
う
自
然
も
残
っ
て
い
ま
す
。

阿久比町

愛知県 阿
あ

久
ぐ

比
い

町
ちょう

愛知県

▲若手職員が中心となるDXワーキンググループ会議では他市町の導入事例研究等を行っている

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
始
め
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
で
始
め
る
Ｒ
Ｐ
Ａ

22 町村の施策事例集Ⅸ

愛知県　�阿久比町

ポ
イ
ン
ト

•  

R
P
A
導
入
初
年
度
は
、
導
入

へ
積
極
的
で
、
I
T
に
詳
し
い

職
員
が
配
属
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
考
慮
し
て
対
象
業
務
を
限
定

し
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
と
し

て
開
始
。

•  

ま
ず
は
職
員
が
R
P
A
を
理
解

し
、
便
利
に
使
い
こ
な
せ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

る
。

•  

今
後
は
、「
R
P
A
を
効
果
的
に

活
用
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な

業
務
の
進
め
方
を
す
れ
ば
よ
い

か
」
と
い
う
方
向
へ
考
え
方
を

シ
フ
ト
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

１
．
阿
久
比
町
の
概
要

スモールスタート
で始めるＲＰＡ

特
集　
Ｄ
Ｘ
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こ
れ
ま
で
人
口
増
加
が
続
い
て
き
た
本
町

に
お
い
て
も
、
今
後
は
人
口
減
少
や
少
子
化

の
進
行
に
よ
り
経
済
活
動
を
支
え
る
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
も
、
限
ら
れ
た
職
員
数
で
持
続
的
か

つ
安
定
的
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
維
持
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
関
連
し
た
職
員
の
働
き
方
改
革

に
向
け
た
取
組
の
１
つ
と
し
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
活

用
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

人
口
減
少
や
労
働
力
不
足
の
ほ
か
に
も
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
が
山
積
す
る
中
、
職
員

の
業
務
量
は
増
加
し
複
雑
化
す
る
な
ど
職
員

へ
の
負
荷
は
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
職
員
採
用
試
験
へ
の
応
募
数
の
減
少
や

内
定
辞
退
、
財
政
上
の
問
題
な
ど
職
員
数
の

増
加
を
見
込
む
こ
と
は
難
し
い
状
況
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
定
型
的
か
つ
膨
大
な

作
業
量
が
発
生
す
る
業
務
を
自
動
化
す
る
こ

と
が
で
き
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
し
た
い
と
考

え
、導
入
に
向
け
た
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。

業
務
の
効
率
化
を
め
ざ
し
て
、
61
業
務
を
抽

出
し
て
研
究
を
進
め
た
結
果
、
単
純
作
業
か

ら
職
員
を
解
放
し
、
余
力
の
で
き
た
職
員
を

付
加
価
値
の
高
い
業
務
に
充
て
る
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
時
間
外
勤
務
の
削
減
や
入
力
ミ

ス
へ
の
対
策
と
し
て
も
有
効
と
考
え
導
入
を

決
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
省
に
よ
る
Ｒ

Ｐ
Ａ
導
入
補
助
金
の
公
募
が
開
始
さ
れ
た
こ

と
で
、
さ
ら
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
を
前
向
き
に
検

討
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
導
入
を
決
め
た
も
の
の
、
当
時

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
馴
染
み
の
あ
る
も
の
で
は
な
く
、

導
入
に
係
る
一
時
的
な
負
荷
を
敬
遠
す
る
反

応
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
は
庁
内

で
導
入
事
例
を
作
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
活
用

の
効
果
も
伝
わ
り
や
す
く
な
る
の
で
は
と
考

え
、
初
年
度
は
導
入
へ
の
積
極
性
や
Ｉ
Ｔ
に

詳
し
い
職
員
が
い
る
こ
と
を
考
慮
し
て
対
象

は
５
業
務
と
し
、
ス
モ
ー
ル
ス
タ
ー
ト
と
し

て
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
は
、
高
度
で
難
し
い
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル

２
．
Ｒ
Ｐ
Ａ
導
入
の
背
景
・
経
過

３
．
代
表
的
な
取
組
と
効
果

▲町の中央を流れる阿久比川とそれに沿って走る名古屋鉄道の空撮。穏やかで豊かな自然に恵まれながらも利便性が高い
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は
必
要
な
い
た
め
、
シ
ナ
リ
オ
作
成
作
業
に

つ
い
て
は
ベ
ン
ダ
等
へ
の
外
注
と
せ
ず
、
職

員
が
自
前
で
作
成
す
る
方
針
と
し
、
必
要
に

応
じ
て
情
報
担
当
職
員
が
フ
ォ
ロ
ー
し
な
が

ら
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
実
施
し
た
代
表
的
な
取
組
と
し

て
、①
固
定
資
産
税
「
税
通
」（
※
）
処
理
業
務
、

②
幼
稚
園
・
保
育
園
給
食
費
修
正
業
務
、
③

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
1
人
10
万
円
支
給
業

務
の
3
業
務
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

※ 「
税
通
」
と
は
、
土
地
建
物
登
記
済
通
知
書
の
略
で
、

法
務
局
が
土
地
や
建
物
の
表
示
・
権
利
に
関
す
る
登
記

等
を
し
た
際
に
、
市
町
村
宛
に
発
行
す
る
通
知
文
書

①
固
定
資
産
税
税
通
処
理
業
務

以
前
ま
で
紙
媒
体
の
固
定
資
産
異
動
情
報

を
1
件
ず
つ
手
作
業
で
土
地
台
帳
シ
ス
テ
ム

に
入
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
固
定
資
産
異
動

情
報
を
Ｃ
Ｓ
Ｖ
デ
ー
タ
で
受
領
す
る
方
式
に

切
り
替
え
、
職
員
は
デ
ー
タ
に
地
番
コ
ー
ド

を
追
加
す
る
の
み
で
、
以
降
の
シ
ス
テ
ム
入

力
作
業
を
自
動
化
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り

年
間
４
２
０
時
間
要
し
て
い
た
業
務
時
間
が

80
時
間
で
処
理
可
能
と
な
り
、
３
４
０
時
間

の
削
減
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

②
幼
稚
園
・
保
育
園
給
食
費
修
正
業
務

幼
稚
園
・
保
育
園
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

職
員
が
園
児
1
人
ず
つ
、
月
ご
と
に
手
作
業

で
シ
ス
テ
ム
入
力
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
に
よ
り
自
動
化
し
た
こ
と
で
年
間
85
時
間

要
し
て
い
た
業
務
時
間
が
11
時
間
で
処
理
可

能
と
な
り
、
74
時
間
の
削
減
効
果
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
削
減
効
果
に
よ
り
窓
口
業

務
な
ど
人
に
し
か
で
き
な
い
業
務
を
手
厚
く

対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
、
職
員
の
勤
務
時

間
の
改
善
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
一
定
の
効
果

が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

③ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

 

「
特
別
定
額
給
付
金
」
支
給
業
務

１
人
10
万
円
支
給
業
務
に
つ
い
て
は
、
当

時
、
国
の
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
給
付
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
給
付
作
業
は
本
町

で
も
大
変
混
乱
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

作
業
開
始
時
は
手
の
空
い
て
い
る
職
員
を
か

き
集
め
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ひ
た
す
ら
チ
ェ
ッ

ク
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

で
は
給
付
時
期
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
う
と

RPA導入
前

RPA導入
後

▲�税通（1年間で約2,000件分）は1件ずつ手作業で
処理していたが、RPA導入により業務時間が340
時間削減された

▲�業務の入口となる「税
通」は、従来は紙媒
体で受領していた
が、RPA導入を機に
CSV形式での受領に
変更した。

▲実際のRPA画面。設定は職員が行っている

＜作業手順＞
①�職員が法務局から
受領したCSVデー
タに土地の地番コ
ードを追加した上
で、Excelファイル
に保存

②�RPAがExcelファイ
ルの内容を1行ず
つ読み取り、土地
台帳システム上で
対象地を検索

③�入力画面に遷移し
た上でExcelファイ
ルから項目を転
記・登録
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考
え
、
数
日
の
う
ち
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
シ
ナ
リ
オ

を
自
作
し
て
Ａ
Ｉ

－

Ｏ
Ｃ
Ｒ
を
併
用
し
た
結

果
、
見
込
み
で
は
あ
り
ま
す
が
1
、
１
４
０

時
間
の
作
業
時
間
を
削
減
す
る
こ
と
が
で

き
、
迅
速
な
給
付
と
職
員
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

特
に
①
と
③
の
業
務
に
お
い
て
は
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
を
大
き
く
活
か
し
た
成
功
例

と
言
え
ま
す
。

Ｒ
Ｐ
Ａ
を
導
入
し
た
際
に
は
ス
モ
ー
ル
ス

タ
ー
ト
か
ら
始
め
ま
し
た
が
、
現
状
そ
の
活

用
の
幅
は
広
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
要
因

と
し
て
考
え
ら
れ
る
課
題
は
、
職
員
の
Ｒ
Ｐ

Ａ
へ
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
今
後
も
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
運
用
を
円
滑

に
行
っ
て
い
く
に
は
業
務
担
当
職
員
が
主
体

と
な
っ
て
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
使
い
こ
な
す
こ
と
が
必

要
で
、
自
ら
の
業
務
を
見
直
し
、
積
極
的
に

活
用
す
る
考
え
が
浸
透
す
る
よ
う
進
め
て
い

か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
代
表
的

な
取
組
と
し
て
3
つ
の
業
務
を
ご
紹
介
し
ま

し
た
が
、
①
と
③
で
大
き
な
効
果
を
上
げ
た

一
方
で
、
②
に
お
い
て
は
元
々
の
年
間
業
務

時
間
数
が
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
た
め
、
大
き

な
削
減
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
同
規
模

の
業
務
は
ほ
か
に
も
多
い
た
め
、
町
村
に
お

け
る
業
務
量
で
は
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
メ
リ
ッ
ト
を
最

大
限
に
活
用
す
る
場
面
は
少
な
く
、
効
果
が

見
え
づ
ら
い
の
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
紙
媒
体
に
よ
る
運
用
が
多
く

デ
ー
タ
化
が
困
難
な
も
の
や
、
デ
ー
タ
化
さ

れ
て
い
て
も
Ｒ
Ｐ
Ａ
で
の
読
み
取
り
に
適
さ

な
い
も
の
な
ど
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

本
町
の
今
後
の
取
組
と
し
て
、
令
和
7
年

度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム

の
標
準
化
・
共
通
化
に
お
い
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の

活
用
場
面
が
増
加
す
る
の
で
は
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
他
の
自
治
体
で
導
入
し
た
取

組
を
共
同
利
用
で
き
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば

一
層
の
活
用
が
期
待
で
き
ま
す
。
こ
う
し
た

流
れ
に
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
「
今
の
業
務

の
ど
こ
に
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
活
用
で
き
る
か
」
で
は

な
く「
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
効
果
的
に
活
用
す
る
に
は
、

ど
の
よ
う
な
業
務
の
進
め
方
を
す
れ
ば
よ
い

か
」
に
考
え
方
を
シ
フ
ト
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
町
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る
た
め
に
Ｄ
Ｘ
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
は
若
手
職
員
が

中
心
と
な
っ
て
お
り
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
の
操
作
研
修

や
他
市
町
の
導
入
事
例
な
ど
に
つ
い
て
も
研

究
を
続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
活

発
な
議
論
を
交
わ
し
て
理
解
を
深
め
、
Ｒ
Ｐ

Ａ
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
業
務
の
効
率
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

愛
知
県
阿
久
比
町　

検
査
財
政
課

 

　

青
木　

昭
光

（
令
和
５
年
11
月
27
日
付
第
３
２
６
１
号
）

４
．
Ｒ
Ｐ
Ａ
を
運
用
し
て
感
じ
た�

課
題

５
．
今
後
に
つ
い
て

▲阿久比町役場公式ホームページ

▲�町制70周年を記念して開催されたあぐい山車まつりの様子。� �
町指定有形民俗文化財の５輌の山車が役場に集結し、三番叟やか
らくり、町内各地区のお囃子が披露された
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智
頭
町
は
鳥
取
県
の
東
南
部
の
県
境
に
位

置
す
る
中
山
間
地
域
で
、
近
年
過
疎
高
齢
化

が
進
み
、
高
齢
化
率
は
40
％
を
越
え
、
総
面

積
の
93
％
を
山
林
が
占
め
て
い
ま
す
。

狭
隘
な
平
地
に
走
る
深
い
谷
合
い
に
集
落

が
点
在
し
て
お
り
、
町
の
中
心
部
ま
で
車
で

20
分
ほ
ど
か
か
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

公
共
交
通
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

「
す
ぎ
っ
子
バ
ス
」
が
定
時
定
路
線
で
各
谷

を
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、
1
～
2
時
間
に
1

本
の
運
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
、
よ

り
細
か
な
谷
に
は
入
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
行
政
手
続
き
等
を
行
う
た
め
の
住
民
の

交
通
利
便
性
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
鳥
取
県
か
ら
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ

ｅ
ｔ
ｙ
5
・
0
事
業
の
一
環
と
し
て
コ
ネ
ク

コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
導
入

智頭町

鳥取県 智
ち

頭
づ

町
ちょう

鳥取県

▲モバイル�Wi-Fiルータを搭載したコネクテッドカー。遠距離でも行政サービスの提供が可能

▲災害時には現地対策本部の拠点となる

26 町村の施策事例集Ⅸ
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公
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交
通
の
課
題

住民と共に築く
デジタル

まちづくり

特
集　
Ｄ
Ｘ
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外
部
か
ら
の
活
用
ア
イ
デ
ア
の
発
出
に
乏
し

い
と
こ
ろ
で
す
。
地
域
住
民
の
課
題
解
決

ツ
ー
ル
と
し
て
さ
ら
な
る
活
用
推
進
を
図
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
選
挙
時
の
期
日
前
投
票
所
と
し
て
コ

ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
活
用
を
検
討
し
て
お

り
、
投
票
率
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
現
時
点
で
実
験
的
な
運
用
し
か
で
き
て

い
ま
せ
ん
が
、
智
頭
病
院
の
医
師
や
療
法
士

等
と
接
続
し
て
、
健
康
相
談
の
実
施
、
さ
ら

に
進
め
て
健
康
診
断
な
ど
を
実
装
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

他
市
町
村
で
の
活
用
例
を
見
れ
ば
、
簡
単

な
移
動
販
売
、
ス
マ
ホ
教
室
な
ど
、
す
ぐ
に

で
も
行
え
そ
う
な
取
組
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

本
町
の
取
組
が
鳥
取
県
予
選
を
経
て
全
国

大
会
に
ま
で
出
場
で
き
た
の
は
、
光
栄
な
こ

と
で
し
た
。

全
国
大
会
で
は
各
市
町
村
１
分
動
画
を
制

作
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と

に
か
く
時
間
が
少
な
い
中
で
、
智
頭
町
に
移

住
し
て
こ
ら
れ
た
方
と
東
京
で
動
画
制
作
の

会
社
を
営
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
、
地
元
大

学
職
員
の
３
名
と
、
上
述
の
情
報
化
推
進

チ
ー
ム
に
よ
る
即
席
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち

上
が
り
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
フ
ル
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
で
の
紹
介
動
画
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

https://w
w

w
.cas.go.jp/jp/seisaku/

digitaldenen/archives/koushien/chiiki/

tottori.htm
l

残
念
な
が
ら
受
賞
に
は
い
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
背
景
や
特
徴
な
ど
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
ま
と
ま
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
場

を
借
り
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

Ｄ
Ｘ
が
つ
な
い
で
く
れ
た
人
脈
は
、
こ
れ

か
ら
も
智
頭
町
に
と
っ
て
の
大
切
な
関
係
人

口
と
な
り
ま
す
。

国
が
積
極
的
に
推
し
進
め
て
い
る
デ
ジ
タ

ル
化
で
す
が
、
日
々
進
化
し
続
け
る
技
術
と

は
裏
腹
に
、
過
疎
化
が
進
む
中
山
間
地
域
に

暮
ら
す
高
齢
者
の
多
く
が
置
き
去
り
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
否
め
ま
せ
ん
。

誰
し
も
が
デ
ジ
タ
ル
化
の
恩
恵
を
享
受
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
は
、
格

差
を
埋
め
る
接
着
剤
と
し
て
我
々
自
治
体
職

員
が
高
く
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
限
ら
れ
た
予

算
と
人
材
を
効
率
的
に
投
じ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
共
に
、
外
部
の
組
織
や
人
材
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
う
ま
く
地
域
で
展
開
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
必
須
で
あ
る
と
強
く
感
じ
ま
す
。

今
後
の
展
開

２
０
２
２
夏
の
Ｄ
ｉｇ
ｉ
田
甲
子
園

ま
と
め

▲

Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
田
甲
子
園
へ
応
募
し
た
際
の
取
組
紹
介
動
画
。
移
住
者
等
の
即
席
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
制
作
し
た

住
民
と
共
に
築
く

　
　
　
　

デ
ジ
タ
ル
ま
ち
づ
く
り

27
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テ
ッ
ド
カ
ー
導
入
補
助
金
の
話
を
い
た
だ

き
、
町
長
の
即
断
で
導
入
の
検
討
が
始
ま
り

ま
し
た
。

車
両
に
通
信
機
器
を
搭
載
し
、
役
場
あ
る

い
は
保
健
セ
ン
タ
ー
と
接
続
し
て
、
一
体
ど

ん
な
サ
ー
ビ
ス
を
住
民
の
皆
さ
ま
へ
提
供
す

る
の
か
。ア
イ
デ
ア
検
討
で
活
躍
し
た
の
が
、

役
場
若
手
職
員
で
構
成
さ
れ
る
「
情
報
化
推

進
チ
ー
ム
」
で
し
た
。
行
政
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に

対
応
す
る
た
め
、
各
課
横
断
的
な
情
報
共
有

と
意
見
交
換
、
情
報
化
事
業
推
進
の
実
動
部

隊
と
し
て
編
成
さ
れ
た
チ
ー
ム
で
す
。

行
政
手
続
き
の
ほ
か
、
福
祉
、
防
災
、
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
が
出
さ

れ
、
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

シ
ス
テ
ム
、
機
材
を
集
約
し
、
予
算
化
、
事

業
化
を
進
め
ま
し
た
。

一
方
で
、
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
の
活
用
に

つ
い
て
広
く
住
民
の
皆
さ
ま
の
ア
イ
デ
ア
や

構
想
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
智
頭
町
が
誇
る

住
民
自
治
組
織
「
智
頭
町
百
人
委
員
会
」
へ

情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

車
両
は
ミ
ニ
バ
ン
・
ワ
ン
ボ
ッ
ク
ス
を

ベ
ー
ス
に
車
内
架
装
を
自
由
に
変
更
で
き
る

改
造
を
施
し
、
通
信
に
は
キ
ャ
リ
ア
５
Ｇ
モ

バ
イ
ル
ワ
イ
フ
ァ
イ
ル
ー
タ
に
よ
り
閉
域
網

で
セ
キ
ュ
ア
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

こ
と
で
、
行
政
系
シ
ス
テ
ム
へ
ど
こ
か
ら
で

も
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。

あ
る
程
度
小
回
り
の
き
く
車
両
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
バ
ス
が
入
る
こ
と
の
で

き
な
か
っ
た
細
か
な
谷
合
い
の
集
落
ま
で

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
出
張

申
請
、
ロ
コ
モ
・
フ
レ
イ
ル
予
防
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
健
康
相
談
、
防
災
現
地
対
策
本
部
車

両
と
し
て
の
活
用
、
集
落
公
民
館
や
イ
ベ
ン

ト
会
場
で
の
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
な
ど
を
実
現

し
て
い
ま
す
。

現
在
智
頭
町
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
率
は
88
％
（
う
ち
交
付
率
76
％
）（
令

和
5
年
5
月
1
日
現
在
）、
国
の
ポ
イ
ン
ト

制
度
と
も
相
ま
っ
て
徐
々
に
向
上
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。

最
も
反
響
が
あ
っ
た
の
が
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体

験
で
す
。
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
お
披
露
目
会

（
Ｒ
４
・
4
月
に
開
催
）
で
は
地
域
の
高
齢

者
の
皆
さ
ま
が
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
、
別
の
イ

ベ
ン
ト
で
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し

た
際
は
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
殺
到
し
、
大

賑
わ
い
で
し
た
。
ゲ
ー
ム
の
力
は
ス
ゴ
い
で

す
ね
！

こ
う
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
様
子
を
ビ
デ
オ

カ
メ
ラ
で
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
即
座
に
配
信

す
る
な
ど
、
情
報
発
信
に
も
一
役
買
っ
て
い

ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ
住
民
の
皆
さ

ま
の
認
知
度
が
低
い
と
い
う
こ
と
、
行
政
内

効
果
と
課
題

▲

�

住
民
の
移
動
距
離
を
短
縮
化
す
る
た
め
、
集
落
公
民
館
へ
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
カ
ー
を
配
置
し
て
役
場�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
と
接
続
。
そ
の
場
で
行
政
手
続
き
や
介
護
予
防
事
業
が
で
き
る
だ
け
で
な
く
ｅ
ス

ポ
ー
ツ
体
験
会
の
開
催
等
を
通
じ
て
認
知
度
向
上
に
も
努
め
て
い
る

28 町村の施策事例集Ⅸ
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そ
の
例
と
し
て
最
後
に
智
頭
町
が
取
り
組

む
Ｄ
Ｘ
事
業
を
い
く
つ
か
紹
介
し
、
今
回
の

結
び
と
し
ま
す
。

冒
頭
述
べ
た
す
ぎ
っ
子
バ
ス
は
令
和
４
年

度
末
を
も
っ
て
公
共
交
通
の
役
目
を
終
え
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
す
ぎ
っ
子

バ
ス
に
代
わ
る
新
た
な
公
共
交
通
体
系
が
Ａ

Ｉ
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
「
の
り
り
ん
」
で
す
。

住
民
ド
ラ
イ
バ
ー
が
自
家
用
車
で
送
迎
す

る
と
い
う
共
助
交
通
の
仕
組
み
で
あ
り
、
予

約
に
は
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
を
活
用
し
、
運
行
制

御
を
Ａ
Ｉ
が
行
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
導
入
ベ
ン
ダ
ー
と
大
手

キ
ャ
リ
ア
の
Ａ
Ｉ
シ
ス
テ
ム
を
融
合
し
、
智

頭
町
独
自
の
交
通
体
系
を
構
築
し
、
利
便
性

向
上
、
福
祉
増
進
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
創

出
を
目
指
し
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
に
搭
載
さ
れ
た
脳
ト
レ
ア

プ
リ
や
、
町
内
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る
健
康

体
操
、
ミ
ニ
デ
イ
で
町
民
の
バ
イ
タ
ル
デ
ー

タ
を
収
集
、
分
析
し
、
健
康
意
識
の
醸
成
や
、

分
析
デ
ー
タ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
新
し
い
コ

ン
テ
ン
ツ
の
端
末
搭
載
を
目
指
す
事
業
で

す
。Ｉ

Ｐ
告
知
端
末
を
使
え
ば
使
う
ほ
ど

デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
ど
ん
な
コ
ン
テ

ン
ツ
が
「
刺
さ
る
」
か
を
解
析
し
ま
す
。

デ
ー
タ
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と
で
、

サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
に
よ
る
提
案
も
期
待

で
き
ま
す
。

日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
に
加

盟
す
る
鳥
取
県
智
頭
町
と
静
岡
県
松

崎
町
と
の
広
域
連
携
事
業
で
す
。
美

し
い
村
な
ら
で
は
の
景
観
を
モ
チ
ー
フ

に
し
た
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
作
品
や
、
美

し
い
村
で
し
か
体
験
で
き
な
い
権
利
を

「
Ｎ
Ｆ
Ｔ
（
唯
一
無
二
で
あ
る
こ
と
が

保
証
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル
暗
号
資
産
）」

と
し
て
発
行
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

で
管
理
し
ま
す
。

購
入
者
は
デ
ジ
タ
ル
村
民
と
し
て
認
定
さ

れ
、さ
ま
ざ
ま
な
特
典
が
付
与
さ
れ
る
ほ
か
、

地
域
に
お
け
る
新
た
な
課
題
解
決
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
画
で
き
る
権
利
が
与
え
ら
れ
ま

す
。
デ
ジ
タ
ル
村
民
自
ら
が
提
案
者
と
な
る

こ
と
も
可
能
で
す
。

美
し
い
村
を
守
り
続
け
て
い
く
活
動
が
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
に
よ
り
、
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
へ
。

 

鳥
取
県
智
頭
町　

企
画
課　

松
村　

陽
平

（
令
和
５
年
９
月
11
日
付
第
３
２
５
３
号
）

１
．
Ａ
Ｉ
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー�

「
の
り
り
ん
」
登
場
！

３
．
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
と
自
治
体

と
の
融
合
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
デ
ジ
タ
ル
村
民
の
夜
明
け

事
業
」
！

▲図１　乗り合いタクシー「のりりん」概要。住民ドライバーが自家用車で送迎する

＜NFTインセンティブ＞
・子育て体験入園権
・棚田オーナー権
・美しい村ギフト
・共通割引権
（森林セラピー、民泊、温泉入湯）

NFT購入
NFT発行

インセンティブ提供

美しい村DAO参画権

地域課題解決プロジェクト
【提案・参加】

地域住民・商店 デジタル村民

＜DAOの取組＞
・新規プロジェクトの提案、運営
・新規NFT発行
・新規インセンティブの提案

自律的好循環の
具体化に向けた
事業の実施

デジタル村民（＝ファン）が購入する美しい村発行のNFT収入による事業の自走を見込む。
また、ブロックチェーン技術を使ったDAO方式での相互互恵関係は、参画組織、団体にお
ける人的リソースの軽減と、様々な立場からの知見の吸収、発展、深化を可能とし、「日本
で最も美しい村」連合加盟町村のブランド力につながるとともに、この取組をとおした新し
い社会フレームが、日本の農山漁村における自律的好循環形成の最適なモデルとなる。

・少子化、人口流出
・後継者不足
・商工業衰退
・雇用
・教育、福祉、、、etc

▲図３　�村の景観をモチーフとした作品等をNFTとして販売し、
その収入による事業の自走を見込む

▲図２　町民のバイタルデータを収集・分析。新しいコンテンツ作成に活かす

29

２
．
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
で
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
を
活
用
「
デ
ジ
タ
ル
健
康
脳

測
定
会
事
業
」
！
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真
室
川
町
は
、
山
形
県
の
最
北
端
に
位
置

し
、
総
面
積
３
７
４
・
22
㎢
の
う
ち
林
野
面

積
が
88
・
3
％
を
占
め
る
山
間
地
で
あ
り
、

東
側
、
西
側
及
び
北
側
の
三
方
を
急
峻
な

山
々
に
囲
ま
れ
、
こ
れ
ら
山
地
か
ら
の
支
流

が
町
を
縦
断
す
る
真
室
川
と
鮭
川
に
流
れ
込

み
、
そ
の
河
川
流
域
に
平
地
や
集
落
が
小
範

囲
に
点
在
し
て
い
ま
す
。

夏
は
盆
地
特
有
の
高
温
多
湿
、
冬
は
豪
雪

と
い
う
自
然
条
件
の
も
と
で
、
木
材
や
山
菜

に
代
表
さ
れ
る
森
林
資
源
に
恵
ま
れ
、
四
季

真室川町

山形県 真
ま

室
むろ

川
がわ

町
まち

山形県
▲野々村ため池から出羽富士とも呼ばれる鳥海山を望む

▲秋田と山形県境にまたがる甑
こしき

山
やま

の山腹は、秋になると素晴らしい紅葉に染まる

30 町村の施策事例集Ⅸ

山形県　�真室川町

１
．
真
室
川
町
の
概
要

森林環境譲与税を活用した
森林整備

恵まれた
森林資源を

未来に届ける
ために

特
集　
森
林
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折
々
の
景
観
や
風
土
の
な
か
で
、
独
特
な
地

域
文
化
が
築
き
あ
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

明
治
時
代
、
北
海
道
へ
出
稼
ぎ
に
渡
っ
た

人
々
が
歌
っ
た
「
カ
ム
チ
ャ
ッ
カ
節
」
を
元

唄
に
、
真
室
川
町
の
料
亭
で
働
い
て
い
た
近

岡
ナ
カ
エ
さ
ん
が
創
作
を
加
え
て
歌
っ
た
曲

が
、「
真
室
川
音
頭
」
の
始
ま
り
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
の
始
め
に
隆
盛
を
誇
っ
た
真
室
鉱
山

や
、
軍
用
飛
行
場
建
設
に
携
わ
る
人
々
に
盛

ん
に
歌
わ
れ
、
戦
後
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
郷

里
や
全
国
津
々
浦
々
に
移
り
住
ん
だ
こ
と

が
、「
真
室
川
音
頭
」
が
全
国
に
広
ま
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
全
国
で
愛
唱
さ
れ
て
い
る
代
表
的

な
民
謡
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
「
真
室
川
音
頭
全
国
大
会
」
に
は
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
フ
ァ
ン
が
参
加
し
て
い
ま

す
。真

室
川
町
は
原
木
な
め
こ
発
祥
の
地
で
あ

り
、
長
年
、
全
国
第
１
位
の
生
産
量
を
誇
る

山
形
県
内
で
も
、
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
生
産
量

と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
内
で
の
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
広
大
な

広
葉
樹
林
や
栽
培
に
適
し
た
気
候
が
、
産
地

と
し
て
の
歴
史
を
築
い
て
き
ま
し
た
。
昭
和

初
期
か
ら
人
工
栽
培
に
取
り
組
み
、
黄
色
い

ダ
イ
ヤ
と
呼
ば
れ
て
地
域
経
済
を
支
え
た
時

代
も
あ
り
ま
し
た
。

ブ
ナ
や
ト
チ
ノ
キ
等
を
「
ほ
だ
木
」
に
利

用
し
て
育
っ
た
原
木
な
め
こ
は
、色
が
濃
く
、

ぬ
め
り
や
歯
ご
た
え
が
し
っ
か
り
し
て
お

り
、
根
強
い
愛
好
家
が
毎
年
秋
の
収
穫
期
を

待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。

味
噌
汁
や
天
ぷ
ら
の
ほ
か
、
麻
婆
豆
腐
や

炒
飯
、
炒
め
物
等
と
の
相
性
も
抜
群
で
す
。

生
産
者
直
送
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
も
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
賞
味
く

だ
さ
い
。

こ
の
土
偶
は
大
正
４
年
、
当
時
は
田
ん
ぼ

だ
っ
た
五
郎
前
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

縄
文
時
代
晩
期
の
完
全
な
形
を
し
た
貴
重

な
土
偶
で
、
多
く
の
専
門
誌
や
美
術
誌
に
掲

載
さ
れ
、
海
外
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

内
部
は
空
洞
で
、
色
は
赤
み
が
か
っ
た
褐

色
を
し
、
頭
髪
は
大
き
く
束
ね
た
よ
う
な
形

を
し
て
い
ま
す
。
肩
か
ら
乳
が
張
り
出
し
、

腰
に
パ
ン
ツ
の
よ
う
な
も
の
を
つ
け
、
太
い

両
足
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
焼
成
後
に
朱
を

塗
っ
た
ら
し
く
、
一
部
に
そ
の
跡
が
残
っ
て

い
ま
す
。

昭
和
40
年
5
月
29
日
に
、
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

令
和
元
年
度
に
「
森
林
環
境
譲
与
税
」
が

２
．
真
室
川
音
頭

３
．
原
木
な
め
こ
の
ふ
る
さ
と

４
．
国
指
定
重
要
文
化
財
「
土
偶
」

５
．
森
林
経
営
管
理
制
度
の
実
施
に

つ
い
て

▲�「
梅
の
里
」
真
室
川
町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
う
め
子
」
ち
ゃ
ん�

▲
�「

黄
色
い
ダ
イ
ヤ
」
と
呼
ば
れ
る�

町
の
特
産
品　

原
木
な
め
こ

▼
�

国
指
定
重
要
文
化
財
「
土
偶
」
は�

縄
文
時
代
晩
期
の
完
全
な
形
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創
設
さ
れ
、
森
林
整
備
や
そ
の
促
進
の
た
め

の
取
組
に
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

全
国
の
自
治
体
に
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
当
町
で
は
こ
れ
を
活
用
し
、「
森

林
経
営
管
理
制
度
」
に
よ
る
森
林
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

現
状
と
課
題

制
度
施
行
前
は
、
所
有
者
自
ら
が
所
有
森

林
の
管
理
（
委
託
を
含
む
）
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
林
業
経
営
意
欲
の

低
い
所
有
者
の
森
林
は
、
適
切
な
整
備
が
行

わ
れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
、
自
ら
の
所
有

森
林
の
場
所
や
状
態
を
把
握
し
て
い
な
い
所

有
者
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

平
成
31
年
度
に
森
林
経
営
管
理
制
度
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市
町
村
が
森
林
所

有
者
か
ら
「
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
森
林
」
に
つ
い
て
経
営
管
理
の
委
託
を
受

け
、
意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
事
業
体
に
よ

る
主
伐
・
再
造
林
や
、
市
町
村
直
営
に
よ
る

間
伐
等
の
森
林
整
備
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

制
度
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
①
森
林
経
営

計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
な
い
②
お
お
む
ね
10

年
以
内
の
施
業
履
歴
が
な
い
③
や
ま
が
た
緑

環
境
税
事
業
や
荒
廃
森
林
緊
急
整
備
事
業
等

の
対
象
で
は
な
い
④
治
山
事
業
等
の
予
定
が

な
い
、
以
上
の
条
件
４
つ
に
該
当
す
る
森
林

を「
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
」

と
見
な
し
、
町
内
民
有
林
全
域
か
ら
対
象
森

林
を
抽
出
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
民
有
林

66
・
29
㎢
の
う
ち
、
対
象
森
林
は
約
29
㎢
と
、

約
44
％
も
の
民
有
林
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

森
林
経
営
管
理
制
度
の
進
め
方

ま
ず
は
森
林
の
現
況
を
把
握
す
る
た
め
、

民
有
林
の
森
林
地
形
（
路
網
、傾
斜
区
分
等
）

や
森
林
資
源
（
樹
幹
高
、
材
積
等
）
を
デ
ー

タ
化
・
可
視
化
し
、
制
度
に
活
用
可
能
な
状

態
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
適

切
な
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
森
林
」
の
所

有
者
を
対
象
に「
所
有
森
林
の
今
後
の
管
理
」

に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
、そ
の
中
で「
町

に
管
理
を
委
託
す
る
意
向
が
あ
る
か
」
を
確

認
し
ま
す
。
そ
の
結
果
を
受
け
、
町
へ
の
委

託
の
意
向
を
示
し
た
所
有
者
に
つ
い
て
は
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
林
業
経
営
体
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
推
進
す
る
ほ
か
、
経
営
に
向
か
な

い
（
利
益
が
見
込
め
な
い
）
森
林
に
つ
い
て

は
、
町
直
営
で
の
森
林
整
備
を
行
い
ま
す
。

制
度
運
営
に
は
、
林
業
関
係
団
体
や
国
、

県
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
主
に
前
述
組
織
の
代
表
者
で
構
成
す
る

「
林
業
振
興
協
議
会
」
及
び
主
に
実
務
担
当

者
で
構
成
す
る
「
森
林
経
営
管
理
推
進
検
討

部
会
」
を
設
置
し
、
制
度
の
進
め
方
を
検
討

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▲
�

林
業
振
興
協
議
会　

�

制
度
運
営
に
つ
い
て
協
議
す
る
様
子

▲
�

森
林
経
営
管
理
推
進
検
討
部
会　

�

モ
デ
ル
地
区
選
定
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
様
子
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森
林
資
源
解
析
の
実
施

森
林
資
源
解
析
の
前
段
と
し
て
、
町
単
独

に
よ
る
航
空
レ
ー
ザ
測
量
を
検
討
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
山
形
県
森
林
管
理
推
進
協
議
会
か

ら
、
国
土
交
通
省
が
実
施
し
た
公
共
航
空

レ
ー
ザ
測
量
の
成
果
品
を
活
用
で
き
れ
ば
、

事
業
期
間
短
縮
や
経
費
削
減
に
つ
な
げ
ら
れ

る
と
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

当
町
で
は
、
令
和
２
年
度
に
公
共
測
量
の
成

果
品
を
借
り
受
け
、
民
有
林
の
森
林
地
形
や

森
林
資
源
の
解
析
に
活
用
可
能
か
を
検
証
す

る
た
め
、
民
有
林
の
一
部
区
画
（
約
１
・
2

㎢
）
の
解
析
を
試
行
し
た
と
こ
ろ
、
必
要
と

す
る
デ
ー
タ
は
す
べ
て
作
成
可
能
で
あ
る
こ

と
が
確
認
で
き
た
こ
と
か
ら
、
改
め
て
令
和

３
年
度
に
民
有
林
34
・
9
㎢
の
資
源
解
析
を

実
施
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
公
共
測
量
の
成
果
と
現
況
の
差
異

を
確
認
す
る
た
め
、
約
20
ヵ
所
の
現
地
調
査

を
あ
わ
せ
て
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
樹
木
の
本

数
は
約
12
・
8
％
、
樹
高
は
約
６
・
9
％
、

現
況
の
方
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
原

因
と
し
て
、
本
数
密
度
の
高
い
森
林
は
林
冠

が
閉
塞
し
て
い
る
た
め
、
下
層
木
に
レ
ー
ザ

が
当
た
ら
ず
本
数
が
過
少
に
カ
ウ
ン
ト
さ
れ

る
こ
と
や
、
林
齢
の
若
い
林
分
で
は
樹
高
に

差
異
が
出
や
す
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

が
、
航
空
レ
ー
ザ
測
量
の
精
度
と
し
て
は
許

容
範
囲
内
の
誤
差
で
あ
り
、
広
域
的
に
森
林

全
体
の
傾
向
を
把
握
す
る
目
的
は
果
た
せ
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

な
お
、
公
共
測
量
成
果
が
活
用
で
き
な
い

民
有
林
31
・
7
㎢
に
つ
い
て
は
、
山
形
県
森

林
資
源
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業
を
活
用
し
、

県
、
東
北
森
林
管
理
局
及
び
周
辺
市
町
と
の

共
同
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
に
航
空
レ
ー
ザ

測
量
、
令
和
５
年
度
に
森
林
資
源
解
析
を
実

▲�

現
地
確
認　

�

公
共
測
量
の
成
果
と
現
況
の
差
異
を
確
認
す
る

▲森林地形解析の成果品　赤色立体地図▲森林資源解析の成果品　ha当たり材積区分図
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施
す
る
予
定
で
あ
り
、
こ
れ
を
も
っ
て
町
内

民
有
林
全
域
の
解
析
が
完
了
す
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
成
果
を
受
け
て
優
先
順
位
を
決
定

の
う
え
、
順
次
、
制
度
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

モ
デ
ル
地
区
の
選
定
と
意
向
調
査
の
実
施

制
度
運
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
を
作
成
す
る

た
め
、
令
和
３
年
度
に
小
規
模
な
モ
デ
ル
地

区
を
設
定
し
、
所
有
者
に
対
し
「
所
有
森
林

の
今
後
の
管
理
」
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
に
つ
い
て
は
、
①
令
和
３
年

度
森
林
資
源
解
析
の
範
囲
内
で
あ
る
②
自
主

的
な
経
営
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い
可
能
性

が
高
い
③
集
約
化
に
よ
り
施
業
の
効
率
化
が

期
待
で
き
る
、
の
３
つ
の
条
件
に
該
当
す
る

候
補
地
の
中
で
、
最
も
林
内
路
網
が
整
備
さ

れ
て
お
り
、
人
工
林
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
エ

リ
ア
に
決
定
し
ま
し
た
。

モ
デ
ル
地
区
の
森
林
面
積
は
約
36 

ha
で
、

森
林
簿
に
登
録
さ
れ
た
所
有
者
29
人
（
う
ち

町
内
在
住
者
18
人
、
町
外
在
住
者
11
人
）
が

意
向
調
査
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
事
前
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

も
あ
っ
て
か
、
町
内
外
か
ら
７
人
の
参
加
に

留
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
夜
間
開
催
や
事
前
予

約
制
に
よ
る
分
散
開
催
等
、
参
加
率
を
あ
げ

る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
課
題
と
し
て

残
り
ま
し
た
。

調
査
に
当
た
っ
て
は
、
所
有
森
林
の
地
番

一
覧
や
地
図
を
示
し
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
森

林
に
つ
い
て
①
自
ら
の
所
有
す
る
森
林
か 

②
管
理
や
整
備
を
行
っ
て
い
る
か
③
今
後
ど

の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
の
３
つ
を
確
認

す
る
設
問
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

③
に
対
し
「
町
へ
の
委
託
を
検
討
し
た
い
」

と
の
意
向
が
示
さ
れ
た
森
林
は
、
必
ず
し
も

町
が
引
き
受
け
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
と
の
注

釈
を
付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
が
引
き

受
け
た
場
合
に
は
、
毎
年
、
間
伐
等
の
整
備

を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

例
え
ば
住
宅
や
道
路
か
ら
離
れ
て
い
て
災
害

の
お
そ
れ
が
な
い
等
「
管
理
や
整
備
の
必
要

性
が
薄
い
森
林
」
に
つ
い
て
は
、「
引
き
受

け
な
い
」
と
い
う
選
択
も
考
慮
さ
れ
る
た
め

で
す
。

調
査
に
は
約
１
か
月
間
の
回
答
期
間
を
設

け
ま
し
た
が
、
期
間
内
の
回
答
率
は
69
％
に

留
ま
っ
た
た
め
、
督
促
や
再
調
査
を
行
い
、

最
終
的
な
回
答
者
数
は
25
人
、
回
答
率
は

86
％
で
、
う
ち
16
人
の
所
有
す
る
森
林
約

19 

ha
に
つ
い
て
、「
町
へ
の
委
託
を
検
討
し

た
い
」
と
の
回
答
を
得
ま
し
た
。「
自
己
管

理
を
継
続
し
た
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
森

林
所
有
者
に
つ
い
て
も
、
将
来
的
な
管
理
の

見
通
し
は
不
明
と
の
こ
と
で
、
今
後
、
適
切

に
管
理
さ
れ
な
く
な
る
森
林
の
増
加
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

未
回
答
者
は
４
人
で
、
住
民
票
や
戸
籍
等

の
公
的
書
類
を
職
権
に
よ
り
確
認
し
た
も
の

の
、
居
所
や
相
続
人
が
不
明
で
あ
っ
た
森
林

所
有
者
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
今
後
、
制

度
運
用
を
全
町
的
に
広
げ
た
際
に
、
多
数
の

所
有
者
不
明
森
林
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
特
例
措
置
を
活
用
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う

な
森
林
で
あ
っ
て
も
制
度
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
の
、
全
国
的
に
も
事
例
は
少
な

く
、「
管
理
や
整
備
の
必
要
性
が
高
い
森
林
」

の
明
確
な
判
断
基
準
を
設
け
、
町
と
し
て
統

一
し
た
対
応
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
後
の
森
林
経
営
管
理
制
度
に
つ
い
て

意
向
調
査
の
結
果
を
受
け
、
現
在
、
町
へ

委
託
の
意
向
が
示
さ
れ
た
森
林
の
管
理
を
引

き
受
け
る
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
令
和

５
年
度
に
は
、
制
度
を
活
用
し
た
モ
デ
ル

ケ
ー
ス
を
作
成
で
き
る
見
込
み
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
お
お
む
ね
予
定
ど
お
り
の
進
捗
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
は
、
き
れ
い
な
水
や
空
気
を
作
り
出

す
だ
け
で
な
く
、
軽
く
て
丈
夫
で
経
年
に
よ

り
味
わ
い
深
く
な
る
木
材
や
、
化
石
燃
料
に

代
わ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も

利
用
さ
れ
る
な
ど
、
ク
リ
ー
ン
な
社
会
の
実

現
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
す
。

今
後
も
、
当
町
の
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を

未
来
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

有
効
に
活
用
し
将
来
性
の
あ
る
森
林
整
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

 

山
形
県
真
室
川
町　

農
林
課

（
令
和
５
年
８
月
21
日
付
第
３
２
５
０
号
）
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奈
良
県
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
に
位
置
す
る

黒
滝
村
は
、
５
０
０
年
近
い
伝
統
を
誇
る

吉
野
林
業
の
中
心
産
地
の
1
つ
で
も
あ
る
山

村
で
す
。
平
均
標
高
４
９
０
㍍
、
面
積
の

97
％
が
森
林
で
、
そ
の
92
％
は
人
の
手
で
植

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、
総
合
病
院
な
ど
が
一
通
り
そ
ろ

う
町
ま
で
車
で
30
分
も
か
か
り
ま
せ
ん
。
便

利
さ
ゆ
え
に
人
口
流
出
も
急
で
現
在
約
６
２

０
人
、
こ
の
20
年
で
実
に
半
減
し
ま
し
た
。

空
き
家
も
増
え
る
一
方
で
す
が
、
先
祖
の

墓
が
あ
る
の
で
盆
・
正
月
は
帰
っ
て
く
る
と

い
う
方
、
知
ら
な
い
人
に
貸
す
の
は
た
め
ら

わ
れ
る
、と
い
う
方
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
貸
し
て
も
い
い
と
い
う
家
に
限
っ
て

水
回
り
が
古
す
ぎ
た
り
、
雨
漏
り
が
始
ま
っ

て
い
て
改
修
は
無
理
だ
っ
た
り
と
い
う
場
合

が
多
い
の
で
す
。

村
で
は
約
８
年
前
か
ら
人
材
の
育
成
に
力

黒滝村

奈良県 黒
くろ

滝
たき

村
むら

奈良県

▲黒滝村風景（赤滝地区）

35

�� －人材確保と空き家解消�
一挙両得をめざして－

森と生きていく
ための住まい確保

ポ
イ
ン
ト

•  

空
き
家
が
利
用
可
能
か
ど
う
か

を
村
が
見
極
め
、
持
ち
主
や
地

域
の
区
長
と
直
接
対
話

•  

村
が
15
年
間
借
り
上
げ
て
改
修
、

村
営
住
宅
と
し
て
貸
し
出
す

•  

仕
事
と
住
ま
い
を
セ
ッ
ト
で
提

示
、
希
望
者
を
募
る

◦
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
中
心
に
入

居
が
見
込
ま
れ
る
方
か
ら
事
前

に
要
望
を
聞
き
、
貸
主
、
地
区

の
意
見
も
取
り
入
れ
な
が
ら
改

修
１　
黒
滝
村
の
概
要
と
背
景

特
集　
森
林
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を
入
れ
、
林
業
関
連
へ
の
就
業
希
望
者
を
地

域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
採
用
し
て
き
ま
し

た
。
黒
滝
村
森
林
組
合
で
研
修
を
積
み
、
３

年
の
任
期
終
了
後
は
そ
の
ま
ま
組
合
に
作
業

員
と
し
て
就
職
す
る
流
れ
が
で
き
て
お
り
、

あ
り
が
た
い
こ
と
に
協
力
隊
へ
の
応
募
も
途

切
れ
ず
続
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
立
ち
は
だ
か
る
の
が
住
宅
の
問
題

で
す
。

す
で
に
あ
る
村
営
住
宅
（
33
棟
）
は
常
に

満
室
、
平
地
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
適
地
を

確
保
で
き
ず
新
し
く
建
て
る
の
も
困
難
で

す
。従

来
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
等
に
登
録
済
み

で
改
修
不
要
の
住
宅
や
、
単
身
者
向
け
集
合

住
宅
な
ど
で
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
次
第

に
追
い
つ
か
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
移
住

か
ら
数
年
が
た
ち
家
族
が
増
え
る
な
ど
生
活

の
形
態
の
変
化
に
伴
い
仕
方
な
く
転
出
し
た

り
、
移
住
を
検
討
し
て
い
た
方
が
諦
め
た
り

と
い
う
ケ
ー
ス
も
出
て
き
て
い
ま
し
た
。

村
の
中
心
部
で
も
明
か
り
が
つ
か
な
い
家

が
増
え
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
存
続
に

も
黄
信
号
が
点
灯
。
こ
の
ま
ま
で
は
村
は
ま

す
ま
す
暗
く
な
る
、
と
危
機
感
は
募
る
一
方

で
し
た
。

そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
活
用
し
た
林
業
従
事
者
住
宅
で
す
。

村
が
空
き
家
の
持
ち
主
と
15
年
契
約
を
結

び
改
修
、
村
営
住
宅
と
し
ま
す
。
林
業
従
事

者
ら
移
住
希
望
者
に
仕
事
と
セ
ッ
ト
で
提
供

し
、
移
住
・
定
住
者
の
確
保
に
つ
な
げ
よ
う

と
い
う
試
み
で
し
た
。

最
初
に
、
対
象
と
な
る
空
き
家
の
条
件
を

整
理
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
持
ち
主
が
現
在
苦
労
し
て
い
る

点
や
ど
う
し
て
貸
し
た
く
な
い
の
か
を
調
べ

ま
し
た
。

【
改
修
対
象
と
な
る
空
き
家
の
条
件
】

・
合
併
浄
化
槽
が
設
置
さ
れ
て
い
る

・
建
物
の
土
台
や
柱
、
梁
に
問
題
が
な
い

・
屋
根
に
雨
漏
り
等
の
問
題
が
な
い

【
持
ち
主
の
苦
労
】

・ 

景
観
を
損
な
わ
な
い
た
め
の
草
刈
り

等
、
維
持
に
手
間
・
費
用
が
か
か
る

・ 

年
齢
と
と
も
に
、
村
に
帰
っ
て
く
る
こ

と
自
体
が
大
変
に
な
っ
て
き
た

【
持
ち
主
の
不
安
】

・ 

入
居
者
は
、
一
斉
清
掃
へ
の
参
加
な
ど

地
区
と
の
付
き
合
い
を
大
事
に
し
て
く

れ
る
だ
ろ
う
か

・ 

騒
音
、
ご
み
問
題
等
で
近
所
に
迷
惑
を

か
け
る
よ
う
な
人
が
来
な
い
だ
ろ
う
か

ま
ず
村
職
員
が
実
際
に
住
宅
の
状
態
を
調

べ
、
改
修
可
能
と
判
断
す
れ
ば
持
ち
主
の
も

と
へ
足
を
運
び
ま
す
。
維
持
に
苦
労
し
て
い

る
点
、貸
す
こ
と
へ
の
不
安
等
を
聞
き
取
り
、

２　
具
体
的
内
容

 

30 年以上空き家であ

った住宅に灯りが戻り、

同時に各集落に昔のよ

うな暮らしが少しです

が戻ってきました。 

林業従事者等の雇用、

空き家改修だけでなく、

その場所から村全体に

活気が広がりつつあり

ます。 

□ 創意・工夫した点 

◆◆  移移住住定定住住促促進進住住宅宅 

◆◆  林林業業従従事事者者住住宅宅 

空空きき家家再再生生等等推推進進事事業業（（RR22））22 棟棟 

          森森林林環環境境譲譲与与税税（（RR33））22 棟棟 

 奈良県 黒滝村 

村の空き家改修  

・村（行政）が持ち主と借り主の間に入ることで、信

頼してもらいやすく素早く交渉が行えた。 

・入居される方から、事前にどのような物件を希望

し、どのように改修を望んでいるのか、実際の空き家

を見てもらい空き家の改修を行った。同時に大字区長

と物件や入居者に対する相談等を行った。 

 

空き家持ち主 

・・草草刈刈りりやや家家のの管管理理がが大大変変だだ  

・・空空きき家家をを活活用用ししててほほししいい  

・・入入居居者者にに対対ししててのの要要望望  

  集集落落ののおお付付きき合合いいををししててほほししいい  

  ななどど  

村（行政） 

・・家家主主やや地地域域区区長長とと相相談談  

・・利利用用可可能能なな空空きき家家ななののかか診診断断  

・・1155年年間間借借りり入入れれ改改修修・・管管理理ををすするる  

・・村村営営住住宅宅ととししてて募募集集  

・・入入居居者者にに対対ししててのの要要望望をを聞聞くく  

・・持持ちち主主とと契契約約しし借借りり主主にに貸貸しし出出すす  ななどど  

住宅借り主 

・・借借りりたたいい  

・・住住居居及及びび店店舗舗ととししてて借借りりたたいい  

・・林林業業にに携携わわるる仕仕事事ををすするる  

・・田田舎舎暮暮ららししががししたたいい  

・・黒黒滝滝村村にに移移住住ししたたいい  

ななどど  

人人  口口      663355  人人  （（令令和和 44 年年 1111月月 11日日））現現在在 

面面  積積      4477..7700  kk ㎡㎡ 

森森林林面面積積  4444..6666  kk ㎡㎡  （（9977％％））  

（（内内人人工工林林  約約 9922％％）） 

「林業の村」ならではの取り組み 

・仕事があっても住宅がない状態では、せっかくの

人材を見逃してしまう。そこで、仕事と住まいをセ

ットにすることで、林業従事者等を確保することが

できた。 

・地域のコミュニティが崩壊しつつある現状の中、

移住者や林業の担い手を集落に受け入れすること

で、地域の活性化にも繋がっている。 

 

相相  談談  

契契  約約  相相  談談  

情情  報報  

①①  ②②  

④④  ③③  

村が移住者及び林業従事者用の 

空き家を改修し貸し出す 

《《  空空きき家家所所有有者者へへ相相談談  》》    

村が空き家を借り入れ 

（１５年間） 

  

住まい  働く   

林林業業担担いい手手育育成成（（地地域域おおここしし協協力力隊隊））事事業業  

 村の中心部でも空き家が増加し明かりが消え、地域がますます

暗くなっています。利用可能な空き家を村が借り上げ（15年間）

改修し、仕事と住まいをセットで提供することで移住者の増加を

図っています。 

地域コミュニティが崩壊しつつある現状、移住者や林業の担い

手等を集落に受け入れるため、提供できる住まいを確保する体制

が必要です。 

□ 概要・事業スキーム 

□ 効果・実績 

黒黒滝滝村村役役場場  林林業業建建設設課課  

主主事事  上上  東東  宏宏  大大  

 

□ 目 的 

▲村の空き家改修住宅募集ポスター

▲昔、土間だったところを改めて土間として復活した。（林業従事者住宅・移住定住促進住宅　空き家改修後）和室（畳）であった所をフローリングに変更
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同
時
に
そ
の
解
消
に
努
め
ま
し
た
。

納
得
し
て
も
ら
え
た
ら
、
15
年
間
の
借
り

上
げ
を
直
接
契
約
し
ま
す
。
村
営
住
宅
に
す

る
た
め
の
改
修
、
村
営
住
宅
と
し
て
の
管
理

は
す
べ
て
村
が
担
う
と
い
う
内
容
で
す
。

並
行
し
て
、
入
居
希
望
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
も
進
め
ま
し
た
。

住
居
へ
の
具
体
的
な
希
望
の
ほ
か
、
村
で

ど
ん
な
暮
ら
し
が
し
た
い
の
か
、
な
ど
も
聞

く
よ
う
に
し
ま
し
た
。
得
た
情
報
を
地
区
に

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
逆
に
地
区
側
の
思
い

な
ど
を
入
居
希
望
者
へ
伝
え
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

こ
う
し
て
最
初
の
２
０
２
１
年
度
（
令
和

３
年
度
）
は
、
村
の
メ
ー
ン
道
路
沿
い
で
30

年
以
上
空
き
家
に
な
っ
て
い
た
築
60
年
以
上

の
住
宅
な
ど
２
軒
を
改
修
。
２
０
２
２
年
度

（
令
和
４
年
度
）
に
は
、
さ
ら
に
２
棟
が
完

成
し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
４
人
と
そ
の
家

族
、合
計
７
人
の
移
住
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

す
で
に
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
家
は
も
ち

ろ
ん
、
今
後
空
き
家
に
な
り
そ
う
な
家
が
な

い
か
、
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
や
っ
と
物
件
が

見
つ
か
っ
て
も
一
番
大
変
な
の
は
や
は
り
持

ち
主
の
説
得
で
す
。

他
人
に
貸
す
前
に
仏
壇
や
墓
を
ど
う
す
る

か
は
も
ち
ろ
ん
、
村
を
出
る
際
に
置
い
た
ま

ま
に
し
て
い
た
荷
物
を
片
づ
け
な
け
れ
ば
い

け
な
い
点
が
、
持
ち
主
に
は
大
き
な
重
荷
の

よ
う
で
し
た
。

そ
こ
で
改
修
が
決
ま
っ
た
住
宅
は
、
大
量

の
荷
物
の
運
び
出
し
や
廃
棄
、
ジ
ャ
ン
グ
ル

の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
庭
の
手
入
れ
も
、
役

場
職
員
が
関
わ
り
持
ち
主
と
と
も
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

役
場
が
積
極
的
に
関
与
し
た
結
果
、
い
き

な
り
知
ら
な
い
人
に
貸
す
と
い
う
状
況
で
は

な
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
地
区
の
責
任
者
と

も
対
話
を
重
ね
た
こ
と
で
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

時
で
も
集
落
が
見
て
い
て
く
れ
る
、
と
思
っ

て
も
ら
え
る
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ

も
持
ち
主
の
心
理
的
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
る
の

に
非
常
に
役
立
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
改
修
す
る
か
も
工
夫
を
重
ね

ま
し
た
。

多
く
の
貸
主
が
、
先
祖
代
々
の
家
を
あ
ま

り
変
え
た
く
な
い
と
い
う
思
い
を
強
く
持
っ

て
い
ま
す
。
村
と
し
て
も
、
吉
野
林
業
の
村

を
形
作
っ
て
き
た
古
い
木
造
の
趣
を
生
か
し

た
い
と
考
え
ま
し
た
。

断
熱
の
た
め
外
に
面
し
た
建
具
は
２
重
ガ

ラ
ス
の
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
に
替
え
ま
し
た
が
、

室
内
は
古
い
建
具
を
そ
の
ま
ま
利
用
、
台
所

を
土
間
風
に
仕
上
げ
た
物
件
も
あ
り
ま
す
。

担
当
し
た
工
務
店
が
古
民
家
改
修
の
経
験

を
持
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
梁

や
古
い
井
戸
を
う
ま
く
生
か
し
て
く
れ
た
こ

と
も
プ
ラ
ス
で
し
た
。
施
工
業
者
の
選
定
も

大
切
で
す
。

４
軒
の
う
ち
２
軒
は
主
要
な
道
路
沿
い
の

同
じ
Ａ
地
区
。
２
世
帯
３
人
が
相
次
い
で
入

居
し
て
、
日
々
家
に
明
か
り
が
つ
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
人
の
気
配
が
増
し
、
地
区
内

は
も
ち
ろ
ん
、
前
を
通
る
他
地
区
の
住
民
に

も
安
心
感
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
に
は
食
堂
も
あ
り
ま
す
が
、
人

口
減
少
と
と
も
に
元
気
を
な
く
し
か
け
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
移
住
者
や
彼
ら
を
訪
ね

て
く
る
関
係
者
と
の
交
流
が
増
え
、
彼
ら
が

企
画
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ス
ギ
イ
ロ
市
」
の
会

場
に
も
な
る
な
ど
、
次
第
に
活
気
が
戻
っ
て

き
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
崩
壊
し
か
け
て
い
た
行
事
な

ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
の
回
復
に
も
プ

ラ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

吉
野
林
業
で
栄
え
て
き
た
村
な
の
で
、
地

区
ご
と
に
毎
冬
行
う
「
山
の
神
」
は
大
切
な

行
事
で
す
。
森
林
作
業
員
は
も
ち
ろ
ん
林
業

と
の
関
わ
り
が
深
い
木
工
関
連
の
移
住
者

も
、
準
備
段
階
か
ら
積
極
的
に
参
加
。
旧
住

民
に
喜
ば
れ
て
い
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
移
住

者
に
と
っ
て
も
先
輩
か
ら
村
の
歴
史
や
山
の

話
を
聞
け
る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
る
よ

３　
苦
労
し
た
点

４　
反
応

▲空き家改修後 ▲空き家改修前

37

町村会24_九校.indb   37町村会24_九校.indb   37 2024/10/21   18:382024/10/21   18:38



う
で
す
。

地
区
の
草
刈
り
や
一
斉
清
掃
な
ど
高
齢
化

で
参
加
者
が
減
る
一
方
だ
っ
た
行
事
で
も
、

移
住
者
が
パ
ワ
ー
を
発
揮
、
欠
か
せ
な
い
存

在
に
な
っ
て
い
ま
す
。

思
い
が
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

１
軒
は
風
呂
も
ト
イ
レ
も
改
修
せ
ず
、
薪

風
呂
と
汲
み
取
り
の
ま
ま
に
な
り
ま
し
た
。

京
都
方
面
か
ら
移
住
し
て
き
た
林
業
従
事
者

の
若
者
が
入
居
し
た
の
で
す
が
、
事
前
に
聞

い
た
と
こ
ろ
改
修
不
要
と
の
答
え
が
返
っ
て

き
た
た
め
で
す
。

結
果
、
山
仕
事
か
ら
帰
る
と
ま
ず
一
番
に

薪
で
風
呂
を
沸
か
す
、
と
い
う
暮
ら
し
を
満

喫
さ
れ
て
い
ま
す
。
改
修
自
由
と
い
う
許
可

も
持
ち
主
か
ら
得
て
お
り
、
自
分
た
ち
で
薪

ス
ト
ー
ブ
を
取

り
付
け
る
な
ど

楽
し
み
が
尽
き

な
い
様
子
で

す
。ま

た
移
住
者

の
ツ
テ
で
ベ
テ

ラ
ン
木
工
家
が

来
村
、
そ
こ
に

も
村
の
職
員
が

関
わ
り
空
き
家

を
持
ち
主
か
ら

直
接
借
り
ま
し

た
。
自
力
で
改

修
し
「
半
分
移
住
」
を
実
行
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
に
ひ
か
れ
て
さ
ら
に
別
の
木
工
家
が
移

住
を
決
め
る
な
ど
、
相
乗
効
果
が
出
て
き
て

い
ま
す
。

古
い
家
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
を
目
に
し

て
、
持
ち
主
の
気
持
ち
に
も
変
化
が
起
き
て

い
ま
す
。

改
修
と
い
う
選
択
肢
が
生
ま
れ
、
取
り
壊

す
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
先
祖
代
々
の
家

を
維
持
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
希

望
が
見
え
始
め
た
よ
う
で
す
。

15
年
た
っ
た
ら
再
び
貸
す
の
も
自
分
た
ち

で
住
む
の
も
自
由
な
の
で
、
持
ち
主
に
は

「
そ
の
時
に
は
ぜ
ひ
、
黒
滝
村
に
帰
っ
て
き

て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

▲手入れされた森林

▲伐採の様子（森林整備：地域おこし協力隊）▲木工集団「スギイロ」（木材加工：地域おこし協力隊）

▲手づくりの木製屋台で、お出迎え▲「スギイロ市」の様子

38 町村の施策事例集Ⅸ
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空
き
家
や
今
後
住
み
手
が
な
く
な
り
そ
う

な
物
件
の
調
査
を
さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

同
時
に
、
こ
の
仕
組
み
を
も
っ
と
広
く

知
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の

区
長
を
通
じ
て
持
ち
主
に
説
明
し
、
改
修
を

了
解
し
て
も
ら
う
努
力
を
続
け
た
い
と
思
い

ま
す
。

村
内
12
地
区
の
あ
ち
こ
ち
で
住
宅
を
改
修

し
、
林
業
従
事
者
ら
移
住
・
定
住
者
を
も
っ

と
呼
び
込
む
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
実

現
す
れ
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
機
能
の
復
活

や
地
区
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
、
林

業
・
木
工
の
後
継
者
育
成
も
加
速
し
て
い
く

で
し
ょ
う
。

ま
た
空
き
家
を
改
修
す
る
際
に
、
黒
滝
村

で
伐
採
し
た
材
を
使
う
こ
と
も
課
題
で
す
。

黒
滝
産
の
杉
・
ヒ
ノ
キ
を
活
か
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
唯
一
無
二
の
村
営
住
宅
に
な
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

ま
ず
空
き
家
が
利
用
可
能
か
ど
う
か
調
査

し
、
改
修
費
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
か
、

契
約
期
間
（
黒
滝
村
の
場
合
は
15
年
間
）
内

に
ど
れ
だ
け
補
え
る
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

行
政
が
持
ち
主
と
借
り
手
の
間
に
入
る
こ

と
で
、
信
頼
感
が
生
ま
れ
交
渉
が
容
易
に
な

り
ま
す
。
そ
の
際
、
互
い
の
望
ん
で
い
る
内

容
を
よ
く
聞
き
、
双
方
に
伝
え
る
こ
と
が
大

事
で
す
。

改
修
に
際
し
て
も
同
様
で
す
。
入
居
予
定

者
に
物
件
を
見
て
も
ら
い
、
要
望
を
取
り
入

れ
な
が
ら
改
修
す
れ
ば
満
足
度
も
変
わ
っ
て

き
ま
す
。
同
時
に
持
ち
主
・
地
区
側
と
も
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
密
に
し
、
改
修
に
も

反
映
し
ま
し
た
。

移
住
希
望
者
に
、
地
域
の
行
事
・
作
業
へ

の
参
加
や
住
民
と
の
つ
な
が
り
の
意
義
・
重

要
性
を
よ
く
説
明
し
て
お
く
こ
と
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
行
政
自
身
が
地
域
の
つ
な
が
り
を

重
視
し
て
い
る
、
と
持
ち
主
・
地
区
に
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

空
き
家
は
あ
る
の
に
家
が
な
い
、
家
が
な

い
か
ら
移
住
で
き
な
い

―
悪
循
環
を
解

消
す
る
た
め
、
改
修
村
営
住
宅
の
仕
組
み
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
幸
い
、
移
住
者
が
地
区
に

う
ま
く
溶
け
込
み
、
人
が
人
を
呼
ぶ
状
況
が

生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
流
れ
を
逃
さ

ず
、
吉
野
林
業
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
人
材
を

さ
ら
に
増
や
し
て
い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま

す
。

奈
良
県
黒
滝
村
役
場　

林
業
建
設
課

（
令
和
６
年
３
月
11
日
付
第
３
２
７
２
号
）

５　
今
後
の
見
通
し

６　
他
の
自
治
体
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

▲黒滝村工芸品「吉野杉透かし彫り」

「吉野杉透かし彫り」とは？

　吉野杉透かし彫り工芸品は、年輪が緻密で節がなく、

凛とした吉野杉ならではの作品です。吉野杉の特性であ

る、年輪がまっすぐで柔らかい夏目と堅く締まった冬目

が交互になった柾目（まさめ）板を使用し、特殊な機械

と技術によって手作業で丁寧に透かし抜かれ、残された

冬目が簾（すだれ）状の線美で表現された美術工芸品です。
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川
棚
町
は
、
長
崎
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
大
村
湾
に
面
し
た
温
暖
で
風
光
明
媚
な

土
地
で
す
。

東
に
は
標
高
６
０
８
メ
ー
ト
ル
の
秀
峰
・

虚こ

空く
う

蔵ぞ
う

山さ
ん

が
そ
び
え
立
ち
ま
す
。
こ
の
山
を

源
流
と
す
る
石
木
川
が
美
し
い
川
棚
川
と
合

流
し
、
町
の
中
央
部
を
流
れ
て
大
村
湾
に
注

川棚町

長崎県 川
かわ

棚
たな

町
ちょう

長崎県

▲虚
こ

空
くう

蔵
ぞう

山
さん

▲町花�おにゆり

40 町村の施策事例集Ⅸ

長崎県　�川棚町

森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
た

ま
ち
づ
く
り

ポ
イ
ン
ト

•  

森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、

ハ
ー
ド
事
業
で
あ
る
保
育
間
伐
及

び
ソ
フ
ト
事
業
で
あ
る
木
材
利

用
・
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
る

•  

保
育
間
伐
は
、
地
域
の
森
林
整
備

の
担
い
手
育
成
・
確
保
に
も
配
慮

•  

木
材
利
用
・
普
及
啓
発
と
し
て
、

県
産
材
を
使
用
し
た
木
製
玩
具
の

制
作
・
配
布
を
実
施

•
森
林
整
備
の
促
進
方
法
を
さ
ら
に

検
討
し
、
よ
り
よ
い
森
林
づ
く
り

を
推
進

町
の
概
要

特
集　
森
林
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い
で
い
ま
す
。

そ
の
清
ら
か
な
流
れ
と
豊
富
な
水
量
は
、

緑
深
い
山
々
や
美
し
い
海
と
調
和
し
、
長
い

歴
史
の
中
で
人
々
の
生
活
を
支
え
、
暮
ら
し

に
潤
い
を
与
え
て
き
ま
し
た
。

町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
く
じ
ゃ
く
は
、
昭

和
38
年
に
当
時
の
長
崎
県
知
事
が
イ
ン
ド
を

訪
問
し
た
際
、
イ
ン
ド
政
府
か
ら
友
好
の
印

と
し
て
10
羽
が
寄
贈
さ
れ
て
以
降
、
大
崎
自

然
公
園
内
の
「
大
崎
く
じ
ゃ
く
園
」
で
飼
育

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
約
２
０
０
羽
は
飼
育

数
日
本
一
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
夏
に
は
町
内
に
広
く
自
生
す
る

町
花
「
お
に
ゆ
り
」
は
く
れ
な
い
色
の
花

を
咲
か
せ
、
町
内
の
山
林
全
域
に
自
生
す

る
町
木
「
も
っ
こ
く
」
は
常
緑
樹
で
葉
に
光

沢
が
あ
り
、
白
色
五
弁
の
花
を
咲
か
せ
て
い

ま
す
。

本
町
は
、
文
化
11
年
に
東
西
川
棚
村
を
合

併
し
て
川
棚
村
と
な
り
、
昭
和
9
年
11
月
3

日
に
町
制
施
行
し
川
棚
町
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
6
年
度
に
は
、
町
制
施
行
90
周
年
と
い

う
節
目
の
年
を
迎
え
ま
す
。

第
二
次
世
界
大
戦
中
で
あ
っ
た
昭
和
17
年

に
海
軍
工
廠
が
設
置
さ
れ
、
戦
局
が
激
し
さ

を
増
す
昭
和
19
年
に
は
軍
関
係
の
施
設
が
町

内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

片
島
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
た
「
川
棚
魚
雷

発
射
試
験
場
跡
」
や
海
軍
特
攻
隊
の
訓
練
を

受
け
た
戦
死
者
の
慰
霊
碑
で
あ
る
「
特
攻
殉

国
の
碑
」
な
ど
、
今
も
な
お
、
多
く
の
戦
時

遺
構
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
東
部
に
そ
び
え
る
虚
空
蔵
山
周
辺
で

は
、
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
の
一
環
と
し
て
、

伐
期
を
迎
え
た
町
有
林
（
分
収
林
）
の
立
木

の
所
有
権
を
買
収
し
、
平
成
2
年
に
川
棚
町

悠
久
の
森
条
例
を
制
定
し
、そ
の
森
林
を「
川

棚
町
悠
久
の
森
」
と
定
め
ま
し
た
。
そ
の
名

の
と
お
り
、
永
ら
く
町
民
の
財
産
と
し
て
保

存
し
将
来
に
継
承
す
る
と
と
も
に
、
広
く
森

林
の
大
切
さ
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
お
り
、
整
備
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

本
町
の
総
面
積
３
、
７
３
５
ha
の
う
ち
森

林
面
積
は
２
、
１
１
７
ha
で
総
面
積
の
57
％

を
占
め
て
お
り
、
民
有
林
面
積
は
２
、
１
１

７
ha
、
そ
の
う
ち
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工

林
の
面
積
は
１
、
１
６
１
ha
で
あ
り
、
人
工

林
率
55
％
と
県
平
均
42
％
と
比
べ
や
や
高
い

値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
工
林
の
う
ち
、
8
齢
級
以
上
の
森
林
が

約
１
、
１
０
３
ha
（
95
％
）
あ
り
、
伐
採
時

期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
木
材
の
安
定
供
給

と
併
せ
、健
全
な
森
林
の
育
成
の
た
め
に
も
、

間
伐
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
本
町
の
森
林
は
地
域
住
民
の
生
活

に
密
着
し
た
里
山
か
ら
、
林
業
生
産
活
動
が

積
極
的
に
実
施
さ
れ
る
人
工
林
、さ
ら
に
は
、

大
径
木
の
広
葉
樹
が
林
立
す
る
天
然
性
林
ま

で
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
林
分
構
成
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
森
林
に
対
す
る
住
民
の

意
識
・
価
値
観
が
多
様
化
し
、
森
林
に
求
め

ら
れ
る
機
能
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。

東
部
の
木
場
・
岩
屋
・
猪
乗
地
区
は
、
昔

か
ら
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
の
造
林
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
お
り
、
齢
級
構
成
も
他
の
地
区
と
比
べ

て
高
く
、
伐
期
を
迎
え
る
林
分
が
多
く
存
す

る
こ
と
か
ら
林
業
生
産
活
動
を
通
じ
、
適
切

に
森
林
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
森
林
経
営

計
画
の
策
定
等
を
通
じ
た
計
画
的
な
間
伐
を

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
地
区
内
の

「
川
棚
町
悠
久
の
森
」
に
お
い
て
は
、
そ
の

設
置
趣
旨
に
基
づ
き
森
林
整
備
を
行
う
と
と

も
に
、
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
環
境
整

備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

南
西
部
の
大
村
湾
に
突
き
出
た
半
島
に

あ
る
大
崎
地
区
は
、
天
然
性
の
広
葉
樹
林

が
広
く
存
し
自
然
景
観
に
優
れ
、
県
立
自
然

公
園
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
公
園
内
に
は

自
然
と
調
和
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

が
数
多
く
整
備
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多
く
の

観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
森
林
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
の
活
用
が
望
ま
れ

ま
す
。

ま
た
、
大
崎
地
区
は
マ
ツ
が
多
く
生
育
し

て
い
ま
し
た
が
、
森
林
病
害
虫
被
害
に
よ
り

多
く
が
枯
損
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
残
存
し

て
い
る
マ
ツ
の
保
全
に
努
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

町
の
歴
史
・
沿
革

森
林
整
備
の
現
状
と
課
題

▲町木�もっこく

▲片島公園の戦時遺構

▲インドくじゃく
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森
林
経
営
管
理
法
に
基
づ
く
経
営
管
理
権

集
積
計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、
私
有
林

人
工
林
の
意
向
調
査
及
び
現
地
調
査
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、東
彼
杵
郡
内
３
町
（
川
棚
町
・

波
佐
見
町
・
東
彼
杵
町
）
が
共
同
で
、
郡
内

の
森
林
事
情
に
精
通
し
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
有
す
る
東
彼
杵
郡
森
林
組
合
へ
事
務

委
託
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
、
本
町
の
森
林
経
営
管
理
制
度
実
施
方

針
に
基
づ
い
て
業
務
を
進
め
て
お
り
ま
す

が
、
森
林
経
営
管
理
制
度
の
認
知
度
が
低
い

こ
と
や
、
森
林
所
有
者
の
高
齢
化
に
伴
い
制

度
説
明
等
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
所
有
山
林
を
把
握

し
て
い
な
か
っ
た
り
、
関
心
が
な
い
等
の
理

由
に
よ
り
意
向
調
査
へ
の
回
答
が
な
い
こ
と

で
、
調
査
が
進
ま
な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。

回
答
が
な
い
所
有
者
に
は
、
調
査
票
を
再

配
布
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
調
査
票
の
様

式
を
わ
か
り
や
す
く
し
た
り
、
所
有
者
が
高

齢
者
の
場
合
は
家
族
の
方
の
同
席
の
も
と
説

明
し
ご
回
答
い
た
だ
い
た
り
と
、
調
査
業
務

が
円
滑
に
進
む
よ
う
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し

て
お
り
ま
す
。

経
営
管
理
権
集
積
計
画
を
策
定
し
た
森
林

に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
保
育
間
伐

（
伐
捨
間
伐
）
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
間
伐
を
適
正
に
実
施
す
る
た
め
に
当

該
森
林
の
調
査
等
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
本

町
職
員
の
技
術
・
知
識
や
人
員
が
不
足
し
て

い
る
た
め
、
林
業
調
査
業
者
へ
業
務
を
委
託

し
て
お
り
ま
す
。

保
育
間
伐
業
務
つ
い
て
は
、
森
林
環
境
譲

与
税
を
財
源
と
し
た
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
地
域
の
森
林
整

備
の
担
い
手
育
成
の
た
め
、
県
内
の
認
定
林

業
事
業
体
で
「
林
業
経
営
体
の
育
成
に
つ
い

て
（
平
成
30
年
29
林
政
経
第
３
１
６
号
林
野

庁
長
官
通
知
）」
に
基
づ
く
育
成
を
図
る
林

業
経
営
体
に
選
定
さ
れ
て
い
る
事
業
者
へ
業

務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
長
崎
県
や
東
彼
杵
郡
内
３
町

で
連
携
し
、
東
彼
杵
郡
森
林
組
合
の
健
全
経

営
や
育
成
強
化
を
図
る
た
め
、
組
合
が
実
施

す
る
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
普
及
推
進
活
動

や
林
業
の
担
い
手
対
策
に
助
成
し
て
き
て
お

り
、
高
性
能
林
業
機
械
（
フ
ォ
ワ
ー
ダ
、
プ

ロ
セ
ッ
サ
）
の
導
入
に
際
し
て
も
助
成
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
内
の
林
業
経
営
体
は

前
述
の
東
彼
杵
郡
森
林
組
合
の
み
と
な
っ
て

お
り
、
林
業
の
担
い
手
不
足
も
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
町
民
の
森
林
に
対
す
る
意
識
向

上
を
図
り
、将
来
の
林
業
の
担
い
手
を
育
成
・

確
保
す
る
た
め
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
、
林
業
体
験
や
森
林
教
室
等
を
開
催
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

木
育
の
推
進
を
進
め
る
た
め
に
、
県
産
材

を
使
用
し
た
木
製
玩
具
を
令
和
3
年
度
は
町

内
の
認
定
こ
ど
も
園
・
保
育
園
に
、
令
和
4

年
度
か
ら
は
3
歳
児
健
診
に
来
場
し
た
幼
児

に
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
木
製
玩
具
は
、「
木
の
優
し
い
肌
ざ
わ

り
を
多
く
の
子
供
た
ち
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
、

大
切
な
森
林
を
身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
趣
旨
で
企
画
さ
れ
、
長
崎
県
と
民
間
製
作
所

が
共
同
制
作
し
た
も
の
で
、
ハ
ー
ト
の
デ
ザ
イ

ン
に
は
親
子
の
手
を
合
わ
せ
た
ハ
ー
ト
を
イ

メ
ー
ジ
し
、
木
の
や
わ
ら
か
さ
や
音
を
感
じ
な

が
ら
楽
し
い
時
（
リ
ズ
ム
）
を
刻
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
面
の
仕
上
げ
で
は
、
県
内
の
ろ
う
学
校

や
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
ご

協
力
い
た
だ
き
制
作
さ
れ
て
お
り
、
無
垢
の

優
し
い
肌
触
り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、森
林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
、ハ
ー

ド
事
業
で
あ
る
保
育
間
伐
及
び
ソ
フ
ト
事
業

で
あ
る
木
材
の
利
用
・
普
及
啓
発
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
森
林
環
境
譲
与
税
の

趣
旨
に
基
づ
き

森
林
の
整
備
に

関
す
る
施
策
・

森
林
の
整
備
の

施
策
に
関
す
る

促
進
の
方
法
を

さ
ら
に
検
討
し
、

よ
り
良
い
森
林

づ
く
り
を
進
め

て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

長
崎
県
川
棚
町

農
林
水
産
課

（
令
和
６
年
３
月
25
日
付
第
３
２
７
４
号
）

森
林
経
営
管
理
意
向
調
査
等

森
林
経
営
管
理
事
業

地
域
の
林
業
経
営
体
へ
の
支
援

木
材
利
用
・
普
及
啓
発

今
後
に
つ
い
て

▲

フ
ォ
ワ
ー
ダ

▲

プ
ロ
セ
ッ
サ

▲

な
が
さ
木
ハ
ー
ト
の
カ
ス
タ
ネ
ッ
ト
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中
富
良
野
町
は
、
北
海
道
の
ほ
ぼ
中
央
に

位
置
し
、
東
北
は
上
富
良
野
町
、
南
は
富
良

野
市
、
西
は
芦
別
市
、
北
の
一
部
で
美
瑛
町

と
接
し
て
い
ま
す
。
東
西
17
・
９
㎞
、
南
北

13
・
４
㎞
、
総
面
積
１
０
８
・
65
㎢
の
町
で
、

東
部
は
十
勝
岳
を
主
峰
と
す
る
千
島
火
山
脈

が
連
な
っ
て
お
り
、
遠
く
大
雪
山
を
眺
望
す

る
こ
と
が
で
き
、
南
西
の
方
面
は
夕
張
山
脈

が
南
北
に
縦
走
し
、
夕
張
岳
、
芦
別
岳
が
富

良
野
原
野
の
景
観
を
な
し
て
い
ま
す
。

本
町
は
豊
か
な
自
然
と
広
大
な
農
地
を
活

か
し
、
稲
作
を
主
体
と
し
た
農
業
の
町
と
し

て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
水
稲
や
麦

類
を
は
じ
め
、
玉
ね
ぎ
や
馬
鈴
薯
、
南
瓜
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
メ
ロ

ン
等
、
多
品
目
の
野
菜
等
が
生
産
さ
れ
て
い

る
ほ
か
、畜
産
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
町
に
は
北
海
道
ラ
ベ
ン
ダ
ー
観
光

発
祥
の
地
と
し
て
有
名
な「
フ
ァ
ー
ム
富
田
」

を
は
じ
め
、
北
星
山
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
や
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
、
森
林
公
園
な
ど
の
観
光
関
連

施
設
が
整
備
さ
れ
た
北
星
山
一
帯
、
民
間
の

ゴ
ル
フ
場
や
温
泉
施
設
、
数
多
く
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
毎
年
約
１
０
０

万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
令

和
２
年
度
、
３
年
度
に
お
い
て
は
約
35
万
人

程
度
の
観
光
入
込
客
数
と
な
っ
て
お
り
、
コ

１
．
中
富
良
野
町
の
概
要

中富良野町

北海道 中
なか

富
ふ

良
ら

野
の

町
ちょう

北海道

▲

北
星
山
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
か
ら
見
る
春
の
十
勝
岳
連
峰
の
眺
望

43
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ロ
ナ
禍
に
よ
り
地
域
産
業
に
大
き
な
影
響
を

受
け
て
お
り
ま
す
。

令
和
３
年
度
よ
り
、
中
富
良
野
町
の
総
合

計
画
で
あ
る
「
第
６
期
な
か
ふ
ら
の
ま
ち
づ

く
り
総
合
計
画
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
町
の
機
構
改
革
も
行
い
、
新

た
に
「
企
画
課
」
を
立
ち
上
げ
、「
ま
ち
づ

く
り
」「
移
住
・
定
住
」「
情
報
発
信
」「
商

工
観
光
」「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
部
署
を
１

つ
の
課
に
ま
と
め
、
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
一

体
的
に
取
り
組
め
る
体
制
を
構
築
し
ま
し

た
。令

和
２
年
12
月
に
国
の
地
方
創
生
テ
レ

ワ
ー
ク
交
付
金
事
業
の
通
知
を
う
け
、
中
富

良
野
町
と
し
て
地
域
活
性
化
の
取
組
を
推
進

す
る
た
め
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付
金
事
業
へ
の
申

請
を
実
施
し
ま
し
た
。
申
請
に
当
た
っ
て
は

町
の
現
状
と
課
題
、
町
の
地
域
資
源
や
テ
レ

ワ
ー
ク
事
業
を
働
き
か
け
る
企
業
像
を
明
確

に
す
る
点
が
重
要
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ

ま
で
町
と
民
間
企
業
が
連
携
し
て
事
業
を
進

め
て
き
た
実
績
が
少
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、
事
業
計
画
を
考
え
る
中
で
具
体
的
な
民

間
企
業
像
を
思
い
描
く
こ
と
が
で
き
ず
、
非

常
に
苦
労
し
ま
し
た
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
令
和
３
年

４
月
か
ら
は
町
か
ら
直
接
民
間
企
業
へ
連
絡

を
し
て
、
町
の
課
題
や
取
組
に
つ
い
て
お
話

さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
１
年
間
を
通
じ
て
１
０

０
社
近
い
企
業
の
皆
さ
ま
と
面
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
隣
の
自
治
体
に
も
職

員
が
足
を
運
び
、
ど
の
よ
う
に
ま
ち
づ
く
り

の
計
画
を
考
え
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
取
組

を
推
進
し
て
い
る
か
を
勉
強
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
中
富
良
野

町
の
テ
レ
ワ
ー
ク
事
業
計
画
を
立
案
し
て
申

請
し
た
結
果
、
令
和
３
年
８
月
に
国
の
採
択

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

民
間
企
業
へ
直
接
連
絡
す
る
以
前
に
、
中

富
良
野
町
に
い
る
地
域
の
事
業
者
の
と
こ
ろ

へ
直
接
訪
問
し
て
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

く
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
取
組
の
目
的

は
、
町
の
事
業
や
考
え
方
に
つ
い
て
地
域
の

事
業
者
の
方
と
共
有
す
る
こ
と
、
地
域
の
事

業
者
の
方
が
ま
ち
づ
く
り
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
を
直
接
聞
か
せ

て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け
る
こ
と
、そ
し
て
、

気
軽
に
話
し
合
う
こ
と
の
で
き
る
関
係
性
を

構
築
す
る
こ
と
で
す
。
す
る
と
地
域
の
事
業

者
の
方
か
ら
も
「
町
と
話
す
機
会
を
も
て
て

う
れ
し
い
」
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ
け
ま
し

た
。
こ
の
言
葉
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
か
ら

も
自
分
た
ち
か
ら
積
極
的
に
行
動
し
て
い
こ

う
と
考
え
、
民
間
企
業
へ
連
絡
し
、
お
話
を

す
る
機
会
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
意
見
交
換
を
す
る
度
に
、
ま
ち
づ
く
り

に
反
映
し
た
く
な
る
よ
う
な
考
え
や
ア
イ
デ

ア
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ま

り
に
も
イ
ン
プ
ッ
ト
す
る
情
報
が
多
く
、
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
し
な
い
と
頭
の
中
が
パ
ン
ク
し

て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
の
で
、
私
自
身
、
自

分
の
考
え
や
思
い
を
直
接
職
員
に
伝
え
さ
せ

て
い
た
だ
く
機
会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。

時
を
同
じ
く
し
て
、
な
か
ふ
ら
の
観
光
協

会
と
も
連
携
し
て「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」

の
取
組
を
令
和
３
年
度
か
ら
始
め
ま
し
た
。

中
富
良
野
町
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、
地
域
の
宿

泊
業
者
に
１
件
ず
つ
訪
問
し
、
全
て
の
宿
泊

事
業
者
の
方
か
ら
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
考
え
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

こ
で
も
自
分
た
ち
か
ら
行
動
し
て
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
取
組

を
実
施
す
る
こ
と
で
事
業
者
の
方
と
の
距
離

も
縮
ま
り
、
よ
り
具
体
的
な
ご
意
見
を
聞
か

２
．
地
方
創
生
事
業
へ
の�

チ
ャ
レ
ン
ジ

３
．�

民
間
企
業
と
の
つ
な
が
り
を�

作
る
た
め
の
取
組

４
．
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
事
業
へ
の�

取
組

▲�北星山ラベンダー園から見る春の十勝岳連峰の眺望

▲ワークショップの風景
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せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
町
内
宿
泊
事
業
者
の
ニ
ー
ズ
を
も
と

に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
あ
れ
ば
事
業
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業
に
協
力
し
て
い
た

だ
け
る
宿
泊
事
業
者
と
連
携
し
て
秋
と
冬
の

２
回
に
わ
た
っ
て
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
開
催

す
る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
得
ら

れ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
の
魅
力
」
で
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
と
し
て
来
て
い
た
だ
い
た
人
た
ち

か
ら
は
「
中
富
良
野
の
人
と
交
流
す
る
こ
と

が
で
き
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
」
と
い
う
意

見
を
い
た
だ
き
、
町
に
訪
れ
る
人
た
ち
の

ニ
ー
ズ
の
１
つ
に
、
地
域
の
人
と
関
わ
り
た

い
、
交
流
し
た
い
と
思
う
人
た
ち
が
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。

令
和
３
年
度
、
も
う
１
つ
大
切
な
取
組
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
町
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
冊
子
「
ナ
カ
フ
ラ
イ
フ
」
の
発
行
で

す
。「
町
の
地
域
資
源
」「
町
の
魅
力
」「
町

で
の
生
活
」
と
い
う
部
分
は
、
ま
ち
づ
く
り

を
語
る
う
え
で
大
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
り

ま
す
。
中
富
良
野
町
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち

に
と
っ
て
「
誇
り
に
思
う
こ
と
の
で
き
る
町

の
魅
力
」、
そ
れ
は
、
移
住
を
考
え
て
い
る

人
た
ち
に
と
っ
て
も
深
く
心
に
さ
さ
る
魅
力

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
こ

の
冊
子
に
は
町
で
の
暮
ら
し
、
田
園
風
景
、

花
の
魅
力
、
畑
と
食
卓
の
幸
せ
な
距
離
感
、

北
海
道
パ
ウ
ダ
ー
ベ
ル
ト
（
雪
）
の
可
能
性
、

富
良
野
圏
域
で
体
験
で
き
る
広
域
的
な
魅

力
、
宇
宙
を
近
く
に
感
じ
る
星
空
や
中
富
良

野
町
に
あ
る
文
化
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

人
た
ち
の
協
力
を
得
な
が
ら
１
か
ら
作
り
上

げ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
も
、

中
富
良
野
町
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
人
た
ち
や
民
間
企
業
の
方
に
も
見
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
（
デ
ジ
タ
ル
版
ア
ド
レ
ス　

https://nakafulife.jp/　
「
ナ
カ
フ
ラ
イ

フ　
The first issue

」）。
役
場
職
員
も
関

わ
り
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
こ
と
で
、
中
富

良
野
町
の
魅
力
は
何
な
の
か
と
い
う
こ
と
を

深
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
同
時
に
、
あ
ら

た
め
て
中
富
良
野
町
が
素
敵
な
場
所
な
ん
だ

と
心
か
ら
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
職

員
も
い
ま
し
た
。す
る
と
不
思
議
な
こ
と
に
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
町
の
魅
力
に
つ
い
て
語
る

言
葉
に
も
熱
が
こ
も
り
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
中
富
良
野
町
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い

う
想
い
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
は
９
名
の
地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
中
富
良
野
町
で
活
動
し
て
く
れ
ま
し

た
。
都
会
か
ら
来
て
い
た
だ
い
て
い
る
人
が

多
く
、
外
か
ら
の
「
移
住
者
」
の
視
点
で
町

の
魅
力
を
発
見
し
、
地
域
資
源
の
掘
り
起
こ

し
を
し
て
く
れ
る
大
切
な
存
在
で
す
。
小
さ

な
頃
か
ら
町
に
住
ん
で
い
る
町
民
の
人
た
ち

に
と
っ
て
「
あ
た
り
ま
え
」
と
感
じ
る
風
景

も
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
た
ち
に
は「
と

て
も
素
敵
な
風
景
。
癒
や
さ
れ
ま
す
よ
」と
、

新
た
な
地
域
資
源
に
な
り
得
る
ヒ
ン
ト
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
人
た
ち
が
町
で
活

動
を
す
る
う
え
で
大
切
と
な
る
の
は
地
域
の

人
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
構
築
す
る
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。
地
域
の
こ
と
を
知
る
、
地

域
の
人
た
ち
を
知
り
、
自
分
た
ち
の
こ
と
も

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
取
組
と
し
て
、
町
内

の
飲
食
店
に
１
件
ず
つ
訪
問
す
る
活
動
を

行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
町
で
飲
食
店
を
始

め
た
理
由
や
、料
理
や
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
、

お
店
の
コ
ン
セ
プ
ト
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
、
飲
食
店
の
紹
介
冊
子
の
作
成
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
日
頃
の
活
動
や
町
で
発
見
し
た
魅
力

に
つ
い
て
情
報
発
信
を
し
て
く
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
の
存
在
や
活
動
に
つ
い
て
町
民
の

方
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、
今
で
は

町
の
職
員
よ
り
も
地
域
の
人
た
ち
と
気
軽
に

話
が
で
き
る
よ
う
な
存
在
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
地
域
の
事
業
者
の
人
た
ち
だ
け
で

は
な
く
、
町
の
人
た
ち
と
も
町
の
魅
力
に
つ

い
て
語
り
合
う
こ
と
の
で
き
る
機
会
と
し

て
、
町
で
初
め
て
の
取
組
で
あ
る
「
Ｋ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
」（
語
り
場
）
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
を
観
光
協
会
が
主
体
と
な
り
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
、
町
も
一
緒
に
な
っ
て
開
催
し
て

い
ま
す
。
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
会
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
装
飾

等
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
第
１
回
目
は
町
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

に
つ
い
て
語
り
合
い
（
令
和
３
年
11
月
開

催
）、
第
２
回
目
は
町
に
ど
の
よ
う
な
人
に

来
て
も
ら
い
た
い
か
を
考
え
、
互
い
の
考
え

５
．
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
冊
子

「
ナ
カ
フ
ラ
イ
フ
」
の
発
行

６
．
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
作
る�

た
め
の
取
組

▼�

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
冊
子�

�

「
ナ
カ
フ
ラ
イ
フ
」
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を
共
有
し
あ
え
る
場
と
な
り
ま
し
た
（
令
和

４
年
３
月
開
催
）。
地
元
出
身
の
高
校
生
も

参
加
し
て
く
れ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の
意

見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
第
３
回
目
は
令
和
４
年
６
月
頃

の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
の
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ａ

Ｒ
Ｉ
Ｂ
Ａ
を
通
じ
て
、
地
域
が
一
緒
に
な
っ

て
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
環
境
が
で
き
て

い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
３
月
に
２
つ
の
テ
レ
ワ
ー
ク
施

設
の
整
備
が
完
了
し
ま
し
た
。
１
つ
は
「
ま

ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
」
で
す
。
こ
の
施
設
は
中

富
良
野
駅
か
ら
徒
歩
２
分
、
国
道
に
も
面
し

て
い
ま
す
の
で
車
で
の
ア
ク
セ
ス
も
し
や
す

く
、
気
軽
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。
施
設
は
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
を
基

本
と
し
て
お
り
、
施
設
の
中
に
は
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
が
で
き
る
個
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、
打
ち

合
わ
せ
の
際
も
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
ま
た
、
周
辺
に
は
飲
食
店
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
役
場
等
の
公
共
施
設
も
歩

い
て
５
分
程
の
距
離
に
あ
り
ま
す
の
で
、
何

か
お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
、
い
つ
で
も
ご
相

談
い
た
だ
け
る
環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
つ
目
は
「
本
幸
ラ
ボ
」
で
す
。
こ
の
施

設
は
町
の
中
心
か
ら
10
㎞
離
れ
た
、
十
勝
岳

連
峰
の
ふ
も
と
に
あ
る
小
学
校
を
ワ
ー
キ
ン

グ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
施
設

に
は
ワ
ー
キ

ン
グ
ス
ペ
ー

ス
の
ほ
か
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会

議
ス
ペ
ー
ス

や
フ
リ
ー
ス

ペ
ー
ス
、
地
域

交
流
ス
ペ
ー

ス
を
整
備
し
、

幅
広
い
使
い

道
が
可
能
な

施
設
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
歩
、
外
に
で
れ
ば
十
勝
岳
連

峰
の
山
並
み
、
高
台
か
ら
見
下
ろ
す
田
園

風
景
の
町
並
み
が
一
望
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
自
然
豊
か
な
空
間
で
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す

（
テ
レ
ワ
ー
ク
専
用
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス　

https://nakafulife.com
/　

「
ナ
カ
フ
ラ

イ
フ
」）。

新
た
に
整
備
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
を
活

用
し
て
、
新
た
な
人
の
流
れ
を
生
み
だ
す
た

め
の
取
組
が
今
後
の
課
題
で
す
。
キ
ー
ワ
ー

ド
は
「
人
」「
交
流
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
に

な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
た
な
人
の
つ
な

が
り
か
ら
、
中
富
良
野
町
に
来
て
み
た
い
、

中
富
良
野
町
で
何
か
に
取
り
組
み
た
い
、
中

富
良
野
町
に
来
た
ら
何
か
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
、
そ
う
思
っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け

づ
く
り
と
、
そ
の
思
い
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る

体
制
や
仕
組
み
が
町
に
足
り
な
い
部
分
で
あ

る
の
で
、
令
和
４
年
度
に
こ
の
仕
組
み
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
中
富
良
野
町
に
訪
れ
た
い
、
働
き

た
い
、
生
活
し
て
み
た
い
と
い
う
人
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
環
境
が
少
な
い
の
も
課
題
の

１
つ
で
あ
り
ま
す
の
で
、「
お
試
し
住
宅
」

等
の
環
境
整
備
も
進
め
て
い
け
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
た
な
取
組
を
進
め
て
い
く
に
は
人
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
必
要
で
す
が
、
役
場
で
働
く
職

員
自
身
が
働
い
て
い
て
「
楽
し
い
!!
」
と
思

え
る
環
境
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は

私
自
身
が
明
る
く
前
向
き
に
、
そ
し
て
、
自

分
か
ら
職
員
と
交
流
を
図
り
な
が
ら
役
場
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
努
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。そ
し
て
、

地
域
の
人
た
ち
と
も
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
、

中
富
良
野
町
全
体
が
同
じ
方
向
性
を
も
っ

て
、
ま
ち
づ
く
り
の
取
組
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

北
海
道
中
富
良
野
町町

長　

小
松
田　

清

（
令
和
４
年
５
月
30
日
付
第
３
２
０
１
号
）

７
．
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
の
完
成

８
．
今
後
の
課
題

▲「
ま
ち
な
か
オ
フ
ィ
ス
」（
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
）

▲�地域の子供たちと田植えをする小松田町長
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五
戸
町
は
、
青
森
県
南
東
部
に
位
置
し
八

戸
市
や
十
和
田
市
と
隣
接
す
る
町
で
す
。

平
成
16
年
7
月
に
倉
石
村
を
編
入
。
平
成

の
合
併
青
森
県
内
市
町
村
第
一
号
と
な
り

ま
し
た
。

戸へ

の
つ
く
地
名
を
順
に
示
し
ま
す
と
、
岩

手
県
北
（
一
戸
町
、
二
戸
市
）
か
ら
青
森
県

南
部
（
三
戸
町
、
五
戸
町
、
六
戸
町
、
七
戸

町
、
八
戸
市
）
を
通
り
再
び
岩
手
県
（
九
戸

村
）
へ
戻
り
ま
す
が
、四
戸
は
あ
り
ま
せ
ん
。

五
戸
町
の
人
口
は
、
１
６
、
０
４
２
人
、

世
帯
数
は
6
、
０
５
９
世
帯
（
令
和
2
年
国

勢
調
査
）、
面
積
は
１
７
７
・
67
㎢
で
国
道
4

号
（
旧
奥
州
街
道
）
が
南
北
を
縦
断
し
、
八

戸
市
と
十
和
田
湖
を
結
ぶ
国
道
４
５
４
号
が

東
西
に
横
断
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
に
整

備
さ
れ
た
奥
州
街
道
が
通
っ
て
い
た
た
め
、

古
く
は
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
盛
岡
南
部
氏

の
所
領
で
五
戸
代
官
所
が
存
在
し
ま
し
た
。

山
間
に
位
置
し
、
平
ら
な
道
は
少
な
く
坂

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
豪
雪
地
帯
ま
で
と

は
い
き
ま
せ
ん
が
、
冬
は
雪
も
降
り
寒
い
で

す
。
夏
に
は
冷
た
い
ヤ
マ
セ
（
※
）
が
吹
く
こ

と
も
あ
り
、
と
き
に
は
農
作
物
に
影
響
を
お
よ

ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
気
温
の
寒
暖
差
が

少
な
く
、
涼
し
い
夏
を
迎
え
ら
れ
ま
す
。

※�

ヤ
マ
セ　

東
北
地
方
太
平
洋
側
で
春
か
ら
夏

に
吹
く
冷
た
く
湿
っ
た
東
よ
り
の
風
の
こ
と
。

主
要
産
業
は
農
畜
産
業
で
、
米
の
ほ
か
長

い
も
、に
ん
に
く
、り
ん
ご
、桜
肉
（
馬
肉
）、

あ
お
も
り
倉
石
牛
（
倉
石
地
区
で
生
産
さ
れ 五戸町

青森県 五
ご　の　へ

戸町
まち

青森県

▲

日
本
初
の
国
産
旅
客
機
Y
S-

11

47
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関
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る
青
森
県
を
代
表
す
る
高
級
和
牛
）
や
青

森
シ
ャ
モ
ロ
ッ
ク
（
鶏
肉
）
も
有
名
な
ま
ち

で
す
。

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

本
町
の
名
誉
町
民
、
元
日
本
大
学
名
誉
教

授
の
木
村
秀
政
氏
は
、飛
行
機
と
共
に
生
き
、

日
本
初
の
国
産
旅
客
機
Ｙ
Ｓ-
11
生
み
の
親

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

木
村
秀
政
ホ
ー
ル
は
氏
の
生
い
立
ち
か
ら

航
空
界
で
の
功
績
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

「
木
村
秀
政
物
語
」
や
模
型
展
示
コ
ー
ナ
ー

等
、
大
空
へ
の
夢
が
高
ま
る
よ
う
な
構
成
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
周
辺
施
設
に
は
、

芝
生
の
敷
地
内
に
図
書
館
や
噴
水
広
場
、
寛

永
か
ら
明
治
初
期
ま
で
地
方
一
帯
を
統
括
し

て
い
た
「
五
戸
代
官
所
」
が
あ
り
当
時
の
姿

が
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
長
8
年
、
木
村

秀
政
氏
の
先
祖
で
あ
る
木
村
家
は
藩
吏
と
し

て
幕
府
か
ら
任
命
さ
れ
、
後
に
代
官
の
職
に

就
き
、
以
後
数
代
に
わ
た
り
木
村
氏
が
世
襲

で
務
め
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
て
か

ら
25
年
経
過
し
て
お
り
、
施
設
の
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
住
民
を
主
体

に
地
区
内
外
か
ら
の
来
訪
者
も
含
め
、
子
育

て
世
代
を
中
心
と
し
て
住
民
が
集
ま
り
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
が
で
き
る
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
な
る
よ
う
な
人
々
が
集
う
空
間
の
創
出

を
図
る
目
的
で
木
村
秀
政
ホ
ー
ル
改
修
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
か
つ
て
八
戸
市
と
五
戸
町
を
結

ぶ
全
長
12
・
3
㎞
の
旧
南
部
鉄
道
が
存
在
し

て
い
ま
し
た
。

昭
和
43
（
１
９
６
８
）
年
5
月
に
発
生
し

た
十
勝
沖
地
震
に
よ
り
全
線
に
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
、
復
旧
し
な
い
ま
ま
廃
線
と
な
り

ま
し
た
。
使
用
さ
れ
て
い
た
す
べ
て
の
車
両

も
廃
線
後
、
間
も
な
く
解
体
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
地
震
が
起
き
る
１
年
前
の
昭
和
42

（
１
９
６
７
）
年
、「
Ｄ
Ｃ
３
５
１
」
だ
け
が

京
都
府
内
の
会
社
へ
譲
渡
さ
れ
加
悦
鉄
道
に

て
生
き
残
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

引
退
後
は
加
悦
Ｓ
Ｌ
広
場
に
て
保
存
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
同
広
場
が
閉
園
す
る
こ

と
に
な
り
五
戸
町
が
無
償
譲
渡
に
名
乗
り
を

上
げ
ま
し
た
。こ
の
移
送
費
用
捻
出
の
た
め
、

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
そ

の
結
果
、
全
国
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
支
援
者
か

ら
の
温
か
い
善
意
に
よ
り
無
事
に
Ｄ
Ｃ
３
５

１
の
里
帰
り
が
実
現
し
ま
し
た
。
閉
校
し
た

旧
豊
間
内
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
た
「
ご
の

へ
郷
土
館
」
に
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
五
戸
町
に
鉄
道
が
存
在
し
て
い
た

と
い
う
歴
史
の
証
人
、
ま
た
自
然
災
害
の
恐

ろ
し
さ
を
学
ぶ
機
会
、
そ
し
て
災
害
を
免
れ

た
幸
運
を
地
域
住
民
に
も
た
ら
し
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
を
込
め
て
後
世
に
伝
え
て
い
く

こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
小
学
校
統
廃
合
に
よ
り
廃
校

と
な
っ
た
校
舎
等
を
有
効
に
活
用
し
地
域
の

振
興
発
展
を
図
る
た
め
「
五
戸
町
廃
校
校
舎

等
利
活
用
事
業
」
を
実
施
し
、
現
在
、
3
校

舎
が
利
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
校
目
は
旧
豊
間
内
小
学
校
で
、
閉
校
が

決
ま
る
と
地
元
か
ら
町
営
歴
史
資
料
館
と
し

て
整
備
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
五

戸
町
の
歴
史
・
民
俗
・
産
業
・
文
化
を
振
り

返
る
資
料
館
と
し
て
平
成
30
年
「
ご
の
へ
郷

土
館
」
を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
今
年
4
月

に
旧
南
部
鉄
道
の
奇
跡
の
1
台
、
Ｄ
Ｃ
３
５

１
が
55
年
ぶ
り
に
里
帰
り
し
展
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

2
校
目
は
旧
南
小
学
校
で
、
人
工
光
利
用

型
植
物
工
場
と
し
て
レ
タ
ス
や
ベ
ビ
ー
リ
ー

フ
の
栽
培
室
、
育
苗
室
等
と
し
て
施
設
を
活

用
し
て
い
ま
す
。

3
校
目
は
旧
又
重
小
学
校
で
、
令
和
3
年

12
月
に
利
活
用
事
業
者
を
募
集
し
、
現
時
点

で
は
ま
だ
稼
働
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
レ
タ
ス

等
野
菜
の
栽
培
や
酪
農
組
合
と
連
携
し
た
食

木
村
秀
政
ゆ
か
り
の
ま
ち

旧
南
部
鉄
道
奇
跡
の
１
台�

55
年
ぶ
り
の
里
帰
り

少
子
化
に
伴
う
小
学
校�

閉
校
校
舎
の
活
用
事
例

▲�
５５
年
ぶ
り
の
里
帰
り
を
果
た
し
た�

�

「
D
C
３
５
１
」

▲

復
元
さ
れ
た
「
五
戸
代
官
所
」

48 町村の施策事例集Ⅸ

青森県　�五戸町

町村会24_九校.indb   48町村会24_九校.indb   48 2024/10/21   18:382024/10/21   18:38



品
製
造
工
場
及
び
少
量
で
高
栄
養
な
介
護
食

の
開
発
の
た
め
の
食
品
研
究
所
等
と
し
て
利

用
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
、
佐
々
木
琢
磨

選
手
（
28
）
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
佐
々

木
選
手
は
、
令
和
3
年
8
月
に
ポ
ー
ラ
ン
ド

で
行
わ
れ
た
世
界
デ
フ
（
聴
覚
障
害
）
陸
上

競
技
選
手
権
の
男
子
１
０
０
ｍ
に
お
い
て
銀

メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、
今
年
5
月
に
ブ
ラ
ジ
ル

で
開
催
さ
れ
た
聴
覚
障
害
者
の
国
際
総
合
ス

ポ
ー
ツ
大
会
「
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
に
お
い

て
、
同
種
目
で
見
事
、
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す

る
快
挙
を
成
し
遂
げ
て
い
ま
す
。

障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
主
要
な
国
際

大
会
の
同
種
目
で
日
本
人
が
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
す
る
の
は
初
め
て
で
、
町
民
に
大
き
な
希

望
を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
町
民
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
た

「
五
戸
町
手
話
言
語
条
例
」
を
制
定
し
、
本

年
4
月
1
日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
元
の
手
話
サ
ー
ク
ル
の
協
力
を

得
な
が
ら
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
小
学
校
で

の
手
話
出
前
講
座
の
実
施
や
、
手
話
普
及
番

組
「
手
話
さ
ん
ぽ
」
の
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
の
放
映
、
手
話
体
験
講
座
の
開
催
等
を
通

じ
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
名
前
や

あ
い
さ
つ
を
手
話
で
表
現
で
き
る
よ
う
、

佐
々
木
選
手
の
活
躍
を
励
み
に
し
つ
つ
、
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

少
子
化
等
に
伴
う
急
激
な
人
口
減
少
が
進

む
中
、未
来
へ
つ
な
ぐ
教
育
の
ま
ち
「
五
戸
」

を
主
要
施
策
に
掲
げ
、「
五
戸
町
さ
わ
や
か

ほ
ほ
え
み
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

ま
ず
は
、
標
語
を
募
集
・
決
定
し
、
小
中

学
生
に
対
し
て
の
校
門
前
で
の
呼
び
か
け
に

始
ま
り
、
各
種
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
な
ど
し
て
、
地
域
社
会
へ
の
啓
発
活
動
を

進
め
て
い
ま
す
。
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ

は
、
こ
ど
も
の
健
全
育
成
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
住
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
推

進
し
、
災
害
時
等
に
は
住
民
の
自
主
的
な

安
全
確
保
が
期
待
で
き
、
地
域
の
防
災
・

減
災
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
後
の
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
確
保
へ
向

け
、
当
運
動
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、

こ
ど
も
た
ち
や
職
域
を
通
し
、
町
民
憲
章
に

掲
げ
る
「
人
情
あ
つ
く
温
か
い
五
戸
町
」
を

つ
く
り
続
け
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
県
内
で
特
定
健
診
受
診
率
が
平

成
24
年
度
17
・
5
％
、
平
成
25
年
度
20
・

4
％
で
、
青
森
県
内
40
市
町
村
中
、
2
年
連

続
40
位
で
最
下
位
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
度
（
令
和
2
年
度
）
に
お
い
て
は
県

平
均
33
・
8
％
に
対
し
て
、
町
30
・
8
％
と

な
り
県
下
31
位
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
伸
び
率
に
着
目
し
、
伸
び
率
日

本
一
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
①
受
診
勧
奨
②
受
診
機
会

の
拡
大
・
多
様
化
③
地
区
組
織
・
医
療
機
関
・

各
種
団
体
へ
の
働
き
か
け
④
継
続
受
診
の
働

き
か
け
⑤
受
診
す
る
と
町
内
の
加
盟
店
で
使

用
可
能
と
な
る
「
う
ま
っ
こ
カ
ー
ド
」
へ
の

ポ
イ
ン
ト
付
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
分
析
結
果
に
基

づ
き
、
ナ
ッ
ジ
（
※
）
理
論
を
活
用
し
、
効

果
的
・
効
率
的
な
勧
奨
を
行
い
つ
つ
、
国
保

連
と
も
連
携
し
、
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
助
言

等
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
伸
び
率
日
本
一
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

※�

ナ
ッ
ジ　
（
行
動
経
済
学
上
）
対
象
者
に
選

手
話
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

あ
い
さ
つ
日
本
一
の�

ま
ち
づ
く
り
へ

健
康
診
断
受
診
率
伸
び
率�

日
本
一
へ

▲
�

佐
々
木
琢
磨
選
手　

勝
手
に
応
援
隊
一
同
の

皆
さ
ま

▲
��

当
町
出
身
の
ア
ス
リ
ー
ト
、
佐
々
木
琢
磨
選
手�

�

（
提
供　

一
般
社
団
法
人
日
本
デ
フ
陸
上
競

技
協
会
）
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択
の
余
地
を
残
し
な
が
ら
も
、
よ
り
良
い
方

向
に
誘
導
す
る
手
法
。

少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

く
り
の
推
進
等
に
中
心
商
店
街
の
再
開
発
や

空
き
店
舗
、
空
き
家
対
策
等
生
活
圏
を
一
定

の
範
囲
内
に
集
中
さ
せ
る
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
構
想
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
実
現
に
向
け
て
、
昨
年
度
国
土
交
通

省
「
立
地
適
正
化
計
画
策
定
支
援
」
の
事
業

採
択
を
受
け
、
今
年
度
中
の
計
画
策
定
と
し

て
い
ま
す
。

本
計
画
の
策
定
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、

有
識
者
、
商
工
・
福
祉
・
地
域
づ
く
り
等
多

業
種
の
関
係
者
で
構
成
す
る
策
定
協
議
会
を

令
和
3
年
7
月
に
設
立
し
、
こ
れ
ま
で
主
に

本
町
の
現
状
分
析
と
課
題
に
つ
い
て
洗
い
出

し
を
行
い
ま
し
た
。
今
後
は
各
誘
導
区
域
、

施
設
、施
策
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
す
。

本
計
画
は
、
五
戸
町
の
次
代
の
創
造
に
向

け
た
第
一
歩
で
あ
り
、
計
画
策
定
後
は
、
地

域
一
丸
と
な
っ
て
計
画
実
現
に
向
け
、
ま
ち

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

江
戸
時
代
、
幕
府
直
下
の
牧
場
を
有
し
て

い
た
五
戸
町
。
現
在
も
、
酪
農
や
畜
産
を
手

掛
け
る
農
家
が
、
き
め
細
か
な
技
術
で
良
質

な
製
品
を
生
産

し
て
い
ま
す
。

町
の
特
産
品

と
し
て
長
く
親

し
ま
れ
て
い
る

「
五
戸
馬
肉
」。

長
い
時
間
を
か

け
て
作
り
だ
さ

れ
た
高
品
質
な

美
味
し
さ
を
ご

堪
能
く
だ
さ

い
。
数
々
の
賞

を
受
賞
し
た
ブ

ラ
ン
ド
牛
と
し

て
そ
の
名
を
全

国
に
響
き
轟
か

せ
た
「
あ
お
も

り
倉く
ら

石い
し

牛ぎ
ゅ
う

」
や
、

市
場
か
ら
名
古

屋
コ
ー
チ
ン
、

比
内
地
鶏
と
並

び
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る

「
青
森
シ
ャ
モ

ロ
ッ
ク
」。

本
町
で
は
、こ
れ
ら
を
「
ご
の
へ
三
大
肉
」

と
し
て
売
出
し
中
で
、
の
ぼ
り
を
掲
げ
て
い

る
お
店
に
お
い
て
ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
事
前
予
約
に
よ
り
三
大
肉
が
一
度
に

味
わ
え
る
食
べ
比
べ
メ
ニ
ュ
ー
も
ご
用
意
し

て
い
ま
す
。ぜ
ひ
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。

本
町
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
五
戸
の
お

ん
こ
ち
ゃ
ん
」を
紹
介
し
ま
す
。
町
の
木「
お

ん
こ
（
い
ち
い
）」
に
ち
な
み
、
お
い
し
い

も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
に
現
れ
る
、
お
ん
こ
の

木
の
精
、
の
よ
う
な
も
の
。
お
ん
こ
ち
ゃ
ん

を
み
か
け
た
人
に
は
幸
せ
が
訪
れ
る
と
い
う

設
定
で
、町
出
身
の
姉
妹
ク
リ
エ
ー
タ
ー「
東

京
ハ
イ
ジ
」
に
よ
り
誕
生
し
ま
し
た
。
お
ん

こ
ち
ゃ
ん
の
友
達
「
シ
ロ
」
は
、白
馬
の
精
、

の
よ
う
な
も
の
。
仲
が
良
く
い
つ
も
一
緒
で

す
。ま

た
３
Ｄ
の
お
ん
こ
ち
ゃ
ん
が
登
場
す
る

Ａ
Ｒ
フ
ォ
ト
ラ
リ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
春
夏

秋
冬
の
年
4
回
開
催
し
ま
す
。
町
内
5
カ
所

所
の
ス
ポ
ッ
ト
に
あ
る
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
専
用

ア
プ
リ
で
読
み
込
む
と
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ッ

ト
で
異
な
る
モ
ー
シ
ョ
ン
の
３
Ｄ
お
ん
こ

ち
ゃ
ん
と
記
念
撮
影
が
で
き
ま
す
。
5
つ
の

ス
ポ
ッ
ト
す
べ
て
で
写
真
を
撮
る
と
「
お
ん

こ
ち
ゃ
ん
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ
」
が
も
ら
え

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
五
戸
町
を
訪
れ
ス
マ
ホ
を

か
ざ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
五
戸
の
お
ん
こ
ち
ゃ
ん
と
シ
ロ
」が
待
っ

て
い
ま
す
。青

森
県
五
戸
町
長　

若
宮　

佳
一

（
令
和
４
年
８
月
29
日
付
第
３
２
１
１
号
）

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
構
想

三
大
肉
（
馬
・
牛
・
鶏
）�

ブ
ラ
ン
ド
強
化
へ

五
戸
の
お
ん
こ
ち
ゃ
ん

▲�PRキャラクター� �
「五戸のおんこちゃん」

▲売出し中の「ごのへ三大肉」（あおもり倉石牛・青森シャモロック・五戸馬肉）
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羽
後
町
は
、
秋
田
県
南
部
に
位
置
す
る
県

内
屈
指
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
総
面
積
２
３

０
・
78
㎢
、
東
西
約
21
㎞
、
南
北
約
20
㎞
の

略
正
方
形
を
成
し
て
い
ま
す
。
町
面
積
の

70
・
７
％
を
山
林
原
野
が
占
め
、
17
・
４
％

を
農
用
地
が
占
め
て
い
ま
す
。

地
形
は
、
雄
物
川
水
系
に
属
す
る
東
部
地

域
と
、
子
吉
川
水
系
に
属
す
る
西
部
地
域
に

大
き
く
分
け
ら
れ
、東
部
は
標
高
60
～
１
０
０

ｍ
の
典
型
的
な
扇
状
地
で
、
水
稲
を
主
に
栽

培
す
る
豊
か
な
穀
倉
地
帯
で
あ
り
、
西
部
は

標
高
２
０
０
～
３
５
０
ｍ
の
出
羽
丘
陵
八
塩

山
塊
に
属
す
る
山
間
・
高
原
地
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。

人
口
は
、
昭
和
30
年
に
町
が
誕
生
し
た
当

時
は
２
８
、
６
７
０
人
で
し
た
が
、
年
々
減

少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
の

国
勢
調
査
で
は
、
１
３
、
８
２
５
人
と
、
半

分
以
下
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
27

年
に
は
「
羽
後
町
版
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

展
開
し
て
き
て
い
ま
す
が
、歯
止
め
は
掛
か
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

主
要
産
業
は
農
業
で
、
稲
作
を
中
心
と
し

て
、
花
き
、
野
菜
、
畜
産
な
ど
の
複
合
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
特
に
「
あ
き
た
こ
ま

ち
」
を
中
心
と
し
た
米
づ
く
り
や
ス
イ
カ
の

栽
培
が
盛
ん
で
あ
り
、
ま
た
、
地
元
産
米
の

稲
わ
ら
を
活
用
し
て
育
て
た
黒
毛
和
牛
「
羽

後
牛
」
は
、
希
少
な
ブ
ラ
ン
ド
牛
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
担
い
手
の
高
齢
化
や
後
継
者

の
確
保
と
い
っ
た
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

毎
年
８
月
16
日
か
ら
18
日
の
３
日
間
、
国

西
馬
音
内
盆
踊
り

羽後町

秋田県 羽
う

後
ご

町
まち

秋田県

▲

に
し
も
な
い
盆
踊
り

51

羽
後
町
の
概
要

住民目線の
ローカル情報発信
「UGONEWS」

人
口
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
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の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い

る
「
西に
し

馬も

音な

内い

盆
踊
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
岐
阜
県
の
郡
上
踊
り
、
徳
島
県
の

阿
波
踊
り
と
と
も
に
、「
日
本
三
大
盆
踊
り
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
起
源
は
、
今
か
ら
７
０
０
年
以
上
前

に
源
親
と
い
う
修
行
僧
が
広
め
た
と
さ
れ
る

「
豊
作
祈
願
の
踊
り
」
と
、
約
４
０
０
年
前

に
山
形
城
主
最
上
氏
と
の
戦
い
で
滅
ん
だ
西

馬
音
内
城
主
小
野
寺
一
族
を
偲
び
、
家
臣
た

ち
が
踊
っ
た
「
盆
供
養
の
踊
り
」
の
２
つ
が

融
合
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
言
い
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

踊
り
に
は
、
優
雅
で
静
か
な

抑
揚
の
あ
る
踊
り
が
特
徴
で
あ

る
「
音
頭
」
と
、「
音
頭
」
に

比
べ
て
踊
り
の
テ
ン
ポ
が
速
い

の
が
特
徴
で
あ
る
「
が
ん
け
」

の
２
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

踊
る
際
に
は
、
図
柄
や
配
色

に
こ
だ
わ
り
な
が
ら
、
数
種
類

の
絹
布
を
左
右
対
称
に
縫
い
合

わ
せ
た
「
端は

縫ぬ

い
衣
装
」
や
、

秋
田
県
南
部
の
伝
統
的
な
染

技
法
を
用
い
て
手
絞
り
で
作

ら
れ
た
「
藍あ
い

染ぞ

め
浴
衣
」
を

身
に
ま
と
う
の
が
特
徴
で
す
。

特
に「
端
縫
い
衣
装
」は
、代
々

伝
わ
る
大
切
な
着
物
の
布
地

が
使
わ
れ
て
お
り
、
衣
装
を

通
し
て
先
祖
を
肌
で
感
じ
な

が
ら
一
体
と
な
っ
て
踊
り
ま
す
。

さ
ら
に
踊
り
の
衣
装
に
欠

か
せ
な
い
も
う
１
つ
の
特
徴

が
「
編
み
笠
」
と
「
彦ひ
こ

三さ

頭
巾
」
の
被
り
物

で
す
。「
編
み
笠
」
は
、
一
般
的
な
半
月
型

よ
り
前
後
の
端
が
大
き
く
反
っ
た
形
を
し

て
い
る
の
が
特
徴
で
、
顔
が
見
え
な
い
よ
う

に
深
く
か
ぶ
っ
た
襟
元
か
ら
の
ぞ
く
首
す
じ

が
、
踊
り
を
艶
や
か
に
引
き
立
た
せ
ま
す
。

一
方
「
彦ひ
こ

三さ

頭
巾
」
は
、
目
元
に
穴
の
開
い

た
袋
状
の
覆
面
を
頭
か
ら
被
っ
て
鉢
巻
を
し

て
と
め
る
の
が
特
徴
で
、
亡
者
踊
り
と
も
称

さ
れ
る
特
異
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
ま
す
。

に
ぎ
や
か
で
勇
ま
し
い
お
囃
子
に
対
し
、

こ
う
し
た
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
踊
り
手
た

ち
が
、
町
の
中
心
通
り
で
焚
か
れ
る
か
が
り

火
を
囲
み
、
流
れ
る
よ
う
な
ゆ
る
や
か
で
美

し
い
踊
り
の
対
照
が
、「
不
調
和
の
調
和
」

と
い
わ
れ
る
絶
妙
の
美
を
創
り
出
し
て
お

り
、
約
10
万
人
も
の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
一
昨
年
は
中
止
、
昨
年
は
１
日
だ
け
の

無
観
客
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
３

年
ぶ
り
に
有
観
客
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
28
年
、
町
内
に
秋
田
県
内
で
31
番
目

と
な
る
道
の
駅
う
ご「
端
縫
い
の
郷
」が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

当
施
設
は
、
通
行
量
の
多
い
主
要
国
道
に

面
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
計
画
段
階
か

ら
集
客
に
苦
戦
し
て
赤
字
経
営
に
な
る
の
で

は
と
多
く
の
心
配
の
声
が
あ
り
ま
し
た
が
、

オ
ー
プ
ン
当
初
よ
り
連
日
県
内
外
か
ら
多
く

の
来
場
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

人
気
商
品
の
１
つ
と
し
て
は
、
当
町
名
物

の
「
西
馬
音
内
そ
ば
」
が
あ
り
ま
す
。
特
徴

と
し
て
は
、
つ
な
ぎ
に
布
海
苔
を
使
っ
た
コ

シ
の
強
い
麺
が
主
流
で
、
冬
で
も
冷
た
い
つ

ゆ
で
食
べ
る
「
冷
や
が
け
」
が
定
番
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３
年
に
は
そ
ば
打

ち
体
験
場
も
オ
ー
プ
ン
し
、
職
人
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
で
打
っ
た
西
馬
音

内
そ
ば
を
食
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。ま
た
、

地
元
産
の
牛
乳
を
使
用
し
た
ジ
ェ
ラ
ー
ト
の

提
供
や
地
元
の
農
家
が
作
っ
た
新
鮮
な
農
産

物
の
直
売
な
ど
、
多
く
の
魅
力
づ
く
り
を

行
っ
た
結
果
、
令
和
３
年
12
月
に
は
来
場
者

が
４
０
０
万
人
を
突
破
す
る
な
ど
、
町
の
観

道
の
駅
う
ご
「
端
縫
い
の
郷
」

▲羽後町産生乳100％使用のジェラート ▲道の駅うご外観。盆踊りの衣装がモチーフ ▲名物「西馬音内そば」

▲西馬音内盆踊り（端縫い衣装）

▲西馬音内盆踊り（彦三頭巾）
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光
拠
点
の
中
核
を
担
っ
て
い
ま
す
。

羽
後
町
に
は
、
町
の
情
報
を
得
る
手
段
と

し
て
、
月
１
回
発
行
し
て
い
る
町
の
広
報
紙

「
広
報
う
ご
」
や
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
以
外

に
、「
Ｕ
Ｇ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ(

通
称
：
ウ
ゴ

ニ
ュ
ー)

」
と
い
う
町
の
ロ
ー
カ
ル
情
報
を

中
心
に
収
集
し
、
わ
か
り
や
す
く
発
信
す
る

こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
ニ
ュ
ー
ス
サ
イ

ト
が
あ
り
ま
す
。
サ
イ
ト
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
町
の
地
方
創
生
施
策
の
実
施
主

体
と
し
て
令
和
元
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
た

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ら
い
の
学
校
」
に
委
託
を

し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
、
深
刻
な
影
響
を
受
け
て
い
る
地
元
事

業
者
を
応
援
す
る
べ
く
、
個
別
の
飲
食
店
情

報
や
事
業
者
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
発
信
し
、
地

域
に
密
着
し
た
情
報
発
信
部
分
を
担
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
ウ
ゴ
ニ
ュ
ー
を
運
営
す
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
の
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
登

用
で
す
。
当
町
で
は
平
成
29
年
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
初
め
て
登
用
後
、
こ
れ
ま
で
に

15
名
の
協
力
隊
員
が
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
方
々
が
口
を
揃
え
て
言
う
の
が
、「
地

域
の
魅
力
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
。
町
に
来
る

ま
で
わ
か
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
主
旨
の
言

葉
で
し
た
。
い
く
ら
魅
力
を
伝
え
て
い
る
つ

も
り
で
も
伝
わ
っ
て
お
ら
ず
、
そ
も
そ
も
魅

力
と
は
何
か
？
と
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
こ
と
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
登
用
し

た
成
果
の
１
つ
と
言
え
ま
す
。

「
ウ
チ
の
町
に
は
何
も
な
い
」
よ
く
耳
に

す
る
セ
リ
フ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
町
も

例
外
で
は
な
く
、
時
折
、
耳
に
し
ま
す
。
そ

の
背
景
に
は
「
他
の
人
に
見
せ
る
程
の
も
の

が
な
い
」、「
当
た
り
前
す
ぎ
て
、
特
別
感
が

な
い
」
と
の
思
い
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

「
〇
〇
が
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」と
言
っ

て
も
、「
〇
〇
は
あ
る
け
ど
、
そ
れ
だ
け
で

し
ょ
？
」
と
い
う
悲
観
的
な
回
答
を
す
る
方

も
い
ま
す
。「
灯
台
下
暗
し
」
と
い
う
言
葉

が
あ
る
よ
う
に
、
距
離
的
に
も
物
理
的
に
も

“
近
く
”に
あ
る
も
の
は
見
え
な
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
ウ
ゴ
ニ
ュ
ー
で
は
町
の
人
た
ち

に
も
“
気
づ
い
て
も
ら
え
る
”
こ
と
で
、
町

の
当
た
り
前
を
魅
力
と
し
て
認
識
し
て
い
た

だ
き
、
一
人
ひ
と
り
が
町
を
楽
し
め
る
よ
う

な
発
信
を
し
た
い
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
町

の
人
た
ち
が
誇
り
を
も
っ
て
羽
後
町
の
良
い

と
こ
ろ
を
言
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ウ
ゴ
ニ
ュ
ー
は
、
平
成
31
年
２
月
に
当
時

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
や
現
在
の
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
み
ら
い
の
学
校
」
の
代
表
理
事
の
方

が
中
心
と
な
っ
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

し
、
こ
れ
ま
で
に
２
５
０
件
を
超
え
る
記
事

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
運
営
は
当
初
の
計

画
・
予
定
し
て
い
た
も
の
と
は
大
き
く
変

わ
っ
て
い
ま
す
。
特
に
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
の
が
、ま
ち
記
者
に
よ
る
情
報
発
信
で
す
。

町
民
の
方
が
町
の
お
気
に
入
り
ス
ポ
ッ
ト
や

何
気
な
い
普
段
の
風
景
を
写
真
と
文
章
で

フ
ォ
ー
ム
に
投
稿
し
て
も
ら
い
、
ウ
ゴ

ニ
ュ
ー
編
集
担
当
が
校
正
等
を
行
っ
て
「
み

感
じ
た
町
外
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

実
際
の
運
営
と
苦
心

▲�町民のみぞ知るローカルニュースサイト� �
「ウゴニュー」

▲ウゴニューHP画面

▲まち記者講座① ▲まち記者講座の様子（お店取材）
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ん
な
の
投
稿
」
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
、
と

い
う
こ
と
を
ウ
ゴ
ニ
ュ
ー
の
軸
の
1
つ
に
据

え
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
記
者
を
増
や
す
た
め
、
メ
デ
ィ
ア
関

係
者
や
カ
メ
ラ
マ
ン
を
講
師
と
し
て
招
へ
い

し
、
ま
ち
記
者
講
座
を
数
回
行
い
ま
し
た
。

小
学
生
や
長
期
休
暇
期
間
の
大
学
生
な
ど
も

巻
き
込
ん
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、

ま
ち
記
者
と
し
て
記
事
を
発
信
し
た
方
は
、

残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
や
広
報
は
し
て
い
た
も
の
の
、

フ
ォ
ロ
ー
ま
で
し
っ
か
り
行
う
“
マ
メ
さ
”

が
足
り
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
反

省
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
た
だ
単
に
情
報
を
掲
載
し
、
継

続
す
る
こ
と
自
体
が
目
的
と
な
っ
て
し
ま
っ

て
は
い
け
な
い
と
の
思
い
か
ら
、
き
ち
ん
と

振
り
返
り
を
行
う
よ
う
に
し
た
と
こ
ろ
、
記

事
の
閲
覧
数
が
伸
び
る
傾
向
が
つ
か
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
１
つ
は
新
た
な
施
設
や
お
店

の
情
報
で
す
。
最
近
で
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
立
ち

上
げ
る
事
業
者
の
方
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

ど
う
し
て
も
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
け
で
は
、
建
物
の
外

見
や
運
営
し
て
い
る
方
々
、
場
所
や
営
業
時

間
な
ど
、
知
り
た
い
情
報
を
探
す
の
は
な
か

な
か
大
変
で
す
。

そ
こ
で
ウ
ゴ
ニ
ュ
ー
で
は
、
取
材
を
通
じ

て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
代
わ
り
に
な
る
よ
う

な
お
店
の
情
報
や
施
設
の
使
い
方
・
場
所
等

を
記
事
に
し
て
お
り
ま
す
。
中
に
は
、
２
年

前
の
お
店
の
記
事
で
、
今
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ

の
上
位
に
上
が
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
と
て
も
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
の

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲
食
店
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
・
デ
リ
バ
リ
ー
情
報
や
町
出
身
で
大

き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
方
の
応
援
方
法
で

す
。
こ
の
２
つ
は
タ
イ
ム
リ
ー
、
か
つ
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
っ
た
こ
と
で
閲
覧
数
が
伸
び
た

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
ウ
ゴ

ニ
ュ
ー
読
者
は
何
を
見
た
い
の
か
、
ど
の
方

向
に
ア
ン
テ
ナ
を
伸
ば
し
た
ら
よ
い
の
か
と

い
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積
で
き
た
こ
と
は
と

て
も
大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
で
も
無
理
な
く
続
け
ら
れ
る
た

め
に
は
、
町
民
と
一
体
と
な
っ
た
情
報
発
信

が
不
可
欠
で
す
。
今
年
度
は
委
託
先
で
あ
る

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
み
ら
い
の
学
校
」
と
羽
後
町

商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
と
が
連
携
し
、
町

民
が
主
体
と
な
っ
た
町
の
情
報
発
信
に
つ
な

が
る
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
皆
さ
ん
も
率
先
し
て
投
稿
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
足
り
て
い
な
か
っ
た
フ
ォ

ロ
ー
ま
で
し
っ
か
り
行
う
“
マ
メ
さ
”
を
十

分
に
取
り
な
が
ら
、
ま
ち
記
者
育
成
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
楽
し
む
と
誰
か
が
楽
し
く
な

り
、
誰
か
が
楽
し
む
と
他
の
誰
か
が
楽
し
く

な
る
…
ウ
ゴ
ニ
ュ
ー
に
よ
る
楽
し
さ
の
連

鎖
を
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

当
町
は
平
成
の
大
合
併
に
は
参
加
せ
ず
、

地
域
住
民
の
顔
が
見
え
る
単
独
立
町
を
宣
言

し
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
人
口
減
少
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
が
、
令
和

２
年
に
策
定
し
た
第
６
次
羽
後
町
総
合
発
展

計
画
に
定
め
る
町
の
将
来
像
で
あ
る
「
個
性

豊
か
に
、
未
来
へ
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」

の
実
現
に
向
け
、
今
後
も
こ
う
し
た
町
民
と

一
体
と
な
っ
た
取
組
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

秋
田
県
羽
後
町
長　

安
藤　

豊

（
令
和
４
年
10
月
31
日
付
第
３
２
１
９
号
）

必
要
と
さ
れ
て
い
る
情
報
を�

し
っ
か
り
と

ウ
ゴ
ニ
ュ
ー
の
今
後

最
後
に

▲ウゴニューHP画面（新着＆ランキング）

▲まち記者講座②

▲町の眺め（みはらし荘より）
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  山
梨
県
小
菅
村
は
山
梨
県
の
北
東
部
、
都

内
を
貫
流
す
る
多
摩
川
の
源
流
部
に
位
置
し

て
お
り
、東
京
都
奥
多
摩
町
と
接
し
て
い
る
。

８
つ
あ
る
集
落
の
う
ち
７
集
落
は
多
摩
川
水

系
の
小
菅
川
沿
い
、
１
集
落
は
相
模
川
水
系

の
鶴
川
沿
い
に
位
置
す
る
。
標
高
は
５
３
０

ｍ
か
ら
２
、
０
０
０
ｍ
と
高
低
差
に
富
み
、

村
の
面
積
の
95
％
を
森
林
が
占
め
る
。ま
た
、

約
３
割
が
東
京
都
の
水
源
涵
養
林
。
都
心
か

ら
約
80
㎞
の
距
離
に
あ
り
な
が
ら
、
豊
か
な

自
然
に
囲
ま
れ
て
い
る
。

令
和
５
年
２
月
現
在
の
人
口
は
６
５
２

人
、
高
齢
化
率
は
47
％
。

小
菅
村
で
は
地
域
活
性
化
の
た
め
の
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
が
行
わ
れ
て
お
り
、
メ
デ
ィ
ア

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
私
た
ち

は
そ
ん
な
小
菅
村
を
訪
問
し
、
村
内
施
設
を

巡
り
な
が
ら
村
の
皆
さ
ま
に
お
話
を
う
か

が
っ
た
。
今
回
は
そ
の
一
部
を
ご
紹
介
し
た

い
。１

０
０
％
村
出
資
の
株
式
会
社
で
、
観
光

分
野
を
中
心
に
、
村
内
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
を
活

か
し
た
産
業
の
振
興
を
目
指
し
て
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。
小
菅
村
の
資
源
を
活
か
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
ツ
ア
ー
の
企
画
、
小
菅
村
人
ポ

イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
発
行
や
こ
す
げ
村
情
報
サ

イ
ト
「
こ
、
こ
す
げ
ぇ
ー
」
の
運
営
と
と
も

に
、
小
菅
の
湯
、
道
の
駅
こ
す
げ
、
フ
ォ
レ

ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
こ
す
げ
の
管
理
運
営

を
担
っ
て
い
る
。

⑴
小
菅
の
湯

平
成
６
年
に
村
営
の
日
帰
り
温
泉
と
し
て

オ
ー
プ
ン
、
平
成
29
年
か
ら
は
株
式
会
社
源

が
運
営
し
て
い
る
。

高
ア
ル
カ
リ
性
温
泉
で
、
美
肌
効
果
が
期

待
で
き
る
こ
と
か
ら
「
美
人
の
湯
」
と
し
て

の
評
判
も
高
い
。
村
民
の
み
な
ら
ず
、
隣
接

す
る
大
月
市
や
東
京
方
面
か
ら
訪
れ
る
客
も

多
い
。

株
式
会
社
源み

な
も
と

小菅村

山梨県 小
こ

菅
すげ

村
むら

山梨県

▲多摩川源流部に位置する小菅村は豊かな自然に囲まれている
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ィ
関
連
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併
設
の
食
事
処
「
ひ
の
き
」
で
は
小
菅
村

な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
に
用
意
さ
れ

て
お
り
、
村
名
産
の
新
鮮
な
わ
さ
び
を
使
用

し
た
風
味
豊
か
な
「
生
わ
さ
び
丼
」
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
る
。

⑵
道
の
駅
こ
す
げ

平
成
27
年
に
オ
ー
プ
ン
。
小
菅
村
の
食
材

を
使
っ
た
料
理
を
提
供
す
る
「
源
流
レ
ス
ト

ラ
ン
」、
地
元
の
特
産
品
を
販
売
す
る
「
物

産
館
」、
展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
「
ふ
れ
あ

い
館
」
か
ら
成
る
。

源
流
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
石
窯
で
焼
く
ピ

ザ
を
は
じ
め
、
小
菅
村
の
山
の
幸
、
川
の
幸

を
使
っ
た
イ
タ
リ
ア
ン
が
楽
し
め
る
。

物
産
館
で
は
、
四
季
折
々
の
農
作
物
や
山

菜
、
キ
ノ
コ
な
ど
、
小
菅
村
な
ら
で
は
の
食

材
が
販
売
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
コ
ン
ニ
ャ
ク

や
蕎
麦
、工
芸
品
も
取
り
揃
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
令
和
３
年
６
月
に
は
、
道
の
駅
で
初

め
て
「
ふ
る
さ
と
納
税
自
動
販
売
機
」
が
設

置
さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

ふ
れ
あ
い
館
で
は
、
小
菅
村
を
知
っ
て
も

ら
う
た
め
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
お
り
、

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
式
の
情
報
端
末
が
設
置
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
展
示
が
行
わ
れ

て
い
る
。

⑶
フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
こ
す
げ

平
成
25
年
、
道
の
駅
こ
す
げ
の
隣
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
。
自
然
の
樹

木
や
地
形
を
利
用
し
た
コ
ー
ス
で
、
木
に
登

り
、
渡
り
、
滑
り
降
り
る
と
い
う
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
楽
し
め
る
。

コ
ー
ス
は
２
種
類
。
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

コ
ー
ス
の
目
玉
と
な
る
の
が
１
３
０
ｍ
超
の

ジ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
で
、
里
山
に
張
ら
れ
た
ワ

イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
を
滑
車
で
一
気
に
滑
り
降
り

る
疾
走
感
は
格
別
。
木
か
ら
木
へ
移
動
す
る

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
も
ス
リ
ル
満
点
で
、
最
高

地
点
は
高
さ
15
ｍ
に
達
す
る
。
キ
ャ
ノ
ピ
ー

コ
ー
ス
は
誰
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
、
難

易
度
を
低
く
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
設
計
と

な
っ
て
い
る
。

小
菅
村
で
は
、「
新
ス
マ
ー
ト
物
流
Ｓ
ｋ

ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
®」
の
集
約
所
（
ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
®
）

を
拠
点
と
し
、
ド
ロ
ー
ン
と
車
両
を
使
用
し

た
配
送
と
買
い
物
代
行
が
行
わ
れ
て
い
る
。

小
菅
村
に
は
食
品
を
取
り
扱
う
商
店
が
１

店
舗
の
み
。
多
く
の
住
民
が
買
い
物
の
た
め

に
隣
接
す
る
大
月
市
へ
車
で
30
分
か
け
て

通
っ
て
い
る
が
、
免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者

や
車
を
持
た
な
い
住
民
に
と
っ
て
は
不
便
な

状
況
だ
。一
方
、村
内
で
は
３
事
業
者
が
宅

配
を
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
各
社
車
両
の
積

載
率
は
低
く
、
非
効
率
な
状
況
と
な
っ
て
い

る
。新

ス
マ
ー
ト
物
流
は
物
流
の
効
率
化
・
自

動
化
を
目
指
し
て
お
り
、
各
社
の
荷
物
を
路

線
バ
ス
に
貨
客
混
載
し
て
村
内
の
集
約
所

（
ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
®
）
へ
運
び
、
集
約
所
か

ら
車
両
と
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
目
的
地
へ
届

け
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
。
地
域
の
利
便

性
向
上
と
物
流
の
効
率
化
双
方
を
実
現
で
き

る
。導

入
の
き
っ
か
け
は
、
株
式
会
社
エ
ア
ロ

ネ
ク
ス
ト
が
実
施
し
た
ド
ロ
ー
ン
飛
行
実
験

だ
っ
た
。
産
業
用
ド
ロ
ー
ン
の
機
体
設
計
を

行
っ
て
い
る
エ
ア
ロ
ネ
ク
ス
ト
は
、
ド
ロ
ー

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た�

新
ス
マ
ー
ト
物
流

▲

フ
ォ
レ
ス
ト
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
こ
す
げ

▼

食
事
処
「
ひ
の
き
」
の
生
わ
さ
び
丼

▲

小
菅
の
湯

▲ドローン（試作機）
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ン
先
進
国
で
あ
る
中
国
で
実
験
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

流
行
の
影
響
を
受
け
て
断
念
。
日
本
国
内
で

実
験
で
き
る
場
所
を
探
す
中
、
候
補
地
と
し

て
小
菅
村
が
浮
上
し
た
。

同
社
は
令
和
２
年
９
月
に
小
菅
村
を
視
察

し
、
そ
の
後
、
舩
木
村
長
を
訪
問
。
２
か
月

後
、
ド
ロ
ー
ン
配
送
事
業
の
実
現
に
取
り
組

む
連
携
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。
令
和
３
年
１

月
に
は
村
内
に
子
会
社
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ 

Ｄ
Ｅ
Ｌ

Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ
を
設
立
し
、
３
月
に
住
民
を
招

い
て
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
飛
行
を
行
っ
た
の

ち
、
４
月
か
ら
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し
た
新
ス

マ
ー
ト
物
流
の
実
証
実
験
を
開
始
。
11
月
、

商
用
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
新
ス
マ
ー
ト
物
流

Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
®
」
の
運
用
を
開
始
し
、
現

在
は
ド
ロ
ー
ン
デ
ポ
®
を
拠
点
に
、
正
社
員

１
名
と
ア
ル
バ
イ
ト
２
名
の
３
人
体
制
で

サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
る
。
ド
ロ
ー
ン
で

の
配
送
に
は
５
つ
の
ル
ー
ト
を
設
け
て
お

り
、
最
短
で
２
分
、
最
も
遠
い
ル
ー
ト
で
も

７
分
で
届
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
製
造
す
る
Ｆ
ａ
ｒ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ
株
式
会
社

は
、東
京
か
ら
近
く
、多
摩
川
の
源
流
で
あ
っ

た
こ
と
や
、
ビ
ー
ル
造
り
が
盛
ん
な
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
寒
冷
な
気
候
と
似
て
い

た
こ
と
か
ら
、
平
成
29
年
、
小
菅
村
に
「
源

流
醸
造
所
」
を
立
ち
上
げ
た
。
令
和
２
年
に

は
本
社
機
能
を
小
菅
村
に
移
転
。
こ
の
工
場

で
造
ら
れ
る
ビ
ー
ル
は
小
菅
村
の
ふ
る
さ
と

納
税
の
返
礼
品
と
し
て
提
供
さ
れ
、
好
評
を

博
し
て
い
る
。

Ｆ
ａ
ｒ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
ｉ
ｎ
ｇ

は
、
地
域
活
性
化
の
取
組
や
環
境
に
配
慮
し

た
取
組
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
地
域
活

性
化
の
取
組
と
し
て
、
令
和
２
年
か
ら
地
域

の
生
産
者
と
連
携
し
て
「
山
梨
応
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
桃
、
梅
、
ぶ
ど

う
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
県
産
農
産
物
を
使
用
し

た
ビ
ー
ル
を
製
造
し
て
き
た
。
ま
た
、
地
域

の
観
光
業
者
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
地
域
と
の
共
生
を
図
っ
て
い
る
。

環
境
に
配
慮
し
た
取
組
と
し
て
は
、
製
造

過
程
で
出
る
麦
芽
の
残
渣
を
動
物
用
飼
料
と

し
て
販
売
。
ビ
ー
ル
の
副
原
料
と
し
て
使
用

し
た
果
物
の
残
渣
も
村
内
の
廃
棄
物
処
理
施

設
で
堆
肥
化
し
、
道
の
駅
こ
す
げ
で
販
売
す

る
な
ど
し
て
い
る
。

現
在
は
道
の
駅
こ
す
げ
の
隣
で
新
工
場
建

設
の
準
備
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
さ
ら
な

る
雇
用
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
村
の
観
光

に
も
貢
献
し
て
い
き
た
い
と
し
て
い
る
。

古
民
家
の
再
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
株
式

会
社
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
と
小
菅
村
が
協
力
し
て
、「
村

ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
令

和
元
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
宿
泊
施
設
。

小
菅
村
に
お
い
て
も
空
き
家
の
増
加
が
問

題
と
な
る
中
、
合
掌
造
り
の
古
民
家
（
細
川

邸
）
の
家
主
が
転
居
す
る
こ
と
と
な
り
、
古

民
家
の
活
用
に
つ
い
て
村
に
相
談
が
あ
っ

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
工
場�

Ｆａ
ｒ�

Ｙｅ
ａ
ｓ
ｔ�
Ｂｒ
ｅ
ｗ
ｉｎｇ

古
民
家
ホ
テ
ル�

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
小
菅�

源
流
の
村

▲源流醸造所（Far�Yeast�Brewing株式会社）

▲NIPPONIA小菅�大家のフロント

▲ドローンデポ®

▼

小
菅
村
に
つ
い
て
の
説
明
風
景
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た
。
村
は
、
古
民
家
再
生
の
事
例
を
紹
介
す

る
講
演
会
を
開
催
す
る
な
ど
活
用
手
段
を
検

討
。
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
施
し
、「
大
家
」

と
い
う
古
く
か
ら
の
愛
称
は
そ
の
ま
ま
に
、

新
た
に
ホ
テ
ル
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。

ホ
テ
ル
の
開
業
に
際
し
て
は
、
住
民
向
け

の
内
覧
会
を
集
落
単
位
で
開
催
す
る
な
ど
、

村
人
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
た
と
い

う
。
ま
た
、「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ 

小
菅 

源

流
の
村
」
を
運
営
す
る
ス
タ
ッ
フ
は
移
住
者

を
含
め
全
員
が
村
の
住
民
で
あ
る
。

ホ
テ
ル
で
提
供
さ
れ
る
料
理
の
食
材
（
野

菜
・
川
魚
）
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
村
内
で
調

達
し
て
お
り
、
村
内
の
経
済
循
環
に
も
寄
与

し
て
い
る
。
ま
た
、
村
民
の
協
力
に
よ
り
、

宿
泊
者
は
散
策
や
収
穫
体
験
な
ど
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。

令
和
２
年
８
月
に
は
第
２
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
、
村
の
特
徴
的
な
地
形
で
あ
る
急

峻
な
崖
の
上
に
建
っ
て
い
た
古
民
家
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
、
新
た
な
客
室
棟
「
崖
の

家
」
が
誕
生
。
小
菅
村
で
暮
ら
す
よ
う
に
滞

在
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

小
菅
村
の
木
材
の
価
値
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
な
工
房
を
作
り
た
い
と
い
う
想
い
か
ら
、

平
成
30
年
に
改
修
し
た
小
菅
村
中
央
公
民
館

（
別
名
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館
）
に
作
ら
れ
た
工
房
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
木
材
を
カ
ッ
ト
す

る
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ル
ー
タ
ー
や
、
立
体
的
な
模
型
を

作
る
こ
と
が
で
き
る
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
が
備

え
ら
れ
て
い
る
。

木
工
工
房
を
管
理
す
る
株
式
会
社
小
菅
つ

く
る
座
は
、
小
菅
村
産
の
木
材
を
活
用
し
た

も
の
づ
く
り
を
通
じ
て
豊
か
な
暮
ら
し
を
提

案
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
、
小
物
や
家

具
と
い
っ
た
身
の
回
り
の
物
か
ら
、
災
害
時

に
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
組
み
立
て
式
の
ド
ー

ム
ハ
ウ
ス
ま
で
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
木
工

製
品
を
製
作
す
る
と
と
も
に
、
自
由
な
暮
ら

し
を
提
案
す
る
小
さ
な
家
「
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ

ス
」
の
設
計
も
手
掛
け
て
い
る
。

ま
た
、
誰
で
も
利
用
で
き
る
工
房
と
し
て

も
開
放
し
て
お
り
、
小
菅
つ
く
る
座
の
メ
ン

バ
ー
が
製
作
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

以
上
、
小
菅
村
に
お
け
る
主
な
取
組
や
施

設
を
紹
介
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
「
小
菅
村

源
流
親
子
留
学
制
度
」
や
「
タ
イ
ニ
ー
ハ
ウ

ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
小
菅
村
産
の
木
材
を

ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
村
立
体
育
館
の
建
設

な
ど
、
地
域
の
特
徴
を
活
か
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

冒
頭
に
記
載
し
た
と
お
り
、
小
菅
村
の
人

口
は
６
５
２
名
。村
役
場
に
目
を
向
け
れ
ば
、

職
員
数
23
名
（
令
和
５
年
３
月
現
在
）
と
い

う
小
さ
な
村
で
あ
る
。

「
こ
の
小
さ
な
村
で
、
ど
う
し
て
こ
れ
だ

け
多
く
の
取
組
が
生
ま
れ
、
ど
の
よ
う
に
運

営
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
い
う
疑

問
を
抱
い
て
の
訪
問
で
あ
っ
た
が
、
舩
木
村

長
か
ら
う
か
が
っ
た
「
行
政
も
民
間
と
同
じ

ス
ピ
ー
ド
感
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い

う
言
葉
は
示
唆
に
富
ん
で
い
る
。

小
菅
村
で
は
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
住

民
、
移
住
者
、
民
間
事
業
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
上
手
く
協
力
し
な
が
ら
、「
小
菅

村
を
活
性
化
さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
を

持
っ
て
数
々
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。

今
後
、
新
ス
マ
ー
ト
物
流
Ｓ
ｋ
ｙ
Ｈ
ｕ
ｂ
®

の
充
実
、
Ｆ
ａ
ｒ 

Ｙ
ｅ
ａ
ｓ
ｔ 

Ｂ
ｒ
ｅ
ｗ

ｉ
ｎ
ｇ
新
工
場
の
建
設
を
は
じ
め
、
新
た
な

宿
泊
施
設
の
開
業
も
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
こ
れ
か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
展
開
が
期
待

さ
れ
る
小
菅
村
を
追
っ
て
い
き
た
い
。

 

全
国
町
村
会
行
政
部

（
令
和
５
年
４
月
24
日
付
第
３
２
３
８
号
）

木
工
工
房
・�

株
式
会
社
小
菅
つ
く
る
座

▲

目
の
前
が
絶
景
の
崖
の
家

▲

木
工
工
房
・
小
菅
つ
く
る
座
視
察
風
景

▲集合写真　舩木村長（前列中央）を囲んで
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稲
美
町
は
、
兵
庫
県
南
東
部
に
位
置
し
、

周
辺
を
神
戸
市
、
明
石
市
、
加
古
川
市
、
三

木
市
に
囲
ま
れ
た
地
域
的
条
件
か
ら
阪
神
地

域
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
面
積
は
３
，
４
９
２
ha
で
、
令
和
２

年
国
勢
調
査
時
の
人
口
は
３
０
，
２
６
８
人

で
す
。

地
形
は
い
な
み
野
台
地
と
呼
ば
れ
る
段
丘

台
地
で
、
大
き
な
河
川
は
あ
り
ま
せ
ん
。
気

候
は
典
型
的
な
瀬
戸
内
気
候
で
、
年
間
降
水

量
も
少
な
い
地
域
で
あ
り
、
昔
か
ら
農
業
用

水
の
便
が
極
端
に
悪
く
、
先
人
は
水
を
確
保

す
る
た
め
、
た
く
さ
ん
の
た
め
池
を
造
り
、

農
業
用
水
の
水
ガ
メ
と
し
て
利
用
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
で
は
、
水
張
り
面

積
49 

ha
、
県
内
最
大
の
加
古
大
池
や
県
内
最

古
に
築
造
さ
れ
た
天
満
大
池
な
ど
、
町
内
に

大
小
88
カ
所
の
た
め
池
が
存
在
し
、
池
の
面

積
は
町
面
積
の
10
・
7
％
を
占
め
る
と
い
う

た
め
池
の
多
い
ま
ち
で
す
。

本
町
は
、
全
域
が
都
市
計
画
区
域
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
市
街
化
区
域
は
３
２
６
ha
、

市
街
化
調
整
区
域
は
３
，
１
６
６
ha
と
町
域

の
ほ
と
ん
ど
が
市
街
化
調
整
区
域
で
あ
り
、

そ
の
主
な
用
途
は
農
地
、
農
村
集
落
と
点
在

す
る
た
め
池
で
す
。

第
２
期
稲
美
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
［
令
和
４
年
度
（
２
０
２
２
）］

で
は
、
目
標
人
口
を
社
会
増
（
人
口
の
転
入

超
過
）
お
よ
び
自
然
増
（
出
生
数
の
増
）
な
ど

の
人
口
減
少
抑
制
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人
口
対
策

稲美町

兵庫県 稲
いな

美
み

町
ちょう

兵庫県

▲町花コスモスが見頃を迎えた秋の稲美町

59

町
の
概
要 親元に住もう補助制度

と土地利用の
規制緩和による

定住化促進の取組

人
口
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
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本
町
の
人
口
は
、
比
較
的
恵
ま
れ
た
立
地

条
件
か
ら
、
人
口
の
増
加
が
続
い
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
ず
つ
人
口
の
減
少
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
平
成
23
年
度
に
、
職
員
全
員

が
参
加
す
る
「
人
口
増
加
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
」
が
動
き
始
め
ま
し
た
。
こ
の
取

組
は
、
年
度
ご
と
に
職
員
25
人
で
構
成
し
、

５
年
間
で
全
職
員
が
提
案
す
る
仕
組
み
で
し

た
。
意
見
を
出
し
合
い
や
す
く
す
る
た
め
、

５
人
程
度
の
小
グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
基
本
的

に
課
に
と
ら
わ
れ
な
い
チ
ー
ム
構
成
で
、
年

代
を
分
け
て
集
め
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

集
約
の
方
法
を
試
み
る
取
組
で
し
た
。
人
口

増
加
対
策
の
事
業
を
、
時
間
内
外
に
集
ま
り

提
案
内
容
を
ま
と
め
上
げ
、
人
口
増
加
対
策

本
部
に
対
し
て
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形

式
に
よ
り
提
案
し
、
採
用
さ
れ
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
制
度
化
・
事
業
化
の
検
討
を
担
当

課
に
お
い
て
実
施
し
て
い
く
制
度
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
事
業
を
考
え
提
案
す
る
こ
と
に
よ
る

職
員
の
意
識
改
革
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

そ
の
中
で
平
成
23
年
度
は
25
事
業
の
提
案

が
あ
り
、
採
用
さ
れ
た
事
業
は
６
事
業
で
し

た
。
そ
の
１
つ
に
「
親
元
近
居
支
援
事
業
補

助
金
」
が
あ
り
、
提
案
内
容
は
、「
稲
美
町

で
生
ま
れ
育
っ
た
こ
ど
も
た
ち
が
、
親
の
近

く
に
住
み
、
介
護
や
子
育
て
な
ど
に
よ
る
安

全
安
心
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」
で
し
た
。

採
用
は
さ
れ
た
も
の
の
、
制
度
化
に
必
要

な
要
素
の
整
合
性
等
を
確
認
す
る
た
め
、
平

成
24
年
度
に「
親
元
近
居
支
援
制
度
検
討
会
」

を
経
て
、
平
成
25
年
度
か
ら
３
カ
年
の
期
限

付
き
で
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。
新
規
施
策

の
事
業
化
に
お
い
て
整
理
さ
れ
た
主
な
内
容

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
補
助
制
度
の
名
称

 「
稲
美
町
親
元
近
居
新
築
住
宅
取
得
支
援

補
助
金
」

・
補
助
制
度
の
目
的

　

① 

人
口
流
出
抑
制
と
転
入
促
進
に
よ
る
定

住
人
口
の
増
加

　

② 

親
子
間
の
子
育
て
支
援
・
介
護
支
援
の

増
進

・
補
助
制
度
の
対
象
要
件

　

①
住
宅
を
新
築
し
た
者

　

②
親
世
帯
は
５
年
以
上
町
内
に
居
住

・
補
助
額

　

18
万
円
分
の
稲
美
町
共
通
商
品
券
を
交
付

・
そ
の
他

　

 

制
度
利
用
者
に
対
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
す
る

人
口
増
加
対
策�

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

親
元
近
居
住
宅
取
得
等
支
援
補
助
金

（
親
元
に
住
も
う
補
助
金
）

▲「
人
口
増
加
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」

　

事
業
提
案
の
様
子

▲

稲
美
町
の
人
口
推
移

  稲稲美美町町親親元元近近居居新新築築住住宅宅取取得得支支援援補補助助金金

１８万円分の稲美町商品券を交付
  ※※平平成成２２５５年年度度～～２２７７年年度度ままででのの期期間間限限定定補補助助金金制制度度でですす。。

この制度は、町内の定住人口の増加を図るとともに、親子間の子育てや介護
などの支え合いを促進するために、町内出身者などの子世帯が親元に住宅
を新築する場合に補助を行うのものです。

■■補補助助対対象象者者 平成25年4月1日から平成28年3月31日までの間に町内に新築住宅を取得し、親元近居
する子世帯に属する、次のいずれにも該当する人。

■■補補助助金金額額 １８０，０００円分の稲美町共通商品券を一括交付します。

■■申申請請方方法法 下記の申請書類を揃えて、事業期間中に申請してください。
事業期間：平成２５年４月１日～平成２８年３月３１日

■■補補助助金金のの返返還還  補助金の交付を受けた者が、虚偽の申請等により不正に補助金の交付を受けたとき、
または、補助金の交付を受けた日から３年以内に次のいずれかに該当する場合は補助金
の全部又は一部を返還しなければならない。

【【問問いい合合わわせせ】】稲稲美美町町役役場場　　都都市市計計画画課課　　電電話話　　００７７９９－－４４９９２２－－９９１１４４３３

□親元近居新築住宅取得支援補助金交付申請書

□新築住宅の位置図 □新築住宅の平面図 □新築住宅の竣工後の全景写真

□新築住宅の登記事項証明書（写） □申請者の戸籍謄本

□申請者の属する世帯全員の住民票 □申請者の親の住民票 □誓約書

□その他町長が必要と認める書類

（１）補助金の交付を受けた者が属する世帯全員が転出したとき

（２）補助金の交付の対象となった住宅を譲渡又は貸付したとき

（３）用途変更により、補助金の交付の対象となった住宅の要件を喪失したとき

（４）補助金の交付を受けた者が町税等を滞納したとき

（５）その他町長が不適当と認めたとき

（１） 補助金の交付申請日において、親世帯が町内に5年以上継続し居住している人
（２） 新築住宅の住宅部分の所有権の持ち分が子世帯の合計で2分の1以上ある人
（３） 町税等の滞納がない人
（４） 稲美町田園集落まちづくり住宅新築促進事業補助金交付要綱による補助金の

交付を受けたことがない人

（用語の説明）
□親元近居 子世帯が親世帯と同じ町内に定住すること
□新築住宅 新たに建築された住宅で、固定資産評価基準に準拠する設備（玄関、

台所、トイレ）を設けたもの ※二世帯住宅等も可
□取得 住宅を新築又は購入し、所有権登記をすること
□定住 取得した新築住宅の所在地において、住民基本台帳法に定める住民

票の記載が町内にあり、引き続き居住すること

今今ががチチャャンンスス！！

60 町村の施策事例集Ⅸ

兵庫県　�稲美町
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申
請
実
績
は
、
次
の
年
度
ご
と
の
期
別
申

請
件
数
一
覧
表
の
と
お
り
で
、
３
期
間
の
合

計
は
４
９
６
件
の
申
請
が
あ
り
、
そ
の
内
２

５
４
件
が
転
入
世
帯
で
し
た
。

制
度
の
内
容
は
、
平
成
28
年
度
の
事
業

延
長
に
合
わ
せ
て
中
古
住
宅
の
取
得
や
増

築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
伴
い
近
居
（
同
居

も
含
む
）
す
る
場
合
も
対
象
と
し
、
直
系
尊

属
２
親
等
（
祖
父
母
）
ま
で
親
の
定
義
を
広

げ
、
名
称
も
「
稲
美
町
親
元
近
居
住
宅
取

得
等
支
援
補
助
金
」
と
変
更
す
る
な
ど
、

補
助
対
象
者
の
拡
大
に
よ
り
、
近
居
・
同
居

を
進
め
て
い
ま
す
。

３
期
９
年
間
実
施
し
て
い
る
子
世
帯
・
親

世
帯
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
子
世
帯
に
制
度

が
あ
る
こ
と
で
親
元
近
居
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
か
と
の
設
問
に
対
し
、「
大
い
に
な
っ

た
」
と
「
少
し
な
っ
た
」
の
回
答
が
、
全
体

の
半
数
以
上
あ
り
ま
し
た
。
同
様
に
、
親
世

帯
に
お
い
て
も
子
世
帯
同
様
の
回
答
が
半
数

以
上
で
あ
る
こ
と
か
ら
制
度
化
に
よ
る
一
定

の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
近
居
（
同
居
）
を
し
て
良
か
っ
た
こ

と
と
し
て
、
子
世
帯
が
親
・
祖
父
母
に
子
ど

も
を
み
て
も
ら
え
る
こ
と
や
、
何
か
と
便
利

と
い
う
回
答
が
多
く
、
親
世
帯
に
お
い
て
も

何
か
と
便
利
や
、
子
・
孫
と
の
交
流
が
増
え

た
な
ど
の
回
答
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
親

子
間
の
子
育
て
支
援
・
介
護
支
援
の
増
進
が

図
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

市
街
化
区
域
は
、
民
間
の
開
発
事
業
の
ほ

か
に
も
、
移
住
・
定
住
促
進
の
受
け
皿
を
確

保
す
る
た
め
、
昭
和
57
年
か
ら
土
地
区
画
整

理
事
業
に
よ
る
計
画
的
な
市
街
地
整
備
を
順

次
進
め
て
き
て
お
り
、
95
・
9 

ha
の
土
地
で

５
地
区
の
区
画
整
理
組
合
に
よ
り
市
街
地
形

成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
町
が
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
市

街
化
調
整
区
域
で
の
受
け
皿
づ
く
り
で
、
次

の
２
つ
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
県
条
例
に
基
づ
く
特
別
指
定

区
域
制
度
の
活
用
で
す
。
こ
の
制
度
は
地
区

（
自
治
会
）
ご
と
に
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
作
成
し
、

県
の
区
域
指
定
を
受
け
る
こ
と
で
建
築
条
件

が
緩
和
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
す
。
協
議
会

で
は
県
条
例
に
基
づ
く
、
地
縁
者
の
住
宅
や

新
規
居
住
者
の
住
宅
等
、
地
域
が
必
要
と
す

る
建
築
物
と
区
域
の
範
囲
等
を
協
議
し
、
地

区
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

平
成
21
年
度
に
最
初
の
区
域
指
定
を
受
け
た

地
区
を
皮
切
り
に
令
和
２
年
度
ま
で
に
10
地

区
で
指
定
を
受
け
住
宅
建
築
が
進
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
建
築
が
44
件
あ

り
、
地
区
に
よ
っ
て
は
指
定
を
受
け
た
時
の

人
口
よ
り
も
増
加
し
た
地
区
も
あ
り
ま
す
。

２
つ
目
は
、
都
市
計
画
法
に
基
づ
く
地
区

計
画
制
度
を
活
用
し
、
市
街
化
調
整
区
域
の

中
心
拠
点
と
し
て
、
規
制
緩
和
を
行
っ
て
い

ま
す
。
稲
美
町
は
、
昭
和
30
年
加
古
村
、
母

里
村
、天
満
村
の
３
村
合
併
に
よ
り
誕
生
し
、

旧
天
満
村
の
市
街
化
区
域
を
中
心
に
歩
ん
で

き
ま
し
た
が
、
規
制
の
厳
し
い
市
街
化
調
整

区
域
で
は
集
落
機
能
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
旧
村
役
場
跡
周
辺
を
核
と
し
た

拠
点
地
区
と
し
て
必
要
な
施
設
の
積
極
的
な

立
地
誘
導
を
図
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度

に
旧
母
里
村
、
令
和
元
年
度
に
旧
加
古
村
の

区
域
決
定
が
さ
れ
、
地
区
内
で
開
発
等
も
進

み
中
心
拠
点
と
し
て
の
形
成
が
進
み
始
め
て

い
ま
す
。

■�

田
園
集
落
ま
ち
づ
く
り
住
宅
新
築
促
進
事

業
補
助
金
（
平
成
22
年
度
～
）

・
補
助
制
度
の
目
的

 

田
園
集
落
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
県
の
特
別

指
定
区
域
の
区
域
内
に
お
け
る
住
宅
建
築

の
促
進

・
補
助
制
度
の
対
象
要
件

 

特
別
指
定
区
域
の
指
定
を
受
け
て
か
ら
５

年
以
内
に
そ
の
区
域
で
住
宅
を
新
築
し
、

居
住

・
補
助
額
等

定
住
促
進
の
受
け
皿
と
な
る�

土
地
利
用

▼

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
取
り
組
む
様
子

▼�
旧
加
古
村
役
場
跡
周
辺
地
区
内
の
既
存
郵
便

局
周
辺
で
住
宅
や
店
舗
等
の
形
成
が
進
ん
で

い
る
様
子

期別申請件数一覧

H25 H26 H27 計

31 58 65 154

H28 H29 H30 計

48 57 70 175

R01 R02 R03 計

41 68 58 167

第１期

第２期

第３期

61

土
地
利
用
の
規
制
緩
和
に
合
わ
せ
た

定
住
化
促
進
事
業
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当
初
は
固
定
資
産
税
相
当
の
年
６
万
円
を

３
年
間
支
給
。
平
成
29
年
度
か
ら
18
万
円

分
の
稲
美
町
共
通
商
品
券
を
交
付
。

■�
沿
道
活
性
化
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
補
助
金

（
平
成
29
年
度
～
）

・
補
助
制
度
の
目
的

 

沿
道
活
性
化
地
区
計
画
と
し
て
都
市
計
画

決
定
区
域
内
の
住
宅
や
店
舗
等
の
建
築
促

進
・
補
助
制
度
の
対
象
要
件

①
区
域
内
で
住
宅
を
新
築
・
改
築
し
居
住

② 

区
域
内
で
店
舗
等
を
新
築
・
増
改
築
し

事
業
を
開
始

・
補
助
額
等

① 

住
宅
の
補
助
金
額
は
18
万
円
分
の
稲
美

町
共
通
商
品
券
を
交
付

② 

店
舗
等
を
新
築
・
増
改
築
に
よ
り
事
業

を
開
始
し
最
初
の
固
定
資
産
税
が
決
定

し
た
際
、
店
舗
等
の
補
助
金
額
は
固
定

資
産
税
相
当
額
の
２
分
の
１
を
３
年
間

支
給

平
成
27
年
10
月「
稲
美
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
策
定
し
、
目
標
人
口
の
設
定
を
大
き
く
変

更
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
３
万
５
千
人
を

目
指
す
計
画
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
人
口
減

少
傾
向
を
考
慮
し
人
口
維
持
に
目
標
を
切
り

替
え
、
第
６
次
総
合
計
画
策
定
と
同
時
に
策

定
し
た
第
２
期
稲
美
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
令

和
42
年
（
２
０
６
０
年
）
に
お
け
る
町
の
人

口
は
２
万
人
を
維
持
す
る
目
標
と
し
て
い
ま

す
。人

口
減
少
が
進
む
中
、
市
街
化
区
域
内
の

残
存
農
地
等
の
計
画
的
な
宅
地
化
を
町
外
か

ら
の
転
入
者
の
受
け
皿
と
し
て
推
進
す
る
と

と
も
に
、
市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
旧
村
役

場
跡
周
辺
の
地
区
計
画
区
域
と
特
別
指
定
区

域
の
制
度
を
活
用
し
集
落
の
人
口
維
持
を
図

る
こ
と
で
、
町
全
体
の
人
口
維
持
を
め
ざ
す

ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

定
住
促
進
の
受
け
皿
と
な
る
土
地
利
用
の

取
組
を
進
め
る
中
で
、
空
き
家
や
空
き
家
と

な
る
可
能
性
の
高
い
家
の
話
を
聞
く
こ
と
が

増
え
て
き
て
い
ま
す
。
町
で
は
こ
う
し
た
建

物
を
転
入
者
や
転
居
者
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
の

た
め
の
受
け
皿
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
に

取
得
後
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
支
援
す
る
た
め
、

令
和
４
年
度
か
ら
補
助
金
額
の
拡
充
も
行
っ

て
い
ま
す
。

親
と
子
、
地
域
と
の
地
縁
等
さ
ま
ざ
ま
な

つ
な
が
り
に
よ
る
定
住
の
促
進
と
そ
の
受
け

皿
づ
く
り
の
た
め
に
、
適
正
な
土
地
利
用
の

推
進
や
規
制
緩
和
に
取
り
組
み
、
稲
美
町
の

自
然
豊
か
な
住
環
境
の
形
成
に
向
け
、
住
宅

形
成
や
商
店
・
店
舗
の
誘
致
、
空
き
家
の
活

用
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

兵
庫
県
稲
美
町　

地
域
整
備
部
都
市
計
画
課

（
令
和
５
年
４
月
３
日
付
第
３
２
３
５
号
）

め
ざ
す
ま
ち
づ
く
り

今
後
の
課
題
と
展
望

▲

い
な
み
に
住
も
う
よ
（
令
和
元
年
度
調
整
版
）
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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奈
良
県
磯
城
郡
三
宅
町
は
、
人
口
は
６
、

６
６
１
人
（
２
０
２
２
年
３
月
現
在
）、
面

積
は
４
・
06
平
方
キ
ロ
の
全
国
で
２
番
目
に

小
さ
い
町
。
大
阪
・
京
都
等
の
都
心
部
と
山

間
地
帯
の
中
間
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ア
ク

セ
ス
し
や
す
い
「
ち
ょ
う
ど
い
い
田
舎
」
で

す
。

自
称
・
お
も
て
な
し
発
祥
の
ま
ち

三
宅
町
は
、
自
称
・
お
も
て
な
し
発
祥
の

町
で
す
。
そ
の
起
源
は
飛
鳥
時
代
に
遡
り
、

聖
徳
太
子
が
法
隆
寺
建
立
の
た
め
に
「
飛
鳥

京
」
か
ら
「
斑
鳩
（
い
か
る
が
）
の
宮
」
を

往
来
し
て
い
た
道
「
太
子
道
」
が
、
町
の
中

心
を
通
っ
て
い
ま
す
。「
法
隆
寺
街
道
」
と

も
呼
ば
れ
、
生
活
道
路
と
し
て
人
々
に
利
用

さ
れ
、
現
在
は
町
道
70
号
線
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

道
沿
い
に
は
、
聖
徳
太
子
に
ま
つ
わ
る
伝

承
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
そ
の
足
跡
を
辿
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
太
子
道
の
北
端
に
あ
る

の
が
屏
風
杵
築
神
社
。「
屏
風
」
と
い
う
地

名
は
、
当
時
の
村
人
が
屏
風
を
立
て
て
聖
徳

太
子
を
接
待
し
て
い
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら

れ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
そ
の
向
か
い
に
あ

る
白
山
神
社
に
は
、
聖
徳
太
子
が
休
憩
を
す

る
と
き
に
腰
を
か
け
て
い
た
と
伝
わ
る
「
腰

掛
石
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
お
も
て
な
し
の
心
は
、
時
代
を

超
え
て
三
宅
の
人
々
の
心
に
受
け
継
が
れ
て

い
ま
す
。
社
会
福
祉
の
父
と
し
て
知
ら
れ
て

三宅町

奈良県 三
み

宅
やけ

町
ちょう

奈良県

▲

三
宅
町
野
球
グ
ロ
ー
ブ
１
０
０
周
年
記
念
事
業
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

63

１
．
三
宅
町
の
概
要

－自分らしくハッピーにスモール
（住もうる）タウンの実現を－

全国で２番目に
小さい町が挑む、

未来をつくる
まちづくり

人
口
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
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い
る
僧
侶
・
忍
性
さ
ん
は
、
鎌
倉
時
代
に
三

宅
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
や

貧
民
等
の
社
会
的
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
々
の

救
済
に
生
涯
を
捧
げ
た
こ
と
で
有
名
で
す
。

忍
性
さ
ん
の
思
い
は
今
に
も
息
づ
き
、
現
在

の
三
宅
町
で
も
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
や
ガ

イ
ド
等
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
が
根
付
い

て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
ブ
生
産
１
０
０
周
年

三
宅
町
で
は
、
地
場
産
業
と
し
て
革
製
品

製
造
業
、
特
に
野
球
用
グ
ロ
ー
ブ
・
ス
パ
イ

ク
等
の
ス
ポ
ー
ツ
用
品
の
製
造
が
盛
ん
で

す
。
２
０
２
１
年
に
は
、
グ
ロ
ー
ブ
の
生
産

が
三
宅
町
で
始
ま
っ
て
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
節
目
を
記
念
し
て
実
行
委
員
会
を

つ
く
り
、
工
場
を
訪
問
し
て
職
人
の
手
仕
事

を
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
オ
ー
プ
ン

フ
ァ
ク
ト
リ
ー
」
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
三
宅
町
出
身
の
元
プ
ロ
野
球
選

手
・
駒
田
徳
広
さ
ん
に
は
、
ト
ー
ク
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

現
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
ガ
ー
の
筒
香
嘉
智
さ
ん
を

支
え
る
ス
パ
イ
ク
や
シ
ュ
ー
ズ
は
、
三
宅
町

の
メ
ー
カ
ー
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
宅
町
で
は
、
町
の
未
来
を
一
緒
に
つ

く
っ
て
い
く
役
場
職
員
の
採
用
に
あ
た
っ

て
、
２
０
２
１
年
、
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ

ン
・
バ
リ
ュ
ー
を
制
定
し
ま
し
た
。
採
用
応

募
者
や
役
場
職
員
だ
け
で
は
な
く
、
住
民
さ

ん
に
も
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
ま
す
。

�

ビ
ジ
ョ
ン
「
自
分
ら
し
く
ハ
ッ
ピ
ー
に�

ス
モ
ー
ル
（
住
も
う
る
）
タ
ウ
ン
」

住
民
の
方
が
自
分
ら
し
く
夢
に
挑
戦
し
叶

え
ら
れ
る
町
を
め
ざ
し
て
い
く
、
と
い
う
思

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
分
ら
し
い
状

態
と
は
、
住
民
の
方
が
自
由
に
生
き
方
を
選

べ
る
状
態
の
こ
と
。
や
り
た
い
こ
と
を
叶
え

る
と
き
、
夢
を
追
い
か
け
る
と
き
、
何
ら
か

の
し
が
ら
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
状

態
で
す
。
１
人
ひ
と
り
の
「
や
り
た
い
」
の

実
現
を
、
町
ぐ
る
み
で
応
援
す
る
。
そ
う
す

る
こ
と
で
町
が
元
気
に
魅
力
的
に
な
る
、
そ

ん
な
未
来
を
描
い
て
い
ま
す
。

 

�

ミ
ッ
シ
ョ
ン

「
伴
走
者
」
で
あ
り
「
共
創
者
」
と
し
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
お
け

る
肝
で
あ
り
、
住
民
の
方
と
三
宅
町
役
場
と

の
約
束
で
す
。
役
場
職
員
は
住
民
の
１
番
近

く
で
、
伴
走
者
と
し
て
寄
り
添
い
、
と
き
に

は
同
じ
速
度
で
、
同
じ
歩
幅
で
、
隣
に
並
ん

で
走
っ
た
り
、
と
き
に
は
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

と
し
て
引
っ
張
っ
た
り
励
ま
し
合
っ
た
り
し

て
切
磋
琢
磨
し
、
一
緒
に
ゴ
ー
ル
を
目
指
す

存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

バ
リ
ュ
ー
「
対
話
」「
挑
戦
」「
失
敗
」

バ
リ
ュ
ー
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
実
現
の
た
め
、
三
宅
町
役
場
が
大
切
に
す

る
行
動
指
針
で
す
。
ま
ず
、「
対
話
」
は
役

場
職
員
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
だ
と
い
え
ま
す
。
全
国
で

２
番
目
に
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ
そ
住
民
の
方

と
の
距
離
が
近
く
、
町
は
対
話
か
ら
常
に
変

化
し
て
き
ま
し
た
。
１
つ
の
施
策
と
し
て
、

町
長
と
住
民
の
方
と
が
直
接
対
話
で
き
る

「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
定
期
的
に
開

催
し
、
住
民
の
方
か
ら
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を

も
ら
い
、
町
政
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
公
務
員
の
世
界
で
は
、
失
敗
が
許

さ
れ
ず
挑
戦
を
良
し
と
し
な
い
雰
囲
気
が

あ
っ
た
り
、
通
常
業
務
が
忙
し
く
挑
戦
す
る

時
間
の
余
白
が
な
か
っ
た
り
と
、
挑
戦
し
に

く
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
バ
リ
ュ
ー

に
「
失
敗
・
挑
戦
」
を
加
え
、
挑
戦
を
し
た

２
．「
自
分
ご
と
」
の
ま
ち
づ
く
り
。

行
政
が
伴
走
し
、
共
創
し
て
い
く

▲グローブの写真

▲100周年記念イベントの写真

▲ビジョン・ミッション・バリュー
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結
果
の
失
敗
を
糧
に
、
成
長
で
き
る
組
織
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
バ
リ
ュ
ー
を
人
事
評
価

に
含
め
、
職
員
同
士
が
「
バ
リ
ュ
ー
に
そ
っ

た
仕
事
が
で
き
て
い
る
か
？
」
と
会
話
を
し

て
、
仕
事
の
仕
方
を
見
直
す
き
っ
か
け
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

三
宅
の
ま
ち
づ
く
り
の
特
徴
と
し
て
、
ビ

ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
に
共
感

す
る
仲
間
が
町
内
外
か
ら
集
ま
り
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。
昨
今
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
に
は
、
今
ま
で
と
は
異
な
る
新
し

い
手
法
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
行
政
だ
け
で
は
、
人
材
や
予
算
等
の
リ

ソ
ー
ス
不
足
が
壁
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で

す
。
そ
こ
で
、
町
の
想
い
に
共
感
し
て
く
れ

る
民
間
企
業
と
手
を
組
み
、
官
民
連
携
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
少
子
高
齢
化
の
問
題
に
直
面
し
て

い
る
三
宅
町
で
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
、
子

育
て
支
援
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

�

24
時
間
い
つ
で
も
専
門
医
に
相
談
が
で
き
る

「
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
」

町
内
に
は
小
児
科
が
な
く
、
隣
町
に
車
で

片
道
約
15
分
か
け
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
で
す
の
で
、
働
き
な

が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
方
が
時
間
内
に
受

診
す
る
に
は
、
仕
事
を
休
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
夜
間
の
急
な
体
調
の
変
化
に
は

対
応
し
切
れ
ず
、
安
心
し
て
子
育
て
を
で
き

る
環
境
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
24
時
間
い
つ
で
も
相
談
が
で
き

る
仕
組
み
を
つ
く
り
た
い
と
考
え
、
２
０
２

０
年
3
月
、
株
式
会
社
Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ 

Ｐ
ｕ
ｂ

ｌ
ｉ
ｃ
と
提
携
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
電
話
で
気
軽

に
産
婦
人
科
医
・
助
産
師
・
小
児
科
医
に
相

談
で
き
る
「
産
婦
人
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」「
小

児
科
オ
ン
ラ
イ
ン
」
を
、
住
民
の
方
は
無
料

で
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
２
０
２
２

年
4
月
か
ら
は
、
妊
娠
中
・
授
乳
中
の
状
況

を
ふ
ま
え
た
薬
の
情
報
検
索
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
「
妊
娠
と
授
乳
の
く
す
り
案
内
ボ
ッ
ト 

く
す
り
ぼ
」
の
提
供
も
開
始
。
安
心
し
て
妊

娠
や
出
産
、
子
育
て
が
で
き
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

森
田
浩
司
町
長
も
利
用
者
の
１
人
で
す
。

「
あ
る
夜
、
息
子
の
体
に
湿
疹
を
見
つ
け
て

メ
ー
ル
で
写
真
を
送
る
と
、
１
時
間
後
く
ら

い
に
専
門
医
か
ら
回
答
が
あ
り
、
と
て
も
安

心
し
た
」
と
、
サ
ー
ビ
ス
の
品
質
の
高
さ
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
予
約
を
し
て
お
け
ば
、

専
門
医
と
直
接
テ
レ
ビ
電
話
で
話
す
こ
と
も

で
き
ま
す
。
利
用
い
た
だ
い
た
方
へ
の
調
査

で
は
、
満
足
度
は
１
０
０
％
と
非
常
に
高
い

結
果
に
。
住
民
の
方
の
子
育
て
支
援
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

�

保
護
者
の
負
担
軽
減
と
、
保
育
士
の�

�

業
務
改
善
に
つ
な
が
っ
た
「
手
ぶ
ら
登
園
」

保
育
園
を
利
用
す
る
際
、
保
護
者
は
名
前

を
書
い
た
紙
お
む
つ
を
自
宅
か
ら
持
参
し
、

使
用
済
み
の
紙
お
む
つ
を
自
宅
に
持
ち
帰
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
護
者
か

ら
は
「
汚
れ
た
お
む
つ
を
持
っ
て
帰
る
の
は

困
る
」
と
い
う
声
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
園

か
ら
持
ち
帰
る
も
の
を
通
じ
て
家
庭
に
感
染

を
広
げ
て
し
ま
う
の
で
は
、
と
い
う
問
題
意

識
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
２
０
２
０
年
7
月
、
コ
ロ
ナ
対
応

の
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｙ 

Ｊ

Ｏ
Ｂ
株
式
会
社
が
運
営
す
る
紙
お
む
つ
定
額

制
サ
ー
ビ
ス
「
手
ぶ
ら
登
園
」
を
、
公
立
園

で
は
全
国
で
初
め
て
導
入
。
保
護
者
の
負
担

や
衛
生
面
の
リ
ス
ク
を
な
く
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

保
育
士
か
ら
は
「
業
務
に
か
か
る
時
間
が

短
縮
で
き
、
お
む
つ
の
取
り
間
違
い
と
い
う

混
乱
も
な
く
な
っ
た
の
で
、
と
て
も
助
か
っ

て
い
る
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
お
り
、
業

務
改
善
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
取
組
の
当
事
者
で
は
な
い
年
配
の
住
民
の

方
か
ら
、「
良
い
取
組
な
の
で
継
続
し
て
ほ

し
い
」
と
２
年
連
続
で
ご
寄
附
を
い
た
だ
く

と
い
う
嬉
し
い
で
き
ご
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附

金
の
一
部
を
活
用
し
て
お
り
、
町
外
か
ら
も

三
宅
の
子
育
て
環
境
を
応
援
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
ま
た
現
在
、
渋
谷
区
を
は
じ
め

全
国
で
も
導
入
が
進
ん
で
お
り
、
全
国
で
２

番
目
に
小
さ
い
町
か
ら
、
子
育
て
を
応
援
す

る
取
組
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

�

ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
農
薬
散
布
の�

�

実
証
実
験

農
業
分
野
で
も
、
行
政
が
伴
走
者
と
な
っ

て
取
組
が
進
ん
で
い
ま
す
。２
０
２
０
年
夏
、

全
国
的
に
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
と
い
う
害
虫
の

水
稲
枯
死
被
害
が
広
ま
り
、
三
宅
町
に
お
い

て
も
町
の
6
割
の
圃
場
で
被
害
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
う
し
た
中
、
農
業
委
員
会
会
長
か
ら

相
談
を
受
け
、
行
政
と
し
て
何
か
支
援
を
で

き
な
い
か
検
討
し
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
実

証
実
験
的
に
ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
農
薬
を
散

布
す
る
こ
と
に
。
農
家
の
方
た
ち
へ
の
農
薬

の
啓
発
、
協
力
要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。
効

果
を
測
る
に
は
ま
と
ま
っ
た
範
囲
で
の
散
布

３
．
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
か
ら
イ
ン
パ

ク
ト
！
三
宅
版
・
官
民
連
携
の

取
組

▲町長の子育ての様子
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が
必
要
だ
っ
た
た
め
、
農
業
委
員
や
自
治
会

で
地
権
者
の
異
な
る
田
ん
ぼ
の
と
り
ま
と
め

を
行
な
っ
て
も
ら
い
、
２
０
２
１
年
、
町
内

6
地
区
に
お
い
て
、
各
地
区
1
ヘ
ク
タ
ー
ル

程
度
の
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
ド
ロ
ー
ン
で
の

農
薬
散
布
を
実
行
し
ま
し
た
。

１
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
一
般
的

な
田
ん
ぼ
で
、
3
、
4
時
間
か
か
っ
て
い
た

農
薬
散
布
が
5
分
で
完
了
し
ま
し
た
。
低
コ

ス
ト
で
効
率
的
な
農
薬
散
布
を
実
現
。
農
家

の
方
に
は
、
周
囲
と
協
力
し
て
農
作
業
を
す

る
こ
と
で
効
率
化
が
で
き
る
こ
と
を
実
感
し

て
い
た
だ
け
ま
し
た
。
今
後
は
行
政
主
導
で

は
な
く
、
町
全
体
で
農
業
を
支
え
る
仕
組
み

が
で
き
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ

（
み
ぃ
も
）」
を�

拠
点
に
新
た
な
官
民
連
携
を

２
０
２
１
年
12
月
、
三
宅
町
役
場
庁
舎
前

に
交
流
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
「
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ

ｏ
（
み
ぃ
も
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
は
、
三
宅
の
ビ
ジ
ョ
ン
・
ミ
ッ

シ
ョ
ン
・
バ
リ
ュ
ー
を
体
現
す
る
場
所
。「
三

宅
町
の
将
来
を
育
む
ま
ち
の
拠
点
」
を
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
、
公
民
館
や
図
書
室
、
学
童

保
育
等
の
機
能
を
兼
ね
合
わ
せ
て
お
り
、
交

流
が
生
ま
れ
る
仕
掛
け
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

た
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
で
新
た
な
官
民
連
携
の
取
組

も
今
後
、
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
を
拠
点
に
行
な
わ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
の
活
動
の
１
つ
「
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
子
ど

も
会
議
」
で
は
、
小
中
学
生
が
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ

や
三
宅
町
で
や
り
た
い
こ
と
に
つ
い
て
話
し

合
い
ま
す
。
会
議
で
「
駄
菓
子
屋
さ
ん
を
や

り
た
い
」
と
い
う
話
に
な
り
、
そ
の
原
資
に

つ
い
て
、
登
録
制
の
シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
「
Ｍ

ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
食
堂
」
の
皆
さ
ま
か
ら
「
売
上
を

使
っ
て
ほ
し
い
」
と
提
案
が
あ
り
、
費
用
を

捻
出
し
ま
し
た
。
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
内
で
循
環
型

の
経
済
シ
ス
テ
ム
が
生
ま
れ
、
Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ

で
子
ど
も
た
ち
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

Ｍ
ｉ
ｉ
Ｍ
ｏ
を
ハ
ブ
と
し
て
世
代
を
越
え

た
交
流
が
生
ま
れ
、
町
が
元
気
に
な
り
、
住

民
さ
ん
が
自
分
の
夢
を
描
き
挑
戦
し
て
い

く
。
三
宅
町
は
、
日
本
一
、
夢
を
叶
え
ら
れ

る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
三
宅
町
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
「
自
分
ら

し
く
ハ
ッ
ピ
ー
に
ス
モ
ー
ル
（
住
も
う
る
）

タ
ウ
ン
」
の
実
現
に
向
け
、
１
人
ひ
と
り
が

「
自
分
ご
と
」
で
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
は
あ
く

ま
で
住
民
の
方
で
あ
り
、
行
政
は
応
援
す
る

立
場
。
住
民
、
民
間
、
行
政
そ
れ
ぞ
れ
に
役

割
を
も
っ
て
、町
の
未
来
を
つ
く
っ
て
い
く
。

そ
し
て
皆
が
一
体
と
な
る
と
き
、
大
き
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
生
ま
れ
、
三
宅
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

実
現
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
国
で
２
番
目
に
小
さ
い
町
だ
か
ら
こ

そ
、
変
わ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
方
々
の
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

 

三
宅
町
外
部
人
材
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

 

宮
武　

由
佳

（
令
和
４
年
８
月
８
日
付
第
３
２
０
９
号
）

４
．
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
、�

で
き
る
こ
と
が�

た
く
さ
ん
あ
る
！

▲ドローンを活用した農薬散布

▲みぃも駄菓子屋１▲みぃも駄菓子屋２

▲MiiMo写真
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島
根
半
島
か
ら
北
東
へ
約
65
㎞
、
日
本
海

に
浮
か
ぶ
隠
岐
諸
島
は
大
小
１
８
０
余
り
の

島
々
か
ら
成
り
立
つ
群
島
型
離
島
で
す
。

こ
の
中
で
人
が
住
む
島
は
西
ノ
島
（
西
ノ

島
町
）、中
ノ
島
（
海
士
町
）、知
夫
里
島
（
知

夫
村
）、
島
後
（
隠
岐
の
島
町
）
の
４
つ
で
、

島
後
に
対
し
て
西
ノ
島
、
中
ノ
島
、
知
夫
里

島
の
３
つ
を
あ
わ
せ
て
、
島
前
と
呼
び
、
大

き
く
２
群
島
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ

れ
ぞ
れ
の
島
で
１
つ
の
町
村
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

西
ノ
島
町
は
島
前
の
３
島
の
う
ち
西
ノ
島

を
占
め
、
面
積
約
56
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

人
口
２
、７
８
８
人
（
令
和
２
年
国
勢
調
査
）

を
有
し
、
隠
岐
郡
内
の
４
町
村
で
は
隠
岐
の

島
町
に
次
ぐ
２
番
目
に
大
き
な
町
で
す
。

島
の
成
り
立
ち
が
火
山
島
で
平
地
が
少
な

く
、
外
海
側
は
日
本
海
の
厳
し
い
風
浪
に
よ

り
形
成
さ
れ
た
断
崖
絶
壁
や
、
巨
大
な
岩
の

「
架
け
橋
」
の
通
天
橋
等
大
自
然
が
創
り
出

し
た
雄
大
な
景
色
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

西
ノ
島
町
の
概
要

西ノ島町

島根県 西
にし

ノ
の

島
しま

町
ちょう

島根県

◀
隠
岐
を
代
表
す
る
世
界
一
級
の
景
勝
地
「
国
賀
海
岸
」。
大
迫
力
の
大
絶
壁
は
海
抜
２
５
７
m
で
「
摩
天
崖
」
と
呼
ば
れ
る

67

－「人の集う島」をめざして－

人の力が
主役となった
まちづくり

人
口
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
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る
隠
岐
を
代
表
す
る
景
勝
地
と
し
て
多
く
の

観
光
客
の
方
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

内
海
側
は
、
集
落
の
背
後
に
急
峻
な
山

が
連
な
り
、
入
江
は
天
然
の
良
港
と
な
り
、

古
く
か
ら
漁
業
を
中
心
に
発
展
し
て
き
ま

し
た
。

中
で
も
、
ま
き
網
漁
業
の
生
産
額
が
大
き

な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
船
団
で

組
織
的
に
行
わ
れ
る
ま
き
網
漁
業
は
乗
組
員

の
高
齢
化
と
人
員
不
足
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
平
成
７
年
か
ら
事
業
主
、
Ｊ
Ｆ
、

町
が
連
携
し
「
漁
師
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」

「
漁
師
ほ
ど
お
も
し
ろ
い
仕
事
は
な
い
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
全
国
か
ら
漁
船
員

の
募
集
を
行
う
取
組
を
続
け
、
現
在
で
は
、

全
乗
組
員
の
約
半
数
を
占
め

る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
広
大
な
放
牧

地
を
活
用
し
、
低
コ
ス
ト
で

素
牛
生
産
を
行
う
自
営
就
農

者
へ
の
支
援
、
全
国
に
先
駆

け
て
本
町
で
初
め
て
成
功
し

た
岩
ガ
キ
の
養
殖
を
軸
に
し

た
新
規
自
営
漁
業
者
へ
の
支

援
等
、
町
の
持
つ
資
源
を
活

か
し
た
定
住
対
策
に
約
25
年
前
か
ら
取
り
組

み
続
け
、
Ｉ
タ
ー
ン
者
と
そ
の
家
族
を
含
め

た
人
数
は
約
５
０
０
人
余
り
に
の
ぼ
り
、
人

口
の
２
割
以
上
を
占
め
る
ま
で
に
な
る
な
ど

一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
産
業
の
担
い
手
の
確
保
を
進

め
る
一
方
で
、
住
民
の
余
暇
の
過
ご
し
方
が

次
第
に
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

人
口
３
千
人
を
切
る
町
で
は
幅
広
い
世
代

が
余
暇
の
時
間
を
過
ご
せ
る
施
設
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
背
景
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
住
民
の
方
が

整
備
を
望
む
公
共
施
設
の
上
位
に
あ
っ
た
図

書
館
の
建
設
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
、
図

書
館
の
建
設
段
階
か
ら
、
月
に
１
回
、
図
書

館
を
テ
ー
マ
に
し
た
「
縁
側
カ
フ
ェ
」
と
呼

ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

縁
側
カ
フ
ェ
に
は
図
書
館
に
関
心
の
あ
る

住
民
は
誰
で
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
高
校
生
か
ら
高

齢
者
ま
で
、
幅
広
い
世
代
が
集
ま
り
、
図
書

館
に
あ
っ
た
ら
良
い
設
備
や
備
品
・
図
書
館

の
開
館
を
Ｐ
Ｒ
す
る
方
法
・
開
館
イ
ベ
ン
ト

で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
等
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
提
案
を
受
け
付
け
、
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

縁
側
カ
フ
ェ
で
の
意
見
交
換
の
中
か
ら
西

ノ
島
町
で
初
め
て
生
ま
れ
る
図
書
館
に
は
、

基
本
的
な
図
書
館
機
能
に
加
え
、「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
」
を
育
て
る
機
能
が
必
要
と
の
意
見

が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
整
備
す
る
図
書
館

の
コ
ン
セ
プ
ト
は
西
ノ
島
の
暮
ら
し
を
支
え

る
ま
ち
の
居
間
「
西
ノ
島
み
ん
な
の
家
」
と

な
り
ま
し
た
。

小
さ
な
島
だ
か
ら
こ
そ
お
互
い
の
顔
が
見

え
る
安
心
感
を
大
切
に
し
、
ひ
と
つ
屋
根
の

下
に
集
ま
っ
て
、「
情
報
」
や
「
も
の
」、
そ

し
て
「
ひ
と
」
に
出
会
う
場
所
と
な
る
こ
と
。

こ
の
町
に
暮
ら
す
人
々
を
支
え
、
旅
立
っ
た

人
々
を
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
訪
れ
る
人
々
を
温

か
く
も
て
な
す
場
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

住
民
と
つ
く
り
あ
げ
る�

図
書
館
の
誕
生

◀
岩
ガ
キ
の
養
殖

▲海・家・本の3つの要素を組み
合わせたロゴ

▲「西ノ島町コミュニティ図書館いかあ屋」全景。平成30年7月開館
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を
つ
な
ぎ
あ
う
図
書
館
と
な
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
ノ
島
に
は
同
じ
名
字
が
多
い
た

め
、
古
く
か
ら
名
前
で
は
な
く
屋
号
で
呼
び

合
う
習
慣
が
残
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
図
書
館

に
も
「
い
か
あ
屋
」
と
い
う
屋
号
が
つ
け
ら

れ
ま
し
た
。「
い
か
あ
屋
」
＝
「
行
か
ぁ
や
」

は
、
標
準
語
で
言
え
ば
「
行
こ
う
よ
」
と
い

う
意
味
で
誰
も
が
行
き
た
く
な
る
よ
う
な
場

所
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。「
い
か
あ
屋
に
、い
か
ぁ
や（
行

こ
う
よ
）」
と
、
誰
で
も
呼
び
や
す
く
、
西

ノ
島
ら
し
い
愛
称
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
、
海
・
家
・
本
の
3
つ
の

要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
作
成
し
ま
し
た
。
み

ん
な
の
家
と
な
る
図
書
館
を
囲
む
の
は
、
島

に
馴
染
み
の
深
い
海
の
波
を
つ
な
げ
、
み
ん

な
が
手
を
携
え
て
図
書
館
を
囲
ん
で
い
る
イ

メ
ー
ジ
と
重
ね
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
愛
称
と

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
西
ノ
島
町
出

身
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
ま
の
悠

さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

最
大
５
万
冊
収
蔵
可
能
な
書
架
を
備
え
た

「
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」
に
加
え
、
大
人

が
ゆ
っ
た
り
と
本
を
読
む
「
書
斎
」、
ア
ー

ト
や
工
芸
等
西
ノ
島
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
を
紹
介
す
る
「
つ
な
が
り
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」、

お
料
理
と
も
の
づ
く
り
の
部
屋
「
縁
側
キ
ッ

チ
ン
」、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
く
つ
ろ
ぐ
「
縁

側
カ
フ
ェ
」、
中
高
生
の
未
来
を
考
え
る
本

と
郷
土
資
料
の
部
屋
「
み
ら
い
の
へ
や
」
等

の
施
設
を
備
え
た
「
西
ノ
島
町
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
図
書
館
い
か
あ
屋
」
は
平
成
30
年
７
月

に
開
館
し
、
既
に
８
万
７
千
人
の
方
が
来
館

さ
れ
て
い
ま
す
。

西
ノ
島
町
の
人
口
は
お
よ
そ
３
千
人
。
こ

の
図
書
館
が
い
か
に
多
く
の
人
に
利
用
さ

れ
て
い
る
の
か
は
こ
の
数
字
が
示
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
い
か
あ
屋
で
は
開
館
以
来
、
地
元

の
高
校
生
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
と
連
携

し
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
の
会
等
こ
ど
も
の

読
書
環
境
を
整
備
す
る
事
業
を
積
極
的
に
行

い
、
仮
装
や
図
書
館
の
飾
り
つ
け
等
を
す
る

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
こ
ど
も
向

け
の
各
種
活
動
等
、
地
域
の
こ
ど
も
た
ち
へ

の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
事
業
の
中
心
と

「
い
か
あ
屋
」
に
お
け
る
活
動

◀

外
観
と
館
内
。
右
下
か
ら
「
メ
イ
ン
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」「
縁
側
キ
ッ
チ
ン
」「
縁
側
カ
フ
ェ
」
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し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

図
書
館
と
い
う
静
か
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か

せ
る
場
所
で
あ
り
な
が
ら
、
に
ぎ
や
か
に
で

き
る
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
が
評
価
さ

れ
、「
令
和
４
年
度
こ
ど
も
の
読
書
活
動
優

秀
図
書
館
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
に
選
ば
れ

ま
し
た
。

図
書
館
が
町
の
こ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
身

近
な
場
所
と
な
り
、
自
然
に
集
ま
っ
た
り
本

に
触
れ
た
り
で
き
る
環
境
を
つ
く
ろ
う
と

日
々
の
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

毎
月
開
催
さ
れ
る
縁
側
カ
フ
ェ
に
は
、
開

館
か
ら
４
年
た
つ
今
で
も
多
く
の
参
加
者
が

集
ま
り
ま
す
。

「
や
っ
て
み
た
い
」「
〇
〇
な
ら
で
き
る
」

と
い
っ
た
声
も
多
く
、
こ
れ
ら
の
参
加
者
の

想
い
や
考
え
が
な
る
べ
く
図
書
館
の
運
営
や

イ
ベ
ン
ト
等
で
実
現
す
る
よ
う
に
努
め
た
結

果
、
縁
側
カ
フ
ェ
の
参
加
者
た
ち
に
「
や
り

た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
実
現
で
き
る
。」
と

い
う
期
待
や
「
自
分
た
ち
の
や
っ
た
こ
と
で

人
が
喜
ん
で
く
れ
る
。」
と
い
う
達
成
感
を

持
っ
て
も
ら
い
、
次
の
活
動
へ
つ
な
が
る
好

循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

最
近
で
は
漁
業
や
農
業
等
に
関
心
を
持

ち
、
離
島
で
の
暮
ら
し
に
興
味
を
持
つ
人
々

が
増
加
し
、
都
会
で
暮
ら
す
方
々
の
中
に
田

舎
（
離
島
）
思
考
が
広
が
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
住
居
と
仕
事
を
確
保
し
、
Ｕ

Ｉ
タ
ー
ン
者
の
増
加
を
図
り
な
が
ら
、
そ
こ

に
、
住
み
や
す
さ
や
子
育
て
の
し
や
す
さ
を

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
す
る
こ
と
が
、
人
口
減
少

問
題
に
歯
止
め
を
か
け
て
い
く
う
え
で
必
要

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

雇
用
創
出
の
取
組
と
し
て
、
平
成
30
年
度

か
ら
都
市
部
の
ソ
フ
ト
産
業
の
企
業
誘
致
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
に
地

方
で
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
の
動
き

の
後
押
し
も
あ
り
、
東
京
都
に
あ
る
Ｉ
Ｔ
企

業
１
社
の
進
出
が
決
定
し
、
令
和
４
年
７
月

か
ら
町
内
に
事
務
所
を
構
え
営
業
し
て
お
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
こ
の
取
組
が
地
域
経
済

の
活
性
化
や
若
年
層
に
と
っ
て
魅
力
の
あ
る

就
労
の
場
の
確
保
と
な
る
よ
う
誘
致
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
一
方
で
結
婚
か
ら
出
産
、
子
育
て

と
進
ん
で
い
く
流
れ
の
中
で
、
相
談
・
支
援

体
制
の
充
実
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
病

児
保
育
等
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
子
育
て
サ

ロ
ン
等
の
子
育
て
家
庭
や
妊
娠
中
の
方
の
交

流
の
場
を
設
け
る
な
ど
、
子
育
て
環
境
の
整

備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

町
内
に
は
産
婦
人
科
医
が
お
ら
ず
出
産
で

き
な
い
た
め
、
町
外
で
の
出
産
に
際
し
て
宿

泊
費
の
助
成
や
町
外
通
院
に
係
る
交
通
費
の

助
成
、
保
育
料
の
大
幅
な
軽
減
、
高
校
終
了

ま
で
の
こ
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
等
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
検
診
助
成
、
保

険
が
適
用
さ
れ
な
い
体
外
受
精
や
顕
微
授
精

の
特
定
不
妊
治
療
費
に
つ
い
て
の
助
成
も

行
っ
て
お
り
、
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
に
少
子
化
・
子
育
て
支
援
は
特
に
町
の
重

点
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
移
住
・
定
住
対
策
の
さ
ら
な

る
取
組
を
進
め
る
と
と
も
に
、
縁
側
カ
フ
ェ

を
一
例
と
す
る
住
民
の
方
々
と
連
携
し
「
人

の
力
」
が
主
役
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
に
よ
り
、
総
合
戦
略
で
定
め
る
町

が
め
ざ
す
姿
で
あ
る「
人
の
集
う
島
西
ノ
島
」

の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

西
ノ
島
に
は
豊
か
な
自
然
と
連
綿
と
受
け

継
が
れ
た
文
化
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
こ
の

島
の
魅
力
を
語
る
こ
と
の
で
き
る
人
々
が
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
心
豊
か
な
島
の
人
々
が
笑

顔
で
西
ノ
島
と
世
界
を
つ
な
い
で
い
く
。
そ

ん
な
未
来
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

 

島
根
県
西
ノ
島
町
長　

升
谷　

健

（
令
和
４
年
10
月
３
日
付
第
３
２
１
５
号
）

「
人
の
集
う
島
西
ノ
島
」
の�

実
現
に
向
け
て

◀
読
み
聞
か
せ
の
会
の
様
子

70 町村の施策事例集Ⅸ

島根県　西ノ島町
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広
川
町
は
福
岡
県
南
部
、
久
留
米
市
・
八

女
市
・
筑
後
市
に
囲
ま
れ
た
、
面
積
が
約
38

㎢
、
人
口
約
2
万
人
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
町
で

す
。
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
農

業
が
盛
ん
な
町
で
、
あ
ま
お
う
（
い
ち
ご
）、

ぶ
ど
う
、
梨
、
桃
等
の
フ
ル
ー
ツ
を
は
じ
め
、

西
日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
ガ
ー
ベ
ラ
の
ほ

か
、
菊
や
ユ
リ
等
の
花
が
特
産
で
す
。
丘
陵

に
は
美
し
い
茶
畑
が
広
が
り
、
香
り
高
い
八

女
茶
の
産
地
で
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
も
の
づ
く
り
文
化
が
根

付
き
、
中
で
も
国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定

さ
れ
て
い
る
綿
織
物
「
久く

留る

米め

絣か
す
り」

の
工
房

は
広
川
町
に
集
中
し
て
い
ま
す
。
藍
染
手
織

や
動
力
織
機
で
織
り
な
す
美
し
い
反
物
は
、

着
物
だ
け
で
な
く
洋
服
、
小
物
等
に
幅
広
い

製
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
近
は

「
も
ん
ぺ
」
が
リ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
、

そ
の
風
合
い
の
良
さ
と
柄
の
多
様
さ
か
ら
、

多
く
の
若
者
の
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
そ

の
ほ
か
、
和
風
建
築
を
彩
る
竹
細
工
「
八
女

す
だ
れ
」
の
生
産
地
で
も
あ
り
、
国
内
外
か

ら
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

町
の
中
心
部
に
は
、
国
道
３
号
と
九
州
自

動
車
道
が
走
り
、広
川
イ
ン
タ
ー
か
ら
天
神
・

博
多
、
福
岡
空
港
ま
で
１
時
間
圏
内
と
い
う

地
の
利
も
あ
っ
て
、
通
学
、
通
勤
圏
内
で
あ

る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
は
工
業
団
地
や

新
産
業
団
地
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

広
川
町
の
概
要

広川町

福岡県 広
ひろ

川
かわ

町
まち

福岡県

▲

広
川
町
の
遠
景

71

��―ひろかわ新編集プロジェクト―

足下の宝を磨き、
挑戦を続ける

地方創生
人
口
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
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こ
の
よ
う
に
、
広
川
町
は
都
市
と
農
村
、

農
業
と
工
業
、
伝
統
と
革
新
と
が
調
和
す
る

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
町
で
す
。

広
川
町
で
も
、
今
後
の
人
口
減
少
は
避
け

ら
れ
な
い
と
考
え
、
平
成
27
年
度
か
ら
「
広

川
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

を
策
定
し
、
地
方
創
生
に
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
。
中
で
も
重
視
し
た
の
は
「
若
年
層
の

女
性
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
」
と
「
地

域
資
源
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
」
で
し
た
。

そ
も
そ
も
地
方
創
生
の
き
っ
か
け
を
作
っ

た
の
は
、
若
年
女
性
の
社
会
移
動
率
に
着
目

し
、
地
方
の
「
消
滅
可
能
性
」
に
ま
で
言
及

し
た
民
間
レ
ポ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

女
性
が
働
き
や
す
く
、
子
育
て
し
や
す
い
環

境
を
作
り
、
女
性
に
選
ば
れ
る
地
域
に
な
る

こ
と
は
、
地
方
創
生
に
当
初
か
ら
組
み
込
ま

れ
た
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
」
と
表

現
を
変
化
さ
せ
て
も
、
仕
事
づ
く
り
、
住
ま

い
の
確
保
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
協

働
に
関
す
る
施
策
は
、
以
前
か
ら
取
り
組
ん

で
い
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
地
方
創
生

ブ
ー
ム
で
話
題
に
な
っ
た
よ
そ
の
事
例
に
飛

び
つ
い
た
り
、
こ
の
町
の
歴
史
や
文
化
と
は

異
な
る
文
脈
を
探
し
た
り
せ
ず
、
地
域
資
源

を
活
用
す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
町
内
の
農
家
さ
ん
や
伝
統
工
芸

の
職
人
さ
ん
、
商
工
会
の
若
手
会
員
等
、
地

元
で
活
躍
し
て
い
る
キ
ー
マ
ン
に
集
ま
っ
て

も
ら
い
、
町
の
課
題
を
共
有
し
て
、
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
自
由
に
話
す
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た

ア
イ
デ
ア
が
「
お
し
ゃ
れ
オ
ト
ナ
女
子
の
聖

地
」
づ
く
り
で
移
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

し
た
。

こ
れ
は
、「
久
留
米
絣
」
を
「
伝
統
工
芸

の
織
物
」
と
い
う
枠
か
ら
一
度
外
し
、
テ
キ

ス
タ
イ
ル
や
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
文
脈
で
捉
え

直
し
て
、20
代
～
40
代
女
性
（
オ
ト
ナ
女
子
）

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
魅
力
的
な
拠
点
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
も
う
と
い
う
も

の
。
く
わ
え
て
情
報
発
信
を
強
化
し
て
、
オ

シ
ャ
レ
な
場
所
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
獲
得

し
、
交
流
人
口
か
ら
定
住
人
口
の
確
保
に
つ

な
げ
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
よ
う
に
、
私
た
ち

の
足
下
に
あ
る
モ
ノ
や
ヒ
ト
の
魅
力
に
気
づ

き
、
そ
の
見
せ
方
を
変
え
た
り
、
こ
れ
ま
で

出
会
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
同
士
を
組
み
合

わ
せ
た
り
し
て
、
新
し
い
価
値
を
生
み
出
す

取
組
を
総
称
し
て
「
ひ
ろ
か
わ
新
編
集
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
名
付
け
ま
し
た
。
身
近
に
あ

る
お
い
し
い
フ
ル
ー
ツ
や
野
菜
、
美
し
い
織

物
が
暮
ら
し
の
中
に
溶
け
込
み
、
豊
か
な
暮

ら
し
を
支
え
て
い
る
。
そ
ん
な
日
常
の
価
値

を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
試
み
こ
そ
、
地
方

創
生
の
本
質
と
位
置
付
け
た
の
で
す
。

「
ひ
ろ
か
わ
新
編
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

拠
点
施
設
と
し
て
、
平
成
29
年
、
地
域
で
使

わ
れ
な
く
な
っ
た
集
会
所
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
、
も
の
づ
く
り
の
ア
ト
リ
エ
「Kibiru

（
キ
ビ
ル
）」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
キ
ビ

ル
と
は
、
地
元
の
方
言
で
「
結
ぶ
」
と
い
う

意
味
。
人
と
人
、
ア
イ
デ
ア
と
ア
イ
デ
ア
が

結
ば
れ
る
出
会
い
の
場
所
に
な
る
よ
う
に
、

広
川
町
の
地
方
創
生�

「
ひ
ろ
か
わ
新
編
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

人
と
人
、
ア
イ
デ
ア
を
結
ぶ�

ア
ト
リ
エ
「Kibiru

（
キ
ビ
ル
）」

▲

広
川
町
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
人
口
推
計
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18,519 

18,172 

19,753 

18,907 

17,863 

16,627 

15,328 
14,000

16,000

18,000

20,000

22,000

広川町人口ビジョンの

長期目標

国立社会保障・人口問

題研究所の推計

▲

久く

留る

米め

絣か
す
り

▲
Kibiru

（
キ
ビ
ル
）
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と
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

キ
ビ
ル
に
は
、
職
業
用
ミ
シ
ン
、
ロ
ッ
ク

ミ
シ
ン
、
刺
繍
ミ
シ
ン
等
の
洋
裁
設
備
が
完

備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
デ
ザ
イ
ン
ソ
フ
ト
が

入
っ
た
Ｐ
Ｃ
、
カ
フ
ェ
営
業
が
で
き
る
キ
ッ

チ
ン
も
あ
り
ま
す
。
時
間
単
位
の
使
用
料
金

を
支
払
え
ば
、
誰
で
も
使
用
で
き
る
の
で
、

デ
ザ
イ
ン
や
裁
縫
等
の
仕
事
を
持
ち
込
め
ま

す
。ま

た
、
技
術
を
身
に
つ
け
た
い
人
が
服
作

り
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
た
り
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
向
け
に
、
税
理
士
に
よ
る
講
座
や
弁
理

士
に
よ
る
知
的
財
産
に
関
す
る
講
座
等
も
開

催
し
た
り
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
や
運
営
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
が
担
い
ま
し
た
。彼
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
テ
キ
ス
タ
イ
ル

の
デ
ザ
イ
ン
、
現
代
ア
ー
ト
を
学
ん
だ
若
者

た
ち
で
、
関
東
や
関
西
か
ら
移
住
し
て
参
画

し
て
く
れ
ま
し
た
。

キ
ビ
ル
を
通
じ
て
、
そ
れ
ま
で
全
く
接
点

の
な
か
っ
た
若
者
が
、
徐
々
に
こ
の
町
を
訪

れ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
新
た

な
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

久
留
米
絣
は
、
織
物
に
な
る
前
の
糸
を
く

く
っ
て
染
め
分
け
る
「
先
染
め
」
の
技
法
で

精
緻
な
柄
を
生
み
出
し
ま
す
。
そ
の
工
程
は

30
以
上
も
あ
り
、
そ
の
魅
力
を
深
く
理
解
す

る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
町

内
に
は
旅
館
も
ホ
テ
ル
も
な
く
、
長
期
滞
在

す
る
場
所
が
な
い
た
め
、
遠
方
か
ら
の
訪
問

に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
取
り
組
ん
だ
の
が
、
町
直
営
の
ゲ

ス
ト
ハ
ウ
ス
づ
く
り
で
し
た
。
数
多
く
あ
る

空
き
家
の
1
つ
を
町
が
借
り
上
げ
、
滞
在
交

流
で
き
る
施
設
を
作
ろ
う
と
考
え
た
の
で

す
。
さ
ら
に
、
町
の
定
住
支
援
員
と
し
て
地

元
の
人
が
常
駐
し
、
移
住
相
談
に
も
対
応
し

よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

町
が
提
示
し
た
空
き
家
の
借
り
上
げ
条
件

は
、
簡
易
宿
泊
所
と
し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
た
う
え
で
10
年
後
に
返
還
す
る
こ
と
と
、

賃
料
は
固
定
資
産
税
相
当
額
と
す
る
こ
と
で

し
た
。賃
料
収
入
は
期
待
で
き
な
い
も
の
の
、

管
理
に
困
っ
て
い
た
人
か
ら
数
件
の
応
募
が

あ
り
、
元
々
農
家
で
倉
庫
が
併
設
さ
れ
た
大

き
な
一
軒
家
を
選
定
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
終
え
た

空
き
家
は
「
移
住
定
住
相
談
セ
ン
タ
ー
兼
滞

在
交
流
施
設O

rige

（
オ
リ
ゲ
）」と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
リ
ゲ
と
は
、地
元
の
方
言
で
「
私
（
俺
）

の
家
」。
滞
在
中
は
わ
が
家
の
よ
う
に
く
つ

ろ
い
で
も
ら
い
、
町
の
魅
力
に
存
分
に
触
れ

て
ほ
し
い
、
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
シ
ン
グ
ル
ル
ー
ム
、ツ
イ
ン
ル
ー
ム
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
ル
ー
ム
を
設
け
、
旅
行
者
で
も

地
元
の
人
で
も
誰
も
が
利
用
で
き
ま
す
。

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
で
つ
な
い
だ
倉
庫
は
、
広
い

空
間
を
生
か
し
た
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
展
示
会
や
絣
織
元
の

撮
影
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
ま

す
。移

住
希
望
者
で
あ
れ
ば
、
安
価
な
料
金
で

10
日
間
程
度
滞
在
で
き
る
「
お
試
し
居
住
」

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
絣
織
元
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
と
組
み
合
わ
せ
た
「
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

わ
が
家
の
よ
う
に
過
ご
せ
る�

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
「O

rige�

（
オ
リ
ゲ
）」

▲地域おこし協力隊（第1期）と定住支援員

▲移住定住相談センター兼滞在交流施設「Orige（オリゲ）」 ▲Origeでのイベント

73

町村会24_九校.indb   73町村会24_九校.indb   73 2024/10/21   18:382024/10/21   18:38



テ
イ
」
制
度
も
あ
り
、
そ
の
ほ
か
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
よ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
レ
ジ

デ
ン
ス
事
業
や
、
海
外
の
学
生
の
研
修
受
け

入
れ
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
多
彩
な
交
流

拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

キ
ビ
ル
、
オ
リ
ゲ
の
運
営
は
、
令
和
２
年

度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
と
な
り
ま

し
た
。
指
定
管
理
者
と
な
っ
た
の
は
、
キ
ビ

ル
の
開
設
に
伴
い
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し

て
移
住
し
、
任
期
後
も
定
住
し
て
起
業
し
た

山
本
誠
さ
ん
。
移
住
当
事
者
と
し
て
の
経
験

を
生
か
し
、
オ
リ
ゲ
で
の
移
住
相
談
や
キ
ビ

ル
で
は
カ
フ
ェ
運
営
等
、
地
元
で
活
躍
す
る

キ
ー
マ
ン
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

キ
ビ
ル
、
オ
リ
ゲ
を
拠
点
と
し
て
、
交
流

人
口
は
確
実
に
増
え
ま
し
た
。
繊
維
産
業
を

目
指
す
若
者
向
け
に
、
産
地
の
職
人
か
ら
テ

キ
ス
タ
イ
ル
素
材
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
「
ひ

ろ
か
わ
産
地
の
学
校
」
を
開
催
す
る
な
ど
、

事
業
の
幅
も
広
が
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
が
功

を
奏
し
、
繊
維
産
地
で
働
く
た
め
に
移
住
し

た
人
も
い
て
、一
定
の
成
果
も
見
え
ま
し
た
。

と
は
い
え
、
そ
の
流
れ
は
ま
だ
ま
だ
小
さ

く
、地
域
の
活
力
を
引
き
上
げ
る
に
は
、も
っ

と
多
く
の
人
材
が
必
要
で
す
。

一
方
、
雇
用
の
受
け
皿
と
な
る
繊
維
業
界

は
い
ず
れ
も
小
規
模
で
、
労
働
条
件
も
含
め

て
、
若
い
世
代
が
働
き
続
け
る
に
は
課
題
も

あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
久
留
米
絣
を
含
む
産
地
全
体
の

魅
力
で
収
益
力
を
強
化
し
、
若
い
世
代
の
雇

用
拡
大
を
図
る
た
め
、「
ひ
ろ
か
わ
繊
維
産

地
の
機
能
強
化
事
業
」
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
、
こ
れ
ま
で
の
キ
ビ
ル
、
オ
リ
ゲ
を
拠
点

と
し
た
事
業
と
融
合
さ
せ
て
「
ひ
ろ
か
わ
繊

維
産
地
の
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

新
た
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
の
直
後
、
思
い
も
よ
ら
ぬ
コ
ロ
ナ
禍
が

襲
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
危
機
感
を
強
め

た
若
手
の
絣
職
人
、卸
商
の
動
き
に
呼
応
し
、

技
術
面
で
支
え
よ
う
と
工
業
大
学
の
教
員
も

参
画
。
金
融
や
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
専
門
家

も
加
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
産
地

の
未
来
に
つ
い
て
議
論
を
繰
り
返
し
ま
し

た
。そ

こ
で
最
終
的
に
ま
と
ま
っ
た
の
が
、
久

留
米
絣
広
域
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
「
ネ
イ
テ
ィ
ブ

テ
キ
ス
タ
イ
ル
産
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
す
。

行
政
だ
け
で
な
く
、
商
業
組
合
や
工
業
組
合

が
果
た
す
べ
き
役
割
が
再
認
識
さ
れ
、
組
合

主
体
で
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
新
た
な
挑
戦
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

今
、ひ
ろ
か
わ
新
編
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

行
政
主
体
の
枠
を
超
え
、
地
域
が
主
体
と
な

る
取
組
へ
と
波
及
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
足
下
の
宝
を
磨
き
な
が
ら
、
新
た
な
価

値
を
生
み
出
す
編
集
作
業
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

福
岡
県
広
川
町
長　

渡
邉　

元
喜

（
令
和
５
年
３
月
６
日
付
第
３
２
３
１
号
）

移
住
促
進
と
雇
用
創
出
の
融
合�

「
ひ
ろ
か
わ
繊
維
産
地
の�

　
未
来
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

▲ひろかわ産地の学校

▲ビジョンについて話し合う様子

▲ネイティブテキスタイル産地プロジェクト表紙
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新
富
町
は
県
都
宮
崎
市
及
び
西
都
市
・
高

鍋
町
に
隣
接
し
、
海
・
河
・
台
地
に
囲
ま
れ

た
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
１
日
の
日
照
時
間

は
長
く
、年
間
を
通
じ
て
快
晴
日
数
も
多
く
、

良
質
な
水
も
豊
富
に
あ
り
ま
す
。

人
口
は
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
で
１
６
、

３
０
９
人
を
数
え
、
県
内
で
も
生
産
人
口
の

割
合
は
市
町
村
の
中
で
上
位
に
あ
り
ま
す
。

交
通
体
系
は
、本
町
か
ら
30
分
圏
内
に
２
、

５
０
０
ｍ
滑
走
路
の
宮
崎
空
港
、
５
万
ト
ン

級
国
際
観
光
船
が
停
泊
す
る
宮
崎
港
が
あ

り
、
東
九
州
自
動
車
道
の
西
都
及
び
高
鍋
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
10
分
と
ア
ク
セ
ス
が

便
利
で
す
。
さ
ら
に
主
要
幹
線
道
路
の
国
道

10
号
新
富
バ
イ
パ
ス
も
４
車
線
化
さ
れ
、
道

路
を
は
じ
め
港
湾
・
空
港
等
、
陸
海
空
の
交

通
手
段
が
総
合
的
に
整
っ
た
物
流
機
能
の
備

わ
っ
た
町
と
い
え
ま
す
。

町
の
主
要
産
業
は
農
業
で
、
農
地
面
積
は

約
２
、
２
１
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
水
田
と

畑
が
ほ
ぼ
半
分
ず
つ
で
す
。
水
田
地
帯
で
は

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
」
を
主
体
と
し
た
早
期
水
稲

と
、
ピ
ー
マ
ン
・
胡
瓜
・
ト
マ
ト
等
の
施
設

野
菜
、
畑
地
帯
で
は
茶
・
甘か

ん

藷し
ょ

等
の
栽
培
の

ほ
か
、
養
鶏
・
肉
用
牛
・
酪
農
等
の
畜
産
が

盛
ん
で
す
。

以
上
の
よ
う
な
比
較
的
恵
ま
れ
た
立
地
と

１
．
新
富
町
の
概
要

新富町

宮崎県 新
しん

富
とみ

町
ちょう

宮崎県

▲

新
富
町
の
農
産
物
と
上
空
か
ら
見
た
街
並
み

新し
ん

富と
み

町ち
ょ
う

75

―地域の魅力化に向けた
２つの取組―

新しい富の創造 人
口
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
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環
境
に
あ
り
な
が
ら
も
、宮
崎
県
内
で
は「
通

過
す
る
町
」
と
い
わ
れ
、
特
徴
的
な
観
光
地

等
の
資
源
に
乏
し
く
、
全
国
的
な
少
子
高
齢

化
に
よ
る
産
業
の
衰
退
は
本
町
も
同
様
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
住
ん
で
よ
か
っ
た
と

い
わ
れ
る
よ
う
な
、
地
域
と
し
て
の
魅
力
を

ど
の
よ
う
に
向
上
さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題

と
い
え
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
町
で
は
２
つ

の
大
き
な
事
業
を
動
か
す
こ
と
に
な
り
ま

す
。１

つ
は
旧
観
光
協
会
を
解
散
し
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
に
特
化
し
た
一
般
財
団
法

人
を
設
立
し
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

行
う
こ
と
。

２
つ
目
は
、
自
衛
隊
基
地
周
辺
に
あ
っ
て

過
度
な
騒
音
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
り
土
地

利
用
が
困
難
と
な
っ
た
地
域
を
、
集
客
に
よ

る
活
性
化
エ
リ
ア
と
す
る
ハ
ー
ド
事
業
を
進

め
る
こ
と
で
す
。

町
は
、
こ
の
２
つ
の
事
業
を
展
開
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、「
ひ
と
」・「
も
の
」
の
集
積

を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
人
口
・
交
流
人
口

の
拡
大
に
向
け
て
大
き
く
舵
を
き
り
ま
し

た
。
平
成
29
年
の
こ
と
で
す
。

一
般
財
団
法
人
こ
ゆ
地
域
づ
く
り
推
進
機

構
（
以
降
「
こ
ゆ
財
団
」
と
い
う
。）
は
、

平
成
29
年
３
月
に
新
富
町
が
出
資
し
て
設
立

し
た
団
体
で
す
。
町
は
観
光
協
会
を
役
場
内

で
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
社

会
課
題
を
、
行
政
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
が

難
し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
克

服
す
る
た
め
に
同
協
会
を
発
展
的
に
解
散

し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
が
け
る
こ

と
に
特
化
し
た
同
法
人
を
設
立
す
る
に
至
り

ま
し
た
。

そ
の
目
標
は
、
地
域
に
活
力
を
生
む
手
段

と
し
て
、
地
域
経
済
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
。

そ
し
て
生
産
活
動
の
拡
大
に
よ
り
雇
用
を
創

出
す
る
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
魅
力
あ
る

仕
事
や
地
域
を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

町
に
帰
っ
て
く
る
若
者
や
町
に
移
り
住
む

人
々
の
増
加
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

設
立
か
ら
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
現
在

も
令
和
２
年
度
に
始
ま
っ
た
『
第
２
期
新
富

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
』
に
も

と
づ
き
、
町
と
と
も
に
発
展
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
こ
ゆ
財
団
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、

行
政
だ
け
で
は
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
が
発
展

し
な
い
と
い
う
課
題
、
そ
し
て
地
域
の
特
産

品
の
開
発
が
進
ま
な
い
と
い
う
課
題
で
し

た
。ふ

る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
町
か
ら
ふ

る
さ
と
納
税
事
務
を
受
託
し
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
よ
っ
て
返
礼
品
と
し
て
際
立
つ
特
産

品
を
創
る
と
い
う
こ
と
に
注
力
。
数
年
前
か

ら
町
と
し
て
推
進
し
て
い
た
国
内
で
も
３
％

し
か
な
い
国
産
ラ
イ
チ
を
、
１
粒
１
０
０
０

円
の
「
新
富
ラ
イ
チ
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
し
て
商
品
化
に
成
功
し
ま
し
た
。

ま
た
、
生
鮮
野
菜
を
中
心
に
厳
選
し
て
集

め
た
農
産
物
を
「
こ
ゆ
野
菜
セ
ッ
ト
」
と
し

て
定
期
販
売
す
る
等
で
平
成
29
年
度
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
に
町
へ
の
寄
附
を
50
億
円
以

上
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

町
か
ら
ふ
る
さ
と
納
税
事
務
を
受
託
し
た

手
数
料
を
財
源
と
し
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
は
、
町
内
に
空
き

家
・
空
き
店
舗
が
目
立
ち
始
め
、
産
業
の
担

い
手
が
不
足
し
て
い
る
と
い
う
課
題
で
す
。

こ
ゆ
財
団
で
は
、
こ
れ
ら
の
空
き
店
舗
や

空
き
家
の
一
部
を
再
生
し
た
有
効
活
用
や
新

規
事
業
創
出
を
本
格
化
さ
せ
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ィ
ー
ル
ド
（
こ
ゆ
財
団
オ
フ
ィ
ス
）、
こ

ゆ
野
菜
カ
フ
ェ
、
民
泊
「
茶
心
」、
新
富
ア

グ
リ
バ
レ
ー
、
宿
泊
交
流
拠
点
施
設
「
追
分

分
校
」
を
開
業
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
新
富
ア
グ
リ
バ
レ
ー
は
閉
店

２
．
財
団
法
人
の
設
立
と
展
開

３
．
財
団
法
人
に
よ
る
「
地
域
産
品

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

４
．
財
団
法
人
に
よ
る�

「
遊
休
施
設
の
再
活
用
」

▲新富ライチ

▲一般財団法人こゆ地域づくり推進機構のスタッフ
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し
た
Ａ
コ
ー
プ
新
富
店
の
建
物
を
改
修
し
た

ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
、
新
た
に
誕
生
し

た
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
「
株
式
会
社
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ

Ｉ
Ｓ
Ｔ
」
が
ス
マ
ー
ト
農
業
に
挑
戦
し
、
加

え
て
全
国
的
に
着
ぐ
る
み
制
作
を
手
掛
け
る

「
株
式
会
社
Ｋ
Ｉ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
Ｉ
．
Ｂ
Ｉ
Ｚ
」

が
宮
崎
市
か
ら
移
転
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。

両
社
だ
け
で
、
30
名
を
超
え
る
従
業
員
の

方
々
が
通
勤
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
町
や
こ
ゆ
財

団
と
の
協
業
も
進
ん
で
い
ま
す
。

宿
泊
交
流
拠
点
施
設
は
、
平
成
26
年
度
に

廃
校
と
な
っ
た
富
田
小
学
校
追
分
分
校
の
校

舎
を
、
農
水
省
の
農
山
漁
村
振
興
交
付
金
と

町
の
補
助
を
活
用
し
て
改
修
し
た
も
の
で

す
。
の
ち
に
紹
介
す
る
サ
ッ
カ
ー
を
中
心
と

し
た
活
性
化
事
業
と
連
携
し
、
町
内
外
か
ら

来
ら
れ
る
合
宿
や
テ
レ
ワ
ー
ク
に
活
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
活
動
を
進
め
る
と
と
も

に
、
町
へ
の
興
味
関
心
を
高
め
る
取
組
と
し

て
、
首
都
圏
で
行
う
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
（
起
業
家
育
成
講
座
）
や
、
宮
崎

県
域
の
起
業
家
を
目
指
す
方
を
対
象
に
「
こ

ゆ
未
来
塾
」
等
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
で
は
、
起
業
に
役
立
つ

情
報
や
経
験
者
と
の
交
流
等
を
企
画
し
、
必

ず
本
町
を
舞
台
と
し
た
資
源
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
や
、
町
内
事
業
者
と
の
交
流
を
設
定
し

て
い
ま
す
。

こ
の
講
座
運
営
を
通
じ
て
、
結
果
的
に
地

域
資
源
の
掘
り
起
こ
し
や
、
事
業
者
と
事
業

者
を
つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
る
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

が
生
ま
れ
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

現
在
は
そ
の
よ
う
な
環
境
を
活
用
し
、
中

高
生
を
対
象
に
町
を
舞
台
と
し
た
、
探
求
学

習
を
行
う
新
た
な
修
学
旅
行
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

開
発
し
、
多
く
の
団
体
に
来
町
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
社
会
課
題
を
解
決
し
よ
う

と
い
う
探
求
活
動
は
、
多
く
の
企
業
の
共
感

を
呼
び
、
令
和
元
年
以
降
、
ユ
ニ
リ
ー
バ
・

ジ
ャ
パ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
や

株
式
会
社
エ
ネ
オ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
、

三
洋
化
成
工
業
株
式
会
社
等
、
多
く
の
企
業

と
連
携
協
定
を
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
に
協
業
の

取
組
を
進
め
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
２
つ
目
の
取
組
と
し
て
、
集
客

の
要
と
な
る
ハ
ー
ド
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。「
三
納
代
北
地
区
」と
呼
ば
れ
る
地
域
は
、

自
衛
隊
新
田
原
基
地
の
滑
走
路
の
延
長
線
直

下
に
あ
り
、
航
空
機
の
離
発
着
の
際
の
騒
音

が
大
き
い
こ
と
で
知
ら
れ
、
工
場
の
撤
退
等

が
相
次
ぎ
土
地
の
ま
と
ま
っ
た
利
活
用
の
難

し
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

町
は
こ
の
地
域
を
遊
休
地
化
さ
せ
ず
、
集

５
．
財
団
法
人
の
活
動
を
契
機
し
た�

産
学
官
連
携
の
取
組

６
．
ま
ち
づ
く
り
事
業�

（
ハ
ー
ド
事
業
）
の
展
開

▲町での企業研修

▲企業のみなさんとの連携協定

▲改修前の旧富田小学校追分分校
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客
エ
リ
ア
と
し
て
利
活
用
す
る
た
め
、
サ
ッ

カ
ー
場
や
農
産
物
直
売
施
設
を
設
置
す
る
構

想
を
掲
げ
、
平
成
28
年
度
か
ら
事
業
計
画
を

検
討
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
宮
崎
県
で
Ｊ

リ
ー
グ
参
入
を
目
指
す
「
テ
ゲ
バ
ジ
ャ
ー
ロ

宮
崎
」
が
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建
設
地
を

求
め
て
お
り
、
同
チ
ー
ム
か
ら
町
に
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
三
納
代
北
地
区
の
う
ち
南
半
分

の
一
部
を
、
同
チ
ー
ム
が
利
用
で
き
る
ス
タ

ジ
ア
ム
用
地
と
し
て
土
地
を
確
保
。
チ
ー
ム

の
親
会
社
が
こ
の
土
地
に
施
設
を
建
設
後
、

寄
附
す
る
こ
と
に
よ
り
公
共
施
設
と
し
、

チ
ー
ム
の
関
係
会
社
を
町
が
指
定
管
理
者
に

指
定
し
、
管
理
を
委
任
す
る
方
法
を
と
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
チ
ー
ム
は
令
和
元
年
に
Ｊ
３
に

参
入
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
施
設
も
完
成
。

施
設
は
愛
称
「
ユ
ニ
リ
ー
バ
ス
タ
ジ
ア
ム

新
富
」
と
し
て
令
和
２
年
３
月
に
開
業
。
今

季
３
年
目
の
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、ス
タ
ジ
ア
ム
に
隣
接
し
、町
が
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、宮
崎
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
と
連
携
し
、

宮
崎
県
に
お
け
る
サ
ッ
カ
ー
の
中
心
地
と
し

て
、
サ
ッ
カ
ー
を
「
観
る
」
の
も
「
競
技
す

る
」
の
も
新
富
町
で
、
を
目
標
に
集
客
の
要

に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
三
納
代
北
地
区
に
は
、
農
畜
産

物
直
売
所
と
農
業
研
究
農
園
を
設
置
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年
に
は
児
湯
農
業

協
同
組
合
と
連
携
し
て
農
業
公
社
を
設
立

し
、
同
公
社
が
直
売
所
と
農
園
を
管
理
し
、

企
業
の
農
業
参
入
や
新
た
な
特
産
品
開
発
を

進
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
『
第
２
期
新

富
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
総
合
戦
略
』
で

は
、
国
の
施
策
に
沿
っ
て
、
関
係
人
口
・
交

流
人
口
を
増
や
す
取
組
を
掲
げ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

方
針
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
特
に
対
面
の

交
流
と
な
る
宿
泊
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
か

な
り
抑
制
さ
れ
た
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。し

か
し
、
ソ
フ
ト
面
に
あ
っ
て
は
、
も
と

も
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
を

多
用
す
る
こ
ゆ
財
団
の
取
組
は
、
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、
よ
り
全
国

的
に
情
報
の
拡
散
と
人
の
つ
な
が
り
に
結
び

付
い
た
面
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
少
し
ず
つ
準
備
し
て
き
た
こ
の

環
境
を
磨
き
あ
げ
、
さ
ら
な
る
関
係
人
口
・

交
流
人
口
の
拡
大
に
向
け
、
次
の
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

宮
崎
県
新
富
町　

総
合
政
策
課

課
長　

有
馬　

義
人

（
令
和
４
年
６
月
27
日
付
第
3
２
０
４
号
）

７
．
今
後
の
課
題
と
展
望

▲ユニリーバスタジアム新富

▲テゲバジャーロ宮崎

▲新富町フットボールセンター

▲

三
納
代
北
地
区
の
地
域
活
性
化
エ
リ
ア
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北
海
道
厚あ
っ

沢さ

部ぶ

町ち
ょ
う

は
、
渡
島
半
島
の
日
本

海
側
、
檜
山
管
内
に
位
置
し
、
三
方
を
森
林

に
囲
ま
れ
、
清
流
厚
沢
部
川
を
は
じ
め
と
す
る

河
川
流
域
に
は
、
水
田
や
丘
陵
地
帯
に
畑
地
が

拓
け
た
農
林
業
を
基
幹
産
業
と
す
る
町
で
す
。

ま
た
、「
メ
ー
ク
イ
ン
発
祥
の
地
」
と
し
て
古

く
か
ら
農
業
の
営
み
が
続
け
ら
れ
て
き
て
お

り
、
安
全
で
安
心
な
農
産
物
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

厚
沢
部
町
で
は
、
平
成
21
年
に
「
過
疎
」

を
受
け
入
れ
た
う
え
で
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
「
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く

り
」
基
本
条
例
を
制
定
し
、
誰
も
が
厚
沢
部

町
に「
住
ん
で
良
か
っ
た
」「
住
ん
で
み
た
い
」

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
個
性
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

厚
沢
部
町
で
は
、
全
道
の
な
か
で
も
早
い

２
．
保
育
園
留
学
誕
生
ま
で

厚沢部町

北海道 厚
あっ

沢
さ

部
ぶ

町
ちょう

北海道

▲

保
育
園
留
学
の
舞
台
と
な
る
認
定
こ
ど
も
園
「
は
ぜ
る
」

▲�「はぜる」周辺。広大な敷地で大自然を感じなが
ら思い切り遊ぶことができる

79

１
．
厚
沢
部
町
の
概
要

「保育園留学」を
通じた地域活性化
・超長期的な関係
人口創出の取組

教
育
・
福
祉
関
連
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段
階
か
ら
、
町
が
１
０
０
％
出
資
す
る
「
素

敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式
会
社
」を
設
立
し「
移

住
体
験
住
宅
」
を
活
用
し
た
移
住
施
策
等
を

行
い
、
人
口
増
加
に
向
け
て
外
部
か
ら
の
人

を
受
け
入
れ
る
取
組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、子
育
て
支
援
に
も
力
を
注
ぎ
、山
々

に
囲
ま
れ
た
町
の
特
色
を
活
か
し
、
大
自
然

の
な
か
で
子
ど
も
が
の
び
の
び
と
生
活
で
き

る
認
定
こ
ど
も
園
「
は
ぜ
る
」
を
平
成
31
年

に
設
立
し
ま
し
た
。「
は
ぜ
る
」
は
移
住
者

や
地
域
住
民
が
集
い
多
世
代
交
流
で
き
る
子

育
て
支
援
拠
点
施
設
と
し
て
つ
く
ら
れ
て
お

り
、
町
外
の
人
で
も
短
期
間
子
ど
も
を
預
け

る
こ
と
が
可
能
な
「
一
時
預
か
り
」
制
度
を

設
け
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
移
住
体
験
住
宅
を
利
用

さ
れ
る
方
は
高
齢
の
方
が
多
く
、
ま
た
、
移

住
に
つ
な
が
る
こ
と
も
こ
れ
ま
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
若
い
世
代
に
利
用
し
て
い
た

だ
き
、
移
住
施
策
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が

課
題
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
な
か
、
現
在
保
育
園
留
学
を
官

民
連
携
で
進
め
る
株
式
会
社
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク

と
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
令
和
３
年
６
月
に
会
社
の
代
表
で
あ
る

山
本
氏
か
ら「
は
ぜ
る
」の
写
真
を
見
て「
１

歳
の
娘
を
は
ぜ
る
に
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
か
」
と
問
い
合
わ
せ
の
メ
ー
ル
が
届

き
ま
し
た
。
山
本
氏
は
横
浜
市
在
住
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
正
式
な
入
園
は
広
域
入
所
の

手
続
き
な
ど
事
務
的
に
大
変
な
こ
と
も
あ
る

た
め
、
町
か
ら
一
時
預
か
り
制
度
の
利
用
を

提
案
し
ま
し
た
。
入
居
す
る
住
宅
も
移
住
体

験
住
宅
が
空
い
て
い
た
こ
と
か
ら
そ
ち
ら
に

決
定
し
ま
し
た
。
移
住
体
験
住
宅
に
は

W
i-Fi

も
整
備
さ
れ
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
環
境

が
あ
れ
ば
テ
レ
ワ
ー
ク
が
可
能
と
の
こ
と

だ
っ
た
の
で
仕
事
が
で
き
る
環
境
も
整
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
山
本
氏
は
厚
沢
部
町

に
来
る
や
自
ら
「
保
育
園
留
学
し
て
い
ま

す
！
」
と
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
厚
沢
部
町
で
の

滞
在
の
様
子
を
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
と
こ
ろ
、「
楽
し
そ
う
！
」「
こ
ん

な
制
度
が
あ
る
の
で
す
か
」「
新
し
い
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
で
す
ね
」
と
い
っ
た
反
響

が
多
数
届
き
ま
し
た
。山
本
氏
が
滞
在
の
間
、

役
場
の
担
当
者
と
保
育
園
留
学
や
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
話
す
機
会
が
多
く
、
滞
在
最
終

日
に
は
、
山
本
氏
か
ら
保
育
園
留
学
を
事
業

化
す
る
企
画
書
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
企
画

書
の
中
身
は
、
今
ま
さ
に
山
本
氏
が
体
験
し

て
い
る
「
は
ぜ
る
」
で
の
一
時
預
か
り
制
度

の
活
用
と
移
住
体
験
住
宅
の
利
用
（
１
週
間

３
．
保
育
園
留
学
誕
生

▲幅広いニーズに対応可能な２～３LDKの移住体験住宅

▲�町政策推進課政策推進係長・木口（左）と株式
会社キッチハイク代表取締役CEO・山本氏（右）

▲テレワーク可能な移住交流センター
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～
３
週
間
）
に
加
え
、
厚
沢
部
町
で
の
生
活

体
験
（
農
作
物
の
収
穫
体
験
な
ど
）
を
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
「
保
育
園
留
学
」
と
す
る
こ
と

で
、
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
イ
ン
パ
ク
ト
を

持
っ
た
事
業
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は

と
い
う
内
容
で
し
た
。山
本
氏
の
体
験
が「
保

育
園
留
学
第
０
号
」
と
し
て
、
保
育
園
留
学

誕
生
の
瞬
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
事
業
化
に
向
け
て
株
式
会
社

キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
と
の
協
議
に
加
え
、
庁
内
で

の
調
整
や
「
は
ぜ
る
」
の
先
生
た
ち
と
の
打

ち
合
わ
せ
、
ま
た
、
移
住
体
験
住
宅
の
指
定

管
理
を
行
う
素
敵
な
過
疎
づ
く
り
株
式
会
社

と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
ま
し
た
。
令
和
３

年
10
月
に
保
育
園
留
学
の
取
組
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
実
施
し
、
目
標
額
30
万
円
に
対

し
て
支
援
者
数
１
０
５
人
か
ら
１
５
５
万
千

円
の
支
援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た

（
達
成
率
５
１
７
％
）。

ま
た
、
保
育
園
留
学
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

作
成
も
進
め
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

終
了
と
同
時
に
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
て
令
和

３
年
11
月
か
ら
正
式
に
保
育
園
留
学
の
募

集
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
11
月
か
ら

令
和
４
年
３
月
ま
で
の
間
に
３
組
の
ご
家
族

が
保
育
園
留
学
を
体
験
し
て
く
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
４
月
か
ら
は
、
厚
沢
部
町
と
株

式
会
社
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
に
よ
る
『
次
の
１
０
０

年
を
創
造
す
る
地
域
の
家
族
と
つ
な
が
り
を

つ
く
る
「
保
育
園
留
学
」
事
業
』
を
推
進
す

る
た
め
官
民
連
携
に
よ
る
協
定
書
を
締
結
し
、

内
閣
府
に
よ
る
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
事
業
を
正
式
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

令
和
３
年
の
事
業
開
始
直
後
よ
り
多
く
の

問
い
合
わ
せ
や
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
取
材
等
も

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
４
年
度
の
申
し
込

み
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
１
ヶ
月
の
間
に
１
０

０
件
を
超
え
る
申
込
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
も
問
い
合
わ
せ
と
申
込
の
件
数
は
増
え
続

け
、
結
果
的
に
令
和
４
年
度
の
利
用
見
込
み

件
数
は
１
４
０
件
、問
い
合
わ
せ
件
数
は
１
、

２
０
０
件
以
上
で
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
も
１

０
０
件
を
超
え
る
ほ
ど
に
な
り
ま
し
た
。

既
に
１
０
０
家
族
が
保
育
園
留
学
を
体
験

し
て
い
ま
す
が
、
特
徴
的
な
の
は
リ
ピ
ー
ト

希
望
率
の
高
さ
で
す
。
実
に
、
90
％
以
上
の

方
が
リ
ピ
ー
ト
を
希
望
し
て
い
る
状
況
で

す
。
４
月
に
利
用
し
、
既
に
２
回
目
の
保
育

園
留
学
を
体
験
し
て
い
る
ご
家
族
も
い
ま

す
。こ
の
満
足
度
の
高
さ
は
何
か
と
い
う
と
、

「
は
ぜ
る
」
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実
と

情
熱
的
な
先
生
た
ち
の
存
在
が
と
て
も
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
保
育
園
留
学
に
来
ら

れ
る
前
は
、
建
物
や
園
庭
な
ど
ハ
ー
ド
面
に

惹
か
れ
て
来
ら
れ
る
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
に
来
ら
れ
て
み
る

と
先
生
た
ち
の
子
ど
も
た
ち
へ
向
き
合
う
姿

勢
や
、
子
ど
も
だ
け
で
は
な
く
保
護
者
も
一

緒
に
受
け
入
れ
る
姿
勢
に
心
打
た
れ
る
保
護

者
が
非
常
に
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
実
際
に
利
用
さ
れ
た
多
く
の
保
護
者
か

ら
は
、「
ハ
ー
ド
面
の
素
晴
ら
し
さ
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
ソ
フ
ト
面
が
素
晴
ら
し
い
」

と
い
う
声
を
多
数
聞
く
と
同
時
に
、
子
ど
も

の
た
め
に
保
育
園
留
学
を
し
た
は
ず
が
、
先

生
た
ち
の
子
ど
も
に
向
き
合
う
姿
勢
か
ら
、

「
親
と
し
て
の
子
ど
も
へ
の
向
き
合
い
方
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
声
も
聞
か

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ッ
ズ
リ
ー
（
保
育

ア
プ
リ
）
に
よ
り
そ
の
日
の
子
ど
も
の
様
子

を
写
真
で
見
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の
楽

し
そ
う
な
様
子
が
伝
わ
り
安
心
し
て
子
ど
も

を
預
け
ら
れ
て
い
る
充
実
感
も
相
ま
っ
て
仕

事
の
生
産
性
が
上
が
っ
た
と
い
う
声
も
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

保
育
園
留
学
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響
を

考
え
た
と
き
、
都
会
等
か
ら
来
ら
れ
る
子
ど

も
だ
け
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が
当
た
り
、
広
々
と

し
た
園
庭
で
走
り
回
れ
る
こ
と
や
、
自
然
に

触
れ
心
豊
か
な
体
験
が
で
き
る
こ
と
が
良
い

経
験
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
い
ざ
保

育
園
留
学
を
始
め
て
み
る
と
在
園
児
に
と
っ

て
も
、
刺
激
的
な
経
験
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
東
京
か
ら
来

る
こ
と
、
飛
行
機
で
北
海
道
に
来
る
こ
と
、

数
十
階
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん
で
い
る
こ
と

等
、
今
の
自
分
た
ち
と
は
全
く
違
う
環
境
の

子
ど
も
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち

４
．
官
民
連
携
協
定
書
を
締
結

５
．
令
和
４
年
度
の
保
育
園
留
学

６
．
子
ど
も
た
ち
へ
の
影
響

▲アスパラガスの収獲体験の様子

▲�３歳以上児用の園庭（自然のなかのびのびと遊ぶこ
とができる環境）

81

町村会24_九校.indb   81町村会24_九校.indb   81 2024/10/21   18:392024/10/21   18:39



の
興
味
や
好
奇
心
が
増
し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
育
園
留
学
児
が
帰
る
と
き
の

涙
の
お
別
れ
と
、
次
の
週
に
は
ま
た
新
た
な

出
会
い
の
喜
び
を
幼
少
期
か
ら
体
験
す
る
こ

と
は
、心
の
成
長
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

①
旅
先
納
税

保
育
園
留
学
を
進
め
る
な
か
で
事
業
の
継

続
性
を
ど
の
よ
う
に
持
ち
続
け
る
か
と
い
う

こ
と
は
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
を
活
用
す
る
こ
と
は
課
題
解
決

の
１
つ
の
方
法
で
は
あ
り
ま
す
が
、
厚
沢
部

町
で
は
、
旅
先
で
寄
附
を
行
う
ふ
る
さ
と
納

税
を
株
式
会
社
ギ
フ
テ
ィ
と
連
携
し
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
旅
先
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
す
る
こ
と
で
、
そ
の

場
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
旅
先
の
加
盟
店
で

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
電
子
ク
ー
ポ
ン
が

付
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。
寄
附
額
は
町
の
収

入
と
な
る
一
方
で
、
返
礼
品
に
つ
い
て
も
地

元
で
使
え
る
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
た
め
、
地
元

に
お
金
が
落
ち
る
仕
組
み
に
な
り
ま
す
。
そ

う
す
る
こ
と
で
、
事
業
の
継
続
性
が
生
ま
れ

る
と
共
に
、
町
全
体
で
経
済
の
循
環
が
生
ま

れ
、
よ
り
保
育
園
留
学
の
推
進
に
つ
な
が
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

②
キ
ッ
ズ
ド
ク
タ
ー

保
育
園
留
学
な
ど
慣
れ
な
い
土
地
に
来
る

と
、
ど
う
し
て
も
体
調
を
悪
く
し
て
し
ま
う

お
子
さ
ん
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
慣
れ

な
い
土
地
で
慣
れ
な
い
病
院
へ
行
く
の
も
大

変
で
す
。
し
か
も
大
き
な
病
院
へ
行
く
と
な

る
と
車
で
時
間
を
か
け
て
移
動
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
（
キ
ッ
ズ
ド
ク

タ
ー
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
で
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
無
料
の
チ
ャ
ッ
ト
相
談
と
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
が
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
は
ビ

デ
オ
通
話
で
診
療
し
処
方
箋
が
地
元
の
薬
局

に
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
キ
ッ
ズ
ド
ク

タ
ー
は
夜
間
及
び
休
日
等
の
利
用
に
限
ら
れ

ま
す
が
、
夜
間
受
診
す
る
こ
と
で
、
翌
日
に

地
元
の
薬
局
へ
薬
を
受
け
取
り
に
行
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、こ
の
キ
ッ
ズ
ド
ク
タ
ー

は
保
育
園
留
学
の
子
ど
も
限
定
の
サ
ー
ビ
ス

で
は
な
く
、
厚
沢
部
町
内
の
子
ど
も
も
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
過
疎
地
に

お
け
る
医
療
課
題
の
解
決
の
１
つ
に
な
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

課
題
と
し
て
は
、
受
け
入
れ
住
宅
の
不
足

で
す
。
現
在
、
町
所
有
の
移
住
体
験
住
宅
３

棟
４
戸
と
民
間
住
宅
２
棟
２
戸
に
よ
り
最
大

６
家
族
の
受
け
入
れ
が
可
能
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
が

１
０
０
件
ほ
ど
あ
る
状
況
を
考
え
れ
ば
、
受

け
入
れ
住
宅
の
拡
充
は
必
要
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。
新
築
に
よ
る
移
住
体
験
住
宅
を
増
や

す
こ
と
も
可
能
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ

で
は
町
の
本
質
的
な
課
題
解
決
に
は
つ
な
が

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
過
疎
地
に
お
け

る
空
き
家
問
題
は
深
刻
で
あ
り
、
今
後
は
空

き
家
を
い
か
に
有
効
活
用
で
き
る
か
が
重
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。
保
育
園
留
学
の
需
要
と

空
き
家
の
居
住
と
し
て
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
図

れ
る
こ
と
で
、
こ
の
保
育
園
留
学
が
過
疎
地

に
お
け
る
課
題
解
決
に
向
か
う
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
に
な
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
移
住
と
い
う
の
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
た
し
か
に
保
育
園
留
学
か
ら
移

住
し
て
く
だ
さ
る
家
族
が
い
る
こ
と
は
町
に

と
っ
て
大
き
な
こ
と
で
す
が
、必
ず
し
も「
移

住
」
が
す
べ
て
の
解
で
は
な
い
と
も
思
っ
て

い
ま
す
。
保
育
園
留
学
に
よ
り
年
間
を
通
し

て
利
用
家
族
が
い
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
厚

沢
部
町
で
人
は
変
わ
れ
ど
確
実
に
生
活
し
て

い
る
子
育
て
家
族
が
い
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
住
民
票
は
な
く
と
も
、
そ
こ
で
生
活
す

る
こ
と
は
町
の
活
性
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
う
し
た
家
族
が
１
組
、
２
組
と
増
え
て
い

く
こ
と
で
、
直
接
的
な
移
住
者
で
は
な
く
て

も
、
も
は
や
移
住
と
同
じ
意
味
を
な
す
関
係

人
口
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
全
国
の
た
く
さ
ん
の
方
に
「
は
ぜ

る
」
で
の
保
育
園
留
学
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
、
子
育
て
の
充
実
と
厚
沢
部
町
と
の
超
長

期
的
な
関
係
人
口
を
創
出
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 

北
海
道
厚
沢
部
町　

政
策
推
進
課

政
策
推
進
係
長　

木
口　

孝
志

（
令
和
５
年
１
月
９
日
付
第
３
２
２
５
号
）

７
．
新
た
に
始
ま
っ
た
取
組

８
．�

課
題
と
こ
れ
か
ら
の�

保
育
園
留
学

▲旅先納税

▲キッズドクター
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本
町
は
栃
木
県
央
南
部
に
位
置
し
、
総
面

積
61
・
06
㎢
で
す
。

東
京
か
ら
は
北
に
約
90
㎞
の
距
離
に
あ

り
、
東
・
南
は
下
野
市
、
西
は
栃
木
市
、
北

は
鹿
沼
市
と
宇
都
宮
市
に
隣
接
し
て
い
ま

す
。
本
町
の
人
口
（
住
基
人
口
）
は
、
令
和

３
年
度
末
現
在
、
３
８
、
９
８
５
人
で
あ
り
、

平
成
26
年
度
の
３
９
、
９
１
２
人
を
ピ
ー
ク

に
減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
勢
は
、
西
境
を
思
川
、
中
央
部
を
黒
川
、

東
境
沿
い
を
姿
川
が
流
れ
て
お
り
、
関
東
平

野
の
北
部
に
あ
た
る
ほ
ぼ
平
坦
な
地
形
で
、

標
高
は
50
～
１
０
０
ｍ
で
す
。

ま
た
、東
武
宇
都
宮
線
の
４
つ
の
駅
（「
お

も
ち
ゃ
の
ま
ち
駅
」
と
い
う
、
か
わ
い
い
！

駅
名
ラ
ン
キ
ン
グ
日
本
一
の
駅
も
あ
り
ま

す
）
が
町
内
に
あ
る
と
と
も
に
、
北
関
東
自

動
車
道
壬
生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
東
北
自

動
車
道
と
連
結
し
て
お
り
、
広
域
的
交
通
の

利
便
性
が
高
い
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
30
年
、
新
制
壬
生
町
が
誕
生
す
る
と

お
も
ち
ゃ
団
地
や
獨
協
医
科
大
学
の
誘
致
を

進
め
、
近
年
で
は
北
関
東
自
動
車
道
及
び
壬

生
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
、
県
道
宇
都
宮
栃
木

線
等
が
整
備
さ
れ
る
と
と
も
に
、
壬
生
総
合

公
園
、
東
雲
公
園
を
は
じ
め
と
し
た
公
園
や

緑
地
が
充
実
し
た
、
便
利
で
快
適
な
「
緑
園

都
市
」
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

な
お
、
人
口
10
万
人
当
た
り
の
医
師
数
全

国
5
位
、看
護
師
数
全
国
5
位
と
な
る
な
ど
、

医
療
環
境
の
充
実
等
を
理
由
に
「
住
み
よ
い　

住
み
続
け
た
い
」
と
思
う
町
民
が
9
割
近
く 壬生町

栃木県 壬
み

生
ぶ

町
まち

栃木県

▲復元された町のシンボル「壬生城二の丸門」。壬生城は文明年間に壬生綱重によって築かれた

83

壬
生
町
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概
要

－下野国壬生藩の
藩校教育を現代へ生かす－

「論語」を
活かした

まちづくり

教
育
・
福
祉
関
連
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に
達
し
、
世
界
首
位
の
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
企

業
の
誘
致
、
役
場
新
庁
舎
開
庁
や
県
内
初
の

大
型
商
業
施
設
の
進
出
等
、
ま
す
ま
す
「
住

み
た
い　

住
み
続
け
た
い
町
」
へ
と
歩
ん
で

い
ま
す
。

栃
木
県
の
壬
生
町(
旧
壬
生
藩)

で
は
、
令

和
３
年
11
月
20
日
・
21
日
に
“
鳥
居
家
三
君

に
見
る
人
づ
く
り
の
精
神
”を
テ
ー
マ
に「
第

18
回
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
壬
生
大
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
（
写
真
①
・
②
）。
町
を
あ
げ

て
の
「
論
語
素
読
」、「
湯
島
聖
堂
公
認
〈
壬

生
論
語
検
定
〉」、
そ
し
て
町
歴
史
民
俗
資
料

館
が
行
っ
た
「
郷
土
の
偉
人
顕
彰
作
業
」
等

を
手
堅
く
実
施
し
て
き
た
成
果
が
認
め
ら

れ
、
開
催
に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。
一
地
方
自

治
体
の
誘
致
と
し
て
は
誇
り
と
す
べ
き
こ
と

と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
紙
面
で
は
わ
が
町
の
「
論
語
素
読
」

の
取
組
か
ら「
ギ
ネ
ス
挑
戦
」、「
藩
校
サ
ミ
ッ

ト
」
ま
で
の
流
れ
を
紹
介
し
、
こ
れ
か
ら
の

飛
躍
へ
と
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
下
野
国(

栃
木
県)

に
置
か
れ

た
１
万
石
か
ら
３
万
石
の
譜
代
藩
で
す
。
日

光
東
照
社(

宮)

造
営
時
に
は
物
資
輸
送
の
前

線
基
地
と
な
り
、
そ
の
後
の
日
光
社
参
の
行

程
で
は
徳
川
将
軍
家
の
定
宿（
宿
館
）と
な
っ

た
信
頼
さ
れ
た
藩
で
し
た
。

現
在
の
壬
生
の
文
化
に
大
き
く
影
響
を
与

え
た
と
思
わ
れ
る
の
は
正
徳
２（
１
７
１
２
）

年
に
６
人
目
の
藩
主
と
し
て
入
城
し
た
鳥と
り

居い

忠た
だ

英て
る

で
す
。
忠
英
は
壬
生
に
来
る
な
り
〈
学

問
所(

の
ち
学
習
館)

〉
を
つ
く
り
ま
し
た
。

前
任
地
近
江
国
水
口
藩(

滋
賀
県
甲
賀
市)

で

は
大
学
者 

伊い

藤と
う

仁じ
ん

斎さ
い

を
２
度
も
招
聘
し
て

学
ん
で
い
る
事
実
が
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
壬
生

で
学
ん
だ
も
の
も
仁
斎
の
学
問
で
あ
っ
た
こ

と
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

壬
生
藩
鳥
居
家
は
明
治
の
廃
藩
置
県
ま
で

続
き
、
こ
の
領
内
か
ら
も
多
岐
に
わ
た
る
人

材
が
育
ち
ま
す
。
以
下
の
人
物
は
「
偉
人
顕

彰
作
業
」
で
発
掘
さ
れ
た
人
々
で
す
。
①
県

内
初
の
西
洋
医
“
齋さ
い

藤と
う

玄げ
ん

昌し
ょ
う

”
②
国
内
初
の

医
大
生
“
榊さ
か
き

原ば
ら

玄げ
ん

瑞ず
い

”
③
漢
方
六
賢
人
の
１

人
“
河こ
う

内ち

全ぜ
ん

節せ
つ

”
④
国
内
初
の
海
外
留
学
生

“
齊さ
い

藤と
う

留と
め

蔵ぞ
う

”
⑤
東
京
音
楽
学
校
教
授
の
“
鳥

居
忱ま
こ
と

”⑥
太
田
胃
散
の
創
業
者“
太お
お

田た

信の
ぶ

義よ
し

”、

そ
し
て
⑦
宮
中
顧
問
長
官
、
帝
室
博
物
館
総

長
を
歴
任
し
た
“
渡わ
た

部な
べ

信し
ん

”
と
枚
挙
に
暇
が

な
い
ほ
ど
多
出
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
の
人
物
た
ち
は
維
新
後
も
活
躍

し
、
藩
校
〈
学
習
館
〉（
写
真
③
）
に
学
ん

だ
生
徒
で
す
。
壬
生
藩
は
関
東
譜
代
、
政
治

的
に
は
大
き
な
動
き
は
し
な
い
も
の
の
、
着

実
に
人
づ
く
り
を
し
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

江
戸
時
代
に
藩
校(

藩
学)

が
設
置
さ
れ
た

の
は
３
０
０
諸
侯
の
う
ち
の
約
２
６
０
諸

藩
。
各
藩
で
行
わ
れ
て
い
た
教
育
や
精
神
を

再
認
識
し
て
現
在
に
生
か
そ
う
と
い
う
主
旨

の
も
と
、
第
１
回
を
平
成
14
年
に
東
京
湯
島

聖
堂
で
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
全

国
の
都
市
を
持
ち
回
り
で
開
催
し
、
正
し
い

１
．
は
じ
め
に

２
．
下
野
国
壬
生
藩

３
．「
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
」

▲
�

①
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
の
ポ
ス
タ
ー
。
壬
生
町
で
開
催
し
た
本
大
会
は
、
町
全
体
を
あ
げ
て
取
り
組
ん
だ

▲②藩校サミット：みぶっ子「論語大朗誦」が堂々と披露された
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日
本
語
、
漢
字
文
化
を
将
来
へ
引
き
継
ご
う

と
、
湯
島
聖
堂
内
に
あ
る
漢
字
文
化
振
興
協

会
が
中
心
と
な
り
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
は
全
国
か
ら
旧
藩
主(

大

名)

の
子
孫
や
そ
の
藩
校
関
係
者
が
一
堂
に

集
ま
り
、
２
日
間
に
わ
た
っ
て
大
会
・
エ
ク

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
毎
年
会

場
に
は
千
人
近
い
人
々
が
集
い
、
開
催
地
は

な
か
な
か
の
活
況
を
呈
し
ま
す
。
初
日
の
本

大
会
で
は
ス
テ
ー
ジ
上
に
徳
川
宗
家
を
中
心

に
江
戸
時
代
の
大
名
子
孫
が
並
ぶ
姿
は
壮
観

で
あ
り
、
得
も
知
れ
ぬ
威
厳
さ
え
感
じ
さ
せ

ら
れ
ま
す
（
写
真
④
）。
ま
た
２
日
目
の
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
そ
の
土
地
の
名
所
・
旧
跡
等

を
廻
る
の
が
恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
、
第
２

回
か
ら
第
17
回
ま
で
の
ホ
ス
ト
藩
を
掲
げ
る

と
、
会
津
藩
、
佐
賀
藩
多
久
邑
、
備
中
松
山

藩
、
高
遠
藩
、
庄
内
藩
、
熊
本
藩
、
長
岡
藩
、

松
江
藩
、
水
戸
藩
、
薩
摩
藩
、
忍
藩
、
福
岡

藩
、
丸
亀
藩
、
加
賀
藩
、
丹
後
田
辺
藩
、
萩

藩
。
そ
し
て
第
18
回
大
会
は
壬
生
藩
で
開
催

さ
れ
、
旧
藩
主
29
藩
、
藩
校
関
係
者
42
藩
の

皆
さ
ま
が
参
加
し
、
官
民
一
体
で
開
催
さ
れ

た
大
会
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、
町
レ
ベ

ル
の
自
治
体
の
開
催
は
初
め
て
の
試
み
で
し

た
。今

日
で
は
管
内
小
学
校
の
児
童
・
生
徒
な

ら
誰
で
も
、
論
語
の
２
つ
３
つ
の
章
句
は
ス

ラ
ス
ラ
言
え
ま
す
。
こ
れ
は
自
信
を
も
っ
て

断
言
で
き
る
事
実
で
す
。
そ
れ
く
ら
い
町
中

に
論
語
は
浸
透
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
最
初
に
「
論
語
素
読
」
を
行
っ
た

の
は
、
16
年
前
の
平
成
19
年
で
し
た
。
こ
れ

は
商
店
街
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
管
内
小
学

校
の
１
ク
ラ
ス
が
、
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
運
営
す
る
ス

タ
ッ
フ
は
「
ま
ち
お
こ
し
の
素
材
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
取
り
組
め
る
も
の
」と
し
て「
論

語
の
素
読
」
に
辿
り
着
い
た
そ
う
で
す
。

平
成
21
年
度
、
文
部
科
学
省
「
学
習
指
導

要
領
」
の
改
訂
が
あ
り
、小
学
校
の
「
国
語
」

に
「
伝
統
的
な
言
語
文
化
」
の
事
項
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。
時
の
教
育
長(

故
人)

は
平

成
21
年
度
か
ら
藩
校
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
壬

生
小
学
校
に
「
論
語
素
読
」
を
導
入
、
平
成

22
年
度
か
ら
は
管
内
全
て
の
小
学
校
で
必
須

と
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
授
業
で
は
な
く
、

朝
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
や
休
み
時
間
に
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
の
テ
キ
ス
ト
は
湯
島

聖
堂
の
も
の
を
ベ
ー
ス
に
、
壬
生
論
語
18
章

句
を
抄
出
し
た
簡
単
な
印
刷
物
で
し
た
。
た

だ
章
句
を
選
択
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
１
学

年
で
３
章
句
、
つ
ま
り
６
年
間
で
18
章
句
と

定
め
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
過
程
や
生
活
環

境
を
考
慮
し
て
、
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え

ら
れ
る
よ
う
な
内
容
の
も
の
を
多
く
選
び
出

し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
は
「
素
読
・
暗
唱
」
が
軌
道

に
乗
り
、
各
家
庭
で
の
論
語
素
読
や
、
校
長

先
生
の
前
で
暗
唱
す
る
「
校
内
論
語
検
定
」

が
定
着
し
ま
し
た
（
写
真
⑤
・
⑥
）。
平
成

25
年
度
に
は
「
壬
生
藩
校
〈
学
習
館
〉
開
学

３
０
０
年
記
念
」
の
町
ぐ
る
み
の
式
典
が
あ

り
、
そ
の
中
で
行
っ
た
「
小
学
生
千
人
に
よ

る
論
語
大
朗
誦
」
は
圧
巻
で
し
た
。
こ
の
頃

に
な
る
と
小
学
生
だ
け
で
な
く
一
般
町
民
か

ら
も
『
論
語
』
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
か

と
い
っ
た
意
見
が
出
て
き
ま
し
た
。

小
中
学
校
で
の
「
素
読
学
習
」
が
軌
道
に

乗
っ
て
く
る
と
、
町
と
し
て
も
永
続
的
に
使

４
．
壬
生
と
「
論
語
素
読
」

５
．『
壬
生
論
語
古
義
抄
』
の
刊
行

▲③明治５年に撮影された藩校「学習館」全景写真

▲④藩校サミット：旧藩主紹介。江戸時代の大名子孫が一堂に会する姿は壮観
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え
る
し
っ
か
り
と
し
た
テ
キ
ス
ト
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
し
た
。
副
読
本
と
し
て
制
作
す

る
運
び
と
な
り
町
歴
史
民
俗
資
料
館
と
地
元

研
究
者
が
中
心
と
な
っ
て
編
集
し
、『
論
語
』

約
５
０
０
章
句
か
ら
１
０
０
章
句
を
選
び
、

ま
た
儒
学
者
伊
藤
仁
斎
と
の
関
わ
り
か
ら
壬

生
町
の
テ
キ
ス
ト
な
ら
ば
「
仁
斎
読
み(

古

義
読
み)

」
の
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
山
形
県
の

庄
内
藩
で
は
す
で
に
「
儒
者 
荻お
ぎ

生う

徂そ

徠ら
い

」

の
学
説
で
「
徂
徠
読
み
」
の
テ
キ
ス
ト
を
刊

行
し
て
い
た
の
で
す
。
こ
の
徂
徠
読
み
に

倣
っ
て
、壬
生
論
語
は
「
壬
生
論
語
古
義
抄
」

の
名
で
壬
生
の
論
語
が
再
ス
タ
ー
ト
を
切
り

ま
し
た
。

「
古
義
」
と
い
う
名
称
は
、「
論
語
」
が
朱

子
学
的
解
釈
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
嘆

い
た
仁
斎
が
、
孔
子
の
解
釈
で
説
明
し
よ
う

と
ま
と
め
た
も
の
が
『
論
語
古
義
』
と
い
う

書
物
で
す
。

平
成
25
年
度
に
は
全
小
中
学
生
に
『
壬
生

論
語
古
義
抄
』
を
配
布
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
平
成
26
年
度
か
ら
は
町
歴
史
民

俗
資
料
館
を
会
場
に
一
般
町
民
を
対
象
に
し

た
「
壬
生
論
語
古
義
塾
」
が
開
講
と
な
り
、

毎
週
土
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
１
時
間
の
素

読
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
検
定
」
を
受
検
す
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
平
成
29
年
度
か
ら
で
す
。
毎
年
２
５

０
名
前
後
の
小
中
学
生
が
受
検
し
て
い
ま
す

（
写
真
⑦
⑧
）。
壬
生
論
語
18
章
句
の
う
ち
、

15
問
中
３
章
句
の
暗
唱
が
で
き
れ
ば
初
級
、

15
問
中
５
章
句
が
で
き
れ
ば
中
級
の
認
定
を

も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。
な

お
、
一
昨
年
度
か
ら
18
問
全
て
を
暗
唱
で
き

れ
ば
上
級(

世
界
記
録
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス)

の
設
定
を
追
加
し
ま
し
た
。
も
と
も
と
湯
島

聖
堂
発
行
の
テ
キ
ス
ト
と
は
内
容
が
異
な
る

た
め
、
湯
島
聖
堂
と
の
協
議
に
よ
り
、
壬
生

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
検
定
方
法
を
公
認
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
ま
た
、
受
検
料
の
全
額
は
、
壬

生
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
か
ら
の
助
成
で

賄
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
湯
島
聖
堂
公
認
の
検
定
を
受
け
る
小

中
学
生
た
ち
は
か
な
り
の
練
習
を
積
ん
で
い

ま
す
。
例
え
ば
担
任
教
諭
を
含
む
３
名
各
々

の
先
生
の
前
で
暗
唱
し
、
さ
ら
に
校
長
先
生

の
前
で
も
行
う
と
い
う
徹
底
ぶ
り
で
す
。
も

ち
ろ
ん
初
級
・
中
級
を
落
ち
る
子
は
い
ま
せ

ん
。
18
章
句
を
全
て
暗
唱
で
き
る
子
も
か
な

り
い
ま
す
。
当
町
で
は
合
格
者
の
力
を
借
り

て
論
語
で
ギ
ネ
ス
に
挑
戦
す
る
の
も
面
白
い

の
で
は
な
い
か
…
。

藩
校
サ
ミ
ッ
ト
の
誘
致
が
決
定
し
た
後
に

こ
ん
な
声
が
出
て
く
る
の
も
自
然
の
こ
と
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
こ
の
ギ
ネ
ス

挑
戦
は
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

６
．
湯
島
聖
堂
公
認�

〈
壬
生
論
語
検
定
〉

▲⑤校内論語検定：校長先生の前で暗唱する生徒

▲⑥校内論語検定：合格した論語の達人たち

▲⑦⑧湯島聖堂公認「壬生論語検定」：「初級」挑戦の小学生（左）と「中級」挑戦の中学生（右）
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「
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
」
の
誘
致
決
定
を
受
け

て
令
和
元
年
11
月
24
日
、「
論
語
で
〈
ギ
ネ

ス
挑
戦
〉」
で
、
壬
生
町
は
「
同
時
に
孔
子

の
言
葉
を
暗
唱
し
た
最
多
人
数
」
７
４
８
人

で
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
を
達
成
し
ま
し
た
。
町

民
８
１
８
名
が
壬
生
論
語
18
章
句
を
声
高
ら

か
に
暗
唱
し
ま
し
た
（
写
真
⑨
⑩
）。
句
読

点
の
箇
所
は
拍
子
木
を
叩
く
と
い
う
、
比
較

的
ゆ
っ
く
り
の
ペ
ー
ス
で
し
た
が
、
約
９
分

間
を
か
け
て
完
遂
し
ま
し
た
。
最
終
的
に
は

７
４
８
名
の
有
効
人
数
で
認
め
ら
れ
、
ギ
ネ

ス
登
録
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
多
く
の
マ
ス
コ
ミ

各
社
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
理

由
の
１
つ
が
、
参
加
者
の
構
成
で
す
。
参
加

者
を
見
る
と
小
学
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

の
６
３
０
人
、
３
歳
か
ら
６
歳
ま
で
の
園
児

が
90
名
、
老
人
会
を
含
む
一
般
公
募
の
町
民

が
98
名
で
す
。
最
高
齢
は
93
歳
の
女
性
で
し

た
。ギ

ネ
ス
挑
戦
に
『
論
語
』
を
使
う
こ
と
に

対
し
て
異
論
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
地
方

自
治
体
が
一
丸
と
な
っ
て
『
論
語
』
に
向
き

合
い
、「
人
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」
を
唱

え
て
い
る
こ
と
は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
こ
こ
に
述
べ
た
よ
う
に
『
論

語
』
を
活
か
し
た
「
人
づ
く
り
」「
ま
ち
づ

く
り
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
当
町
で
は
本

年
度
か
ら
、
サ
ミ
ッ
ト
開
催
月
を
レ
ガ
シ
ー

と
す
る
た
め
、「
第
１
回
壬
生
藩
校
学
習
館

祭
り
」
を
開
催
し
、
壬
生
論
語
大
朗
誦
に
加

え
壬
生
論
語
青
少
年
・
町
民
の
主
張
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
明
日
を

担
う
子
ど
も
た
ち
に「
論
語
を
知
る
こ
と
は
、

壬
生
の
歴
史
を
知
る
こ
と
。
意
味
は
分
か
ら

な
く
て
も
、
朗
誦
を
通
じ
て
郷
土
の
誇
り
を

伝
え
ら
れ
れ
ば
…
」
と
願
い
な
が
ら
。

「
人
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」、先
は
長
い
。

栃
木
県
壬
生
町
長　

小
菅　

一
弥

　
　

壬
生
町
教
育
委
員
会

（
令
和
５
年
７
月
24
日
付
第
３
２
４
７
号
）

７
．
論
語
で
〈
ギ
ネ
ス
挑
戦
〉

８
．
最
後
に

「
人
づ
く
り
」「
ま
ち
づ
く
り
」、先
は
長
い
。

栃
木
県
壬
生
町
長　

小
菅　

一
弥

　
　

壬
生
町
教
育
委
員
会

▲⑨町民818人でギネス世界記録に挑戦。一般公募により3歳～ 93歳の町民が集った

▲⑩748人でギネス世界記録達成！
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酒
々
井
町
は
、
千
葉
県
の
北
部
、
北
総
台

地
の
中
央
に
位
置
し
、
県
内
で
は
２
番
目
に

小
さ
な
19
・
01
㎢
の
町
域
に
、
人
口
２
０
、

２
８
０
人
（
令
和
５
年
８
月
１
日
）
が
暮
ら

す
、
中
学
校
１
校
、
小
学
校
２
校
の
コ
ン
パ

ク
ト
な
町
で
す
。
町
の
歴
史
は
古
く
、
約
３

万
４
千
年
前
の
国
史
跡
「
墨
古
沢
遺
跡
」
の

旧
石
器
時
代
か
ら
人
々
の
交
流
が
あ
っ
た
町

で
す
。
東
京
都
心
か
ら
50
㎞
圏
内
に
あ
り
な

が
ら
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
と
温
暖
な
気
候

に
恵
ま
れ
、
清
ら
か
な
湧
水
や
地
下
水
も
豊

富
な
こ
と
か
ら
、
親
思
い
の
孝
行
息
子
が
見

つ
け
た
井
戸
か
ら
汲
ん
だ
水
が
酒
に
な
っ
た

と
い
う
「
酒
の
井
伝
説
」
が
町
名
の
由
来
と

な
っ
て
い
ま
す
。

延
徳
２
（
１
４
９
０
）
年
、
戦
国
大
名
千

葉
氏
が
本
佐
倉
城
下
の
町
立
て
を
行
っ
た
の

が
起
源
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
天
正
19
（
１
５

９
１
）
年
に
は
、
徳
川
家
康
に
よ
る
町
割
り

（
再
開
発
）
に
よ
り
近
世
の
宿
場
町
と
な
り
、

さ
ら
に
明
治
22
年
の
町
村
制
施
行
に
よ
り
近

隣
16
町
村
が
合
併
し
、
新
生
「
酒
々
井
町
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。
以
来
、
当
時
の
形
を
変

え
ず
独
立
独
歩
の
町
と
し
て
着
実
に
歩
み
を

続
け
、
昭
和
40
年
代
後
半
か
ら
昭
和
50
年
代

に
か
け
て
は
、
大
規
模
な
住
宅
開
発
に
伴
う

急
激
な
人
口
増
加
に
よ
っ
て
、
農
業
中
心
の

町
か
ら
都
市
機
能
を
備
え
た
住
宅
都
市
へ
と

変
貌
し
、
人
口
２
万
人
を
超
え
る
町
へ
と
発

展
し
ま
し
た
。
令
和
６
年
４
月
に
は
１
３
５

周
年
を
迎
え
る
「
日
本
で
一
番
古
い
歴
史
を

持
つ
町
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
国
的
な
少
子
高
齢
化

の
流
れ
の
中
で
人
口
減
少
は
避
け
る
こ
と
が

で
き
ず
、
町
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
転
入
増

加
や
出
生
率
の
上
昇
と
い
う
目
標
を
掲
げ
る

一
方
で
、
人
口
減
少
を
少
し
で
も
食
い
止
め

酒々井町

千葉県 酒
し

々
す

井
い

町
まち

千葉県

▲児童が模擬議会で提案した「まちづくりプラン」から実現した駅前のベンチ
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る
た
め
に
、
こ
の
町
に
住
む
子
ど
も
た
ち
、
そ

し
て
こ
れ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
た
ち

が
、
町
外
に
転
出
す
る
こ
と
な
く
暮
ら
し
続

け
て
も
ら
う
、
ま
た
転
出
し
た
と
し
て
も
、
再

び
町
に
戻
っ
て
き
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
郷
土

愛
を
育
む
教
育
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
か
ら
町
教
育
施
策
の
事
業

で
、
町
の
特
色
あ
る
地
域
素
材
や
自
分
た
ち

の
生
活
環
境
等
を
素
材
と
し
て
、
児
童
生
徒

が
主
体
的
に
郷
土
に
つ
い
て
学
習
す
る
「
ふ

る
さ
と
学
習
」（
以
下
、
酒
々
井
学
）
を
導

入
し
ま
し
た
。

酒
々
井
学
は
、
町
の
地
域
素
材
を
使
い
、

教
科
等
の
学
習
内
容
と
関
連
づ
け
て
実
践
す

る
地
域
学
習
で
、
町
の
歴
史
・
文
化
・
自
然

等
に
つ
い
て
知
る
こ
と
で
、
郷
土
に
対
し
て

愛
着
と
誇
り
を
持
ち
、
町
民
と
し
て
の
ふ
る

さ
と
意
識
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い

ま
す
。

主
権
者
と
は
、
自
分
た
ち
は
社
会
に
生
か

さ
れ
て
い
る
と
い
う
受
動
的
な
意
識
か
ら
、

自
分
た
ち
が
社
会
を
つ
く
っ
て
い
る
と
い
う

主
体
的
な
意
識
を
持
っ
て
、
社
会
に
参
画
す

る
者
と
捉
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
主
権
者

教
育
と
は
、
国
や
社
会
の
問
題
を
自
分
の
問

題
と
し
て
捉
え
、
自
ら
考
え
、
自
ら
判
断
し
、

行
動
し
て
い
く
主
権
者
を
育
成
し
て
い
く
こ

と
で
す
。

こ
の
実
践
の
下
地
に
あ
る
も
の
が
、「
ふ

る
さ
と
意
識
」
で
す
。
ま
ず
は
、
自
分
が
暮

ら
す
町
に
対
し
て
「
自
分
の
町
」
で
あ
る
と

い
う
所
有
格
（
Ｍ
ｙ 

ま
ち
・
Ｏ
ｕ
ｒ 

ま
ち
）

の
意
識
を
育
む
こ
と
が
基
本
と
な
り
ま
す
。

こ
の
児
童
の
所
有
格
意
識

・

・

・

・

・

を
基
本
に
し
て
学

習
す
る
こ
と
で
、
町
の
魅
力
や
改
善
点
に
気

づ
き
、
よ
り
よ
い
町
に
す
る
た
め
の
「
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
、
自
ら
考
え
、

自
ら
判
断
し
、
行
動
し
て
い
く
主
権
者
を
育

成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

平
成
28
年
に
改
正
公
職
選
挙
法
が
施
行
さ

れ
、
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に
引
き
下
げ

ら
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
主
権
者
意
識
を
培

う
観
点
か
ら
、
多
く
の
自
治
体
が
「
子
ど
も

議
会
」
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

当
町
で
は
平
成
18
年
度
か
ら
中
学
生
を
対

象
と
し
た
「
中
学
生
模
擬
議
会
」
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、平
成
28
年
度
か
ら
は
、酒
々

井
学
の
一
環
と
し
て
、
小
学
生
も
参
加
す
る

「
こ
ど
も
模
擬
議
会
」
と
し
て
開
催
し
て
い

ま
す
。

学
習
指
導
要
領
で
は
、
主
権
者
教
育
に
関

す
る
指
導
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

学
校
や
役
場
関
係
課
に
意
識
の
共
有
化
を
図

る
こ
と
は
難
し
く
、
小
学
校
６
学
年
を
対
象

に
し
た
、
既
存
の
町
総
合
計
画
を
説
明
す
る

授
業
と
、「
こ
ど
も
模
擬
議
会
」
と
を
結
び

つ
け
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た
に
作
成

し
、
共
通
理
解
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
教
員
に
対
し
て
は
、
町
民
の
一
員

で
も
あ
る
子
ど
も
を
、
ま
ち
づ
く
り
に
参
画

す
る
主
権
者
と
し
て
育
成
す
る
こ
と
は
、
町

に
奉
職
す
る
教
員
の
使
命
で
も
あ
る
と
伝
え

て
い
ま
す
。

小
学
校
学
習
指
導
要
領 

第
６
学
年
社
会

科
の
内
容
で
は
、「
国
や
地
方
公
共
団
体
の

政
治
は
、
国
民
主
権
の
考
え
方
の
下
、
国
民

生
活
の
安
定
と
向
上
を
図
る
大
切
な
働
き
を

し
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
」
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
て
、
児
童
が
暮
ら
す
町
の
生

活
環
境
の
現
状
に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、
町

民
と
し
て
の
視
点
を
持
っ
て
、
主
体
的
に
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
学
習
活
動
を
展

開
し
ま
し
た
。
学
習
は
、社
会
科
の
単
元「
わ

た
し
た
ち
の
生
活
と
政
治
」と
関
連
づ
け
て
、

導
入
段
階
に
お
い
て
、「
町
民
の
願
い
は
ど

の
よ
う
に
実
現
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い

う
学
習
問
題
で
始
ま
り
ま
し
た
。

⑴ 

町
役
場
関
係
課
と
の
連
携
に
よ
る

導
入
授
業
（
７
月
）

企
画
財
政
課
の
職
員
が
、
児
童
に
対
し
て

公
共
施
設
「
プ
リ
ミ
エ
ー
ル
酒
々
井
」（
町

立
図
書
館
・
文
化
ホ
ー
ル
）
の
建
設
の
経
緯

に
つ
い
て
説
明
し
、
町
民
の
願
い
を
実
現
す

る
た
め
の
行
政
の
仕
組
み
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。
次
に
、町
総
合
計
画
（
子
ど
も
版
）

を
使
っ
て
、
行
政
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。
児
童
は
、
暮
ら
し
と

行
政
と
の
関
わ
り
を
知
る
こ
と
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
で
自
分
た
ち
の
身
近
な
生
活
環

境
を
調
べ
よ
う
と
す
る
目
的
意
識
を
持
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
（
写
真
１
）。

そ
し
て
、
学
習
問
題
「
酒
々
井
町
は
、
町

民
に
と
っ
て
く
ら
し
や
す
い
町
だ
ろ
う
か
」

を
設
定
し
ま
し
た
。
児
童
は
、
町
の
様
子
を

想
起
し
て
、
予
想
「
く
ら
し
や
す
い
・
く
ら

し
に
く
い
」
を
立
て
、
各
自
の
予
想
を
確
か

め
る
根
拠
（
証
拠
）
と
な
る
資
料
を
収
集
す

る
問
題
解
決
的
な
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
た
。

⑵ 

多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
で
の　

調
査
活
動
（
夏
季
休
業
期
間
）

こ
れ
ま
で
に
児
童
が
作
成
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
プ
ラ
ン
」
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
自

分
た
ち
の
身
近
な
生
活
圏
で
あ
る
学
校
、
通

学
路
、公
園
と
い
っ
た
テ
ー
マ
が
中
心
で
し
た
。

２
．
ふ
る
さ
と
学
習
（
酒
々
井
学
）

３
．
主
権
者
教
育

４
．
実
践
の
経
緯

５
．
小
学
校
６
学
年　
酒
々
井
学�

プ
ロ
グ
ラ
ム
「
酒
々
井
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
践

▲写真１　企画財政課の職員による説明を聞く児童
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そ
こ
で
、児
童
の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
、

新
聞
記
事
の
活
用
（
Ｎ
Ｉ
Ｅ
）
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の
視
点
を
導
入

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
内
の
他
市
町
村
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
記
事
を
参
考
に
し
た

り
（
写
真
２
）、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
町
の
環

境
を
見
直
し
た
り
す
る
調
査
活
動
で
す
。
こ

の
調
査
内
容
を
基
に
町
行
政
の
取
組
に
つ
い

て
、
町
の
広
報
誌
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
確
認
し
た
り
、

役
場
に
直
接
質
問
し
た
り
し
ま
す（
写
真
３
）。

こ
の
活
動
に
よ
り
、
児
童
は
多
面
的
・
多

角
的
な
視
点
で
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
調

査
内
容
を
基
に
、
自
分
で
調
べ
た
町
の
生
活

環
境
の
課
題
か
ら
考
え
た
内
容
を
文
章
や
図

を
使
っ
て
「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
シ
ー
ト

に
ま
と
め
ま
し
た
（
写
真
４
）。

⑶ 「
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の
発
表
と

模
擬
選
挙
（
９
月
）

は
じ
め
に
選
挙
管
理
委
員
会
の
職
員
か

ら
、
選
挙
の
仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

た
後
に（
写
真
５
）、学
級
ご
と
に
各
自
の「
ま

ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
合
い
ま
し
た

（
写
真
６
）。

そ
の
後
、
学
級
ご
と
に
発
表
し
た
「
ま
ち

づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
基
に
、
選
挙
管
理
委
員

会
か
ら
借
用
し
た
記
載
台
と
投
票
箱
、
実
物

と
同
じ
素
材
の
模
擬
投
票
用
紙
を
使
用
し

て
、
模
擬
議
会
の
代
表
者
１
名
を
選
出
し
ま

し
た
（
写
真
７
）。

本
格
的
な
選
挙
を
模
擬
的
に
体
験
す
る
こ

と
で
、
緊
張
感
の
中
に
も
、
政
治
に
主
体
的

▲写真６　学級内で「まちづくりプラン」を発表する児童

▲写真３　SDGs�に関する役場の取組について質問する児童

▲写真２　�他市町村のまちづくりに関する新聞記事を読む児童

▲写真４　�調査結果を基に児童が作成した「まちづくりプ
ラン」シート

▲写真５　選挙管理委員会の職員による説明を聞く児童
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に
関
わ
る
町
民
と
し
て
の
主
権
者
意
識
の
基

礎
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑷
こ
ど
も
模
擬
議
会
の
開
催
（
10
月
）

総
務
課
、
議
会
事
務
局
及
び
教
育
委
員
会

が
連
携
し
て
、
各
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒

15
名
が
一
般
質
問
を
行
う
模
擬
議
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
各
小
学
校
の
模
擬
選
挙

に
よ
り
選
ば
れ
た
５
名
の
児
童
が
、
次
の
５

点
の
質
問
と
提
案
を
し
ま
し
た
（
写
真
８
）。

①�

町
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
カ
フ
ェ
の

設
置

②�

商
業
施
設
を
誘
致
す
る
活
動

③�

公
共
施
設
利
用
率
向
上
の
た
め
の
イ
ベ
ン

ト
の
周
知

④�

町
の
横
断
歩
道
へ
の
音
響
信
号
の
設
置

⑤�

町
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
の
町
の
ベ
ン
チ

及
び
ベ
ン
チ
マ
ッ
プ
の
作
成

こ
の
中
か
ら
⑤
の
提
案
に
対
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
課
が
計
画
書
（
写
真
９
）
を
参
考
に

提
案
児
童
と
打
合
せ
を
行
い
、
実
際
に
駅
前

に
ベ
ン
チ
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（
P.10
写
真
参
照
）。

児
童
は
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
町
の
現
状

を
見
つ
め
て
、
よ
り
よ
い
町
に
す
る
た
め
の

方
策
を
主
体
的
に
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
そ
れ
を
自
分
だ
け
の
プ
ラ
ン
に

止
め
ず
に
町
行
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
可

能
性
を
感
じ
取
り
、
主
権
者
意
識
を
育
む
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

本
実
践
の
課
題
と
し
て
は
、
学
習
指
導
要

領
「
社
会
科
」
の
目
標
で
あ
る
公
民
と
し
て

の
資
質
・
能
力
の
基
礎
を
育
成
す
る
た
め
に

も
、
児
童
生
徒
に
単
な
る
町
へ
の
要
望
だ
け

で
は
な
く
、
町
の
た
め
に
自
分
た
ち
に
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
行
動
す
る
た
め
の
参
画
意

識
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
く
こ
と
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
て
も
、
こ
の

町
に
住
み
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
何
よ

り
も
町
自
体
に
「
居
住
地
」
と
し
て
の
魅
力

が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

災
害
に
強
く
安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
、
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
が
十

分
に
確
保
さ
れ
て
い
る
ま
ち
、
子
育
て
施
策

が
充
実
し
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
環
境
が
整

備
さ
れ
た
ま
ち
、
伝
統
や
文
化
を
礎
に
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
が
つ
な
が
り
を
持

つ
ま
ち
、
こ
う
し
た
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
ま
ち

づ
く
り
の
目
標
を
達
成
し
て
い
く
こ
と
で
、

今
の
子
ど
も
た
ち
に
向
け
て
行
っ
て
い
る
取

組
が
将
来
に
実
を
結
び
、
さ
ら
に
は
、
そ
の

効
果
が
波
及
す
る
こ
と
で
転
入
者
の
増
加
に

も
つ
な
が
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

千
葉
県
酒
々
井
町　

総
務
課　

政
策
秘
書
室

（
令
和
５
年
11
月
13
日
付
第
３
２
６
０
号
）

６
．
ま
と
め
（
今
後
の
課
題
）

７
．
結
び
に

▲写真８　�選挙後、町役場議場で開催したこども模擬議会

▲写真７　�こども模擬議会の代表者を選出する模擬選挙

▲�写真９　�模擬議会で提出された、提案児童が作成した�
「まちづくりプラン計画書」。その後、計画書
にもとづいた事業が実施された
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南
箕
輪
村
は
、長
野
県
の
南
部
に
位
置
し
、

西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
、
東
に
南
ア
ル
プ
ス
を

望
む
、
伊
那
谷
の
中
で
最
も
広
い
平
地
の
中

心
に
あ
り
ま
す
。
自
然
も
豊
か
で
四
季
の
変

化
に
富
ん
で
い
ま
す
。

他
の
特
徴
と
し
て
は
、
中
央
自
動
車
道
伊

那
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
、
東
京
圏
か

ら
は
２
時
間
30
分
、
中
京
圏
か
ら
は
２
時
間

程
度
の
距
離
で
、
立
地
条
件
に
大
変
恵
ま
れ

て
い
る
こ
と
、
小
学
校
が
２
校
、
中
学
校
が

１
校
、
県
立
の
農
業
高
校
、
県
立
の
工
科
短

大
、
国
立
大
学
農
学
部
、
大
学
院
ま
で
の
教

育
機
関
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

村
の
面
積
は
40
・
99
㎢
で
す
が
、
そ
の
半

分
の
21
㎢
が
経
ヶ
岳
と
い
う
山
岳
を
含
む
森

林
地
帯
の
飛
び
地
で
人
口
は
ゼ
ロ
と
い
う
、

全
国
的
に
も
類
を
見
な
い
形
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

村
に
は
大
芝
高
原
と
い
う
平
地
林
が
あ

南箕輪村

長野県 南
みなみ

箕
みの

輪
わ

村
むら

長野県

▲夏の経ヶ岳

▲村政1５0周年記念ロゴ
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り
、
年
間
を
通
じ
て
住
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

明
治
８
年
に
南
箕
輪
村
と
し
て
誕
生
し
て

以
来
合
併
も
分
離
も
な
く
今
日
に
至
り
、
令

和
７
年
に
は
村
政
１
５
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。
平
成
の
大
合
併
で
は
合
併
の
是
非
に
対

し
て
住
民
投
票
を
実
施
し
、村
民
の
65
％（
約

７
割
）
が
合
併
に
反
対
し
た
、
と
い
う
経
過

が
あ
り
ま
す
。

令
和
５
年
10
月
１
日
時
点
の
人
口
は
、
１

６
、
０
６
３
人
で
、
村
が
誕
生
し
て
以
来
一

貫
し
て
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率
は

23
・
９
％
、年
少
人
口
比
率
は
15
・
４
％
、生

産
年
齢
人
口
比
率
は
60
・
７
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
成
17
年
当
時
、
村
は
、
人
口
減
少
時
代

の
到
来
を
目
前
に
し
、
自
立
を
選
択
し
た
村

と
し
て
、
人
口
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
村

の
存
続
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ま
し
た
。

そ
し
て
人
口
増
加
の
た
め
に
は
子
育
て
に
優

し
い
村
に
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

「
働
く
母
親
が
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
、

育
て
ら
れ
る
環
境
の
充
実
」
が
と
り
わ
け
重

要
で
あ
る
と
考
え
、当
時
の
村
長
が「
日
本
一

の
子
育
て
村
」
に
し
よ
う
と
、
子
育
て
支
援

に
力
を
入
れ
始
め
ま
し
た
。
た
だ
当
時
は
、

人
口
増
加
に
伴
う
子
ど
も
の
施
設
整
備
等
に

対
し
て
の
国
の
支
援
が
全
く
と
言
っ
て
い
い

ほ
ど
な
く
、財
源
の
確
保
に
苦
労
し
ま
し
た
。

子
育
て
に
係
る
財
政
的
な
支
援
の
１
つ
目

は
、
保
育
料
の
引
き
下
げ
で
す
。
平
成
17
年

度
か
ら
こ
れ
ま
で
に
、
合
計
７
回
の
引
き
下

げ
を
行
い
ま
し
た
。

２
つ
目
の
支
援
は
、
福
祉
医
療
費
の
支
給

対
象
者
の
拡
大
で
す
。
平
成
17
年
度
ま
で
は

対
象
年
齢
が
未
就
学
児
で
あ
っ
た
も
の
を
、

平
成
18
年
度
か
ら
段
階
的
に
拡
大
し
、
平
成

25
年
度
か
ら
は
高
校
３
年
生
ま
で
と
し
ま

し
た
。

こ
の
頃
か
ら
「
子
育
て
を
す
る
な
ら
南
箕

輪
村
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
近

隣
市
町
村
に
も
浸
透
し
て
い

き
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
に
は
現
物
給

付
化
、
令
和
４
年
度
か
ら
は

窓
口
で
の
負
担
を
な
く
し
、

完
全
無
料
化
と
し
ま
し
た
。

平
成
17
年
度
に
、
子
育
て

の
相
談
や
親
子
の
交
流
を
目

的
と
し
た
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
と
し
て
「
す
く
す
く
は

う
す
」
を
建
設
し
ま
し
た
。

南
箕
輪
村
に
は
５
つ
の
公

立
の
保
育
園
が
あ
り
、
待
機

児
童
は
い
ま
せ
ん
。

平
成
24
年
度
に
は
、「
村

の
子
ど
も
は
村
で
育
て
る
」

と
い
う
信
念
の
も
と
、
そ
れ
ま
で
近
隣
自
治

体
に
通
園
し
て
い
た
発
達
障
が
い
傾
向
の
子

ど
も
達
の
た
め
、
６
番
目
の
保
育
園
と
位
置

づ
け
た
療
育
施
設
「
た
け
の
こ
園
」
を
整
備

し
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
29
年
７
月
に
は
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
と
成
長
段
階
に
合

わ
せ
た
相
談
・
子
育
て
支
援
を
図
る
た
め
、

隣
接
の
伊
那
市
、
箕
輪
町
と
構
成
し
て
い
る

伊
那
地
域
定
住
自
立
圏
事
業
に
位
置
づ
け
、

「
こ
ど
も
館
」
を
建
設
し
、
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

平
成
22
年
度
に
、「
子
育
て
教
育
相
談
室
」

を
設
置
し
、
そ
れ
ま
で
、
村
長
部
局
の
福
祉

部
門
が
受
け
て
い
た
未
就
学
児
の
家
庭
児
童

相
談
と
、
教
育
委
員
会
が
受
け
て
い
た
小
学

生
以
上
の
教
育
相
談
の
窓
口
を
一
元
化
し
ま

し
た
。
保
健
師
や
保
育
士
、
教
員
の
資
格
を

持
っ
た
職
員
が
、
発
達
障
が
い
や
不
登
校
、

い
じ
め
の
相
談
に
、
親
身
に
な
っ
て
対
応
し

て
き
ま
し
た
。

他
に
も
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
「
女
性
の

た
め
の
再
就
職
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

南
箕
輪
村
の
子
育
て
支
援
施
策

子
育
て
に
優
し
い
村
づ
く
り　

�

①
財
政
的
な
支
援

子
育
て
に
優
し
い

村
づ
く
り　

�

②
財
政
的
な
支
援

子
育
て
に
優
し
い
村
づ
く
り　

�

③
相
談
体
制
の
充
実

明明治治８８年年２２月月１１８８日日
南南箕箕輪輪村村誕誕生生
人人口口２２，，３３３３３３人人

明治２２年４月１日
初代村長穂高孫三郎就任
人口２，７２８人

昭和５０年
誕生１００周年
人口７，６６４人

昭昭和和５５１１年年
人人口口８８，，００００００人人達達成成
中中央央道道駒駒ケケ根根～～伊伊北北開開通通

昭昭和和６６００年年１１２２月月２２３３日日
人人口口１１００，，００００００人人達達成成

平平成成７７年年２２月月１１日日
人人口口１１２２，，００００００人人達達成成

平成１６年
平成の大合併のさなか自立を選択
人口１４，０３７人

平平成成２２５５年年９９月月３３００日日
人人口口１１５５，，００００００人人達達成成

（人）

人口の推移

令和５年１月１日現在
人口１６，０１０人

⼈⼝ 16,063⼈
（2023年10⽉１⽇現在）

明治８年
（1875年）

明治22年（1889年）

昭和42年
（1967年）

昭和50年
（1975年）

昭和55年
（1980年）

昭和60年
（1985年）

平成２年
（1990年）

平成７年
（1995年）

平成12年
（2000年）

平成17年
（2005年）

平成22年
（2010年）

平成27年
（2015年）

令和２年
（2020年）

移住者の割合は73.3％︕
第2次南箕輪村地域福祉計画（令和４年３⽉策定）
アンケート結果による

令令和和４４年年９９月月１１７７日日
人人口口１１６６，，００００００人人達達成成

すくすくはうす

平成17年開所
乳幼児やその保護者の交流の場です。
子育てアドバイザーが子育ての相談に
応じています。

▲ �すくすくはうす（乳幼児
やその保護者の交流の場
です。子育てアドバイザ
ーが子育ての相談に応じ
ています。）

療育施設 たけのこ園

平成24年開園
心身の発達に何らかの支援が必要な
未就学児に、専門職が適切な支援を
行う「６番目の保育園」です。

村内に６つの保育園

▲ �たけのこ園（心身の発達
に何らかの支援が必要な
未就学児に、専門職が適
切な支援を行う「６番目
の保育園」です。）
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タ
ー
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は

平
成
28
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で
の
６
年

間
は
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
、
令
和
４
年

度
か
ら
は
地
域
女
性
活
躍
推
進
交
付
金
を
活

用
し
、
箕
輪
町
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま

す
。
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
「
こ
ど
も
館
」

に
設
置
し
、子
育
て
支
援
と
複
合
し
た
形
で
、

女
性
の
就
業
に
か
か
る
一
連
の
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
事
業
開
始
の
平
成
28
年
度
か
ら

令
和
４
年
度
の
７
年
間
で
３
０
１
人
の
再
就

職
の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
順
調

に
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
か
ら
小
中
学
校
給
食
に
、
令

和
５
年
度
か
ら
は
保
育
園
給
食
に
、
村
の
特

別
栽
培
米
「
風
の
村
米
だ
よ
り
」
を
提
供
し

て
い
ま
す
。
こ
の
米
は
、
減
農
薬
、
無
化
学

肥
料
で
栽
培
さ
れ
、
し
か
も
美
味
し
く
栄
養

価
の
高
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
品
種
で
す
。

ま
た
、
令
和
４
年
度
か
ら
、
小
学
校
の
体

育
専
科
教
員
を
村
職
員
と
し
て
採
用
し
て
い

ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
母
子
保

健
、
子
育
て
支
援
、
学
校
教
育
と
そ
れ
ぞ
れ

分
散
し
て
い
た
子
ど
も
に
関
す
る
窓
口
を
一

元
化
す
る
予
定
で
す
。

「
子
育
て
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
南
箕
輪

村
で
す
が
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
に
も
優
し

い
施
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
は
、
車
い
す
の
方
も

そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
福
祉
車
両
を
使
い
、

買
い
物
、
医
療
機
関
な
ど
へ
送
迎
す
る
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
と
も
に
利
用
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
往
復
で
月
４
回
ま
で
無
料
で
利

用
で
き
ま
す
（
年
間
保
険
料
が
１
、
０
０
０

円
必
要
で
す
）。

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
は
、
介
護
度

に
応
じ
て
介
護
慰
労
金
を
給
付
し
て
い
ま

す
。ア

パ
ー
ト
等
に
１
人
で
暮
ら
す
障
が
い
者

に
、
家
賃
を
補
助
し
て
い
ま
す
（
月
額
上
限

１
万
円
）。

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
複
雑
・
多
様
化
し

て
い
る
事
例
や
組
織
横
断
的
な
事
例
に
対
応

す
る
た
め
、
福
祉
の
窓
口
を
一
元
化
す
る
予

定
で
す
。

人
口
が
増
え
て
い
く
に
は
、
転
入
者
数
が

多
い
こ
と
、
出
生
者
数
が
多
い
こ
と
が
必
要

で
す
。

南
箕
輪
村
の
場
合
は
、
宅
地
の
価
格
が
近

隣
自
治
体
に
比
べ
低
く
住
宅
を
持
ち
や
す
い

こ
と
、
他
の
自
治
体
に
先
駆
け
て
、
子
育
て

の
た
め
の
施
設
整
備
や
ソ
フ
ト
事
業
を
充
実

し
て
き
た
こ
と
、
交
通
の
利
便
性
や
平
坦
な

地
形
な
ど
の
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、「
子
ど
も
を
育
て
る
な
ら
、

南
箕
輪
村
が
良
い
ら
し
い
よ
」
と
い
っ
た
ク

チ
コ
ミ
が
広
が
り
、
子
育
て
世
代
が
転
入
し

子
ど
も
を
産
む
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

人
口
の
増
加
対
策
と
し
て
整
備
し
て
き
た

保
育
園
や
学
校
施
設
を
維
持
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
現
在
は
、
給
食
数
の
増
加
に

よ
り
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
を
建
設
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
施
設
整
備
費
の
負
担
が

大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
、
南
箕
輪
村
は
移
住
者
の
割
合
が

73
・
3
％
（
令
和
４
年
度
地
域
福
祉
計
画
策

定
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
）
と
高
く
、
上
手

に
移
住
者
を
受
け
入
れ
て
き
た
訳
で
す
が
、

自
治
会
に
つ
い
て
は
、役
員
の
負
担
が
重
く
、

子
育
て
に
優
し
い
ば
か
り
で
は
な
い

な
ぜ
人
口
が
増
え
た
の
か

こ
れ
か
ら
の
課
題

▲こども館

��24��園
�������らか�������
��学�������������
�������保育園�で��

������保育園
保育園から小・中・高

短・大・大学院まで

南部小学校 南箕輪小学校

長野県上伊那農業高等学校南箕輪中学校

信州大学農学部のユリノキ並木
長野県南信工科短期大学校

信州大学農学部のユリノキ並木
長野県南信工科短期大学校

信州大学農学部のユリノキ並木
長野県南信工科短期大学校

94 町村の施策事例集Ⅸ

長野県　�南箕輪村

子
育
て
に
優
し
い
村
づ
く
り　

�

④
そ
の
他
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な
り
手
が
見
つ
か
ら
な
い
、
高
齢
者
の
自
治

会
離
れ
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
住
民
が
暮
ら
し
や
す
く
な
る
よ
う
、
自

治
会
の
在
り
方
の
見
直
し
を
始
め
ま
す
。

南
箕
輪
村
は
、
今
住
ん
で
い
る
住
民
が
幸

せ
に
な
る
よ
う
な
施
策
を
行
う
こ
と
が
、
移

住
者
も
長
く
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
他
の

市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
よ
う
な
補
助
、
例

え
ば
新
築
住
宅
に
対
す
る
補
助
や
、
移
住
者

へ
の
家
賃
補
助
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

前
述
の
大
芝
高
原
で
は
、
南
箕
輪
村
の
三

大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
、
５

月
の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
大
会
「
経
ヶ
岳

バ
ー
テ
ィ
カ
ル
リ
ミ
ッ
ト
」、
８
月
の
「
大

芝
高
原
ま
つ
り
」、
10
月
の
「
大
芝
高
原
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開

催
さ
れ
、
村
内
外
か
ら
の
多
く
の
来
場
者
で

賑
わ
い
ま
す
。
一
方
、
全
体
の
６
割
を
占
め

る
ア
カ
マ
ツ
の
松
枯
れ
被
害
が
深
刻
で
、
そ

の
対
策
も
含
め
、
誰
で
も
１
日
中
遊
べ
る
、

自
然
の
美
し
い
憩
い
の
場
所
を
守
っ
て
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

南
箕
輪
村
は
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
Ｖ
１

リ
ー
グ
で
活
躍
す
る
Ｖ
Ｃ
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン

ツ
の
本
拠
地
で
す
。昨
シ
ー
ズ
ン
の
成
績
は
、

10
チ
ー
ム
中
９
位
で
し
た
が
、
全
日
本
に
３

人
も
選
抜
さ
れ
ま
し
た
。
村
と
も
連
携
協
定

を
結
ん
で
お
り
、
保
育
園
や
高
齢
者
の
運
動

教
室
な
ど
、
村
の
事
業
に
積
極
的
に
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

最
後
に
、
南
箕
輪
村
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー「
ま
っ
く
ん
」を
紹
介
し
ま
す
。「
ま
っ

く
ん
」
は
、
村
の
木
で
あ
る
ア
カ
マ
ツ
の
松

ぼ
っ
く
り
の
妖
精
で
す
。
ゆ
る
キ
ャ
ラ
・
グ

ラ
ン
プ
リ　

２
０
１
１
で
は
、
か
の
有
名
な

「
く
ま
モ
ン
」
が
優
勝
し
ま
し
た
が
、
当
村

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ま
っ
く
ん
」
は
、
最
下

位
と
い
う
結
果
で
し
た
。
な
か
な
か
取
る
こ

と
の
で
き
な
い
最
下
位
を
逆
手
に
取
っ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
今
で
は
全
国
か

ら
ご
声
援
を
い
た

だ
く
ほ
ど
に
な
っ

て
い
ま
す
。

南
箕
輪
村
に
も
、
い
つ
か
は
人
口
が
減
少

す
る
と
き
が
訪
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
い

か
に
住
民
が
幸
せ
で
い
ら
れ
る
か
、
こ
れ
か

ら
知
恵
を
絞
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
現
在
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け

て
準
備
中
で
す
が
、
村
の
あ
る
べ
き
姿
を
求

め
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
計
画
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

長
野
県
南
箕
輪
村　

地
域
づ
く
り
推
進
課

課
長　

高
橋　

里
江

(

令
和
６
年
２
月
12
日
付
第
３
２
６
９
号)

大
芝
高
原

Ｖ
Ｃ
長
野
ト
ラ
イ
デ
ン
ツ

ま
っ
く
ん

お
わ
り
に

▲バーティカルリミット

▲大芝高原まつり（おまつりパレード）

▲VC長野トライデンツ

▲大芝高原イルミネーションフェスティバル

▲まっくん
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北
広
島
町
は
、
広
島
県
の
北
西
部
、
中
国

地
方
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
北
は
島
根

県
、
南
は
広
島
市
に
接
し
て
い
ま
す
。
面
積

は
６
４
６
km2
と
広
く
、
中
国
地
方
で
１
番
大

き
い
町
で
す
。
町
の
中
心
部
か
ら
中
国
・
四

国
地
方
最
大
の
都
市
、
広
島
市
中
心
部
へ
の

ア
ク
セ
ス
は
車
で
約
50
分
と
大
変
便
利
で

す
。
都
市
部
に
隣
接
し
て
い
ま
す
が
、
耕
地

部
の
標
高
は
２
７
０
ｍ
か
ら
７
７
０
ｍ
と
高

低
差
に
富
み
、
広
大
な
面
積
の
約
８
割
を
森

林
地
帯
が
占
め
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。

北
西
部
は
８
０
０
～
1
、
０
０
０
ｍ
級
の

山
々
に
抱
か
れ
た
西
中
国
山
地
国
定
公
園
が

広
が
り
、「
日
本
植
物
学
の
父
」
牧
野
富
太

郎
博
士
が
幾
度
と
な
く
訪
れ
研
究
さ
れ
た

「
八や

幡わ
た

湿
原
」
を
中
心
と
し
て
、
希
少
な
動

植
物
が
生
存
し
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
は

宝
で
あ
り
、
そ
の
自
然
を
守
る
た
め
に
２
０

１
０
年
か
ら
「
北
広
島
町
生
物
多
様
性
の
保

全
に
関
す
る
条
例
」
や
「
生
物
多
様
性
き
た

ひ
ろ
戦
略
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
環
境
保
全

北広島町

広島県 北
きた

広
ひろ

島
しま

町
ちょう

広島県

▲やまがたサイクルランドでスタート前にリラックスするライダーたち

▲八幡湿原の木道と原生林

96 町村の施策事例集Ⅸ

広島県　�北広島町

－自転車を活用した
町づくり－

日本海と瀬戸内海
にそそぐ

２つの源流域

��

町
の
概
要

教
育
・
福
祉
関
連
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の
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
２
０
２

２
年
８
月
に
は
地
域
内
の
資
源
を
活
用
し
た

地
産
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
へ
の
取
組
等
を
柱
と

し
た
「
北
広
島
町
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
タ
ウ
ン
宣

言
」
を
行
う
な
ど
、
環
境
面
か
ら
「
持
続
可

能
な
ま
ち
」
に
向
け
た
取
組
を
始
め
て
い
ま

す
。町

の
見
所
ス
ポ
ッ
ト
の
お
す
す
め
は
、「
テ

ン
グ
シ
デ
」
と
「
古
保
利
薬
師
」
で
す
。
枝

が
奇
妙
に
曲
が
り
く
ね
っ
た
大
木
テ
ン
グ
シ

デ
は
、
イ
ヌ
シ
デ
の
突
然
変
異
に
よ
る
も
の

で
世
界
中
で
北
広
島
町
大
朝
に
し
か
自
生
し

て
い
ま
せ
ん
。
テ
ン
グ
シ
デ
群
落
は
国
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
大
切
に
守

り
続
け
て
い
ま
す
。
地
元
で
「
薬
師
さ
ん
」

と
親
し
ま
れ
る
仏
像
群
が
見
ら
れ
る
の
は
、

古
保
利
薬
師
収
蔵
庫
で
す
。
廃
寺
と
な
っ
た

古
保
利
薬
師
福
光
寺
は
平
安
時
代
に
弘
法
大

師
に
よ
り
開
基
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
、
本
尊

薬
師
如
来
や
日
光
・
月
光
菩
薩
な
ど
12
躯
が

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
収
蔵
庫
で

全
て
間
近
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  北
広
島
町
の
令
和
５
年
11
月
末
現
在
の

人
口
は
１
７
、
２
１
９
人
、
高
齢
化
率
は

39
・
５
％
で
す
。

本
町
で
は
、
２
０
１
７
年
に
新
し
い
時
代

を
見
据
え
た
「
持
続
可
能
な
ま
ち
」
を
め
ざ

す
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」
を
制
定
し
、

人
権
を
尊
重
し
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
、
地

域
資
源
の
活
用
に
よ
る
住
み
よ
い
町
の
創
造

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
次
世
代
が
希
望
を
持

ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
、
本
町
に
関
わ
る
全

て
の
人
に
よ
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ

の
取
組
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
担

い
手
、
人
材
育
成
の
取
組
と
し
て
「
き
た
ひ

ろ
学
び
塾
～
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、

「
楽
し
く
学
ぶ
み
ん
な
の
防
災
」
や
「
有
害

鳥
獣
駆
除
の
後
継
者
育
成
」「
集
落
活
性
化

の
地
域
リ
ー
ダ
ー
育
成
」
な
ど
６
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
、
５
つ
の
学
部
で
運
営
し
コ
ロ
ナ

禍
で
の
停
滞
は
あ
っ
た
も
の
の
着
実
に
成
果

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

北
広
島
町
で
は
２
０
２
２
年
３
月
、
第
２

次
北
広
島
町
長
期
総
合
計
画
を
改
訂
し
、
め

ざ
す
町
の
将
来
像
を
「
新
た
な
感
動
・
活
力

を
創
る
北
広
島
～
人
が
つ
な
が
り
、
チ
カ
ラ

あ
ふ
れ
る
ま
ち
～
」
と
し
、「
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
住
み
た
い
、
住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続

け
た
い
」
と
満
足
感
と
幸
福
感
を
実
感
で
き

る
、
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て
取
組
を

進
め
て
い
ま
す
。

   本
町
は
中
国
地
方
を
代
表
す
る
江
の
川
水

系
（
主
に
町
の
東
側
）
と
太
田
川
水
系
（
町

の
西
側
）
の
２
つ
の
源
流
域
に
当
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
が
日
本
海
と
瀬
戸
内
海
の
２
つ
の
海

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
で
清
ら
か
な

水
に
よ
り
米
作
り
が
盛
ん
で
す
。
そ
の
盛
ん

な
稲
作
文
化
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
、
２

０
２
２
年
に
「
第
1
回
全
日
本
お
米
グ
ラ
ン

プ
リ
in
北
広
島
町
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
全

国
27
県
か
ら
３
６
３
点
の
出
品
を
い
た
だ

き
、
大
会
を
と
お
し
て
品
質
の
向
上
、
ブ
ラ

ン
ド
力
の
強
化
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
第
2
回
の
出
品
申
し
込
み
は
締
め
切
り

ま
し
た
が
、
次
回
以
降
ぜ
ひ
お
米
作
り
に

励
ん
で
い
る
方
の
出
品
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

稲
作
か
ら
生
ま
れ
た
文
化
と
し
て
伝
統
芸

能
「
花
田
植
」
と
「
神
楽
」
が
継
承
さ
れ
て

い
ま
す
。「
花
田
植
」
は
田
の
神
様
に
豊
作
を

願
う
民
俗
芸
能
と
し
て
継
承
さ
れ
て
お
り
、

な
か
で
も
「
壬
生
の
花
田
植
」
は
２
０
１
１

年
に
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

ま
し
た
。
毎
年
６
月
第
１
日
曜
日
に
公
開
さ

れ
、
多
く
の
観
客
で
賑
わ
い
ま
す
。
金
の
花

鞍
や
色
と
り
ど
り
の
装
飾
を
身
に
ま
と
い

き
れ
い
に
磨
か
れ
た
飾
り
牛
が
代
掻
き
を

行
っ
た
あ
と
、
太
鼓
や
鉦
、
笛
等
の
囃
し

に
あ
わ
せ
て
早
乙
女
が
一
列
に
早
苗
を
植

え
て
い
く
様
は
、
ま
さ
に
初
夏
を
彩
る
風

物
詩
と
し
て
一
大
田
園
絵
巻
を
繰
り
広
げ

ま
す
。

五
穀
豊
穣
を
祝
う
伝
統
芸
能
で
あ
る
神
楽

は
、
町
内
ほ
ぼ
全
域
で
継
承
さ
れ
て
お
り
、

神
楽
団
数
は
県
内
最
多
の
60
を
超
え
る
団
体

が
存
在
し
ま
す
。
収
穫
を
祝
う
秋
に
は
神
社

ご
と
に
秋
祭
り
が
行
わ
れ
、
夜
通
し
神
楽
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
年
間
を
通
じ

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

稲
作
文
化
か
ら
始
ま
っ
た�

伝
統
芸
能

▲北広島町の町木テングシデ

▲本尊　薬師如来坐像

▲ユネスコ無形文化遺産　壬生の花田植
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て
神
楽
大
会
や
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
等
で
公

演
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
中
南
米
や
ロ
シ
ア
、
中
国

な
ど
海
外
で
公
演
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０

２
３
年
秋
に
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
市
で
公
演
す
る
な
ど「
ひ
ろ
し
ま
神
楽
」

と
し
て
注
目
度
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ま
の
記
憶
に
新
し
い
２
０
２
３
年
５

月
に
開
催
さ
れ
た
Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ
ト
で

も
、
近
隣
市
町
で
合
同
神
楽
団
を
結
成
し
て

Ｇ
７
及
び
招
待
国
の
首
脳
ら
の
前
で
上
演
さ

れ
、国
際
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
も
、

壬
生
の
花
田
植
と
神
楽
の
代
表
演
目
で
あ
る

八
岐
大
蛇
が
公
演
さ
れ
ま
し
た
。
町
内
に
３

校
あ
る
高
校
に
は
神
楽
部
や
同
好
会
等
が

あ
り
、
郷
土
芸
能
の
保
存
伝
承
に
若
さ
と
情

熱
を
打
ち
込
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
一
度
、
古
く
か
ら
受
け
継

が
れ
た
本
物
の
伝
統
芸
能
を
「
観
に
」「
聞

き
に
」「
肌
で
感
じ
に
」
訪
れ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

  ２
０
２
２
年
11
月
の
新
聞
報
道
、
そ
の
後

の
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
等
で
も
取
り
上
げ
ら

れ
、
正
直
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

こ
ま
で
町
民
と
し
て
実
感
が
な
か
っ
た
の

が
事
実
で
す
。
報
道
さ
れ
た
記
事
に
よ
る

と
、
国
勢
調
査
を
も
と
に
全
国
１
７
４
１
市

区
町
村
の
自
転
車
利
用
の
動
向
を
分
析
し
、

通
勤
・
通
学
に
自
転
車
の
み
を
利
用
す
る
人

を
「
自
転
車
分
担
率
」
と
し
て
２
０
１
０
年

と
２
０
２
０
年
で
比
較
さ
れ
て
い
る
の
で

す
が
、
本
町
が
全
国
で
増
加
率
最
大
と
い
う

の
で
す
。
10
年
間
で
増
加
幅
が
3
・
6
ポ
イ

ン
ト
、
割
合
に
し
て
9
・
2
％
。
通
勤
・
通

学
を
す
る
人
の
う
ち
１
割
弱
が
自
転
車
利
用

者
と
い
う
わ
け
で
す
。
鉄
道
が
な
く
路
線
バ

ス
も
さ
ほ
ど
充
実
し
て
い
な
い
北
広
島
町
で

は
、
自
動
車
が
な
い
と
生
活
で
き
な
い
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
１
家
に
１
台
、

い
や
１
人
が
１
台
保
有
し
て
い
る
実
感
が
あ

る
自
動
車
で
す
が
、
自
動
車
が
な
く
て
も
自

転
車
を
移
動
手
段
と
し
て
十
分
に
活
用
し
て

い
る
方
が
増
え
て
き
た
の
で
す
。

自
転
車
の
利
用
が
増
え
た
理
由
は
、
主

に
町
南
東
部
に
位
置
す
る
工
業
団
地
に
進

出
し
た
企
業
へ
の
通
勤
で
利
用
す
る
従
業

員
が
メ
イ
ン
と
な
り
ま
す
。
自
動
車
部
品

関
連
等
の
企
業
集
積
が
加
速
し
、
自
転
車

利
用
の
従
業
員
が
増
え
た
も
の
と
捉
え
て

い
ま
す
。

２
０
２
２
年
３
月
に
策
定
し
た
「
北
広
島

町
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
で
す
が
、
こ
こ

に
至
る
ま
で
の
経
緯
は
決
し
て
平
坦
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
２
０
１
６
年
7
月
に
国

土
交
通
省
と
警
察
庁
に
よ
り
策
定
さ
れ
た

「
安
全
で
快
適
な
自
転
車
利
用
環
境
創
出
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」、
ま
た
、
２
０
１
７
年
5
月

に
施
行
さ
れ
た
「
自
転
車
活
用
推
進
法
」
に

よ
り
全
国
の
自
治
体
で
自
転
車
活
用
推
進
計

画
の
策
定
が
進
み
ま
し
た
。

一
方
、
本
町
で
は
２
０
１
７
年
か
ら
２
０

２
１
年
ま
で
5
年
連
続
で
7
月
・
8
月
に
豪

雨
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
特
に
２
０
１

７
年
と
２
０
２
１
年
は
甚
大
な
被
害
と
な
り

ま
し
た
。
災
害
復
旧
の
部
署
と
本
計
画
策
定

の
部
署
が
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
必
然
的
に

後
に
ず
れ
込
ん
で
い
た
わ
け
で
す
が
、
国
・

県
か
ら
の
計
画
策
定
の
要
請
の
度
合
い
は
次

第
に
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
状
況
の
中
、
よ
う
や
く
策
定
し
た
計

画
で
は
、
町
民
の
健
康
増
進
、
観
光
振
興
、

安
全
な
自
転
車
空
間
の
整
備
等
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
温
暖
化
が
進
む
中
、

通
勤
・
通
学
等
に
自
転
車
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
と
吸
収
量
が
つ
り
合
う
状
態
い
わ
ゆ
る

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
形
成
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

排
出
量
を
抑
え
る
取
組
も
大
切
で
す
が
、

吸
収
量
に
お
い
て
は
幸
い
に
も
、
町
の
面
積

の
８
割
を
占
め
る
森
林
が
存
在
し
て
お
り
、

自
転
車
分
担
率
の
増
加
率
日
本
一

自
転
車
の
活
用
を
持
続
可
能
な�

社
会
の
た
め
に

▲自転車通勤する多くの従業員

▲工業団地に自転車通勤する従業員

▲伝統芸能　ひろしま神楽　八岐大蛇（やまたのおろち）

98 町村の施策事例集Ⅸ

広島県　�北広島町
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ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
あ
り
、
こ
れ
を
活
か

さ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
２
０
２
３
年
度

に
策
定
す
る
「
北
広
島
町
新
た
な
森
林
資
源

活
用
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
お
い
て
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
社
会
の
実
現
や
生
物
多
様

性
、
山
地
災
害
防
止
、
新
産
業
創
出
等
、
そ

の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
よ
り
広
範
な
領
域
に
お

い
て
発
揮
す
る
た
め
、
森
林
資
源
活
用
の
取

組
を
具
現
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
森
林
に
親
し
む
こ
と
や
木
育
等
も
大
切

な
こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

移
動
手
段
と
し
て
日
常
的
な
自
転
車
利
用

を
促
進
す
る
た
め
、
中
山
間
地
で
急
勾
配
の

道
路
も
少
な
く
な
い
北
広
島
町
に
と
っ
て

は
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
が
有
効
と
考
え

ま
す
。
町
の
施
策
と
し
て
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
タ

ウ
ン
推
進
加
速
化
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー
の
ひ
と

つ
に
購
入
費
助
成
を
取
り
入
れ
た
と
こ
ろ
で

す
。

 

四
季
を
通
じ
て
多
様
な
自
然
環
境
を
満
喫

し
て
も
ら
う
た
め
、
ま
た
魅
力
あ
る
地
域
資

源
を
有
効
活
用
し
て
ス
ポ
ー
ツ
、
健
康
、
経

済
の
活
性
化
等
を
目
的
と
し
て
「
や
ま
が
た

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
」
の
整
備
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

は
、
山
県
郡
を
構
成
す
る
安
芸
太
田
町
と
北

広
島
町
の
観
光
地
６
コ
ー
ス
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
と
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
に
は
、
路
面
標
示
や
案
内
標
識
等
の
整
備

を
順
次
進
め
て
い
ま
す
。「
や
ま
が
た
サ
イ

ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
も
作
成
し
、
道
の
駅
な

ど
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
こ
の
、
サ
イ
ク
リ

ン
グ
ロ
ー
ド
を
基
本
に
コ
ー
ス
設
定
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
Ｆ
ｕ
ｎ
Ｒ
ｉ
ｄ
ｅ
ひ
ろ
し

ま
in
や
ま
が
た
サ
イ
ク
ル
ラ
ン
ド
」
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
２
０
２
２
年
は
３
年
ぶ
り
に
開
催

し
、
県
内
外
か
ら
90
名
を
超
え
る
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
も
８
月
11
日

「
山
の
日
」
に
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
の
芸
北
小
学
校
が
２
０
１
０

年
度
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
交
通
安
全
子
供

自
転
車
大
会
で
は
、
２
０
１
７
年
８
月
に
東

京
で
開
催
さ
れ
た
第
53
回
交
通
安
全
子
供
自

転
車
全
国
大
会
に
お
い
て
団
体
優
勝
を
飾
っ

て
い
ま
す
。
運
転
技
能
は
も
ち
ろ
ん
交
通

ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
等
も
身
に
つ
け
て
こ
そ

の
快
挙
で
あ
り
、
ほ
か
の
小
学
校
に
も
普
及

し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
町
内
に
は
、
民
間
が
運
営
す
る
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

す
。「e-bike

ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
は
、
戦
国

大
名
毛
利
元
就
の
次
男
で
あ
る
吉
川
元
春
に

関
連
す
る
史
跡
・
神
社
が
数
多
く
残
る
町
内

を
、e-bike

で
巡
る
ツ
ア
ー
を
催
行
し
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
排
気
ガ
ス
を
出
さ
な
い
エ
コ

な
乗
り
物
、
自
転
車
の
よ
り
一
層
の
普
及
活

用
を
と
お
し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
タ
ウ
ン
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
ま
い

り
ま
す
。

 

広
島
県
北
広
島
町
長　

箕
野　

博
司

（
令
和
６
年
２
月
19
日
付
第
３
２
７
０
号
）

自
転
車
あ
れ
こ
れ

▲草原を駆けるライダーたち▲警察署員の指導を受けて練習に励む児童

▲吉川元春館跡　石垣

▲記念シンポジウム

▲�やまがたサイクルランドのゲストライダーとイメー
ジキャラクター「花田舞太郎（はなだもうたろう）」
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宮
崎
県
都
農
町
は
、
北
緯
32
度
東
経
１
３

１
度
に
あ
た
り
、
県
都
宮
崎
市
と
工
都
延
岡

市
の
中
間
に
位
置
す
る
町
で
す
。
東
西
に
長

い
地
形
で
、
西
に
は
日
本
二
百
名
山
に
名
を

連
ね
る
尾
鈴
山
を
眺
め
、
東
に
は
豊
富
な
魚

介
類
が
獲
れ
、
サ
ー
フ
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も

名
高
い
日
向
灘
を
望
み
ま
す
。「
山
と
滝
と

く
だ
も
の
の
町
」
を
標
榜
し
て
お
り
、「
農

の
都
」
の
名
の
と
お
り
第
一
次
産
業
を
基
幹

産
業
と
し
て
い
る
町
で
す
。
宮
崎
県
内
で
も

有
数
の
ぶ
ど
う
の
産
地
で
、
多
雨
多
湿
の
環

境
で
の
ぶ
ど
う
栽
培
は
世
界
的
に
も
珍
し

く
、
尾
鈴
地
域
の
ぶ
ど
う
で
作
ら
れ
た
ワ
イ

ン
は
世
界
中
で
評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。こ

の
ほ
か
、
保
育
料
完
全
無
料
・
高
校
３

年
生
ま
で
の
こ
ど
も
医
療
費
無
償
・
学
校
給

食
費
無
償
な
ど
、
子
育
て
に
優
し
く
、
誰
も

都農町

宮崎県 都
つ

農
の

町
ちょう

宮崎県

▲都農町を日向灘から見た展望

▲矢研の滝

100 町村の施策事例集Ⅸ

宮崎県　�都農町

１
．
都
農
町
の
概
要

－移住者を巻き込んだ
官民連携による地方創生－

人口 1 万人の
町の挑戦

教
育
・
福
祉
関
連
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が
住
み
た
く
な
る
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

都
農
町
で
は
、
令
和
元
年
度
よ
り
「
つ
の

職
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
銘
打
ち
、
一
般
社

団
法
人
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
株

式
会
社J.FC

宮
崎
と
の
3
者
協
定
の
も
と

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
お
り
ま
す
。
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
都
農
町

が
抱
え
る
少
子
高
齢
社
会
や
産
業
の
担
い
手

不
足
、
学
生
の
町
外
流
出
な
ど
の
課
題
を
協

力
団
体
と
共
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
い
う
取

り
組
み
で
す
。
一
般
社
団
法
人
ツ
ノ
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域

活
性
化
を
理
念
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
都
農

町
の
課
題
に
対
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
面
か
ら
ア

プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
、
宮
崎
市
を
本
拠
地
と

し
て
活
動
し
て
い
たJ.FC M

IYAZAKI

（
現

ヴ
ェ
ロ
ス
ク
ロ
ノ
ス
都
農
）
と
い
う
サ
ッ

カ
ー
チ
ー
ム
を
誘
致
し
ま
し
た
。ま
た
、ヴ
ェ

ロ
ス
ク
ロ
ノ
ス
都
農
も
よ
り
良
い
練
習
環
境

や
選
手
の
働
く
場
を
求
め
て
お
り
、
各
団
体

の
課
題
を
共
有
し
た
う
え
で
、
各
々
の
特
色

を
活
か
し
て
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
の
中
で
誘
致
し
た

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
す
が
、
当
初
は
地
域
の

方
か
ら
「
ど
う
し
て
来
た
の
？
」「
ど
う
い

う
人
た
ち
な
の
？
」
と
い
っ
た
声
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
、
地
域
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
と

共
に
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し
て
も
ら
う

こ
と
、
彼
ら
の
仕
事
を
創
出
す
る
こ
と
と
い

う
2
つ
の
課
題
解
決
に
う
っ
て
つ
け
の
制
度

が
『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
』
で
し
た
。

こ
の
制
度
は
都
市
部
か
ら
過
疎
地
域
に
移
住

し
た
人
を
協
力
隊
員
と
し
て
委
嘱
し
、
自
治

体
の
抱
え
る
課
題
を
業
務
と
し
て
解
決
し
て

い
く
取
り
組
み
で
、
活
動
に
係
る
報
償
費
や

経
費
が
特
別
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る
も

の
で
す
。
都
農
町
で
仕
事
が
し
た
い
、
サ
ッ

カ
ー
の
練
習
も
し
た
い
、
地
域
に
根
付
い
た

活
動
が
し
た
い
と
い
う
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
希

望
を
叶
え
る
た
め
、
株
式
会
社J.FC

宮
崎
が

受
け
入
れ
団
体
と
な
っ
て
選
手
の
活
動
の
管

理
を
行
い
、
選
手
が
個
人
事
業
主
と
し
て
業

務
委
託
契
約
を
結
ぶ
こ
と
で
、
活
動
時
間
や

活
動
内
容
に
幅
を
持
た
せ
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
は
移
住
定
住
も

テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
地
域
へ
の
移

住
が
条
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
任
期

後
に
定
住
す
る
か
ど
う
か
は
隊
員
次
第
と

な
っ
て
お
り
、
選
手
の
中
か
ら
は
普
段
の
協

力
隊
活
動
に
時
間
を
奪
わ
れ
、
定
住
に
関
し

て
考
え
る
余
裕
が
な
い
と
い
う
声
も
あ
が
っ

２
．
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
た
ま
ち
づ
く
り

３
．
地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の�

活
用

４
．
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
セ
カ
ン
ド�

キ
ャ
リ
ア
の
育
成

▲都農ワインと尾鈴ぶどう

▲地元農家のお手伝いサポート▲高齢者の方へのデジタルサポート
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て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
都
農
町
で
は

定
住
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
た
め
、
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
地
域
の
担
い
手
不
足
解
消
に
設
定

し
、
地
域
の
事
業
者
の
お
手
伝
い
な
ど
、
地

域
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
併
せ
て
選
手
引

退
後
の
働
き
方
を
含
め
た
生
活
を
意
識
し
て

も
ら
う
『
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の
育
成
』
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
隊
員
自
身
の
や
り

た
い
こ
と
や
興
味
の
あ
る
こ
と
と
、
町
の
課

題
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
将
来
の
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
う
よ
う
な
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
協
力
隊
活
動
に
必
要
な
資
格
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
任
期
後
の
定
住
に
つ
な

が
る
よ
う
な
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
取
組
も
積
極

的
に
応
援
す
る
こ
と
で
、
隊
員
の
意
識
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
ツ
ノ
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
地
域
の
課
題
解
決
を
行
い
な
が

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
運
営
も
担
っ

て
い
ま
す
。
令
和
3
年
3
月
に
町
内
唯
一
の

高
校
で
あ
っ
た
宮
崎
県
立
都
農
高
校
が
廃
校

と
な
っ
て
し
ま
い
、
高
校
に
進
学
を
す
る
学

生
は
必
ず
町
外
に
出
て
し
ま
う
と
い
う
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
通
信
制

学
校
に
通
い
つ
つ
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
、

将
来
に
つ
な
が
る
こ
と
を
体
験
し
な
が
ら
生

活
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
が
い
る
環
境
で

サ
ッ
カ
ー
に
打
ち
込
み
な
が
ら
高
校
卒
業
資

格
の
取
得
を
め
ざ
し
、
隙
間
時
間
で
は
語
学

学
習
や
地
元
企
業
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
行

い
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
励
ん
だ
り
、
社
会
経

験
を
積
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
意

欲
あ
る
若
者
の
学
び
の
場
の
提
供
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
不
登
校
や
人
間
関
係
に
不
安
を

抱
い
て
い
る
若
者
が
ス
ポ
ー
ツ
理
念
の
も
と

に
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
と
い
う
面
で
も
、
都
農
町
に
と
っ
て
大

き
な
プ
ラ
ス
要
因
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
で

指
導
す
る
監
督
・
コ
ー
チ
陣
も
地
域
お
こ
し

協
力
隊
で
あ
り
、
子
供
た
ち
へ
指
導
し
な
が

ら
自
分
の
能
力
を
十
二
分
に
発
揮
し
、
都
農

町
へ
の
定
住
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に

し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
か
ら
5
年
が
経
過

し
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
や
そ
の
家
族
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
を
含
め
て
１
０
０
人
を
超
え
る
人
が

都
農
町
に
移
住
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
関

連
の
活
動
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の

課
題
解
決
業
務
だ
け
で
は
な
く
、
居
住
す
る

地
区
の
自
治
会
に
も
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

催
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
地
域
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
自
治
会
か
ら
は
「
若
い
世
代
が
入
っ
て

く
れ
た
こ
と
で
賑
わ
い
が
増
し
た
」「
子
ど

も
会
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
も
活
気
が
出
た
」

な
ど
の
お
声
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、「
移
住
者
が
ど
ん
な
人
物
で
ど

ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
が
見
え
づ
ら

い
」
と
い
っ
た
声
も
あ
る
た
め
、
も
っ
と
活

動
内
容
の
発
信
を
強
化
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
国
の
制
度
も
積
極
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
が
、
町
独
自
の
事
業
も
行
っ
て

い
ま
す
。
大
き
く
分
け
て
3
つ
に
カ
テ
ゴ
ラ

イ
ズ
さ
れ
、
移
住
定
住
、
子
育
て
、
空
き
家

等
利
活
用
に
分
か
れ
ま
す
。

５
．
ス
ポ
ー
ツ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
運
営

６
．
つ
の
職
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の�

実
績
と
町
の
声

７
．
移
住
促
進
施
策
の
充
実

▲都農町の魅力発信の動画撮影

▲高校単位取得のための授業風景

▲生徒たちへのサッカー指導の様子
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移
住
定
住
に
関
し
て
は
、
住
宅
建
設
や
保

留
地
取
得
の
際
に
補
助
を
し
て
お
り
、
転
入

者
へ
の
加
算
金
や
中
古
住
宅
も
認
め
る
な
ど

細
か
な
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

子
育
て
に
関
し
て
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
保

育
料
無
料
や
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
の

他
に
も
、
自
宅
で
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
る

保
護
者
へ
の
手
当
や
、
国
が
実
施
し
て
い
る

出
産
・
子
育
て
応
援
金
に
加
え
、
小
学
校
入

学
時
も
応
援
金
を
給
付
す
る
こ
と
で
、
出
産

か
ら
入
学
ま
で
継
続
し
た
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
校
進
学
に
伴
い
町
外
に
通

学
す
る
高
校
生
等
の
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
に
、
就
学
応
援
金
制
度
も
設
け
て

い
ま
す
。

空
き
家
等
利
活
用
に
関
し
て
は
、
空
き
家

の
家
財
道
具
な
ど
の
片
付
け
費
用
や
リ

フ
ォ
ー
ム
奨
励
金
な
ど
も
設
け
て
お
り
、
現

在
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
で
き
る
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
。

移
住
者
に
向
け
た
取
り
組
み
に
よ
っ
て
地

方
創
生
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
移
住
者
が

増
え
て
き
た
こ
と
に
よ
る
賃
貸
住
宅
不
足
と

い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
や

移
住
者
年
齢
層
に
沿
っ
た
仕
事
の
創
出
が
新

た
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
問

題
を
全
体
的
に
解
決
し
よ
う
と
「
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｔ

計
画
」
を
令
和
３
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
企
業
の
誘
致
と
仕
事
の
創
出
（
Ｗ
／

ワ
ー
ク
）、
技
術
の
教
育
と
若
い
世
代
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ａ
／
ア
カ
デ
ミ
ー
）、
住
居

課
題
や
イ
ン
フ
ラ
問
題
の
解
決
（
Ｌ
／
ラ
イ

フ
）、
外
貨
の
獲
得
と
町
内
の
活
性
化
（
Ｔ

／
つ
の
）
を
テ
ー
マ
に
、
官
民
連
携
に
よ
る

地
方
創
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
令
和
4
年

度
に
Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｔ
計
画
の
核
と
な
る
団
体
「
一

般
社
団
法
人
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
」を
設
立
し
、

地
方
創
生
に
関
わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
地
方

移
住
を
求
め
る
人
向
け
の
事
業
募
集
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
」
の
運
用

を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
都
農
町
で
は
製
造
系
企
業
の
誘

致
に
よ
る
雇
用
の
創
出
や
税
収
の
増
を
主
な

目
的
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
町
内
の
整
備
さ

れ
た
土
地
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
や
、
企
業

間
で
の
町
内
就
労
者
の
奪
い
合
い
が
起
き
て

し
ま
う
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ

で
Ｉ
Ｔ
情
報
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
目
を
つ
け
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
働
き
方
の
で
き

る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
仕
事
を
誘
致
し
、
地

方
移
住
も
併
せ
て
促
進
さ
せ
よ
う
と
方
針
を

転
換
し
ま
し
た
。
都
市
部
で
は
類
似
業
種
が

多
い
た
め
地
方
で
の
起
業
を
考
え
て
い
る
若

者
や
、
温
暖
な
気
候
で
の
家
族
暮
ら
し
を
望

む
テ
レ
ワ
ー
ク
業
務
の
人
な
ど
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
。

地
域
活
性
に
は
「
移
住
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド

に
な
っ
て
く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
全
国
各

地
の
「
地
方
」
と
呼
ば
れ
る
自
治
体
は
人
口

減
、
少
子
高
齢
化
が
深
刻
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
20
～
40
代
の
就
労
・
子
育
て
世
代

が
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
こ
の
年
代
に
移

住
し
て
も
ら
い
出
生
率
を
上
げ
て
い
く
こ
と

が
地
方
創
生
へ
の
１
番
の
近
道
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
自
治
体
側
が
準
備
す
る
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
、
制
度
設
計
や
イ
ン
フ

ラ
整
備
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地
域
住
民
の

歓
迎
意
識
を
醸
成
し
、
移
住
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
課
題
で

す
。現

在
、
行
政
職
員
の
業
務
量
過
多
と
職
員

数
減
少
も
課
題
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を

も
っ
て
事
業
推
進
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
官
民
連
携
を
推
し
進
め

て
い
く
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
得
意
分
野
を

担
当
し
、
一
緒
に
地
方
を
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
で
新
し
い
地
方
創
生
が
見
え
て
く
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の「
官
民
連
携
」

を
軸
に
置
い
た
事
業
推
進
体
制
を
築
い
て
い

き
、
他
の
自
治
体
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
れ

る
よ
う
な
「
地
方
」
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

宮
崎
県
都
農
町　

企
画
課　

地
域
政
策
係

（
令
和
５
年
６
月
５
日
付
第
３
２
４
２
号
）

８
．
企
業
誘
致
目
線
か
ら
の�

ま
ち
づ
く
り

９
．
こ
れ
か
ら
の
地
方
が
め
ざ
す　

地
域
活
性

▲子育て包括支援センターを活用する親子

▲TSUNORUサイト内インフォマ動画一部
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全
国
町
村
会
の
地
域
農
政
未
来
塾
（
塾
長
・

生
源
寺
眞
一
（
公
財
）
日
本
農
業
研
究
所
研

究
員
）
は
、
平
成
28
年
に
開
講
、
令
和
２
年

度
の
中
断
を
除
き
、
現
在
７
期
が
開
講
し
て

い
る
。
全
国
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
20
名
の

塾
生
は
、
講
義
の
ほ
か
４
名
の
主
任
講
師
の

指
導
の
も
と
で
各
ゼ
ミ
に
分
か
れ
て
議
論
、

総
仕
上
げ
と
し
て
修
了
論
文
を
執
筆
す
る
。

修
了
式
で
は
、
塾
長
が
最
優
秀
論
文
賞
、

優
秀
論
文
賞
を
選
定
し
、
表
彰
し
て
い
る
。

令
和
４
年
度
（
第
６
期
）
の
最
優
秀
論
文

に
選
ば
れ
た
の
は
、
山
形
県
小
国
町
職
員
、

小
松
佳
帆
里
さ
ん
の
「
地
域
資
源
を
活
用
し

て
つ
な
ぐ
鳥
獣
被
害
対
策
の
未
来
～
『“
白

い
森
”
お
ぐ
に
の
マ
タ
ギ
文
化
』
の
視
点
か

ら
～
」
だ
っ
た
。

令
和
５
年
10
月
に
生
源
寺
塾
長
が
現
地
を

訪
ね
、
小
松
さ
ん
の
近
況
を
は
じ
め
仁
科
洋

一
町
長
、
歴
代
の
地
域
農
政
未
来
塾
の
受
講

生
と
も
懇
談
、
地
域
農
政
未
来
塾
の
意
義
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
。

山
形
県
西
置
賜
郡
小
国
町
は
、
山
形
県
の

南
部
、
新
潟
県
と
の
県
境
に
位
置
す
る
、
人

口
７
、
０
８
５
人
（
令
和
4
年
1
月
住
民
基

本
台
帳
人
口
）
の
町
で
あ
る
。
面
積
は
東
京

23
区
よ
り
も
広
い
７
３
７
・
56
㎞
、
9
割
以

上
は
ブ
ナ
を
は
じ
め
と
す
る
広
葉
樹
林
に
覆

わ
れ
て
い
る
。

森
林
の
多
く
を
占
め
る
ブ
ナ
の
樹
皮
が
白

い
こ
と
や
、
町
全
体
が
冬
に
雪
に
覆
わ
れ
白

く
な
る
こ
と
か
ら
、「
白
い
森
」
と
表
現
し
、

「
白
い
森
の
国
お
ぐ
に
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

町
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

ま
た
、町
に
は
森
と
の
関
わ
り
に
よ
っ
て
、

長
い
時
間
を
か
け
て
培
わ
れ
て
き
た
「
ブ
ナ

小
国
町
の
概
要

小国町

山形県 小
お

国
ぐに

町
まち

山形県

▲�山形県小国町小玉川地区にある「マタギの郷交流館」前で。地域農政未来塾・生源寺眞一塾長（右）、令和4年度同塾の最優秀論
文賞受賞者・小松佳帆里さん（左）。
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文
化
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
生
活
文
化
が
存

在
し
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
等
の
野
生
動
物
を
捕

獲
す
る
「
マ
タ
ギ
」
は
全
国
的
に
知
ら
れ
て

い
る
。

小
松
さ
ん
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
地

域
資
源
を
活
用
し
て
つ
な
ぐ
鳥
獣
被
害
対
策

の
未
来
～
『“
白
い
森
”
お
ぐ
に
の
マ
タ
ギ

文
化
』
の
視
点
か
ら
～
」。

鳥
獣
被
害
対
策
を
テ
ー
マ
に
お
い
た
背
景

に
は
、
小
松
さ
ん
自
身
の
関
心
と
活
動
が
あ

る
。
大
学
在
学
中
に
町
を
訪
れ
、
地
元
の
マ

タ
ギ
と
知
り
合
い
、彼
ら
が
山
を
大
切
に
し
、

「
山
の
神
様
か
ら
授
か
っ
た
」（
小
松
さ
ん
）

獲
物
を
仲
間
で
平
等
に
分
配
し
、
決
し
て
無

駄
に
す
る
こ
と
の
な
い
姿
に
触
れ
た
。
や
が

て
、
マ
タ
ギ
の
世
界
に
強
く
惹
か
れ
、
自
ら

狩
猟
免
許
を
取
得
。
天
童
市
か
ら
小
国
町
に

移
住
し
、
町
の
職
員
と
な
っ
た
。

小
松
さ
ん
は
役
場
職
員
と
し
て
勤
務
す
る

一
方
、
猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
動

し
て
い
る
。マ
タ
ギ
た
ち
と
の
会
話
の
中
で
、

「
高
齢
化
が
進
み
、
も
う
継
続
で
き
な
く
な

る
の
で
は
」
と
い
う
声
を
聞
き
、
危
機
感
を

抱
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。

小
国
町
で
は
、「
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
」

に
基
づ
き
各
種
被
害
防
止
対
策
を
行
っ
て
い

る
。
２
つ
の
取
組
が
あ
り
、
１
つ
が
防
護
柵

の
設
置
等
に
関
す
る
取
組
、
も
う
１
つ
が
、

捕
獲
等
に
関
す
る
取
組
だ
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
町
の
狩
猟
者
で
構
成

さ
れ
た
小
国
町
猟
友
会
の
会
員
全
員
が
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
員
と
し
て
委
嘱
を
受
け
、

８
班
体
制
で
捕
獲
等
に
従
事
し
て
い
る
。
令

和
４
年
４
月
時
点
で
、
93
名
が
会
員
だ
。

町
で
マ
タ
ギ
の
数
が
減
る
と
い
う
こ
と

は
、
有
害
鳥
獣
対
策
を
行
う
人
が
減
る
こ
と

を
意
味
す
る
。
小
松
さ
ん
は
こ
れ
を
、「
捕

獲
者
の
減
少
に
伴
う
農
作
物
被
害
の
深
刻
化

に
加
え
、
小
国
町
で
長
年
受
け
継
が
れ
て
き

た
『
マ
タ
ギ
文
化
』
継
承
に
お
い
て
も
大
き

な
課
題
」
と
な
る
と
と
ら
え
、「
マ
タ
ギ
を

増
や
す
た
め
に
で
き
る
こ
と
」
を
提
案
す
べ

く
、
現
状
を
分
析
す
る
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員
93
名
の
う
ち
、

60
代
以
上
が
４
分
の
３
を
占
め
て
お
り
、
今

後
の
駆
除
活
動
を
メ
イ
ン
に
担
っ
て
い
く
50

代
以
下
が
少
な
く
、
さ
ら
に
、
８
つ
あ
る
班

ご
と
で
見
て
い
く
と
、
50
代
以
下
の
隊
員
が

２
人
以
下
と
い
う
班
が
５
つ
あ
り
、
担
い
手

が
確
実
に
不
足
す
る
日
が
間
近
に
迫
っ
て

い
る
。

論
文
で
は
、
そ
の
要
因
に
つ
い
て
、
１
つ

が
金
銭
面
の
課
題
で
あ
る
と
す
る
。
狩
猟
免

許
や
銃
の
所
持
許
可
を
新
た
に
取
得
し
た
者

へ
の
補
助
は
町
が
行
っ
て
い
る
も
の
の
、
活

動
を
継
続
し
て
い
く
た
め
の
費
用
に
対
す
る

公
的
な
補
助
が
な
い
。
捕
獲
等
に
従
事
す
る

た
め
の
資
格
を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
更
新

の
都
度
、
金
銭
的
な
負
担
が
伴
う
。

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
小
松
さ

ん
は
、
猟
銃
等
講
習
会
や
射
撃
教
習
に
か
か

る
手
数
料
な
ど
、
猟
銃
所
持
許
可
を
新
規
に

取
得
す
る
際
の
補
助
額
と
、
講
習
受
講
料
な

ど
狩
猟
免
許
の
新
規
取
得
に
対
す
る
補
助
額

を
参
考
に
、
更
新
等
に
か
か
る
費
用
を
算
出

し
た
。
そ
れ
を
町
の
現
状
で
あ
る
93
名
の
状

況
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
必
要
と
な
る
経
費
は

１
年
度
あ
た
り
約
１
０
０
万
円
と
試
算
し
て

い
る
。
ま
た
、
こ
の
財
源
を
賄
う
た
め
、
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
行

い
、「
小
国
町
の
マ
タ
ギ
を
支
援
す
る
」
と

い
う
目
的
で
寄
付
を
促
す
。

小
松
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
「
実
務
的
な
側

面
」（
論
文
講
評
の
場
で
の
生
源
寺
塾
長
の

言
葉
）
で
の
提
案
と
と
も
に
、「
付
加
価
値

論
文
執
筆
の
背
景

町
の
鳥
獣
害
対
策
と
小
松
論
文
に�

お
け
る
政
策
提
案

▲現役ハンターでもある小松さんのフィールドで話を聞く。

▲飯豊山峰を望む。

▲�「交流館」ではマタギの歴史や文化に関わる資料を展示して
いる。
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と
し
て
の
『
マ
タ
ギ
文
化
』
の
活
用
」
を
提

案
。
江
戸
時
代
か
ら
続
く
「
小
国
の
マ
タ
ギ
」

を
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
て
多
く
の
人
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
前
述
し
た
金
銭
面

で
の
サ
ポ
ー
ト
や
、
新
し
い
担
い
手
を
生
み

出
す
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
と
考
察
し
て
い
る
。
生
源
寺
塾
長
は
小
松

さ
ん
の
論
文
に
つ
い
て
、「
徹
底
し
て
深
い

分
析
、
具
体
的
な
提
案
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
は

こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
と
思
う
」
と
、
高
く
評

価
し
た
。

小
国
町
で
は
、
今
年
度
を
含
め
、
こ
れ
ま

で
５
名
の
職
員
が
地
域
農
政
未
来
塾
を
受
講

し
て
い
る
。
町
村
役
場
で
は
、
定
員
管
理
の

厳
し
さ
も
あ
り
、
複
数
回
に
わ
た
る
宿
泊
研

修
に
職
員
を
派
遣
す
る
ゆ
と
り
が
な
か
な
か

な
い
の
が
現
状
で
あ
ろ
う
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
仁
科
洋
一
小
国
町
長

は
、「
職
員
は
、
積
極
的
に
研
修
に
参
加
し

て
く
れ
、終
え
た
あ
と
、一
回
り
大
き
く
な
っ

て
い
る
と
感
じ
る
」
と
述
べ
る
。「（
外
に
出

る
こ
と
で
）
人
や
地
域
の
多
様
性
が
理
解
で

き
、
考
え
方
が
広
が
る
。
１
つ
の
見
方
し
か

で
き
な
い
と
い
う
の
は
困
る
の
で
、
研
修
は

職
員
の
能
力
、
考
え
方
を
広
げ
て
い
く
と
い

う
点
で
必
要
だ
」
と
、
人
材
育
成
の
重
要
性

を
強
調
す
る
。

地
域
農
政
未
来
塾
は
、
月
に
１
回
、
木
曜

日
９
時
か
ら
金
曜
日
17
時
ま
で
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
３
日
間
程
度
、
職

場
を
不
在
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
塾
へ
の
参

加
に
あ
た
っ
て
は
、本
人
の
意
欲
と
と
も
に
、

職
場
の
理
解
も
欠
か
せ
な
い
。

「
職
場
の
仲
間
は
、
快
く
送
り
出
し
て
く

れ
る
」
と
語
る
の
は
、
塾
５
期
生
で
町
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
を
担
当
す
る
遠
藤
愛
さ

ん
。
現
在
受
講
中
の
伊
藤
澪
奈
さ
ん
も
、「
頑

張
っ
て
行
っ
て
き
て
と
言
わ
れ
、
フ
ォ
ロ
ー

し
て
も
ら
い
、
あ
り
が
た
い
」
と
周
囲
の
サ

ポ
ー
ト
に
感
謝
す
る
。

20
数
年
前
に
一
般
財
団
法
人
地
域
活
性
化

セ
ン
タ
ー
主
催
の
「
全
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
養

成
塾
」
を
受
講
し
た
阿
部
英
明
副
町
長
は
、

「
未
来
塾
で
お
世
話
に
な
っ
た
講
師
を
町
に

招
く
と
い
っ
た
、つ
な
が
り
が
で
き
て
い
る
」

と
語
る
。
町
か
ら
初
め
て
塾
に
参
加
し
た
２

期
生
で
、
総
務
企
画
課
所
属
の
今こ
ん

美
穂
さ
ん

は
、
今
回
の
訪
問
に
合
わ
せ
、
生
源
寺
塾
長

に
よ
る
職
員
向
け
の
講
演
会
を
企
画
し
た
。

阿
部
副
町
長
の
い
う
講
師
と
の
つ
な
が
り
が

活
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

今
さ
ん
の
企
画
を
受
け
、
生
源
寺
塾
長
は

小
国
町
職
員
に
対
し
、「
町
村
職
員
の
皆
様

へ
の
期
待
～
地
域
農
政
未
来
塾
の
経
験
か

ら
」
と
題
す
る
講
演
を
行
っ
た
。

講
演
の
中
で
、
塾
長
は
農
村
が
多
層
的
な

空
間
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
、
農
業
政
策
が

農
村
政
策
と
重
な
り
、
他
の
政
策
と
も
深
く

関
係
す
る
こ
と
を
指
摘
。
塾
に
参
加
す
る
こ

と
は
、
立
地
条
件
な
ど
多
彩
な
町
村
の
特
色

を
再
確
認
す
る
場
に
な
る
と
述
べ
た
。

ま
た
、
未
来
塾
へ
の
自
身
の
か
か
わ
り
を

通
じ
、
町
村
役
場
の
総
合
力
、
分
野
横
断
的
な

潜
在
力
に
気
づ
か
さ
れ
、
教
え
る
側
が
教
え

ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
振
り
返
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
担
当
す
る
町
村
職
員
の
分
野
横

断
的
な
経
験
と
交
流
を
活
か
す
工
夫
が
、
農

村
政
策
に
は
有
益
で
あ
る
と
締
め
括
っ
た
。

地
域
農
政
未
来
塾
の
受
講
に
つ
い
て
、
小

松
さ
ん
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
た
。
さ
ら
に
、「
山
形
県
の
研
修
で

県
内
市
町
村
職
員
と
会
う
機
会
は
あ
っ
て

も
、時
間
が
な
く
お
互
い
を
知
り
合
え
な
い
。

未
来
塾
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
全
国
の
町

小
国
町
に
お
け
る
職
員
の
育
成
と�

地
域
農
政
未
来
塾

生
源
寺
塾
長
講
演
：　
　
　
　
　
　

町
村
職
員
へ
の
期
待

訪
問
を
終
え
て

▲歴代塾生とともに受講時を振り返った。

▲�生源寺塾長を囲んで。（前列左から仁科洋一町長、生源寺
塾長、阿部英明副町長、後列左から、塾生の横山さん、遠
藤さん、小松さん、伊藤さん、今さん）

▲生源寺塾長による講演の様子。
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村
職
員
と
の
交
流
を
通

じ
、
お
互
い
の
自
治
体
の

こ
と
な
ど
情
報
交
換
で
き

る
場
で
あ
り
、
ぜ
ひ
と
も

参
加
し
て
ほ
し
い
」
と
付

け
加
え
た
。　
　

地
域
農
政
未
来
塾
で

は
、
農
政
等
の
分
野
に
お

い
て
第
一
線
で
活
躍
す

る
、
厳
選
さ
れ
た
講
師
が

講
義
す
る
。
本
塾
に
参
加

す
れ
ば
、
関
連
知
識
や
物

の
見
方
、
ゼ
ミ
の
討
論
で

１
つ
の
テ
ー
マ
を
掘
り
下

げ
る
力
な
ど
を
得
る
こ
と

が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
今
回
の
訪
問

を
通
じ
て
、
未
来
塾
は
講

師
と
塾
生
、
塾
生
同
士
の

交
流
を
通
し
て
、
視
点
を

拡
げ
、
塾
後
も
続
く
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
場

で
あ
る
と
も
感
じ
た
。
各

期
の
研
修
人
数
は
多
く
は

な
い
が
、
塾
を
経
験
し
た

町
村
役
場
職
員
は
全
国
で

増
え
て
い
る
。
こ
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
今
後
も
広
が

る
よ
う
期
待
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

全
国
町
村
会　

経
済
農
林
部

（
令
和
６
年
１
月
29
日
付

第
３
２
６
７
号
）

—小国町が推進する施策—
●おぐにマルチワーク事業協同組合
　「おぐにマルチワーク事業協同組合」（「おぐマル」）は、令和２
年度に創設された「特定地域づくり事業協同組合制度」を利用、
山形県内で初めて認定を受けた。町役場の総合政策課（当時）が
窓口になり、関係者と調整を経て実現にこぎつけた。
　事務局長は、地域おこし協力隊のOBである。訪れた日は事
務局員で自身も移住者の大塚亮平さんから話を聞いた。小国町の
暮らしには、春は山菜採り、夏は野菜収穫や川での釣り、秋は米
やキノコ狩り、冬は除雪業や味噌の仕込みなど、マルチワーク（複
業。１つの仕事のみに従事するのではなく、同時に複数の仕事に
携わる働き方のこと）の前提となる働き方があるという。現在、
17事業者が加盟しており、各事業者に派遣されるマルチワーカー
７名、事務局員２名で運営している。大塚さんは、事業者は長期
で働ける人を希望しているが、ある程度人が入れ替わっても仕事
が回る環境づくりにマルチワーカーが貢献していると話していた。

●おぐに移住者コミュニティ「つむぐ」
　４期生の横山真由美さんは、塾受講後、移住者コミュ
ニティ「つむぐ」の事業を手掛けた。まず、移住者のニー
ズを聞くため、「移住者女子会」を開催し、そこに地
域の人が参加するような仕組みを整えた。すると、よ
り生活に密着した有益な情報が入ってくるようになっ
た。現在、約 100名が集い、移住者だけでなく、町出
身の大人や高校生、町外に拠点を持ちながら小国町に
関わっている人で構成されている。芋煮会やマルシェ、
クリスマス会といった季節のイベントを開催したり、
地域の方を先生に料理教室を開催したり、地域内の名
所を散策したりと活動の幅は広い。

▲「おぐマル」大塚さんも移住者の一人。

▲�移住者は「小国の様々な魅力に気づかせてくれる」
と横山さん（真ん中）。

▲�コワーキングスペース「カモスク（KAMOSQ）」。町で
300年以上続く酒造の石蔵をリノベーションして造られ
た。ここで町の「いま」を知る取組について聞いた。

▲�「カモスク」店長の村上友梨さん。壁面の「ブックマン
ション」の説明を聞く。
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昭
和
２
年
11
月
に
野
尻
村
と
大
芦
村
が
合

併
し
て
誕
生
し
た
昭
和
村
は
、
間
も
な
く
村

政
95
周
年
を
迎
え
ま
す
。
福
島
県
の
南
西
部

に
位
置
す
る
本
村
は
県
内
７
つ
の
町
に
囲
ま

れ
、
東
西
16
・
８
㎞
、
南
北
21
・
55
㎞
、
周

囲
82
・
３
㎞
で
、
面
積
は
東
京
23
区
の
面
積

の
約
３
分
の
１
に
当
た
る
２
０
９
・
46
㎢
で

す
。
主
要
な
道
路
と
し
て
会
津
若
松
市
に
至

る
国
道
４
０
１
号
と
、
南
会
津
町
を
経
て
栃

木
県
に
至
る
国
道
４
０
０
号
が
あ
り
ま
す
。

国
道
４
０
１
号
博
士
峠
に
つ
い
て
は
施
工
中

の
ト
ン
ネ
ル
が
昨
年
貫
通
し
、
長
年
の
悲
願

で
あ
っ
た
供
用
開
始
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
村
内
に
あ
る
10
の
集
落
は
、
標

高
４
０
０
～
７
０
０
ｍ
に
あ
る
野
尻
川
、
玉

川
及
び
滝
谷
川
に
沿
っ
た
僅
か
な
平
坦
地
に

形
成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
が
山
岳

地
の
農
山
村
で
、
２
ｍ
を
超
え
る
雪
が
降
り

積
も
る
特
別
豪
雪
地
帯
で
も
あ
り
ま
す
。
一

方
、
本
村
南
部
に
あ
る
国
天
然
記
念
物
「
駒

止
湿
原
」、中
部
に
あ
る
村
天
然
記
念
物
「
矢

ノ
原
湿
原
」、
村
内
各
地
で
湧
き
出
る
銘
水

な
ど
、
数
々
の
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お

昭
和
村
の
概
要

昭和村

福島県 昭
しょう

和
わ

村
むら

福島県

▲

昭
和
村
の
風
景

108 町村の施策事例集Ⅸ
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「からむし織の里
奥会津昭和村

先端的過疎への
挑戦」

農
林
水
産
・
地
域
経
済
関
連
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り
ま
す
。
特
に
、新
緑
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
交
流
・
観
光
拠
点

施
設
「
喰
丸
小
」
の
大
銀
杏
は
圧
巻
で
あ
り
、

多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
に
は
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
の
加
盟
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
古
よ
り
伝
わ
る
か
ら
む
し
織
」
と
「
日
本

一
の
カ
ス
ミ
ソ
ウ
と
木
造
校
舎
が
残
る
昔
懐

か
し
い
農
山
村
風
景
」
が
本
村
の
地
域
資
源

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
ま

す
。令

和
２
年
国
勢
調
査
に
よ
る
本
村
の
人
口

は
、
ピ
ー
ク
時
（
昭
和
30
年
）
の
約
４
分
の

１
と
な
る
１
、
２
４
６
人
、
高
齢
化
率
は

55
％
超
と
公
表
さ
れ
た
も
の
の
、
減
少
率
は

昭
和
40
年
以
降
の
調
査
に
お
い
て
最
も
低
く

抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ス
ミ
ソ
ウ
栽
培
を

希
望
す
る
新
規
就
農
者
、「
か
ら
む
し
」
や

昭
和
村
の
「
人
」
に
あ
こ
が
れ
て
入
村
す
る

織
姫
な
ど
、
移
住
者
に
よ
る
社
会
増
で
自
然

減
を
補
お
う
と
す
る
村
の
取
組
の
効
果
が
現

れ
始
め
て
い
ま
す
。

「
か
ら
む
し
」
は
苧ち
ょ

麻ま

と
も
呼
ば
れ
、
背

丈
以
上
に
伸
び
る
イ
ラ
ク
サ
科
の
多
年
草
で

す
。
冷
涼
な
気
候
の
本
村
に
お
い
て
は
、
貴

重
な
換
金
作
物
と
な
る
「
か
ら
む
し
」
を
上

布
用
の
原
材
料
と
し
て
栽
培
し
続
け
、
根
株

を
増
や
し
守
っ
て
い
く
こ
と
で
、
絶
や
さ
ず

に
受
け
継
い
で
き
ま
し
た
。
５
月
末
頃
に
行

わ
れ
る
「
か
ら
む
し
焼
き
」
で
は
、
か
ら
む

し
畑
の
表
面
を
焼
く
こ
と
に
よ
り
「
か
ら
む

し
」
の
発
芽
を
そ
ろ
え
、
成
長
が
均
一
に
な

る
よ
う
に
し
ま
す
。
収
穫
は
７
月
20
日
頃
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
刈
り
取
っ
て
す
ぐ
に
数
時

間
か
ら
一
晩
程
度
、
掛
け
流
し
の
清
水
に
浸

け
た
後
、
皮
の
部
分
を
丁
寧
に

剥
ぎ
取
り
、
か
ら
む
し
引
き
の

道
具
を
用
い
て
１
枚
ず
つ
表
皮

と
繊
維
に
分
け
て
い
き
ま
す
。

表
皮
を
そ
ぎ
落
と
し
て
い
く
こ

と
で
、
繊
維
に
薄
緑
が
か
っ
た

銀
白
色
の
光
り
輝
く
「
キ
ラ
」

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
光
沢
が
現

れ
ま
す
。
11
月
以
降
、
乾
燥
さ

れ
た
繊
維
を
糸
の
太
さ
に
合
わ
せ

て
裂
き
、
繊
維
を
つ
な
ぎ
合
わ
せ

ま
す
。
非
常
に
根
気
の
い
る
作
業

で
あ
り
、
帯
１
本
分
の
量
に
す
る

ま
で
に
約
３
か
月
を
要
し
ま
す
。

紡
が
れ
た
糸
を
昔
な
が
ら
の
地じ

機ば
た

や
高た
か

機は
た

に
か
け
、
手
織
り
さ
れ
て

で
き
た
「
か
ら
む
し
織
」
は
、
通

気
性
や
吸
湿
性
に
富
み
、
軽
く
て
し
な
や
か

で
肌
触
り
が
良
く
、
涼
し
い
着
心
地
は
夏
衣

と
し
て
最
高
級
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
３
年
に
、
か
ら
む
し
生
産
と
繊
維
に

加
工
す
る
技
術
が
国
の
選
定
保
存
技
術
に
指

村
の
特
産
品
「
か
ら
む
し
」・�

「
か
ら
む
し
織
」

▲

乾
燥
さ
れ
た
「
か
ら
む
し
」
の
繊
維

▲

背
丈
を
超
え
る
「
か
ら
む
し
畑
」

▲からむし織

▲喰丸小と大銀杏

「
か
ら
む
し
織
の
里
奥
会
津
昭
和
村
　

「
か
ら
む
し
織
の
里
奥
会
津
昭
和
村
　

先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦
」

先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦
」
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定
さ
れ
、
平
成
23
年
に
は
「
会
津
の
か
ら
む

し
生
産
用
具
及
び
製
品
」
が
国
重
要
有
形
民

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

平
成
29
年
に
は「
奥
会
津
昭
和
か
ら
む
し
織
」

と
し
て
、
本
村
の
か
ら
む
し
を
用
い
た
地
機

織
が
国
伝
統
的
工
芸
品
の
指
定
を
受
け
た
ほ

か
、
令
和
３
年
に
は
伝
統
技
術
「
か
ら
む
し

織
」
の
伝
承
と
後
継
者
育
成
に
関
す
る
取
組

が
、
厚
生
労
働
省
主
催
の
「
地
域
発
！
い
い

も
の
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

30
数
年
前
に
お
い
て
「
か
ら
む
し
」
は
、

全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
か
ら
む
し
」

を
始
め
と
す
る
本
村
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
平
成
６
年
度
に
「
織
姫
体
験
生
制

度
」
を
開
始
し
ま
し
た
。
当
初
は
、
か
ら
む

し
織
関
連
技
術
保
持
者
の
自
宅
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
す
る
形
式
で
し
た
が
、
平
成
７
年
度
以

降
は
村
施
設
で
の
共
同
生
活
と
し
ま
し
た
。

後
に
、
体
験
終
了
後
も
村
に
残
り
、
深
く
学

び
た
い
と
い
う
希
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
た

め
、
平
成
11
年
度
か
ら
は
最
長
で
３
年
間
の

「
研
修
生
制
度
」を
導
入
し
ま
し
た
。近
年
は
、

「
か
ら
む
し
」
と
「
か
ら
む
し
織
」
を
学
ぶ

こ
と
に
加
え
、
畑
作
業
体
験
、
生
活
工
芸
体

験
、
郷
土
料
理
体
験
な
ど
、
山
村
生
活
で
の

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
平
成
29
年
に
昭
和
村
か
ら
む
し
後
継
者

育
成
協
議
会
を
設
立
し
、
地
機
織
の
後
継
者

育
成
の
た
め
の
講
習
会
を
始
め
、
糸
づ
く
り

か
ら
織
り
に
至
る
ま
で
の
技
術
向
上
と
習
得

を
め
ざ
し
た
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
、
令
和
３
年

度
ま
で
に
28
期
生
、
１
２
９
名
の
織
姫
と
彦

星
を
村
に
受
け
入
れ
、
そ
の
う
ち
30
名
を
超
え

る
方
々
が
村
内
で
生
活
を
続
け
て
い
ま
す
。

本
村
の
基
幹
産
業
は
農
業
で
あ
り
ま
す

が
、
戦
後
は
長
く
米
と
葉
タ
バ
コ
が
基
幹
作

目
と
し
て
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
60
年
、
葉
タ
バ
コ
の
廃

作
奨
励
が
契
機
と
な
り
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が

大
き
い
本
村
の
気
象
条
件
に
適
し
た
宿
根
カ

ス
ミ
ソ
ウ
の
栽
培
に
転
換
し
て
い
き
ま
し

た
。
こ
の
取
組
が
功
を
奏
し
、
今
で
は
夏
秋

期
の
出
荷
量
が
日
本
一
を
誇
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
村
集
出
荷
貯
蔵
施

設
を
通
し
て
出
荷
さ
れ
た
も
の
を
ブ
ラ
ン
ド

と
し
て
「
昭
和
か
す
み
草
」
と
呼
ん
で
お
り
、

花
が
大
き
く
日
持
ち
す
る
品
質
の
高
さ
が
特

徴
で
す
。
こ
の
集
出
荷
貯
蔵
施
設
、
い
わ
ゆ

る
「
雪
室
」
で
は
、
大
型
ダ
ン
プ
約
３
０
０

台
分
の
雪
を
搬
入
し
、
予
冷
庫
に
自
然
の
冷

気
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度
に

は
予
冷
庫
の
拡
充
・
機
能
強
化
を
図
り
、
低

温
仕
分
室
か
ら
常
温
の
場
所
を
経
由
す
る
こ

と
な
く
、
直
接
ト
ラ
ッ
ク
へ
の
積
込
み
が
可

能
と
な
る
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
コ
ー
ル
ド
チ
ェ
ー

ン
（
低
温
流
通
体
系
）
を
確
立
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
染
色
液
を
茎
か
ら
吸

わ
せ
て
染
め
る
「
染
め
カ
ス
ミ
ソ
ウ
」
を
い

ち
早
く
開
発
し
、
販
路
拡
大
を
図
っ
て
い
ま

す
。
近
年
の
コ
ロ
ナ
禍
で
冠
婚
葬
祭
で
の
需

要
が
大
き
く
落
ち
込
む
一
方
、
巣
ご
も
り
需

要
や
、染
め
カ
ス
ミ
ソ
ウ
の
需
要
が
好
調
で
、

昭
和
か
す
み
草
の
販
売
額
は
令
和
３
年
度
に

過
去
最
高
と
な
る
５
億
６
千
万
円
を
超
え
ま

し
た
。
今
後
は
、
地
理
的
表
示
保
護
制
度
に

基
づ
く
「
昭
和
か
す
み
草
」
の
Ｇ
Ｉ
登
録
の

実
現
を
め
ざ
し
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ン
ド
化
に

大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

か
ら
む
し
織
体
験
生
制
度

夏
秋
期
出
荷
量
日
本
一
の�

昭
和
か
す
み
草

▲染めカスミソウ

▲雪室

110 町村の施策事例集Ⅸ

福島県　�昭和村
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平
成
29
年
度
か
ら
新
規
就
農
者
を
募
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
「
か
す
み
の
学
校
」

を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
ず
は
昭
和
村
を
知
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
念
頭
に
、
１
日
か
ら
４
泊

５
日
ま
で
の
研
修
期
間
の
中
で
、
ハ
ウ
ス
の

設
置
や
花
の
摘
み
採
り
な
ど
、
栽
培
全
般
に

つ
い
て
栽
培
農
家
か
ら
講
義
を
受
け
る
農
業

体
験
を
行
い
、
新
規
就
農
者
の
定
住
促
進
に

つ
な
げ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
取
組
も

あ
り
、
平
成
15
年
度
か
ら
令
和
３
年
度
ま
で

の
間
に
24
組
33
名
を
受
け
入
れ
、
そ
の
う
ち

18
組
25
名
が
現
在
も
本
村
で
就
農
し
、
高
い

定
着
率
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

１
年
間
の
研
修
か
ら
始
め
る
方
と
直
接
経
営

を
始
め
る
方
を
合
わ
せ
て
、
新
た
に
６
組
10

名
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
か
つ
て

の
新
規
就
農
者
が
現
在
の
新
規
就
農
予
定
者

を
指
導
す
る
サ
イ
ク
ル
も
出
来
上
が
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
こ
ど
も
た
ち
に
は
、
村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
カ
ス
ミ
ソ
ウ
生
産
を
知
り
、
自
分

が
住
む
村
に
誇
り
が
持
て
る
よ
う
、
小
学
生

は
生
産
農
家
を
訪
問
し
た
り
雪
室
を
見
学

し
、
中
学
生
は
実
際
に
カ
ス
ミ
ソ
ウ
を
育
て

る
ほ
か
、
染
色
、
市
場
で
の
競
り
前
挨
拶
、

仲
卸
や
生
花
店
で
の
販
売
を
体
験
す
る
「
花

育
」
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
進
展
し
、
自
治
体
に
お

け
る
デ
ジ
タ
ル
変
革
が
求
め
ら
れ
る
中
、
除

雪
車
両
を
遠
隔
操
作
す
る
実
証
実
験
や
、
公

共
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
全
村
に
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を

整
備
す
る
た
め
の
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
村
で
は
除
雪
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
高
齢
化

と
担
い
手
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
１
つ
の
解
決
方
法
と
し
て
、
５
Ｇ
を

活
用
し
た
除
雪
車
両
の
自
動
運
転
に
向
け
た

実
証
実
験
を
始
め
ま
し
た
。令
和
３
年
度
は
、

４
Ｇ
で
あ
り
な
が
ら
も
既
存
の
除
雪
車
両
に

カ
メ
ラ
や
遠
隔
操
作
を
可
能
に
す
る
後
付
け

装
置
を
設
置
し
、
運
転
手
が
乗
車
す
る
こ
と

な
く
別
室
で
遠
隔
操
作
用
の
機
器
を
使
っ

て
、
通
行
止
め
に
し
た
公
道
４
０
０
ｍ
区
間

の
除
雪
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
別
の
公

道
を
選
定
し
、
通
行
止
め
に
せ
ず
５
Ｇ
を
活

用
し
て
遠
隔
操
作
す
る
実
験
を
計
画
し
て
お

り
ま
す
。

公
共
イ
ン
フ
ラ
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
整
備
事
業
に

つ
い
て
は
、
行
政
や
村
民
が
農
業
・
福
祉
・

医
療
・
教
育
・
防
災
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た
め
、
１
つ
の

手
段
と
し
て
全
村
ど
こ
で
も
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。
今
年

度
は
携
帯
電
話
の
不
通
エ
リ
ア
に
あ
る
カ
ス

ミ
ソ
ウ
の
ほ
場
に
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設

置
し
、
新
規
就
農
者
が
現
地
に
い
な
が
ら
に

し
て
、
遠
隔
で
栽
培
技
術
の
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
ス
マ
ー
ト
農
業
実
践
支
援
事

業
を
進
め
る
予
定
で
す
。

本
村
は
令
和
３
年
度
に
第
６
次
昭
和
村
振

興
計
画
を
策
定
し
、
１
０
０
年
後
も
昭
和
村

が
昭
和
村
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
ま
ず
は

こ
れ
か
ら
の
10
年
間
を
「
こ
こ
ち
よ
く
」
暮

ら
せ
る
よ
う
、基
本
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
本
村
を
含
む
会
津
地
方
13
市
町
村

と
県
会
津
地
方
振
興
局
で
は
、
地
域
住
民
が

健
康
で
文
化
的
な
満
足
度
の
高
い
生
活
を
実

現
し
、
地
域
経
済
が
持
続
的
に
発
展
で
き
る

よ
う
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
始
め
、
ア
ナ
ロ
グ

的
な
手
法
も
含
め
、
あ
ら
ゆ
る
手
法
を
活
用

し
、
事
務
事
業
の
効
率
化
や
標
準
化
、
広
域

連
携
に
よ
る
地
域
の
課
題
解
決
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
に
、
本
年
１
月
に
「
人
生
１
０
０

年
時
代　

会
津
地
域
自
治
体
広
域
連
携
指

針
」
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
村
民
が
心

穏
や
か
に
、
不
安
な
く
暮
ら
せ
る
村
の
実
現

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
村
民
に
寄
り
添
っ
た

「
顔
の
見
え
る
行
政
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
、

今
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
た

め
、
先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

福
島
県
昭
和
村
長　

舟
木　

幸
一

（
令
和
４
年
４
月
11
日
付
第
３
１
９
６
号
）

カ
ス
ミ
ソ
ウ
新
規
就
農
者

先
端
的
過
疎
へ
の
挑
戦

▲除雪車両の遠隔操作
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千
葉
県
長
南
町
は
、
昭
和
30
年
２
月
に
庁

南
町
、
豊
栄
村
、
東
村
、
西
村
の
１
町
３
村

が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
県
都
で
あ
る

千
葉
市
の
南
約
25
㎞
、
茂
原
市
の
南
西
に
隣

接
し
た
位
置
に
あ
り
、
面
積
は
65
・
51
㎢
を

有
し
、
茂
原
市
・
長
柄
町
・
市
原
市
・
大
多

喜
町
・
睦
沢
町
の
２
市
３
町
に
接
し
て
お
り

ま
す
。

温
暖
な
気
候
と
ホ
タ
ル
が
飛
び
交
う
緑
豊

か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
地
域
で
、
農
業

を
基
幹
産
業
と
し
、
米
や
蓮
根
等
が
生
産
さ

れ
、
町
の
特
産
品
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
風
光
明
媚
な
里
山
風
景
と
、
数
多
く
の

歴
史
的
・
文
化
的
遺
産
の
あ
る
町
と
し
て
も

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
と
な
る
「
第
５
次
総
合
計
画
」（
令
和

３
年
度
か
ら
令
和
12
年
度
）
を
策
定
し
、
町

民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、
企
業
・
団
体
等
と

の
協
働
、
連
携
の
も
と
、
町
の
将
来
像
で
あ

る
「
人
と
つ
な
が
り　

地
域
と
つ
な
が
り　

次
代
へ
つ
な
げ
る
『
た
だ
い
ま
、お
か
え
り
』

心
の
ふ
る
さ
と　

長
南
」の
実
現
に
向
け
て
、

３
つ
の
基
本
理
念
、「
豊
か
な
自
然
・
里
山

と
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
快
適
な
生
活

環
境
で
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
心
あ
た
た

か
い
交
流
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」

に
よ
り
施
策
を
展
開
し
、
６
つ
の
基
本
方
針

に
よ
り
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

長
南
町
が
誕
生
し
た
昭
和
30
年
当
時
は
、

人
口
１
万
５
千
人
を
超
え
て
い
ま
し
た
が
、

50
年
余
が
経
過
し
た
平
成
20
年
に
は
１
万
人

２
．
町
内
の
４
小
学
校
を
閉
校

長南町

千葉県 長
ちょう

南
なん

町
まち

千葉県

▲国指定重要文化財である「笠森寺観音堂」は岩の上に建てられ、回廊からは雄大な房総の山なみを見渡すことができる
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南
町
の
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要

「ただいま、おかえり」
心のふるさと
長南の実現に

向けて

農
林
水
産
・
地
域
経
済
関
連

町村会24_九校.indb   112町村会24_九校.indb   112 2024/10/21   18:392024/10/21   18:39



を
割
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
全
国
的
に
も
少

子
高
齢
化
は
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
特
に
本
町
に
お
い
て
は
人
口
減

少
が
著
し
く
、
平
成
22
年
に
は
国
か
ら
過
疎

地
域
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
も
児
童
数
の
減
少
は
、
町
の
大

き
な
課
題
と
な
り
、
複
数
年
か
け
て
小
学
校

の
学
校
適
正
配
置
検
討
委
員
会
等
の
検
討
を

経
て
、
平
成
26
年
に
町
内
に
４
校
あ
っ
た
小

学
校
を
１
校
に
統
合
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

平
成
29
年
３
月
を
も
っ
て
４
校
を
閉
校
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
地
域
の
拠

点
で
あ
り
、
歴
史
あ
る
小
学
校
が
閉
校
す
る

こ
と
は
時
代
の
流
れ
と
は
言
え
寂
し
さ
を
感

じ
た
人
は
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

全
国
的
に
も
少
子
化
の
影
響
を
受
け
廃
校

が
増
加
し
て
い
る
中
で
、
本
町
で
は
一
度
に

４
校
の
廃
校
活
用
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま

し
た
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
企
業
を
誘
致
す

る
た
め
、
町
長
自
ら
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

う
な
ど
廃
校
活
用
に
は
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

廃
校
が
生
じ
た
原
因
は
「
少
子
化
・
人
口

減
少
」
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
廃
校
を

活
用
し
て
雇
用
の
創
出
や
交
流
人
口
増
加
と

い
っ
た
地
域
活
性
化
を
図
り
、
移
住
者
・
定

住
者
を
増
や
し
て
、最
終
目
的
と
し
て
は「
人

口
増
加
」
に
結
び
付
け
た
い
と
い
う
思
い
か

ら
、廃
校
に
特
色
あ
る
企
業
を
誘
致
す
る「
長

南
町
廃
校
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

①　

旧
東
小
学
校
の
活
用

最
初
に
活
用
が
決
ま
っ
た
旧
東
小
学
校

は
、「
越
後
屋
長
南
東
小
学
校
ス
タ
ジ
オ
」

と
し
て
、
学
校
の
趣
を
そ
の
ま
ま
活
か
し
た

ス
ク
ー
ル
ス
タ
ジ
オ
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。学
校
を
舞
台
と
し
た
ド
ラ
マ
や
映
画
、

Ｃ
Ｍ
等
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
配

信
等
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
多
様
化
に
よ
り
、
大

勢
の
撮
影
関
係
者
が
長
南
町
を
訪
れ
る
こ
と

に
よ
る
経
済
効
果
、
撮
影
作
品
が
放
映
、
配

信
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
効
果
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
ス
タ
ジ
オ
の
ほ
か
に
ド

ロ
ー
ン
ス
ク
ー
ル
も
月
に
２
回
行
っ
て
お

り
、
令
和
４
年
度
に
は
役
場
庁
舎
の
建
設
に

伴
う
工
事
着
工
か
ら
完
成
ま
で
の
歩
み
を
１

つ
に
ま
と
め
た
動
画
撮
影
に
も
ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
。

②　

旧
西
小
学
校
の
活
用

旧
西
小
学
校
は
、団
体
向
け
宿
泊
施
設
「
仲

間
と
泊
ま
る
学
校　

ち
ょ
う
な
ん
西
小
」
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
大
で
約
80
名

が
宿
泊
で
き
る
施
設
の
ほ
か
、
併
設
す
る

「
ち
ょ
う
な
ん
西
小
カ
フ
ェ
」
で
は
、
宿
泊

し
な
い
お
客
様
も
ジ
ェ
ラ
ー
ト
等
の
ス
イ
ー

ツ
等
を
気
軽
に
楽
し
め
る
場
所
と
し
て
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

３
．
空
き
公
共
施
設
を
活
用
し
た
長

南
町
廃
校
活
用
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
ス
タ
ー
ト

４
．
廃
校
活
用
の
現
状
に
つ
い
て

▲最初に活用が決まった「旧東小学校」（左）では、学校を舞台としたドラマ等の撮影やドローンスクール等の活動（右）が行われている

▲�「旧西小学校」（左）は団体向け宿泊施設「仲間と泊まる学校　ちょうなん西小」として活用されるほか、図書室やキッズスペ
ース（右）も設けられ地域交流の場となっている

113

町村会24_九校.indb   113町村会24_九校.indb   113 2024/10/21   18:392024/10/21   18:39



ま
た
、
地
域
交
流
エ
リ
ア
と
し
て
図
書
室

や
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
等
も
設
け
ら
れ
て
お

り
、
地
域
の
方
々
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

③　

旧
長
南
小
学
校
の
活
用

旧
長
南
小
学
校
は
、
Ｉ
Ｔ
交
流
施
設
「
長

南
集
学
校
」
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
わ
か
ら
な
い
方
等
へ

の
無
料
相
談
や
、
パ
ソ
コ
ン
の
修
理
、
販
売

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
カ
フ
ェ
や
ス
ケ
ボ
ー
ラ
ン
プ
を
併

設
し
て
お
り
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。特
に
、

令
和
５
年
３
月
に
は
町
で
青
少
年
の
健
全
育

成
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
目
的
と
し
た
本
格
的

な
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
を
整
備
し
、
町
内
外
か

ら
さ
ら
に
多
く
の
人
々
が
交
流
で
き
る
施
設

と
な
り
ま
し
た
。

④　

旧
豊
栄
小
学
校
の
活
用

旧
豊
栄
小
学
校
は
、
通
信
制
高
校
の
「
精

華
学
園
高
等
学
校　

長
南
茂
原
校
」
と
「
専

門
学
校
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

通
信
制
高
校
で
は
、
多
様
な
生
徒
が
進
路

変
更
し
て
入
学
す
る
と
い
っ
た
学
校
と
な
っ

て
い
ま
す
。

専
門
学
校
で
は
、全
日
制
の
学
科
と
し
て
、

Ｉ
Ｔ
学
科
、
観
光
学
科
、
文
化
・
芸
術
学
科

の
３
学
科
が
設
け
ら
れ
、
加
え
て
Ｉ
Ｔ
学
科

と
観
光
学
科
に
は
、
通
信
制
の
学
科
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

令
和
５
年
４
月
に
は
専
門
学
校
の
入
学
式

が
行
わ
れ
、
海
外
か
ら
の
学
生
も
多
い
た
め

異
文
化
交
流
も
で
き
る
新
た
な
魅
力
を
も
つ

学
校
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤　

旧
長
南
幼
稚
園
の
活
用

平
成
12
年
に
廃
園
と
な
っ
た
旧
長
南
幼
稚

園
は
、町
内
の
放
置
竹
林
の
竹
を
買
い
取
り
、

バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
再
利
用
す
る

「
竹
の
駅
ち
ょ
う
な
ん
」
と
し
て
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

竹
を
配
合
し
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
に
再

利
用
す
る
こ
と
で
、
環
境
や
衛
生
面
に
も
配

慮
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
資
源
を
無

駄
に
し
な
い
リ
サ
イ
ク
ル
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の

取
組
に
も
貢
献
し
、
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
そ
の
反
響
は
大
き
く
、
町
内
の
放
置
竹

林
の
解
消
に
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
３
月
に
４
校
が
同
時
に
廃
校
し

５
．
住
民
や
外
部
か
ら
の
反
響

▲�「旧長南小学校」（上）は、IT交流施設「長南集学校」としてPCやスマ
ホの無料相談等を行うほか、スケートパーク（下）も整備され、町内外
の方々の交流の場となっている

▲�「旧豊栄小学校」は通信制高校として活用。海外から
の学生も多く、異文化交流も期待されている
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て
か
ら
、
概
ね
５
年
で
す
べ
て
の
空
き
公
共

施
設
へ
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
地
域
活
性
化
を
め
ざ
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
や
企
業
の
強
み
を
活
か
し
た
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
長
南
町
に
人
の
流
れ

を
つ
く
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

取
組
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
情
報
も
発
信

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た
情
報
を

見
た
方
々
や
新
聞
等
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
お

問
合
せ
を
受
け
る
機
会
は
増
え
て
い
ま
す
。

今
後
末
永
く
長
南
町
に
定
着
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
全
国
か
ら
長
南
町
を
訪
れ
て
い

た
だ
き
、
移
住
・
定
住
に
結
び
付
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

地
域
活
性
化
を
め
ざ
す
廃
校
活
用
の
中
で
、

行
政
と
企
業
の
連
携
や
、
企
業
同
士
の
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
理
想
的
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
異
業
種
で
あ
っ
て
も
、
地
域
活

性
化
と
い
う
共
通
点
を
も
っ
た
企
業
が
定
着

す
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
反
応
が
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

企
業
が
持
ち
味
を
活
か
し
、
地
元
企
業
や
町

と
連
携
し
な
が
ら
、
か
つ
て
の
賑
わ
い
と
活

気
を
取
り
戻
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
の
発
展

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

千
葉
県
長
南
町　

企
画
財
政
課

（
令
和
６
年
２
月
５
日
付
第
３
２
６
８
号
）　

６
．
今
後
の
展
望
と
課
題

▲��「旧長南幼稚園」（左）は「竹の駅ちょうなん」として活用され、町内の放置竹林の竹を利用したバイオプラスチック製品（右）
の製造等を行う。SDGsの取組として多方面から注目を集めている

▲豊かな自然が残る同町にはホタルが飛び交う。生息地周辺では、ホタルをはじめとした生態系に配慮した工夫がされている
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立
山
町
は
、
富
山
県
の
ほ
ぼ
中
央
か
ら
南

東
に
か
け
て
細
長
く
位
置
し
、
総
面
積
３
０

７
・
29
㎢
（
一
部
境
界
未
定
）、
人
口
２
４
、

９
２
０
人
（
令
和
５
年
１
月
１
日
時
点
）
を

有
す
る
自
然
豊
か
な
町
で
す
。
町
の
北
西
部

は
、
日
本
一
の
急
流
河
川
で
あ
る
常
願
寺
川

が
形
成
し
た
扇
状
地
で
あ
り
、
緑
豊
か
な
田

園
風
景
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
南
東

部
は
、
標
高
３
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
が
連

な
る
北
ア
ル
プ
ス
立
山
連
峰
が
そ
び
え
立
っ

て
お
り
、
東
西
で
変
化
に
富
ん
だ
地
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。

立
山
連
峰
に
降
り
積
も
る
雪
は
豊
か
で
良

質
な
水
資
源
と
な
り
、
住
民
の
暮
ら
し
や
産

業
を
潤
し
て
い
ま
す
。
北
陸
自
動
車
道
が
市

街
地
北
部
を
通
る
な
ど
道
路
網
が
発
達
し
て

お
り
、
町
中
心
部
か
ら
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
、
富
山

空
港
、
富
山
市
中
心
部
等
へ
は
い
ず
れ
も
車

で
30
分
と
い
う
良
好
な
ア
ク
セ
ス
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
地
の
利
を
得
て
、
農

業
で
は
主
に
水
稲
栽
培
が
行
わ
れ
、
企
業
立

地
も
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
立
山
は
日
本
三
霊
山
の
ひ
と
つ
と

し
て
古
く
か
ら
信
仰
の
対
象
で
あ
り
、
多
く

の
登
拝
者
が
訪
れ
ま
し
た
が
、
現
代
で
は
、

長
野
県
大
町
市
と
つ
な
が
る
山
岳
観
光
ル
ー

ト
「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
」
を
中
心

に
、
国
内
外
か
ら
年
間
80
万
人
以
上
の
観
光

客
が
訪
れ
ま
す
。
山
岳
信
仰
の
伝
統
文
化
と

と
も
に
、ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
湿
地
の「
立

立山町

富山県 立
たて

山
やま

町
まち

富山県

▲

立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト「
雪
の
大
谷
」
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山
弥
陀
ヶ
原
・
大
日
平
」、落
差
日
本
一
の「
称

名
滝
」、
映
画
の
舞
台
に
も
な
っ
た
日
本
一

の
堤
高
（
１
８
６
ｍ
）
を
誇
る
「
黒
部
ダ
ム
」

な
ど
豊
か
な
自
然
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観

が
楽
し
め
る
世
界
有
数
の
山
岳
観
光
地
と

な
っ
て
い
ま
す
。

立
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
発
着
地「
立
山
駅
」

は
、
山
岳
観
光
ル
ー
ト
「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ

ン
ル
ー
ト
」の
富
山
県
側
の
玄
関
口
と
し
て
、

大
勢
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
繁
忙
期
に
お
け
る
駐
車
場

の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
不
足
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の

長
時
間
に
お
よ
ぶ
待
ち
時
間
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、町
は「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー

ト
」
を
よ
り
上
質
な
観
光
地
と
し
て
生
ま
れ

変
わ
ら
せ
る
こ
と
を
め
ざ
し
、
立
山
黒
部
ア

ル
ペ
ン
ル
ー
ト
「
リ
・
デ
ザ
イ
ン
」
と
し
て
、

観
光
客
が
長
く
滞
在
す
る
立
山
駅
前
の
再
整

備
（
リ
・
デ
ザ
イ
ン
）
に
着
手
し
ま
し
た
。　
　
　

一
つ
目
は
、
立
山
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
無

電
柱
化
で
す
。
か
つ
て
富
山
県
が
整
備
し
た

駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
電
柱
が
立
ち
並
び
、

貴
重
な
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
「
中
部
山
岳
国

立
公
園
」
の
入
り
口
に
立
っ
て
い
る
に
も
か

第
２
章　
立
山
駅
前
を
リ
・
デ
ザ
イ
ン

▲紅葉の称名滝

▲無電柱化工事前

▲無電柱化工事後
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か
わ
ら
ず
ワ
ク
ワ
ク
感
が
感
じ
ら
れ
ま
せ

ん
。
防
災
拠
点
で
あ
る
国
土
交
通
省
立
山
砂

防
事
務
所
へ
通
じ
る
道
路
と
し
て
災
害
時
の

緊
急
通
行
確
保
路
線
（
２
次
）
に
指
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
踏
ま
え
、
町
で
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
無
電
柱
化
の
構
想
を
打
ち
出
し
ま

し
た
。
駅
周
辺
の
電
線
を
地
中
に
埋
設
し
、

電
柱
計
８
本
の
う
ち
６
本
を
撤
去
・
移
設
す

る
電
線
共
同
溝
整
備
計
画
に
基
づ
き
、
令
和

元
年
度
に
着
工
し
ま
し
た
。
全
体
事
業
費
は

約
９
６
０
０
万
円
で
、
財
源
に
は
国
の
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
や
ふ
る
さ
と
納
税
型

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
約
３
０
０
０

万
円
）
を
活
用
し
、
電
線
管
理
者
に
よ
る
地

上
機
器
設
置
や
入
線
工
事
等
を
含
め
約
３
年

の
工
事
期
間
を
経
て
令
和
４
年
春
に
完
成
し

ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
立
山
駅
前
の
看
板
や
自
動
販

売
機
の
色
調
を
統
一
す
る
景
観
の
整
備
で
す
。

ア
ウ
ト
ド
ア
総
合
メ
ー
カ
ー「
モ
ン
ベ
ル
」

が
令
和
２
年
度
に
策
定
し
た
観
光
指
針
「
立

山
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
令
和

３
年
度
か
ら
令
和
４
年
度
に
か
け
て
、
環
境

省
や
観
光
庁
の
補
助
金
を
活
用
し
て
、
看
板

計
８
か
所
、
自
動
販
売
機
計
３
か
所
を
整
備

し
ま
し
た
（
全
体
事
業
費
は
約
９
９
４
万

円
）。
さ
ら
に
、
令
和
５
年
度
に
は
周
辺
案

内
看
板
計
３
か
所
の
多
言
語
化
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
駅
前
に
あ
る
廃
業
旅
館
の
景
観
に

悩
ん
で
い
た
と
こ
ろ
、民
間
事
業
者
か
ら「
カ

フ
ェ
兼
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
し
て
活
用
し
た

い
」
と
の
相
談
が
あ
り
、
廃
屋
の
一
部
撤
去

と
改
修
に
対
す
る
環
境
省
補
助
事
業
の
採
択

に
向
け
支
援
し
ま
し
た
。
現
在
、
完
成
し
た

こ
の
施
設
に
は
、
立
山
町
観
光
協
会
の
サ
テ

ラ
イ
ト
観
光
案
内
所
も
入
っ
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
立
山
駅
周
辺
駐
車
場
の
有
料

化
実
証
実
験
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
旅

行
形
態
の
個
人
化
が
ま
す
ま
す
進
ん
で
少
人

数
単
位
で
の
来
訪
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
繁
忙
期
に
お
け
る
駅
周
辺
駐
車
場

の
混
雑
が
悪
化
し
、
路
上
駐
車
や
枠
外
駐
車

に
よ
る
閉
じ
込
め
の
問
題
が
生
じ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、分
散
駐
車
を
促
し
、

「
有
料
で
も
安
心
し
て
観
光
を
楽
し
み
た
い
」

と
い
う
ニ
ー
ズ
を
調
査
す
る
た
め
、
令
和
３

年
10
月
に
駐
車
場
有
料
化
の
実
証
実
験
を
行

い
ま
し
た
。
立
山
駅
に
最
も
近
い
県
管
理
駐

車
場
と
町
管
理
駐
車
場
の
２
か
所
で
、
県
駐

車
場
は
１
台
あ
た
り
１
０
０
０
円
、
町
駐
車

場
は
５
０
０
円
の
協
力
金
を
求
め
る
か
た
ち

▲�民間事業者が廃旅館をリノベーションしたカフェ兼ゲストハ
ウス「LOCOMOTION�COFFEE�&�BED」

▲色調が統一された看板や自動販売機

▲有料化実証実験（令和３年10月２日）
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で
実
施
し
ま
し
た
。
利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
、「
有
料
で
も
安
心
し
て
車
を

停
め
る
こ
と
が
で
き
る
駐
車
場
が
あ
れ
ば
利

用
す
る
」
と
答
え
た
人
が
８
割
に
の
ぼ
る
な

ど
、
一
定
の
ニ
ー
ズ
を
示
す
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
令
和
４
年
度
に
は
県
が
無
料
駐
車
場

の
出
入
口
に
発
券
機
付
き
ゲ
ー
ト
を
設
置
し

て
利
用
実
態
の
調
査
を
始
め
て
お
り
、
県
や

地
元
関
係
者
と
課
題
を
整
理
し
な
が
ら
、
混

雑
解
消
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
間
部
の
観
光
地
の
上
質
化
に
取
り
組
む

一
方
で
、中
心
部
（
ま
ち
な
か
）
の
衰
退
が
、

町
の
未
来
を
左
右
す
る
大
き
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
ち
な
か
に
は
高
齢
者
の
み
の

世
帯
が
多
く
な
り
、
商
店
街
の
店
舗
も
相
次

い
で
閉
店
し
、空
き
家
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

本
町
は
、
県
内
産
業
の
集
積
地
で
あ
る
富
山

市
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
富
山
市
に
人
や

消
費
が
流
れ
や
す
く
、
町
外
で
働
き
、
町
外

で
消
費
す
る
傾
向
が
強
い
経
済
構
造
と
な
っ

て
い
ま
す
。
内
閣
府
の
地
域
経
済
分
析
シ
ス

テ
ム
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年

時
点
の
本
町
の
民
間
消
費
支
出
流
出
入
率
は

△
31
・
３
％
、
全
国
順
位
１
６
１
１
位
と
か

な
り
下
位
と
な
っ
て
お
り
、
消
費
が
町
外
に

流
出
し
て
い
る
現
状
が
如
実
に
表
れ
て
い
ま

す
。こ

の
現
状
に
対
し
、
町
内
で
お
金
を
循
環

さ
せ
て
地
域
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
べ
く
、

町
独
自
の
電
子
地
域
通
貨
の
導
入
に
着
手
し

ま
し
た
。令
和
元
年
度
に
町
が
主
導
し
て「
立

山
町
地
域
通
貨
振
興
加
盟
店
協
会
」
を
設
立

し
、
町
中
心
部
に
あ
る
交
流
施
設
「
ま
ち
な

か
フ
ァ
ー
ム
」
に
そ
の
事
務
局
を
お
き
ま
し

た
。
町
は
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を

活
用
し
て
、
独
自
の
電
子
地
域
通
貨
「
た
て

や
ま
ポ
イ
ン
ト（
通
称
た
て
ポ
）」の
開
発
と
、

町
内
加
盟
店
に
無
償
貸
与
す
る
ポ
イ
ン
ト
シ

第
３
章　
ま
ち
な
か
を

　
　
　
　
リ
・
デ
ザ
イ
ン

 

電子地域通貨事業（たてポ）の仕組み 

 

 

カード会員 

商店 タクシー 町営バス 

地域通貨振興加盟店協会 町 

 

ポイントの付与を 

依頼・支払 

運営費を一部補助 

ポイント付与対象

事業への参画 

付与した行政 

ポイント分の請求 

（１Ｐ＝１円） 

会員登録 

買い物ポイントを購入（チャージ） 

カード発行 

買い物ポイント付与 

買い物ポイントをチャージ 

買い物・利用 

買い物ポイント消費 

買い物ポイント付与 

（110円につき１Ｐ） 

ポイント利用による割引 

（１Ｐ＝１円） 

町商業協同組合内に設置し、ポイントカード事務局

として、まちなかファームを拠点に業務を行う。 

町が推進する施策（免許返納高齢者等移動支援ポイント、

若年世帯新生活支援ポイント、健康づくりポイント等） 

により、住民に行政ポイントを付与する。 

■対象者：誰でも入会可能（町外在住者も可）  ■入会金・年会費：無料 

■機能：①加盟店でポイント利用可能（１ポイント＝１円） 

②商店街での買い物額に応じてポイントが貯まる 

③チャージ機能（現金でポイントを購入） ※R5開始予定 

④町の特定事業への参画でポイント付与（行政ポイント） 

・ポイントシステム用のタブレットを町から貸与し、たてポカードを読み取る。 

・ポイントの利用履歴がシステムに蓄積され、データ活用による販売促進が可能。 

・令和５年３月時点、商店 77ヶ所、タクシー５事業者（13台）、町営バス５台で利用

できる。取扱店舗は随時募集中。 

 

行政ポイント 

対象事業への参画 

買い物ポイント 

商店等での消費 

チャージポイント 

（R5開始予定） 

現金でチャージ 

ポイントが使える 

買い物 タクシー 町営バス 

ポイントがたまる 

交通ポイント 

免許非所持者に付与 

バス・タク
シーのみ 
利用可 

交通ポイントの付与 

（月額 2,000 円） 

 

■タクシー・バス運賃補助対象者 

運転免許を持たない以下の方が対象 

①75歳以上の高齢者 

②身体障害者手帳１・２級（下肢・体幹・視覚）所持者 

③精神保健福祉手帳１・２級所持者 

交通ポイントの利用 

（タクシー、町営バス運賃、立山町民お気軽パスの購入） 

店
舗
回
収
ポ
イ
ン
ト
精
算
金
（
＠
１
円
）

店
舗
購
入
ポ
イ
ン
ト
精
算
金
（
＠
２
円
）

▲たてポカード
描かれているのは町マスコットキャラクター
「らいじぃ」とその孫「らいらい」

▲たてポの仕組み
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ス
テ
ム
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
整
備
し
ま

し
た
。
た
て
ポ
は
、
加
盟
店
で
の
支
払
額
に

応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
を
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
に
付
与

し
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
加
盟
店
で
の
決
済

に
利
用
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

具
体
的
に
は
、た
て
ポ
の
カ
ー
ド
会
員
は
、

加
盟
店
で
の
利
用
額
１
１
０
円
（
税
込
）
に

つ
き
、
た
て
ポ
１
ポ
イ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
、

貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
と

し
て
加
盟
店
で
の
支
払
い
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
加
盟
店
は
、
シ
ス
テ
ム
利
用

料
に
加
え
、
１
ポ
イ
ン
ト
発
行
す
る
ご
と
に

２
円
を
ポ
イ
ン
ト
精
算
金
と
し
て
加
盟
店
協

会
に
支
払
い
ま
す
。
２
円
の
う
ち
１
円
分
は

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
循
環
し
、
残
り
の
１
円
は

加
盟
店
協
会
の
運
営
費
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、こ
の
た
て
ポ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、

町
で
は
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
を
目
的
と
し

て
、
運
転
免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者
ま
た
は

一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
に
タ
ク
シ
ー
や
町

営
バ
ス
の
運
賃
と
し
て
利
用
で
き
る
月
額
２

０
０
０
円
分
の
ポ
イ
ン
ト
を
た
て
ポ
カ
ー
ド

に
付
与
す
る
事
業
を
あ
わ
せ
て
開
始
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
若
年
世
帯
の
住
宅
取
得
な
ど

の
各
種
補
助
金
や
健
康
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
な

ど
を
た
て
ポ
で
付
与
す
る
行
政
ポ
イ
ン
ト
付

与
事
業
を
年
々
拡
大
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国

の
補
助
金
等
を
活
用
し
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
上

乗
せ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
消
費
喚
起
施
策

を
実
施
し
、
町
内
で
の
消
費
活
動
を
支
援
し

て
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
本
事

業
は
、
令
和
５
年
３
月
時
点
で
カ
ー
ド
会
員

数
１
１
、
３
４
３
人
、
加
盟
店
数
82
店
舗
と

順
調
に
普
及
拡
大
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度

か
ら
は
立
山
町
地
域
通
貨
振
興
加
盟
店
協
会

が
主
体
と
な
り
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
加
盟
店
拡
大

や
カ
ー
ド
の
ア
プ
リ
化
な
ど
の
事
業
展
開
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
照
明
を
は
じ
め
と
す
る
省
エ
ネ
設
備
等

へ
の
切
り
替
え
促
進
に
た
て
ポ
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
ま
ち
な
か
の
再
設
計
事

業
と
し
て
、
現
在
解
体
中
の
築
47
年
の
立
山

町
民
会
館
と
廃
止
予
定
の
築
45
年
の
旧
西
部

児
童
館
、
さ
ら
に
役
場
庁
舎
か
ら
１
㎞
離
れ

た
場
所
に
あ
る
水
防
拠
点
施
設
倉
庫
内
の
職

員
待
機
ス
ペ
ー
ス
の
３
つ
の
機
能
を
備
え
た

複
合
施
設
を
庁
舎
の
隣
に
建
設
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
ま
ち
な
か
の
老
舗
ス
ー
パ
ー
の
廃

業
や
こ
ど
も
た
ち
か
ら「
町
に
本
屋
さ
ん
を
」

と
の
声
を
受
け
、
庁
舎
敷
地
内
に
書
店
併
設

型
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
を
誘
致
し
、

令
和
６
年
３
月
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
準
備

し
て
い
ま
す
。

立
山
町
は
令
和
５
年
度
に
町
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。
先
人
た
ち
が
築
き
上
げ
て

き
た
歴
史
や
文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

人
口
減
少
や
高
齢
化
、
相
次
ぐ
災
害
と
い
っ

た
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
見
合
っ
た
町
の
姿
を

模
索
し
、
再
設
計
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
将
来
の
世
代
に
過
度
な
負

担
を
残
さ
な
い
よ
う
、
町
民
・
事
業
者
・
行

政
が
町
の
資
源
（
可
能
性
）
を
見
つ
め
な
お

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
努
力
し
連
携
し
合
う
こ
と

で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
次
世
代
に
誇
れ

る
美
し
い
町
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

富
山
県
立
山
町
長　

舟
橋　

貴
之

（
令
和
５
年
10
月
２
日
付
第
３
２
５
５
号
）

結
び
に

▲庁舎から眺む立山連峰
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小
海
町
は
長
野
県
の
東
部
に
位
置
し
、
西

側
に
八
ヶ
岳
連
峰
、
町
の
中
心
部
に
は
千
曲

川
が
流
れ
る
風
光
明
媚
な
町
で
す
。
夏
の
冷

涼
な
気
候
に
よ
り
、
白
菜
、
レ
タ
ス
等
の
高

原
野
菜
の
生
産
が
盛
ん
で
、
観
光
の
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
松
原
湖
高
原
は
、
夏
は
避
暑
地
と

し
て
別
荘
地
や
ゴ
ル
フ
場
の
利
用
者
が
訪

れ
、
冬
は
全
面
結
氷
す
る
湖
面
で
ワ
カ
サ
ギ

釣
り
を
楽
し
む
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
す
。

長
野
県
小
海
町
で
は
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
施
策
「
憩
う

ま
ち
こ
う
み
事
業
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
28
年
度
に
町

民
有
志
を
中
心
に
発
足
し
た
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
に
お
い
て
、
関
係
人
口
創
出
の
た
め
の

取
組
を
模
索
す
る
中
で
、
全
国
的
に
課
題
と

な
っ
て
い
た
働
き
方
改
革
や
企
業
の
健
康
経

営
に
着
目
し
た
こ
と
で
し
た
。
企
業
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
対
策
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
化
さ
れ
た
も
の
の
、
実
施

後
の
具
体
的
な
改
善
策
を
見
い
だ
せ
な
い
企

業
に
対
し
、
都
市
部
に
な
い
豊
か
な
自
然
を

活
用
し
た
研
修
等
で
来
訪
を
促
す
こ
と
が
、

新
た
な
関
係
人
口
の
創
出
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
企
業
の
ニ
ー
ズ

を
満
た
し
な
が
ら
、
町
へ
の
経
済
効
果
を
も

こ
れ
ま
で
の
取
組

小海町

長野県 小
こ

海
うみ

町
まち

長野県

▲

森
の
中
で
行
う
ヨ
ガ
。
深
い
呼
吸
で
自
律
神
経
を
整
え
て
い
く
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風土を活かした
持続可能な
まちづくり

農
林
水
産
・
地
域
経
済
関
連
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た
ら
す
仕
組
み
と
し
て
構
築
し
た
の
が
、
憩

う
ま
ち
こ
う
み
事
業
の
核
と
な
る
ヘ
ル
ス

ツ
ー
リ
ズ
ム
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
リ
・
デ
ザ
イ
ン

セ
ラ
ピ
ー
」
で
す
。

忙
し
い
と
き
、
仕
事
熱
心
な
人
ほ
ど
自
分

自
身
の
こ
と
は
後
回
し
に
し
て
、
不
調
や
ス

ト
レ
ス
の
サ
イ
ン
に
気
づ
き
に
く
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
「
気
づ
き
」
の
感
覚
を

養
う
た
め
に
、
自
然
の
中
で
五
感
を
刺
激
す

る
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
」
を
ベ
ー
ス
に
、
小
海

町
の
自
然
資
源
や
食
文
化
を
活
か
し
た
４
つ

の
要
素
〈
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
メ
デ
ィ
テ
ー
シ
ョ

ン
、
デ
ト
ッ
ク
ス
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〉

を
持
つ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。
複

数
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

変
化
を
す
ぐ
に
受
容
で
き
な
い
状
態
で
も
少

し
ず
つ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
感
覚
を
開
く
こ
と

が
で
き
る
点
も
小
海
町
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
特

徴
で
す
。

メ
イ
ン
と
な
る
森
の
セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク

で
は
、
植
物
に
触
れ
、
香
り
を
感
じ
、
水
の

流
れ
る
音
や
鳥
の
声
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と

で
、
自
分
の
外
側
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
刺
激

に
意
識
を
向
け
る
と
と
も
に
、
深
緑
の
中
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
こ
と
で
自
分
の
日
常
を
振

り
返
る
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。

森
の
中
で
行
う
ヨ
ガ
で
は
、
ゆ
っ
く
り
身

体
を
動
か
し
な
が
ら
深
い
呼
吸
で
自
律
神
経

を
整
え
て
、
心
と
身
体
の
状
態
に
気
づ
き
、

自
分
自
身
を
内
観
す
る
感
覚
（
メ
デ
ィ
テ
ー

シ
ョ
ン
）
を
体
験
し
ま
す
。

食
事
は
、
旬
の
野
菜
等
を
中
心
と
し
た
地

産
地
消
の
食
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
し
て

腸
内
環
境
を
整
え
（
デ
ト
ッ
ク
ス
）、
思
考

や
睡
眠
に
適
し
た
ほ
ど
良
い
食
事
量
を
体
感

す
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

滞
在
を
通
し
て
感
受
性
が
豊
か
に
な
っ
た

状
態
で
、
満
点
の
星
空
の
下
、
仲
間
と
焚
き

火
を
囲
め
ば
、
日
常
と
は
異
な
る
視
点
や
感

性
で
の
話
題
が
生
ま
れ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
し
て
お
ら
ず
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
や

目
的
、
日
程
に
応
じ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
お

り
、
他
に
も
ワ
カ
サ
ギ
釣
り
や
農
業
体
験
、

町
民
や
役
場
職
員
と
の
交
流
等
リ
ク
エ
ス
ト

が
あ
っ
た
際
も
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
て

い
ま
す
。

事
業
立
ち
上
げ
か
ら
７
年
目
と
な
る
現

在
、
町
役
場
の
中
に
事
務
局
を
設
置
し
、
役

場
職
員
と
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
プ
ロ
グ
ラ

ム
構
築
や
企
業
と
の
折
衝
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

調
整
、
新
規
の
協
定
企
業
獲
得
に
向
け
た
営

業
活
動
を
担
当
を
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

今
年
度
か
ら
新
た
に
「
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
協
定
企

業
の
新
た
な
事
業
提
案
へ
の
対
応
や
セ
ラ

ピ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
担
い
手
と
な
る
「
セ
ラ

ピ
ス
ト
」
は
町
民
の
公
募
制
で
、
研
修
を
重

ね
て
基
準
を
満
た
せ
ば
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て

認
定
さ
れ
、
企
業
受
入
れ
の
際
に
は
有
償
で

セ
ラ
ピ
ー
を
担
当
し
ま
す
。
町
民
に
と
っ
て

は
自
然
も
文
化
も
身
近
に
あ
る
生
活
の
一
部

で
す
が
、
来
訪
者
と
触
れ
合
う
中
で
改
め
て

そ
の
価
値
を
再
認
識
し
て
知
識
を
深
め
る
と

と
も
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
整
備
や
ご
み
拾
い
等

を
積
極
的
に
行
う
中
で
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
同
士

の
横
の
つ
な
が
り
も
で
き
、
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
機
能
し
て
い

ま
す
。

事
業
当
初
よ
り
個
人
客
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
受

「
気
づ
き
」
の
た
め
の�

「
リ
・
デ
ザ
イ
ン
セ
ラ
ピ
ー
」

担
い
手
は
町
民
セ
ラ
ピ
ス
ト

町
と
企
業
と
の�

コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

▲

地
産
地
消
の
食
材
を
使
っ
た
セ
ラ
ピ
ー
食

▲

深
緑
の
中
で
行
わ
れ
る
セ
ラ
ピ
ー
ウ
ォ
ー
ク
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入
れ
を
行
っ
て
お
ら
ず
、
Ｂ
ｔ
ｏ
Ｂ
の
事
業

と
し
て
企
業
と
町
が
協
定
を
結
び
、「
町
と

企
業
の
協
働
に
よ
る
双
方
の
活
性
化
」
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
３
月
末
現
在
の

協
定
企
業
は
19
社
、
関
わ
り
方
は
企
業
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
ま
す
。
新
人

や
キ
ャ
リ
ア
研
修
、
経
営
会
議
、
福
利
厚
生

等
で
来
訪
す
る
ほ
か
、
特
産
品
の
発
送
や
ふ

る
さ
と
納
税
の
利
用
、
企
業
主
催
に
よ
る
町

内
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
令
和
元
年
度
に
は
、
松
原
湖
畔
の
旧

食
堂
の
建
物
が
、
協
定
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
形
で
、
憩
う
ま
ち
こ
う
み
拠
点
施
設
と

し
て
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で
も
あ

る
松
原
湖
畔
で
の
研
修
や
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク

に
も
利
用
で
き
、
企
業
の
従
業
員
の
皆
さ
ま

か
ら
は
大
変
好
評
で
す
。

働
き
方
が
多
様
化
し
、
在
宅
勤
務
に
よ
る

ス
ト
レ
ス
対
策
や
社
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
新
た
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
今

後
の
活
用
に
つ
い
て
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
等
を

行
い
な
が
ら
、
企
業
と
の
意
見
交
換
や
試
験

運
用
を
重
ね
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
に
は
、
国
土
緑
化
推
進
機
構

に
よ
る
森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
モ
デ
ル
地
域
に

選
定
さ
れ
、
４
泊
５
日
の
自
然
環
境
で
の

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
想
定
し
た
効
果
測
定
を

実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
に
よ
る

主
観
的
回
復
感
、
活
力
感
、
生
活
習
慣
、
睡

眠
状
態
の
数
値
が
滞
在
後
に
は
改
善
し
て
お

り
、
生
産
性
テ
ス
ト
の
評
価
も
向
上
、
不
安

抑
う
つ
尺
度
お
よ
び
人
生
満
足
度
尺
度
で

は
、
滞
在
２
カ
月
後
ま
で
長
期
的
に
改
善
の

傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
エ
ビ
デ
ン
ス
は
今
後
の
利
用
に

際
し
て
指
標
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
同
時
に
、
セ
ラ
ピ
ー
の
効
果
を
可
視
化

す
る
う
え
で
も
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
ご
協

力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
測
定
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
各
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
新
た
な
展
開
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

協
定
企
業
の
提
案
に
端
を
発
し
た
「
ワ
イ

ン
用
ブ
ド
ウ
栽
培
」
に
は
、
事
業
に
携
わ
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
20

代
の
４
名
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
か
ら
応
募

が
あ
り
、
協
定
企
業
の
従
業
員
の
皆
さ
ま
と

交
流
を
し
な
が
ら
小
海
産
ワ
イ
ン
の
醸
造
を

目
標
に
日
々
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、都
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
支
店
を
つ
く
り
、

町
内
で
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
養
殖
場
を

整
備
し
て
イ
ワ
ナ
の
養
殖
を
行
う
な
ど
、
少

し
ず
つ
で
す
が
、
町
に
も
活
気
が
生
ま
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用

し
て
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
に
向
け
て
の

施
策
を
町
と
と
も
に
進
め
た
い
と
い
う
企
業

も
現
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
を
き
っ
か
け
に
こ
れ
ま
で
当
た
り

前
で
あ
っ
た
日
常
や
価
値
観
は
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
は
、
社
会

の
変
化
に
敏
感
と
な
り
、
い
ち
早
く
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の

影
響
も
あ
り
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

協
定
い
た
だ
い
た
企
業
の
皆
さ
ま
が
一
堂
に

会
し
、
町
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
た
新
し
い
取

組
の
構
築
が
で
き
る
機
会
を
創
出
し
な
が

ら
、
こ
の
事
業
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
も
あ
り
ま

す
「
訪
れ
る
人
す
べ
て
が
憩
え
る
ま
ち
」
実

現
に
向
け
、
関
係
者
と
事
業
の
拡
充
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

 

長
野
県
小
海
町
長　

黒
澤　

弘

（
令
和
４
年
９
月
19
日
付
第
３
２
１
４
号
）

森
林
サ
ー
ビ
ス
産
業
モ
デ
ル�

地
域
に
選
出

憩
う
ま
ち
こ
う
み
の
こ
れ
か
ら

▲

拠
点
施
設
で
の
企
業
研
修
風
景

▼

リ
ノ
ベ
さ
れ
た
憩
う
ま
ち
こ
う
み
拠
点
施
設
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南
知
多
町
は
、
愛
知
県
知
多
半
島
南
部
に

位
置
し
、
半
島
の
先
端
と
沖
合
に
浮
か
ぶ
篠

島
・
日
間
賀
島
等
の
島
々
か
ら
な
っ
て
い
ま

す
。
北
は
美
浜
町
、
東
は
三
河
湾
、
南
西
は

伊
勢
湾
に
面
し
、
昭
和
36
年
6
月
1
日
に
当

時
の
内
海
町
、
豊
浜
町
、
師
崎
町
、
篠
島
村
、

日
間
賀
島
村
の
５
ヵ
町
村
の
合
併
に
よ
り
誕

生
し
ま
し
た
。

古
く
は
、
天
然
の
入
り
江
を
利
用
し
た
良

港
に
恵
ま
れ
漁
業
が
発
達
し
、
江
戸
時
代
に

は
東
西
海
上
交
通
の
要
衝
の
地
と
し
て
海
運

南知多町

愛知県 南
みなみ

知
ち

多
た

町
ちょう

愛知県

▲国営農地開発事業整備ほ場

▲師崎漁港の様子と新鮮な魚介類

124 町村の施策事例集Ⅸ
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．
南
知
多
町
の
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要

持続可能な
農業を

めざして

農
林
水
産
・
地
域
経
済
関
連
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業
も
盛
ん
と
な
り
、
町
内
に
も
多
く
の
船
主

が
千
石
船
を
有
す
る
程
隆
盛
を
極
め
ま
し

た
。現

在
に
お
い
て
も
水
産
業
の
生
産
基
盤
と

し
て
漁
港
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
、
都
市

地
域
へ
の
生
鮮
な
魚
介
類
を
供
給
す
る
魚
の

町
・
漁
業
の
基
地
と
し
て
発
展
し
て
い
ま
す
。

観
光
に
お
い
て
は
、本
地
域
は
国
定
公
園
、

県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
た
自
然
環
境
に

恵
ま
れ
て
お
り
、
海
水
浴
場
や
名
所
・
旧
跡
、

文
化
財
、
祭
り
な
ど
豊
富
な
観
光
資
源
を
有

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
鮮
な
活
け
魚
料
理

を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
漁
業
体
験
や
イ
チ

ゴ
狩
り
な
ど
体
験
型
観
光
や
海
釣
り
、
天
然

温
泉
が
楽
し
め
る
な
ど
四
季
を
通
じ
た
観
光

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
は
、
愛
知
県
内
で
１
番
の
水
揚
げ
を

誇
る
漁
業
に
よ
り
、
新
鮮
な
魚
介
類
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
町
で
す
が
、
恵
ま
れ
た
気
象

条
件
、
自
然
条
件
、
さ
ら
に
は
海
底
か
ら
隆

起
し
た
ミ
ネ
ラ
ル
分
が
豊
富
な
土
壌
を
活
か

し
、
古
く
か
ら
水
稲
作
と
温
州
み
か
ん
の
栽

培
を
主
体
と
し
た
農
業
が
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
特
に
農
業
発
展
の
う
え
で
大
き
な
障
害

で
あ
っ
た
水
不
足
を
解
消
す
る
た
め
、
昭
和

36
年
10
月
に
愛
知
用
水
が
通
水
し
た
こ
と
に

よ
り
、
本
町
の
農
業
は
飛
躍
的
に
進
展
し
ま

し
た
。
ま
た
、
土
地
基
盤
整
備
を
進
め
る
た

め
昭
和
44
年
度
か
ら
農
業
構
造
改
善
事
業
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
50
年
度
か
ら
は

県
営
ほ
場
整
備
事
業
を
進
め
、
昭
和
58
年
度

に
１
２
４
ha
の
ほ
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
51
年
度
か
ら
山
林
、
原
野
の
遊
休

地
を
農
地
化
す
る
た
め
に
国
営
農
地
開
発
事

業
が
着
手
さ
れ
、平
成
6
年
度
に
は
３
８
５
・

６
ha
（
美
浜
町
を
含
む
全
体
で
は
４
１
２
・

８
ha
）
の
農
地
造
成
が
完
了
し
ま
し
た
。

農
業
構
造
改
善
事
業
や
県
営
ほ
場
整
備
事

業
に
よ
る
水
田
の
整
備
の
ほ
か
、野
菜
類
は
、

国
営
農
地
開
発
事
業
に
よ
り
農
地
が
増
大
し

た
こ
と
で
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
ふ
き
、
た
ま
ね
ぎ
、

レ
タ
ス
類
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ば
れ
い
し
ょ
、

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
、
び
わ
等
が
栽
培
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
施
設
園
芸
に
よ
る
観
葉
植

物
や
洋
ラ
ン
等
の
花
の
栽
培
も
多
く
、
畜
産

も
盛
ん
な
こ
と
が
特
徴
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
名
古
屋
市
と
い
う
大
き
な

商
圏
へ
農
作
物
を
供
給
す
る
都
市
近
郊
農
業

地
帯
と
し
て
、
土
地
改
良
・
農
地
造
成
事
業

を
進
め
生
産
基
盤
の
確
立
を
図
る
こ
と
で
、

経
営
規
模
の
拡
大
と
自
立
農
家
の
育
成
、
大

型
機
械
の
利
用
に
よ
る
省
力
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
農
業
施
策
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

本
町
の
人
口
は
、
合
併
前
の
昭
和
25
年
の

約
３
０
、
０
０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
一
貫
し
て

減
少
し
、
令
和
４
年
に
は
約
１
６
、
５
０
０

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
で
も
、
昭
和
45
年
で
は 

１
、
６
０
５
戸
い
た
農
家
戸
数
は
、
そ
の
後

の
厳
し
い
経
済
環
境
の
変
化
に
よ
り
離
農
が

急
増
し
、
令
和
２
年
に
は
、
４
８
２
戸
に
ま

で
減
少
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
農
業
所
得
の
低

迷
か
ら
他
産
業
に
転
職
し
た
こ
と
等
が
原
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
就
農
者
の
高
齢
化
も
進
ん
で
お

り
、
後
継
者
を
獲
得
で
き
な
い
ま
ま
離
農
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
に

つ
な
が
る
懸
念
も
現
実
化
し
て
き
て
お
り
ま

す
。本

町
の
農
業
を
持
続
可
能
な
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
人
口
減
少
が
進
む
中
で
あ
っ
て

も
後
継
者
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、
本
町
の
農

業
は
魅
力
的
で
あ
り
、
成
長
産
業
と
し
て
の

未
来
の
姿
を
具
体
的
に
示
し
て
い
か
ね
ば
な

２
．
都
市
近
郊
農
業
地
帯
を�

活
か
し
た
農
業
施
策

３
．
農
業
の
現
状
と
課
題

▲スイートコーン収穫の様子

▲空から見る南知多町（全景）
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り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
土
地
改
良
・
農
地
造
成
事
業
に
よ

り
農
地
が
拡
大
し
た
と
は
言
え
、
農
地
面
積

に
は
限
り
が
あ
る
た
め
、
機
械
化
に
よ
る
大

規
模
営
農
の
み
を
追
求
す
る
と
、
当
然
就
農

者
の
減
少
を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
で

は
人
口
減
少
を
さ
ら
に
助
長
し
て
し
ま
い
ま

す
。そ

の
た
め
、
就
農
者
を
増
加
さ
せ
る
た
め

に
は
、
多
様
な
小
規
模
農
家
が
生
計
を
成
り

立
た
せ
る
こ
と
が
で
き
る
農
業
を
め
ざ
さ
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
小
さ
く
て

も
稼
ぐ
農
業
を
実
現
す
る
た
め
に
、
面
積
当

た
り
の
収
益
性
の
向
上
が
課
題
と
な
り
ま
し

た
。で

は
、
限
ら
れ
た
農
地
の
中
で
農
業
の
収

益
性
を
上
げ
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
と
い

う
と
、
生
産
し
た
商
品
に
付
加
価
値
を
付
け

て
高
く
販
売
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、「
安
く
・
た
く
さ
ん
」
か
ら
脱
却
し
、

「
高
く
・
少
な
く
」、
ひ
い
て
は
「
高
く
・
多

く
」
が
成
立
す
る
事
業
形
態
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
収
益
性
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
農
作
物

を
そ
の
ま
ま
売
る
だ
け
で
は
な
く
、
農
業
、

商
工
業
、
観
光
業
が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と

で
新
た
な
地
域
産
業
を
創
出
す
る
６
次
産
業

化
に
よ
り
い
か
に
付
加
価
値
を
付
け
る
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
６
次
産
業
化
に
よ
り
新

た
な
商
品
を
作
れ
ば
売
れ
る
か
と
い
う
と
そ

う
は
い
か
ず
、
全
国
各
地
の
魅
力
あ
ふ
れ
る

商
品
の
中
か
ら
、
消
費
者
に
選
ば
れ
る
も
の

に
な
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
、

タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
ト
の
観
点
か
ら
も
南
知
多

町
の
魅
力
あ
る
資
源
を
集
約
し
て
ア
ピ
ー
ル

す
る
べ
き
だ
と
考
え
、
６
次
産
業
化
に
よ
る

南
知
多
ブ
ラ
ン
ド
開
発
を
推
進
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

最
初
に
着
手
す
る
も
の
は
、
今
後
の
モ
デ

ル
と
な
る
商
品
開
発
に
な
ら
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
町
全
体
で
取
り
組
ん
だ
商
品

開
発
を
考
え
ま
し
た
。

町
内
の
原
料
で
で
き
る
も
の
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
が
、
第
１
号
は
温
州
み
か
ん
を
使

用
し
た
も
の
に
し
ま
し
た
。

温
州
み
か
ん
栽
培
は
、
江
戸
時
代
末
期
か

ら
栽
培
さ
れ
、
昭
和
30
年
代
ま
で
は
内
海
み

か
ん
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
お
り
ま
し

た
が
、
昭
和
50
年
以
降
の
全
国
的
な
生
産
過

剰
の
中
で
、
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
付
加
価
値
を
高
め
、
み

か
ん
農
園
の
再
興
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
め
ざ

す
ス
ト
ー
リ
ー
性
と
、
生
産
量
が
減
少
し
て

い
る
も
の
の
比
較
的
安
定
し
て
原
材
料
を
調

達
可
能
な
観
点
か
ら
も
、
温
州
み
か
ん
に
よ

る
商
品
開
発
は
モ
デ
ル
と
し
て
手
ご
ろ
と
考

え
、
地
元
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
等
観
光
業
と

の
連
携
を
考
慮
し
て
、
み
か
ん
酒
と
い
た
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
商
品
開
発
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
町
役

場
内
に
不
足
し
て
い
た
た
め
、
Ｊ
Ａ
、
農
家
、

商
工
会
、
観
光
協
会
、
半
田
市
に
あ
る
酒
造

メ
ー
カ
ー
の
中
埜
酒
造
株
式
会
社
、
町
議
会

も
参
加
し
た
、
み
か
ん
酒
（
南
知
多
ブ
ラ
ン

ド
）
開
発
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、

参
加
団
体
か
ら
若
手
を
集
め
、
作
業
部
会
も

立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
実
際
に
メ
ン
バ
ー
を

集
め
た
と
こ
ろ
、
男
性
ば
か
り
で
あ
っ
た
た

４
．
南
知
多
ブ
ラ
ン
ド�

「
ミ
ー
ナ
の
恵
み
」

▲「ミーナの恵み」ロゴマーク ▲�南知多ブランド認定第1号日本酒「南知多もぎたてみかん酒」

▲南知多ブランド商品開発会議の様子

126 町村の施策事例集Ⅸ
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め
、
こ
れ
で
は
い
け
な
い
と
役
場
か
ら
女
性

職
員
に
2
名
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

作
業
部
会
で
は
、
レ
シ
ピ
、
デ
ザ
イ
ン
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
、
コ
ン
セ
プ
ト
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ

ン
グ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
ま
し
た
。
商
品

開
発
に
お
け
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
段
取
り
、

考
え
方
は
、
中
埜
酒
造
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
ア
ド
バ
イ
ス
と
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

そ
う
し
て
完
成
し
た
の
が
、「
南
知
多
も
ぎ

た
て
み
か
ん
酒
」
で
す
。

し
か
し
、
販
売
す
る
に
あ
た
っ
て
、
町
内

に
販
売
場
所
が
少
な
い
、
販
売
量
の
予
測
が

で
き
な
い
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
方
法
が
分
か
ら

な
い
こ
と
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
町
内
限
定
販
売
で
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
と
し
て
町
内
の
酒
販
店
全
店
に
営

業
に
行
き
、
新
聞
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲

載
だ
け
で
な
く
、
町
内
の
宿
泊
施
設
で
食
前

酒
に
使
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
し
て

回
り
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
、
平
成
24
年
4
月
11
日
に
試

験
販
売
を
開
始
し
、
町
内
の
限
定
販
売
だ
け

で
完
売
し
ま
し
た
。
ま
た
、
試
験
販
売
の
結

果
、
観
光
客
が
地
元
酒
販
店
に
来
る
こ
と
が

増
え
た
と
と
も
に
、
宿
泊
事
業
者
だ
け
で
な

く
町
民
か
ら
も
地
元
の
新
し
い
お
土
産
を
紹

介
で
き
る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
と
い
う
声
を

多
く
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
み
か

ん
酒
の
販
売
の
継
続
を
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
み
か
ん
酒
の
開
発
に
よ
り

６
次
産
業
化
の
成
果
を
得
た
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
取
組
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
た
め

に
平
成
25
年
に
南
知
多
町
産
業
振
興
協
議
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
南
知
多
ブ
ラ
ン

ド
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
定
義
づ
け
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
ミ
ー
ナ
を
用
い
て
南
知
多
ブ
ラ
ン
ド
の
名

称
を
「
ミ
ー
ナ
の
恵
み
」
と
い
た
し
ま
し
た
。

町
内
の
優
れ
た
商
品
の
う
ち
、
特
に
優
れ
た

も
の
、
類
似
品
と
の
違
い
が
明
確
な
も
の
を

審
査
し
て
認
定
し
、
現
在
で
は
、
７
点
の
商

品
を
認
定
し
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的

な
感
染
拡
大
に
よ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ー

ド
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
が
脆
弱
で
あ
る
こ

と
が
露
呈
し
、
さ
ら
に
、
昨
今
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
情
勢
に
よ
る
原
油
高
や
穀
物
高
も
相
ま
っ

て
、
食
料
自
給
率
の
低
い
わ
が
国
の
食
の
安

全
保
障
が
脅
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

モ
ノ
カ
ル
チ
ャ
ー
栽
培
体
系
や
化
学
肥
料
過

剰
使
用
に
基
づ
く
食
料
生
産
は
、
自
然
資
源

の
劣
化
を
加
速
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
世
界
規

模
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
方
で
、
健
康
な
食
生
活
や
持
続
的

な
生
産
・
消
費
の
活
発
化
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
市

場
の
拡
大
に
加
え
、
諸
外
国
で
も
環
境
や
健

康
に
関
す
る
戦
略
を
策
定
す
る
な
ど
の
動
き

が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
り
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
市

場
自
体
が
世
界
規
模
で
拡
大
し
て
お
り
、
農

業
分
野
に
お
け
る
成
長
産
業
と
し
て
の
期
待

も
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
林
水
産
省
で
は
、
食
料
・

農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両

立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
実
現
す
る
「
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
を
策
定
し
、
そ

の
中
で
も
有
機
農
業
の
取
組
面
積
を
拡
大
さ

せ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
も
、
価
格
が
高
騰
す
る
化

学
肥
料
の
代
替
案
と
し
て
、
ま
た
、
環
境
負

荷
を
抑
え
た
持
続
可
能
な
農
法
と
し
て
、
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
基
づ
き
、
一

般
の
農
業
と
共
生
を
図
り
な
が
ら
有
機
農
業

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
富
な
海
洋
資
源
と
豊
か
な
農
地
に
よ
っ

て
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
の
町
内
の
食
料
自

給
率
は
２
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
大
都
市
に
対
し
て
安
定
的

に
食
料
を
供
給
で
き
る
こ
と
は
、
本
町
の
誇

り
で
あ
り
果
た
す
べ
き
社
会
的
な
責
任
で
も

あ
り
ま
す
。今
後
も
一
次
産
業
に
基
づ
く「
食

の
安
全
保
障
が
で
き
る
町
」
と
し
て
あ
り
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
ま
ず
は
持
続
可
能
な
農
業

を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
各
種
施

策
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

愛
知
県
南
知
多
町
長　

石
黒　

和
彦

（
令
和
５
年
４
月
10
日
付
第
３
２
３
６
号
）

５
．
持
続
可
能
な
農
業
を
め
ざ
し
て

▲�地域ブランド発展のために設置した産業振興協議会
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広
陵
町
は
奈
良
盆
地
の
南
西
部
に
位
置

し
、
近
畿
圏
の
中
核
都
市
で
あ
る
大
阪
市
と

は
直
線
で
約
30
㎞
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
あ
り
な
が
ら
公
園
や
歴
史

的
遺
産
が
多
く
、
文
化
薫
る
自
然
豊
か
な
町

で
す
。
箸
尾
駅
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き

た
北
部
地
域
、
地
元
の
靴
下
産
業
が
息
づ
く

西
部
地
域
、
の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
る

東
部
地
域
、
閑
静
な
住
宅
街
が
広
が
る
真

美
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
域
と
大
き
く
4
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。『
竹
取
物
語
』
に
登
場

す
る
か
ぐ
や
姫
の
育
て
の
親
「
竹
取
の
翁
」

こ
と
讃
岐
造
が
本
町
に
現
存
す
る
讃
岐
神
社

の
周
辺
に
勢
力
を
持
っ
て
い
た
讃
岐
氏
を
モ

デ
ル
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
か
ぐ
や
姫
の

広陵町

奈良県 広
こう

陵
りょう

町
ちょう

奈良県

▲町内の靴下工場。「靴下生産量日本一」の広陵町における靴下製造の歴史は江戸時代まで遡る

▲「かぐや姫のふるさと」と言われる町内にある「竹取公園」

128 町村の施策事例集Ⅸ

奈良県　�広陵町

広
陵
町
の
概
要

－地場産業を中心に、元気な企業が
集まるまちをめざして－

 広陵町の
活力向上に向けた
官民連携の取組

農
林
水
産
・
地
域
経
済
関
連
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ふ
る
さ
と
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
江
戸
時
代
初
め
よ
り
農
家
の
副

業
と
し
て
、
大
和
木
綿
、
大
和
絣
を
産
出
し

て
い
ま
し
た
。
近
代
に
な
り
、
紡
績
・
紡
織

は
機
械
で
大
量
生
産
さ
れ
、
大
和
木
綿
や
絣

は
廃
れ
ま
し
た
が
、
機
織
り
に
代
わ
っ
て
靴

下
製
造
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
靴
下
製
造
業

は
、
靴
下
仕
上
業
や
刺
繍
業
な
ど
靴
下
生
産

工
程
別
に
分
業
が
進
み
、
靴
下
製
造
に
関
わ

る
全
工
程
が
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
行
え
る
町
と

し
て
、
高
度
な
生
産
技
術
が
受
け
継
が
れ
、

国
内
生
産
高
日
本
一
を
誇
る
産
地
と
し
て
大

き
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

靴
下
事
業
者
の
ほ
と
ん
ど
は
他
社
ブ
ラ
ン

ド
の
製
品
を
製
造
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｍ
生
産
で
下
請

け
受
注
が
メ
イ
ン
で
す
が
、
長
年
に
わ
た
り

脈
々
と
引
き
継
が
れ
た
生
産
技
術
を
活
か

し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
開
発
を
積
極

的
に
行
う
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。
ア
ウ
ト
ド

ア
や
ス
ポ
ー
ツ
に
特
化
し
た
ブ
ラ
ン
ド
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
に
こ
だ
わ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
、

ロ
ー
ゲ
ー
ジ
に
よ
る
柔
ら
か
い
履
き
心
地
に

こ
だ
わ
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
な
ど
、
そ
の
方
向
性

は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

全
国
で
も
有
数
の
産
地
を
形
成
す
る
ま
で

に
成
長
し
た
靴
下
産
業
で
す
が
、
近
年
は
、

安
価
な
海
外
製
品
に
押
さ
れ
、
生
産
量
は
大

幅
に
減
少
し
、
靴
下
関
連
事
業
所
数
は
減
少

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
技
術
者
な
ど
の
担
い
手
不
足
に
よ

る
基
本
的
な
課
題
だ
け
で
な
く
販
路
開
拓
、

設
備
投
資
、
技
能
・
技
術
の
承
継
に
係
る
コ

ス
ト
、
環
境
配
慮
の
必
要
性
、
働
き
方
の
多

様
化
な
ど
、社
会
環
境
の
変
化
へ
の
対
応
等
、

持
続
的
な
産
地
形
成
を
維
持
す
る
た
め
に
課

題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

前
述
の
課
題
は
、
靴
下
産
業
に
限
っ
た
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
本
町
は
地
場

産
業
の
振
興
と
と
も
に
地
域
経
済
が
循
環

し
、
町
が
発
展
す
る
た
め
に
は
、
靴
下
産
業

を
含
む
地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

役
割
が
重
要
で
あ
る
と
し
、
事
業
者
の
持
続

的
な
維
持
・
発
展
を
支
援
し
「
住
み
や
す
く
」

「
働
き
や
す
く
」「
起
業
し
や
す
い
」
環
境
整

備
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
的
な
理
念
と
方

向
性
を
示
す
た
め
条
例
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
し
た
。
町
内
事
業
所
を
は
じ
め
商
工
業

関
連
団
体
及
び
大
学
等
の
地
域
の
方
々
と
と

も
に
条
例
制
定
に
向
け
た
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

通
し
て
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
重
ね
た
結
果
、
平
成

30
年
10
月
に
奈
良
県
下
で
初
め
て
、
産
業
の

振
興
に
つ
い
て
、
振
興
施
策
を
総
合
的
に
推

進
し
、
も
っ
て
町
民
生
活
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
広
陵
町
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
基
本
条
例
」
を
制
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

併
せ
て
、
平
成
31
年
４
月
に
条
例
の
理
念

を
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
方
針
と

施
策
内
容
の
共
有
を
図
り
、
町
内
そ
れ
ぞ
れ

の
主
体
が
積
極
的
に
参
画
・
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
広
陵
町
中
小
企

業
・
小
規
模
企
業
振
興
計
画
」
を
５
ヵ
年
計

画
で
策
定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
に
基
づ
き
、

広
陵
町
中
小
企
業
・
小
規
模
振
興
会
議
を
立

ち
上
げ
、
今
後
の
め
ざ
す
べ
き
姿
と
課
題
解

決
策
を
議
論
し
、
町
に
提
言
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
。
提
言
書
に
記
載
さ
れ
た
内
容
に
基

づ
き
、
新
商
品
や
創
業
に
関
す
る
補
助
金
制

度
の
創
設
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
事
業
者
支

援
策
の
構
築
を
実
施
し
ま
し
た
。
な
か
で
も

最
大
の
成
果
と
言
え
る
の
が
、
販
路
開
拓
等

を
伴
走
型
で
支
援
す
る
広
陵
町
産
業
総
合
振

興
機
構
「
な
り
わ
い
」
や
広
陵
高
田
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
コ
コ
ビ
ズ)

の
開

靴
下
の
歴
史
と
現
状

「
広
陵
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
振

興
基
本
条
例
」
の
制
定
に
つ
い
て

▲かぐや姫ゆかりの地と言われる讃岐神社

▲�「住みやすく」「働きやすく」「起業しやすい」環境整
備を推進するための条例制定に向けたワークショップ

▲�条例制定に向けて開催された「広陵町の中小企業等が元気
になるためのシンポジウム」には約70名が出席した

 

地
場
産
業
を
中
心
に
、
元
気
な
企
業
が 

 

　
　

集
ま
る
ま
ち
を
目
指
し
て
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設
で
す
。

令
和
２
年
３
月
、
本
町
の
各
産
業
の
課
題
解

決
の
た
め
、
地
域
産
業
育
成
、
農
業
振
興
、
観

光
振
興
に
係
る
事
業
を
、
企
画
・
展
開
す
る
こ

と
に
よ
り
、
稼
ぐ
力
を
上
昇
さ
せ
、
各
産
業
の

持
続
的
発
展
と
地
域
社
会
経
済
の
活
性
化
、
地

域
経
済
循
環
率
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
一
般

社
団
法
人
「
広
陵
町
産
業
総
合
振
興
機
構　

な

り
わ
い
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
な
り
わ
い
」
の
愛
称
に
は
、「
町
ま
る
ご

と
商
品
化
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
私
た
ち
の

暮
ら
し
が
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
（
生
業
）
に
よ

り
成
り
立
っ
て
お
り
、町
内
全
て
の
産
業（
生

業
）
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
広
陵
町
を
元
気
に

し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
な
り
わ
い
」
の
事
業
は
、
靴
下
博
物
館

の
運
営
、Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
の
特
産
品
販
売
や
、

広
陵
町
の
産
品
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
ふ
る
さ
と
納

税
管
理
業
務
、
各
産
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
で
あ
る
広
陵
高
田
ビ
ジ
ネ

ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
コ
コ
ビ
ズ
）
の
運

営
の
ほ
か
町
内
産
品
販
売
事
業
等
の
販
路
開

拓
や
、
タ
ウ
ン
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。

事
業
者
の
課
題
解
決
と
販
路
拡
大
を
目
的

に
、
令
和
２
年
12
月
に
広
陵
町
と
大
和
高
田

市
が
共
同
で
奈
良
県
初
と
な
る
Ｂ
ｉ
ｚ
モ
デ

ル
「
広
陵
高
田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
Ｋ
ｏ
Ｃ
ｏ-

Ｂ
ｉ
ｚ
」
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

こ
の
事
業
は
「
な
り
わ
い
」
に
業
務
を
委

託
し
行
っ
て
い
る
事
業
で
、「
お
金
を
か
け

ず
に
売
上
ア
ッ
プ
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
セ

ン
タ
ー
長
に
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
人

材
を
登
用
し
た
無
料
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
者
の
強
み
、
弱
み
を
セ
ン
タ
ー
長
が
丁

寧
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
事
業
所
が
抱
え
て
い

る
課
題
を
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し
解
決
し

て
い
き
ま
す
。
徹
底
的
に
事
業
者
に
寄
り
添

い
、
流
れ
を
変
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
マ
ー
や
ユ
ー

チ
ュ
ー
バ
ー
な
ど
を
招
き
、
今
の
ト
レ
ン
ド

を
取
り
入
れ
た
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

令
和
４
年
の
相
談
件
数
は
約
１
、
０
０
０

件
、
リ
ピ
ー
ト
率
75
％
と
大
変
人
気
で
、
行

列
の
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
な
っ
て

い
ま
す
。

「
広
陵
く
つ
し
た
」
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

本
町
の
地
場
産
業
で
あ
る
靴
下
産
業
は
国

内
で
有
数
の
生
産
量
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
歴
史
や
製
造
工
程
に
お
い
て
他
の
産
地

と
差
別
化
で
き
る
要
素
に
乏
し
い
と
い
う
課

題
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
い
歴
史
の

な
か
で
培
っ
た
確
か
な
技
術
力
と
「
ど
ん
な

靴
下
で
も
町
内
で
生
産
で
き
る
」
と
い
う
多

様
性
は
他
の
産
地
に
負
け
て
い
な
い
特
徴
と

言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、「
広
陵
く
つ
し
た
」

と
い
う
地
域
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
さ
せ
、
知
名

度
及
び
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
る
た
め
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
今
後
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
進
め
方
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
は
国
内
外
の
ア

パ
レ
ル
業
界
や
小
売
業
界
に
幅
広
い
人
脈
を

持
つ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
聘
す
る
と
と
も
に

町
内
に
拠
点
を
持
つ
大
学
や
金
融
機
関
が
参

画
し
、
商
工
会
、
な
り
わ
い
、
コ
コ
ビ
ズ
が

支
援
す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
検
討
す
る
な
か
で
事
業
者
が
そ
れ
ぞ

れ
に
得
意
な
分
野
を
持
ち
、
材
質
も
さ
ま
ざ

ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
品
質
に
画
一
的
な
基
準

を
設
け
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
と
結
論
づ
け
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
現
在
で
は
靴
下
と
い
う
モ
ノ

を
中
心
に
置
き
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
コ
ン

フ
ォ
ー
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ヘ
ル
ス
と
い
っ
た

分
野
で
事
業
（
コ
ト
）
を
展
開
し
、「
モ
ノ

×
コ
ト
」
の
か
け
算
で
広
陵
町
を
靴
下
の
聖

地
、
ひ
い
て
は
足
元
の
聖
地
と
し
て
進
化
し

て
い
く
こ
と
を
「
広
陵
く
つ
し
た
」
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
の
方
向
性
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
。
本
格
始
動
す
る
令
和
５
年
度
は
、
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
と
靴
下
事
業
者
の
コ
ラ
ボ
に

よ
る
商
品
開
発
や
教
育
現
場
で
の
足
育
促
進

事
業
な
ど
各
分
野
で
「
モ
ノ
×
コ
ト
」
を
推

進
し
て
い
く
予
定
で
す
。

広
陵
町
産
業
総
合
振
興
機
構�

「
な
り
わ
い
」

広
陵
高
田
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト�

セ
ン
タ
ー
（
コ
コ
ビ
ズ)

「
広
陵
く
つ
し
た
」
と
し
て
の
取
組

▲プロから無料でビジネスサポートを受けられる
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広
陵
く
つ
し
た
博
物
館

令
和
２
年
７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
広
陵
く

つ
し
た
博
物
館
は
、
靴
下
に
関
す
る
あ
ら
ゆ

る
情
報
の
“
発
信
拠
点
”
で
す
。
原
料
の
綿

や
糸
、
靴
下
編
み
機
一
部
の
展
示
や
Ａ
Ｒ
技

術
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
年
表
の
ほ
か
、
モ

ニ
タ
ー
で
製
造
過
程
や
工
場
内
の
Ｖ
Ｒ
動
画

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
町
内
に

あ
る
靴
下
事
業
者
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド

の
商
品
を
購
入
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

運
営
す
る
な
り
わ
い
ス
タ
ッ
フ
が
「
こ
ん
な

機
能
や
デ
ザ
イ
ン
の
靴
下
は
な
い
の
？
」、

「
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
見
た
あ
の
靴
下
は
ど
こ

で
買
え
る
の
？
」と
い
っ
た
相
談
に
対
し
て
、

商
品
の
販
売
や
紹
介
を
し
ま
す
。

靴
下
自
動
販
売
機

令
和
４
年
５
月
に
靴
下
産
業
の
Ｐ
Ｒ
を
目

的
に
、
ダ
イ
ド
ー
ビ
バ
レ
ッ
ジ
サ
ー
ビ
ス

株
式
会
社
様
の
ご
協
力
を
得
て
町
内
の
公

共
施
設
、
商
業
施
設
等
、
10
ヵ
所
に
本
町

の
靴
下
を
購
入
で
き
る
自
動
販
売
機
を
設
置

し
ま
し
た
。
靴
下
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
で

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
デ
ザ
イ
ン
を
町
内
の
靴

下
事
業
者
が
編
み
上
げ
た
靴
下
な
ど
を
販
売

し
、
町
内
外
に
地
場
産
業
の
発
信
を
し
て
い

ま
す
。

条
例
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
広
陵
町
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
振
興
計
画
は
計
画
の
最

終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
な
り
わ
い
、
コ
コ
ビ

ズ
と
い
っ
た
成
果
が
あ
っ
た
一
方
で
計
画
期

間
中
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
や

原
油
高
、
物
価
高
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
令
和
４
年
度
に
は
町
内
事
業

者
の
状
況
を
把
握
す
べ
く
、
事
業
者
悉
皆
調

査
を
実
施
し
、
結
果
を
も
と
に
事
業
者
の
声

を
聞
き
な
が
ら
必
要
な
と
こ
ろ
に
支
援
が
届

く
よ
う
第
二
期
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

広
陵
町
の
靴
下
産
業
に
お
い
て
は
、
自
社

ブ
ラ
ン
ド
展
開
に
活
路
を
見
出
そ
う
と
し

て
い
る
事
業
者
を
支
え
る
た
め
、「
広
陵
く

つ
し
た
」
の
認
知
度
を
高
め
、
各
社
の
自
社

ブ
ラ
ン
ド
の
価
値
を
向
上
さ
せ
、
将
来
的
に

は
「
広
陵
く
つ
し
た
」
が
世
界
中
か
ら
愛
さ

れ
る
ブ
ラ
ン
ド
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い

ま
す
。

そ
し
て
、
全
て
の
事
業
者
が
新
た
な
販

路
や
顧
客
を
獲
得
し
や
す
い
環
境
を
整
え

る
こ
と
で
、
収
益
を
向
上
さ
せ
、
従
業
員

や
取
引
先
の
待
遇
改
善
、
新
た
な
従
業
員

の
雇
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
事
業
を

承
継
し
た
い
と
思
わ
せ
る
環
境
を
つ
く
る
こ

と
で
持
続
可
能
な
産
地
と
な
り
、
さ
ら
に
は

地
域
の
基
盤
産
業
で
あ
る
靴
下
産
業
か
ら

広
陵
町
全
体
が
元
気
に
な
る
こ
と
を
め
ざ
し

ま
す
。

奈
良
県
広
陵
町　

産
業
総
合
支
援
課

　

課
長　

松
谷　

智

（
令
和
５
年
10
月
23
日
付
第
３
２
５
８
号
）

こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企

業
支
援
に
つ
い
て

▲「広陵くつした博物館」では町内の靴下事業者オリジナルブランド商品を購入できるほか、デジタル技術を活用した情報が発信されている

▲靴下デザインから箱詰めまでの製造過程を映像配信

▲�令和４年５月に設置された「靴下自動販売機」では町内事業者の靴
下が購入可能（左が自動販売機正面、右が靴下販売部分のアップ）
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阿
武
町
は
、
本
州
最
西
端
の
山
口
県
北
部

の
日
本
海
側
に
位
置
し
、
海
岸
部
は
北
長
門

海
岸
国
定
公
園
に
属
し
、
町
内
全
域
が
阿
武

火
山
群
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
お
り
、
萩
ジ
オ

パ
ー
ク
と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
恵
ま
れ
た
豊
か
な
自
然

と
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業

を
中
心
と
し
た
暮
ら
し
は
、
森
里
海
の
恵
み

を
享
受
す
る
こ
と
で
成
り
立
っ
て
お
り
、
今

春
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
に
も
加
盟
し
ま
し
た
。

阿
武
町
内
の
方
か
ら
こ
れ
か
ら
も
阿
武
町

に
住
み
た
い
、
阿
武
町
外
の
方
か
ら
も
阿
武

町
で
住
み
た
い
と
「
選
ば
れ
る
町
」
と
な
る

た
め
に
、
夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
「
豊
か
で
住

阿武町

山口県 阿
あ

武
ぶ

町
ちょう

山口県

▲

阿
武
町
の
漁
村
風
景
と
日
本
海
沿
い
を
走
る
赤
い
列
車

▲�日本で最も美しい村
連合ロゴ

▲漁船クルーズによるモドロ岬見学▲木与の棚田と鳴き砂の清ヶ浜
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１
．
阿
武
町
の
概
要

－森里海と生きる町、
　阿武町の地方創生の取組－

選ばれる
まちをつくる

農
林
水
産
・
地
域
経
済
関
連
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み
よ
い
文
化
の
町
」
を
目
指
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
、
今
回
は
地
方
創
生
推
進
事
業

を
中
心
に
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

全
国
的
に
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
「
人
口

減
少
」は
本
町
に
お
い
て
も
深
刻
な
問
題
で
、

１
万
人
い
た
人
口
が
今
で
は
約
３
千
人
あ
ま

り
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減

少
を
受
け
入
れ
て
、
そ
れ
を
如
何
に
緩
や
か

に
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
、
本
町
で
は

効
果
的
な
定
住
策
を
講
じ
、
い
ち
早
く
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

今
や
当
た
り
前
と
な
っ
た
「
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
」
は
、
本
町
で
は
２
０
０
６
（
平
成

18
）
年
に
試
験
運
用
を
始
め
、
翌
年
に
は
制

度
化
し
、
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
ま
で

に
、
１
４
５
件
の
物
件
登
録
、
１
２
８
世
帯

２
９
６
人
も
の
方
が
制
度
利
用
に
よ
り
移
住

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
も
、
町
内
に
は
不

動
産
業
が
な
く
、
町
営
住
宅
も
し
く
は
空
き

家
が
主
な
住
ま
い
の
選
択
肢
で
あ
っ
た
た

め
、
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
制
度
の
導
入

や
Ｄ
Ｉ
Ｙ
に
よ
る
空
き
家
利
活
用
モ
デ
ル
の

提
案
、
家
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
「
家
の

未
来
帖
」
の
作
成
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の

住
ま
い
の
提
案
も
行
っ
て
き
た
こ
と
も
、
移

住
者
増
加
の
み
で
な
く
、
ま
ち
の
景
観
や
機

能
の
維
持
等
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
近
年
の
地
方
創
生
の
流
れ
の
な

か
で
、
２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
10
月
に
第

１
次
阿
武
町
版
総
合
戦
略
「
選
ば
れ
る
町
を

つ
く
る
」
を
策
定
し
、
阿
武
町
内
外
か
ら
ま

ち
づ
く
り
に
参
加
で
き
る
「
21
世
紀
の
暮
ら

し
方
研
究
所
（
通
称
ラ
ボ
）」
が
推
進
主
体

と
な
り
、
８
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て

き
ま
し
た
。
住
ま
い
を
テ
ー
マ
に
空
き
家
の

利
活
用
を
、
し
ご
と
を
テ
ー
マ
に
阿
武
町
な

ら
で
は
の
働
き
方
を
探
求
し
提
供
す
る
こ
と

を
、
ひ
と
を
テ
ー
マ
に
町
民
と
ま
ち
と
の
接

点
を
増
や
し
、愛
着
と
誇
り
を
育
む
こ
と
を
、

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

な
か
で
も
、
し
ご
と
を
テ
ー
マ
と
し
た

「1/4w
orks

（
よ
ん
ぶ
ん
の
い
ち
わ
ー
く
す
）

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
１
つ
の
定
職
に
就
く

の
で
は
な
く
、
短
期
間
の
仕
事
を
組
み
合
わ

せ
て
小
さ
く･

短
く
働
く
こ
と
を
進
め
る
取

組
で
す
。
こ
の
取
組
は
、
本
町
の
基
幹
産
業

で
あ
る
第
一
次
産
業
に
は
季
節
や
収
穫
量
に

応
じ
た
期
間
限
定
の
仕
事
が
多
く
存
在
し
て

い
ま
す
が
、
高
齢
化
で
働
き
手
不
足
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
都
市
部
か
ら
の
若
者
に

よ
る
援
農
の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
。
本
町
の
特
産
品
で
も
あ
る
ス

イ
カ
や
ほ
う
れ
ん
草
、
梨
等
の
農
繁
期
に
人

手
が
足
り
な
い
農
家
の
方
が
手
を
挙
げ
、
参

加
者
募
集
の
説
明
会
に
も
出
向
い
て
全
国
か

ら
広
く
参
加
者
を
募
っ
て
お
り
、
滞
在
場
所

や
移
動
手
段
の
確
保
な
ど
参
加
者
へ
の
生
活

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
援
農
を
通

じ
て
地
域
と
関
わ
り
、
阿
武
町
の
暮
ら
し
を

知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
趣
旨
の
１
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
（
平
成
30
）
年

の
初
年
度
は
、
募
集
２
農
家
、
参
加
者
２
名

で
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
５
年
目
の
今
年

度
は
募
集
５
農
家
、
参
加
者
13
名
で
、
取
組

当
初
か
ら
こ
れ
ま
で
に
３
名
の
方
が
実
際
に

移
住
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
、
住
民
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
機
運
醸
成
や
活
躍
の
場
所
づ
く

り
、
新
た
な
仕
事
を
つ
く
る
仕
組
み
づ
く
り

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
事
業
を
中
心
に
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
か
ら
は
、
第

７
次
阿
武
町
総
合
計
画
を
策
定
し
「
選
ば
れ

る
町
を
つ
く
る
」
を
基
本
構
想
と
す
る
と
と

も
に
、
同
年
、
第
２
次
阿
武
町
版
総
合
戦
略

「
森
里
海
と
生
き
る
町
」
を
策
定
し
、
阿
武

町
の
地
方
創
生
も
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
進
ん

で
い
ま
す
。

全
国
道
の
駅
発
祥
の
地
で
あ
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
核
で
玄
関
口
で
も
あ
る
「
道
の
駅
阿

武
町
」
に
隣
接
す
る
町
有
地
の
有
効
活
用
、

そ
し
て
、さ
ら
な
る
ま
ち
の
活
性
化
の
た
め
、

（
株
）
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
地
方
創
生
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
監
修
に
よ
り
「
ま
ち
の
縁
側
拠

点
施
設
Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を

２
０
２
２
（
令
和
４
）
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン

さ
せ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
こ
れ
ま
で
の
地
方
創
生
の

取
組
や
民
間
事
業
者
か
ら
の
提
案
に
よ
る

マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
契
機
と
し

て
、
道
の
駅
だ
け
で
留
ま
っ
て
い
た
人
や
経

済
の
流
れ
を
町
内
に
引
き
込
む
た
め
、
本
町

の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
立
地
か
ら
、
ア
ウ

２
．
人
口
定
住
策

３
．
ま
ち
づ
く
り
の
次
ス
テ
ー
ジ

▲21世紀の暮らし方研究所の様子

▲1/4worksプロジェクト参加者と農家さん
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ト
ド
ア
関
連
で
の
交
流
人
口
増
加
及
び
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
第
一
次
産
業
の
生
産
物
の

集
ま
る
道
の
駅
の
売
上
向
上
に
つ
い
て
取
り

組
む
拠
点
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ま
で
の
２
０
１
９
（
令
和
元
）

年
度
か
ら
２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
度
ま
で

は
、
ま
ち
の
交
流
拠
点
に
よ
り
町
外
か
ら
の

人
の
流
れ
を
町
内
に
つ
く
る
「
ま
ち
の
縁
側

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
、
第
一
次
産
業
を

振
興
す
る
「
森
里
海
新
た
な
し
ご
と
創
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
始
動
さ
せ
、
町
内
外
か
ら

の
交
流
人
口
増
加
と
消
費
拡
大
、
町
内
産
業

の
活
力
向
上
の
両
輪
で
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
な
か

で
、
調
査
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
実
施
し
な

が
ら
、「
ま
ち
の
玄
関
口
」
で
あ
る
道
の
駅

か
ら
、
交
流
人
口
を
増
加
さ
せ
る
た
め
に
人

の
滞
在
性
を
高
め
、
第
一
次
産
業
を
は
じ
め

と
す
る
産
業
活
力
の
向
上
の
た
め
に
物
の
消

費
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
縁
側
の

よ
う
に
ゆ
っ
く
り
腰
を
か
け
阿
武
町
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
「
ま
ち
の
縁
側
」
の
施
設

整
備
計
画
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

こ
の
施
設
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
や
イ
ー
ト
イ

ン
に
よ
る
滞
在
性
の
確
保
と
、
そ
れ
に
加
え

た
カ
フ
ェ
や
テ
ス
ト
キ
ッ
チ
ン
に
お
け
る
地

域
内
生
産
物
の
Ｐ
Ｒ
や
消
費
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
町
内
で
の
第
一

次
産
業
な
ど
阿
武
町
の
暮
ら
し
の
体
験
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
開
発
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
で
、

施
設
滞
在
の
み
で
終
わ
ら
ず
、
町
内
全
体
へ

「
人
、
物
、
お
金
」
の
流
れ
を
つ
く
り
、
そ

れ
ら
の
地
域
内
循
環
を
実
現
さ
せ
る
施
設
と

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
元
産
品
の
そ
ろ
う
直
売
所
や
温
泉
も
あ
る

国
道
沿
い
の
道
の
駅
に
隣
接
と
い
う
利
便
性

を
最
大
限
に
活
か
す
べ
く
、
キ
ャ
ン
プ
用
品

の
レ
ン
タ
ル
事
業
も
行
う
こ
と
で
、
手
ぶ
ら

で
も
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
、
気
軽
に
阿
武
町

暮
ら
し
を
体
験
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い

ま
す
。

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
12
月
に
は
、
阿

武
町
初
の
民
間
観
光
組
織
「
阿
武
町
観
光
ナ

ビ
協
議
会
（
通
称
：
あ
ぶ
ナ
ビ
）」
も
設
立

さ
れ
、
町
内
の
第
一
次
産
業
従
事
者
を
中
心

と
し
た
19
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
施

設
を
活
動
拠
点
に
、
主
と
し
て
体
験
型
の
観

光
振
興
に
あ
た
り
、
独
自
の
商
品
開
発
や
販

売
を
戦
略
的
に
展
開
し
て
い
く
予
定
で
す
。

多
く
の
来
訪
者
と
地
域
内
生
産
物
が
集
ま

る
道
の
駅
と
こ
の
施
設
と
で
相
乗
効
果
を
図

り
、
人
を
滞
在
さ
せ
、
消
費
を
拡
大
し
、
阿

武
町
内
へ
「
人
、
物
、
お
金
」
を
循
環
さ
せ

る
地
域
内
経
済
循
環
を
推
進
し
、
自
立
し
た

▲�林業家が使用するチェーンソーでのスウェーデン�
トーチづくり体験

▲阿武町の獲れたての魚を使った魚さばき体験

▲１日海士体験プログラム2022

▲ABUキャンプフィールド ▲道の駅阿武町とABUキャンプフィールド

134 町村の施策事例集Ⅸ
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安
全
安
心
な
ま
ち
と
な
り
、
誰
か
ら
も
「
選

ば
れ
る
町
」
と
な
る
べ
く
、
さ
ら
な
る
地
方

創
生
へ
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

日
本
で
和
牛
と
認
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

黒
毛
和
種
、
褐
毛
和
種
、
日
本
短
角
種
、
無

角
和
種
と
い
う
４
品
種
で
す
。
そ
の
な
か
で

も
山
口
県
の
み
で
２
０
０
頭
し
か
飼
育
さ
れ

て
お
ら
ず
、
割
合
に
す
る
と
和
牛
全
体
の
飼

育
頭
数
の
0
・
01
％
と
い
う
希
少
性
を
持
っ

て
い
る
の
が
「
無
角
和
種
」
で
、
阿
武
町
で

そ
の
70
％
が
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

無
角
和
種
が
１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
に

誕
生
し
て
か
ら
、山
口
県
阿
武
郡
地
域
で
は
、

角
が
無
い
こ
と
、
粗
食
に
耐
え
よ
く
育
つ
こ

と
、
性
格
が
温
厚
な
こ
と
が
理
由
と
な
り
役

牛
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
人
と
と

も
に
暮
ら
し
、
働
い
て
き
た
牛
で
あ
り
、
そ

の
営
み
が
田
畑
の
景
観
を
守
り
、
持
続
可
能

な
暮
ら
し
を
生
み
出
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
農
耕
機
械
の
普
及
、
サ
シ
の
入
っ
た
霜

降
り
牛
肉
へ
の
嗜
好
の
変
化
、
安
価
な
輸
入

牛
肉
の
台
頭
に
よ
り
、
赤
身
肉
に
特
徴
が
あ

り
サ
シ
の
入
ら
な
い
無
角
和
種
は
か
つ
て
の

人
気
を
落
と
し
、
そ
の
結
果
、
全
盛
期
に
は

9
、
７
９
０
頭
い
た
無
角
和
種
は
一
気
に
減

少
し
ま
し
た
。

阿
武
町
の
歴
史
に
根
付
い
た
希
少
な
品
種

の
和
牛
で
あ
り
な
が
ら
、
減
少
の
一
途
を
た

ど
る
無
角
和
種
を
ど
う
に
か
守
っ
て
い
こ
う

と
、
１
９
９
４
（
平
成
６
）
年
に
山
口
県
、

阿
武
町
を
含
む
近
隣
市
町
村
、
農
協
ら
が
会

員
と
な
っ
て
「
無
角
和
種
振
興
公
社
」
が
設

立
さ
れ
、
阿
武
町
に
事
務
局
と
飼
育
現
場
を

設
置
し
、
地
域
内
の
無
角
和
種
を
集
約
し
、

誕
生
か
ら
出
荷
ま
で
の
一
貫
生
産
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
無
角
和
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
２

０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
か
ら
「
無
角
和
種

と
の
出
会
い
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

東
京
の
有
名
店
シ
ェ
フ
と
の
連
携
に
よ
る

テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
地
域
内
で
の
試

食
会
の
開
催
等
を
通
し
て
付
加
価
値
付
け
と

認
知
度
向
上
に
取
り
組
み
、
無
角
和
種
は
阿

武
町
に
と
っ
て
食
を
通
じ
た
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

ほ
か
、
地
方
創
生
の
役
割
を
果
た
す
要
素
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
移
住
者
で
あ
る
「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
若
者
の
活
動
と
と
も

に
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
の

振
興
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

妊
娠
し
た
牛
を
春
か
ら
秋
ま
で
の
間
、
畜

舎
か
ら
放
牧
場
や
耕
作
放
棄
地
に
放
牧
し
た

り
と
、草
を
食
べ
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

土
地
の
景
観
保
全
と
環
境
保
全
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
牛
舎
の
敷
材
（
床
に
敷
く
素
材
）

に
お
が
く
ず
を
使
用
し
、
糞
尿
と
と
も
に
、

堆
肥
を
製
造
し
、地
域
の
農
家
に
利
用
さ
れ
、

野
菜
や
牛
が
食
べ
る
飼
料
用
作
物
の
栽
培
に

も
役
立
つ
な
ど
、
耕
畜
連
携
の
取
組
も
積
極

的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、地
域
の
小
学
校
等
と
連
携
し
、

子
ど
も
た
ち
の
食
育
と
し
て
「
無
角
和
種
を

学
ぶ
」
た
め
の
授
業
や
給
食
等
を
通
じ
て
、

阿
武
町
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
向
け

て
、
無
角
和
種
の
希
少
性
や
美
味
し
さ
を
伝

え
な
が
ら
、
郷
土
愛
を
育
む
活
動
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
以
外

の
地
域
住
民
へ
、
無
角
和
種
の
お
い
し
い
食

べ
方
を
教
え
る
「
無
角
和
種
食
べ
方
講
座
」

を
実
施
し
、
水
分
の
多
い
赤
身
肉
で
あ
る
無

角
和
種
の
肉
は
、
熱
を
通
し
す
ぎ
る
と
硬
く

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
調

理
法
を
伝
え
、
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
う
機

会
を
増
や
し
て
い
ま
す
。
無
角
和
種
の
町
内

消
費
を
増
や
し
、
地
域
内
経
済
循
環
も
生
み

出
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
最
近
で
は
、
対
象
は
地
域
内
外
を

問
わ
ず
、
Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
を

出
発
点
と
し
た
「
無
角
和
種
堪
能
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
、
無
角
和
種
の
焼
き
方
を
実
践
し

な
が
ら
伝
え
る
肉
焼
き
講
座
と
生
産
現
場
を

見
学
す
る
牧
場
ツ
ア
ー
を
セ
ッ
ト
と
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
を

拠
点
と
し
、
さ
ら
な
る
町
内
の
経
済
循
環
を

促
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地
域
内
経
済
循

環
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
進
行
中
で
す
。

地
域
通
貨
の
導
入
、
木
の
駅
の
立
ち
上
げ
、

あ
ぶ
ナ
ビ
の
機
能
強
化
等
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
っ
て
固
め
て
き

た
足
場
に
土
台
を
し
っ
か
り
と
構
築
し
て
い

く
予
定
で
す
。

 

山
口
県
阿
武
町　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

 

課
長　

藤
村　

憲
司

（
令
和
４
年
12
月
19
日
付
第
３
２
２
４
号
）

４
．
希
少
な
和
牛
「
無
角
和
種
」

▲世界で200頭しかいない無角和種（西台放牧場）

▲無角和種をおいしく食べる焼き方が学べる肉焼き講座
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土と
の

庄し
ょ
う

町ち
ょ
う

は
、
香
川
県
に
属
し
、
瀬
戸
内
海

の
東
部
に
浮
か
ぶ
小
豆
島
の
西
北
部
に
位
置

し
て
お
り
、
豊て

島し
ま

、
沖
之
島
、
小お

豊で

島し
ま

な
ど

の
有
人
島
を
含
め
た
地
域
を
行
政
区
域
と
し

て
い
ま
す
。
面
積
は
、
74
・
38
㎢
、
人
口
は

約
1
万
2
千
人
で
、
旧
村
単
位
の
7
地
区
に

区
分
さ
れ
、
54
の
自
治
会
が
あ
り
ま
す
。

小
豆
島
の
大
き
さ
は
、
１
５
３
・
27
㎢
、

瀬
戸
内
海
で
は
淡
路
島
に
次
い
で
2
番
目
に

大
き
い
島
で
、
山
地
が
多
く
高
い
山
が
海
岸

に
ま
で
迫
っ
て
お
り
、
そ
の
お
か
げ
で
小
豆

島
に
は
、
寒
霞
渓
や
銚
子
渓
な
ど
、
人
々
を

魅
了
す
る
美
し
い
自
然
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。
平
地
は
少
な
い
た
め
、
民
家
は
そ
こ
に

土庄町

香川県 土
との

庄
しょう

町
ちょう

香川県

▲大切な人と手をつないで渡ると願いが叶うと言われる　小豆島の観光地「エンジェルロード（天使の散歩道）」

▲�瀬戸内国際芸術祭作品はじまりの刻（三宅之功）

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
・
ま
ち
づ
く
り
の

�

好
循
環
創
生
に
向
け
て

―
共
に
創
る
―

136 町村の施策事例集Ⅸ

香川県　�土庄町

町
の
概
要

―共に創る―

人づくり・地域づくり・
まちづくりの

好循環創生に向けて

農
林
水
産
・
地
域
経
済
関
連
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集
中
し
て
い
ま
す
。

気
候
は
、
明
治
41
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
地
中

海
か
ら
初
め
て
持
ち
込
ま
れ
た
オ
リ
ー
ブ
の

木
が
わ
が
国
で
唯
一
小
豆
島
だ
け
に
根
付
い

た
よ
う
に
、
四
季
を
通
じ
て
雨
が
少
な
く
温

暖
な
瀬
戸
内
式
気
候
で
す
。

小
豆
島
に
は
、
土
庄
町
と
小
豆
島
町
の
2

つ
の
町
が
あ
り
ま
す
。
小
豆
島
町
の
ほ
う
が

面
積
も
人
口
も
若
干
大
き
く
て
多
い
で
す

が
、
概
ね
同
規
模
の
自
治
体
同
士
で
、
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
2
町
連
携
し
て
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

も
と
も
と
小
豆
島
は
、「
二
十
四
の
瞳
」

や
昭
和
40
年
代
の
第
一
次
離
島
ブ
ー
ム
な
ど

に
よ
り
「
観
光
の
島
」
と
し
て
認
知
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
近
年
は
、
平
成
22
年
か
ら
3

年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
い
る
瀬
戸
内
国
際
芸

術
祭
の
開
催
会
場
に
な
っ
た
こ
と
、
土
庄
町

が
舞
台
の
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
テ
レ
ビ
ア

ニ
メ
「
か
ら
か
い
上
手
の
高
木
さ
ん
」
が
映

画
化
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
島
特
有
の
自

然
や
文
化
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ー
ト
の
舞
台
や

ア
ニ
メ
の
聖
地
と
し
て
、
新
た
な
島
の
魅
力

が
創
出
さ
れ
、
多
く
の
来
島
者
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

特
に
最
近
で
は
、
来
島
さ
れ
た
方
々
が
、

各
島
々
の
“
映
え
る
ス
ポ
ッ
ト
”
を
撮
影
し
、

そ
れ
ら
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
投
稿
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
小
豆
島
や
豊
島
を
知
る
人
が
増
え
、
そ

れ
が
来
島
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
い
っ
た

好
循
環
が
生
ま
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

従
来
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
る
観
光
ス
タ

イ
ル
か
ら
旅
行
者
自
身
が
興
味
の
あ
る
も
の

を
体
験
す
る
形
へ
と
観
光
形
態
が
変
化
し
て

い
く
中
で
、
船
で
島
々
を
め
ぐ
る
非
日
常
的

な
楽
し
さ
を
知
り
、
各
島
々
の
自
然
・
文
化
・

資
源
・
歴
史
・
ア
ー
ト
な
ど
土
庄
町
に
し
か

な
い
魅
力
を
味
わ
い
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
住

民
の
心
温
か
な
お
も
て
な
し
に
触
れ
る
こ
と

で
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
る
方
が
多
い
で
す
。

そ
し
て
、
島
暮
ら
し
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う

に
な
り
、
そ
の
う
ち
の
一
部
の
方
が
実
際
に

移
住
す
る
と
い
う
流
れ
が
主
流
と
な
っ
て
い

ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
土
庄
町
に
移
住
す
る
最

初
の
入
り
口
と
し
て
観
光
の
重
要
性
は
非
常

に
高
く
、
ま
ち
や
地
域
住
民
の
魅
力
に
惹
か

れ
、
ま
た
島
を
訪
れ
た
い
と
い
う
関
心
・
行

動
か
ら
島
に
住
み
た
い
と
い
う
興
味
・
関
心

に
変
化
し
、
最
終
的
に
移
住⇒

定
住
と
い
う

行
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

移
住
定
住
推
進
施
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

19
年
に
小
豆
島
町
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
団

体
等
で
構
成
し
た
小
豆
島
移
住
・
交
流
推
進

協
議
会
を
設
立
し
、
島
を
あ
げ
て
取
り
組
み

始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
28
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ｔ
ｏ
ｔ
ｉ
ｅ
（
ト
テ
ィ
エ
）
が
設
立

さ
れ
、
協
議
会
と
協
働
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ト
テ
ィ
エ
に
つ
い
て
簡
単
に
ご
紹
介
し
ま

す
と
、
名
称
は
、「
む
す
ぶ
」
を
意
味
す
る

英
語
「
ｔ
ｉ
ｅ 

ｔ
ｏ
～
」
と
Ｔ
ｏ
ｔ
ｉ
（
土

地
）
と
Ｉ
ｅ
（
家
）
を
つ
な
げ
た
造
語
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
連
携
し
た
移
住
定
住
推
進
施
策

▲海へ駆ける坂道（豊島美術館近くの映えスポット）

▲戸形地区

▲集落の手帖動画版
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当
初
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
の
開
催
を

き
っ
か
け
に
移
住
者
が
増
加
し
て
い
る
点
と

活
用
さ
れ
て
い
な
い
空
き
家
や
空
き
地
が
増

加
し
て
い
る
課
題
に
着
目
し
、
島
内
に
2
つ

の
町
が
あ
る
と
い
う
行
政
区
の
壁
を
越
え
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
地
域
課
題
に
取
り
組
ん

で
い
く
体
制
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
小
豆
島
・
豊
島
を
対
象
に
「
移
住
促
進
」

と
「
空
き
家
・
空
き
地
の
活
用
」
を
主
な
活

動
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
、
こ
の
協
働
体
制
に
両
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
も
加
わ
り
、主
に
移
住
相
談
、

情
報
発
信
、
移
住
セ
ミ
ナ
ー
や
相
談
会
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
令
和
３
年
度
に
は
、
移
住
を
検
討
し
て

い
る
人
や
移
住
し
て
き
た
人
へ
さ
ま
ざ
ま
な

角
度
か
ら
小
豆
島
・
豊
島
を
知
っ
て
も
ら
い
、

移
住
・
定
住
促
進
へ
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
三
部
作
を
完
成

さ
せ
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
近
5
年

平
均
で
約
４
５
０
人
／
年
が
小
豆
島
・
豊
島

へ
移
住
し
て
い
ま
す
。

【
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
三
部
作
概
要
】

（
電
子
ブ
ッ
ク
ア
ド
レ
スhttps://

shim
agurashi.jp/guidebook/

） 

① 

島
ぐ
ら
し
の
手
引
き
：
小
豆
島
・
豊
島
を

よ
り
理
解
し
て
も
ら
い
、
住
み
始
め
て
か

ら
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩
ま
さ
れ
な
い
よ
う

居
・
職
・
住
を
中
心
と
し
た
島
暮
ら
し
を

紹
介
。

② 

島
び
と
の
日
々
：
移
住
を
検
討
さ
れ
て
い

る
方
た
ち
へ
の
参
考
書
的
な
も
の
と
し

て
、
Ｉ
Ｕ
タ
ー
ン
者
12
名
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
移
住
前
か
ら
現

在
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
紹
介
。

③ 

集
落
の
手
帖
：
そ
れ
ぞ
れ
雰
囲
気
や
歴

史
・
文
化
・
風
習
が
異
な
る
多
様
性
に
あ

ふ
れ
る
各
地
区
・
集
落
の
情
報
を
住
民
目

線
で
紹
介
。

現
在
の
ト
テ
ィ
エ
の
活
動
は
、「
定
住
促

進
事
業
」、「
雇
用
対
策
事
業
」、「
高
校
や
大

学
等
と
の
連
携
・
調
査
事
業
」
な
ど
移
住
前

か
ら
移
住
後
に
わ
た
る
寄
り
添
っ
た
支
援
と

持
続
的
な
地
域
づ
く
り
へ
向
け
た
分
野
に
も

範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
の
「
高

校
や
大
学
等
と
の
連
携
・
調
査
事
業
」
に
お

い
て
も
、
土
庄
町
域
学
連
携
事
業
と
協
働
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

土
庄
町
域
学
連
携
事
業
は
、
土
庄
町
と
地

域
連
携
活
動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
る
大

学
が
連
携
し
て
、
小
豆
島
・
豊
島
の
魅
力
や

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、町
民
・

島
民
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
域
が
抱
え
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
発
見
・
分
析
・
解
決
し
て

い
く
取
組
の
こ
と
で
、
目
的
は
、
次
の
3
つ

で
す
。
①
土
庄
町
の
各
地
区
・
各
集
落
や
小

産
民
学
官
協
働
の�

土
庄
町
域
学
連
携
事
業　

�

～
と
の
し
ょ
う
キ
ャ
ン
パ
ス
～

▲移住ガイドブック三部作

▲小豆島単独セミナー

▲小豆島空き家見学ツアー

138 町村の施策事例集Ⅸ
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豆
島
・
豊
島
一
帯
で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
を

継
承
・
発
展
さ
せ
、
地
域
を
活
性
化
し
て
い

く
こ
と
。
②
土
庄
町
お
よ
び
小
豆
島
の
未
来

を
担
う
島
内
・
島
外
の
若
者
（
例
え
ば
小
豆

島
中
央
高
校
の
生
徒
や
島
外
の
大
学
で
学
ぶ

大
学
生
）
に
対
し
て
、「
地
球
規
模
で
考
え
、

足
元
か
ら
行
動
せ
よ
（Think G

lobally, 

Act Locally

）」
を
実
践
で
き
る
よ
う
な
学

び
の
場
を
提
供
し
て
い
く
こ
と
。
③
土
庄
町

民
や
町
外
か
ら
の
来
訪
者
が
、
小
豆
島
・
豊

島
の
歴
史
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

自
ら
の
視
野
を
広
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を

充
実
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
な
学
び
の
場
を
創
り

出
し
て
い
く
こ
と
。

域
学
連
携
活
動
を
円
滑
か
つ
継
続
的
に

行
っ
て
い
く
た
め
に
、
現
在
、
次
の
4
つ
の

大
学
と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

①
京
都
産
業
大
学
（
平
成
27
年
11
月
締
結
）

②
武
庫
川
女
子
大
学
・
武
庫
川
女
子
大
学
短

期
大
学
部
（
平
成
29
年
12
月
締
結
）
③
香
川

大
学
（
平
成
30
年
10
月
締
結
）
④
徳
島
文
理

大
学
（
令
和
2
年
10
月
締
結
）

土
庄
町
と
協
定
大
学
は
、
相
互
の
人
材
交

流
や
物
的
・
知
的
資
源
の
活
用
を
積
極
的
に

行
い
、
土
庄
町
お
よ
び
小
豆
島
全
体
の
発
展

と
未
来
を
担
う
若
い
世
代
の
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
特
に
次
の
事
項
に
つ
い

て
連
携
・
協
力
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
①

地
域
社
会
の
活
性
化
②
地
域
住
民
の
健
康
・

福
祉
の
増
進
③
環
境
の
保
全
④
文
化
・
教
育

の
振
興
⑤
産
業
の
振
興
、
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
⑥
人
材
の
育
成
⑦
先
に
挙
げ
た
協
定
目
的

を
達
成
す
る
た
め
に
町
と
大
学
が
必
要
と
認

め
た
活
動

こ
う
い
っ
た
活
動
を
行
う
拠
点
と
な
る
滞

在
施
設
が
、
土
庄
町
域
学
連
携
交
流
施
設
、

愛
称
『
夢む

す
び
館
』
で
す
。
こ
の
『
夢
す
び

館
』
を
拠
点
と
し
て
、
連
携
事
業
や
意
見
交

換
、
共
同
研
究
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
旧
法
務
局
土
庄
出
張
所
で

あ
っ
た
施
設
を
町
が
取
得
し
、
地
方
創
生
拠

点
整
備
交
付
金
を
活
用
し
て
改
修
、
平
成
30

年
3
月
か
ら
供
用
し
て
い
ま
す
。

【
土
庄
町
域
学
連
携
交
流
施
設
『
夢む

す
び
館
』

施
設
概
要
】

◆
構
造

：

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
2
階
建
て

◆
各
階
内
容

：

1
階

： 

玄
関
ホ
ー
ル
、
男
性
浴
室
、
女
性

浴
室
、
女
性
洗
濯
室
、
リ
ネ
ン
室

2
階

： 

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
宿
泊

室
、
男
女
Ｗ
Ｃ
、
男
性
洗
濯
コ
ー

ナ
ー
、
飲
食
ス
ペ
ー
ス
、
教
官
室

▲域学連携事業の様子

▲土庄町域学連携交流施設『夢すび館』外観

▲交流拠点施設１階図面

139

町村会24_九校.indb   139町村会24_九校.indb   139 2024/10/21   18:402024/10/21   18:40



◆ 

宿
泊
室
内
容

：

2
室
あ
り
。
男
女
別
で
も

利
用
可
能
で
、
各
部
屋
16
名
宿
泊
可
能

（
2
段
ベ
ッ
ド
×
8
）

◆ 

施
設
内
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ス
ク

リ
ー
ン
、
寝
具
、
各
家
電
製
品
、
調
理
器

具
等
を
設
置

◆ 

施
設
使
用
料

：

1
日
1
、
０
０
０
円
／
人

こ
の
施
設
を
使
用
で
き
る
団
体
は
、
①
地

域
と
の
連
携
交
流
に
よ
る
地
域
活
性
化
を
図

る
大
学
の
授
業
ク
ラ
ス
等
、
も
し
く
は
、
②

町
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結
す
る
大
学
の
公

認
団
体
の
み
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
４
年
度

は
、
包
括
連
携
大
学
の
4
校
を
は
じ
め
、
神

戸
学
院
大
学
・
東
京
農
業
大
学
・
筑
波
大
学
・

神
奈
川
大
学
・
龍
谷
大
学
な
ど
の
各
ゼ
ミ
や

団
体
が
夢
す
び
館
を
拠
点
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

事
業
当
初
は
、
大
学
と
行
政
主
導
で
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
ト
テ
ィ
エ
と

事
業
連
携
に
取
り
組
み
、
ま
た
、
令
和
４
年

の
1
月
に
は
、
こ
の
域
学
連
携
事
業
促
進
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員

を
新
た
に
採
用
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
受
け

皿
体
制
の
基
盤
強
化
を
図
り
、
事
業
を
創
生

期
か
ら
発
展
期
へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
、
大
学
と
町
内
7
地
区
を
そ
れ

ぞ
れ
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
こ
と
で
、
地
元
住
民

や
地
元
企
業
と
の
接
点
強
化
や
継
続
性
を
持

た
せ
た
活
動
に
つ
な
げ
、
地
域
課
題
解
決
や

町
の
重
点
方
針
の
深
化
・
発
展
に
広
が
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。人

口
減
少
が
及
ぼ
す
地
域
社
会
・
地
域
経

済
の
衰
退
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
土
庄
町
の
重

要
課
題
の
１
つ
と
し
て
、
地
域
社
会
・
地
域

経
済
を
支
え
る
人
材
の
育
成
と
確
保
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
国
内
外
の
一
人
で
も
多
く
の

人
々
に
土
庄
町
の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ

き
、
観
光
・
移
住
・
定
住
の
促
進
や
関
係
人

口
・
交
流
人
口
の
創
出
を
図
り
、
土
庄
町
や

小
豆
島
に
し
か
な
い
良
さ
を
コ
ツ
コ
ツ
と
つ

く
り
あ
げ
て
い
く
。
そ
れ
に
よ
り
、
さ
ら
に

新
た
な
好
循
環
と
広
が
り
が
生
ま
れ
、
地
域

社
会
や
地
域
経
済
の
維
持
・
向
上
に
つ
な
が

り
、
持
続
的
な
地
域
づ
く
り
か
ら
ま
ち
づ
く

り
へ
と
発
展
し
て
い
く
。
そ
ん
な
循
環
を
地

域
住
民
の
方
々
と
共
に
創
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

 

香
川
県
土
庄
町
長　

岡
野　

能
之

（
令
和
５
年
４
月
17
日
付
第
３
２
３
７
号
）

お
わ
り
に�

▲土庄町で見られる絶景（豊島唐櫃の棚田、夕日でのSUP）

▲域学連携事業－フィールドワークの様子－

▲交流拠点施設２階図面
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町村会24_九校.indb   140町村会24_九校.indb   140 2024/10/21   18:402024/10/21   18:40



姫
島
村
は
瀬
戸
内
海
の
西
端
、
大
分
県
国

東
半
島
の
北
５
㎞
の
海
上
に
浮
か
ぶ
、
周
囲

17
㎞
、
面
積
６
・
99
㎢
、
人
口
約
１
、
８
０

０
人
の
沿
岸
漁
業
と
車
え
び
養
殖
を
主
な
産

業
と
す
る
一
島
一
村
の
離
島
で
、
大
分
県
唯

一
の
村
で
す
。

島
と
九
州
本
土
と
を
結
ぶ
唯
一
の
交
通
機

関
で
あ
る
村
営
フ
ェ
リ
ー
が
、
国
東
市
の
伊

美
港
と
の
間
を
毎
日
12
便
（
12
月
～
３
月
は

11
便
）
往
復
し
て
お
り
、
所
要
時
間
は
約
20

分
で
す
。

姫
島
は
、
約
30
万
年
前
か
ら
の
火
山
活
動

が
生
み
出
し
た
大
地
が
悠
久
の
時
を
経
て
瀬

戸
内
海
に
浮
か
ぶ
４
つ
の
小
島
と
な
り
、
そ

れ
ら
が
砂
州
で
つ
な
が
っ
て
１
つ
に
な
っ
た

島
で
す
。
周
防
灘
と
伊
予
灘
に
囲
ま
れ
、
古

代
か
ら
海
上
交
通
の
要
所
で
あ
る
こ
と
と
、

古
代
、
瀬
戸
内
海
を
中
心
に
広
い
範
囲
で
流

通
し
、
石
器
に
加
工
さ
れ
た
黒
曜
石
の
産
地

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
古
事
記
」
に
、
国

生
み
で
12
番
目
の
島
と
し
て
姫
島
が
登
場

し
、「
日
本
書
紀
」
に
は
、
姫
島
の
名
前
の

由
来
で
あ
る
お
姫
様
（
比
売
語
曽
の
神
）
に

関
す
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
黒
曜

石
の
産
出
す
る
観
音
崎
一
帯
が
、「
姫
島
の

黒
曜
石
産
地
」
と
し
て
、平
成
19
年
国
の
「
天

姫島村

大分県 姫
ひめ

島
しま

村
むら

大分県

▲

瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
一
島
一
村
の
姫
島
村
（
全
景
）

▲姫島の黒曜石

141

１
．
姫
島
村
の
概
要

―「姫島 ITアイランド構想」への
挑戦―

「水産業と観光と
IT の村づくり」を

めざして

農
林
水
産
・
地
域
経
済
関
連
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然
記
念
物
」
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

四
辺
を
海
に
囲
ま
れ
た
姫
島
は
古
く
か
ら

漁
業
が
盛
ん
で
、
明
治
時
代
か
ら
産
卵
期
に

漁
を
禁
止
す
る
等
の
「
漁
業
期
節
」
を
定
め

て
、
資
源
保
護
に
力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。

漁
船
漁
業
が
主
で
、
現
在
は
、
天
然
の
車
え

び
、
太
刀
魚
、
キ
ス
、
タ
イ
、
タ
コ
等
が
獲

れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
等
に

よ
る
漁
獲
高
の
減
少
と
後
継
者
不
足
へ
の
対

策
等
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
始
め
ら
れ
た
、
村
の
主
な

産
業
で
あ
っ
た
塩
田
は
、
昭
和
34
年
に
廃
止

さ
れ
、
そ
の
跡
地
を
利
用
し
て
、
昭
和
38
年

車
え
び
の
養
殖
が
始
ま
り
、
昭
和
40
年
に
村

も
一
部
出
資
す
る
第
三
セ
ク
タ
ー
の
「
姫
島

車
え
び
養
殖
株
式
会
社
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

以
後
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
現
在
は
「
姫
島

車
え
び
」
の
名
前
で
全
国
的
に
知
ら
れ
、
沿

岸
漁
業
と
並
ぶ
姫
島
の
基
幹
産
業
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
「
姫
島
車
え
び
」
は
姫
島

村
の
「
ふ

る
さ
と

納
税
」
の

返
礼
品

に
も
な
っ

て
い
ま

す
。平

成
24

年
、「
国

選
択
無
形

民
俗
文
化

財
」
に
指

定
さ
れ
た

「
姫
島
盆

踊
」
は
、
鎌
倉
時
代
の
「
念
仏
踊
り
」
か
ら

派
生
し
た
も
の
と
い
わ
れ
、
毎
年
８
月
14
～

16
日
の
３
日
間
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

な
か
で
も
、
子
ど
も
達
が
白
い
化
粧
を
し
て

キ
ツ
ネ
に
扮
装
し
て
踊
る
「
キ
ツ
ネ
踊
り
」

が
特
に
有
名
で
す
。

ま
た
、
渡
り
蝶
の
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
休
息

地
と
し
て
も
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
ア
サ

ギ
マ
ダ
ラ
は
、
南
は
台
湾
か
ら
北
は
北
海
道

ま
で
、
数
千
㎞
移
動
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て

お
り
、
春
に
姫
島
の
み
つ
け
海
岸
に
自
生
す

る
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
の
蜜
を
も
と
め
て
、
５
月

上
旬
か
ら
６
月
上
旬
頃
、
南
の
地
か
ら
飛
来

し
、
姫
島
で
休
息
し
た
の
ち
、
涼
し
い
北
の

地
に
向
か
っ
て
飛
び
立
ち
ま
す
。
秋
に
は
10

月
中
旬
頃
、
世
代
を
交
代
し
た
蝶
が
、
北
か

ら
暖
か
い
南
の
地
へ
と
向
か
う
途
中
で
、
姫

島
に
自
生
し
て
い
る
フ
ジ
バ
カ
マ
の
蜜
を
も

と
め
て
休
息
し
ま
す
。

姫
島
は
、
約
30
万
年
前
の
火
山
活
動
が
元

で
、
生
ま
れ
た
島
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
随
所

に
み
ら
れ
る
火
山
活
動
の
痕
跡
や
砂
州
を
利

用
し
て
発
達
し
て
き
た
産
業
、生
態
系
な
ど
、

多
く
の
見
所
が
あ
り
ま
す
。

平
成
25
年
、「
火
山
が
生
み
出
し
た
神
秘

の
島
」
を
テ
ー
マ
に
、
海
域
を
含
め
た
島
全

体
が
「
お
お
い
た
姫
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し

て
、「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
に
認
定
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、「
重
要
文
化
的
景
観
」
を
目
指
し

て
「
重
要
文
化
的
景
観
策
定
事
業
」
に
着
手

し
、
令
和
３
年
に
は
「
瀬
戸
内
海
姫
島
の
海

村
景
観
」
と
し
て
海
域
を
含
め
た
島
全
体
が

「
重
要
文
化
的
景
観
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

姫
島
に
は
歴
史
的
に
由
緒
あ
る
「
比
売
語

曽
社
」
と
「
大
帯
八
幡
社
」
の
２
つ
の
神
社

が
あ
り
ま
す
。
人
々
は
、
地
形
、
自
然
、
歴

史
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
２
つ
の
神
社
を
中

心
に
、７
つ
の
集
落
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、

島
と
海
の
資
源
を
活
か
し
て
、漁
業
や
塩
業
、

農
業
な
ど
を
営
み
、
独
自
の
海
村
景
観
を
生

み
出
し
、
一
島
一
村
と
し
て
自
立
的
な
生
き

方
を
し
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

⑴�「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」推
進
の

動
機

昨
今
の
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
基
幹
産

業
で
あ
る
水
産
業
の
低
迷
、
少
子
高
齢
化
、

雇
用
の
場
の
不
足
、
若
い
世
代
を
中
心
に
村

外
へ
の
人
口
流
出
に
よ
る
人
口
減
少
等
、
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
処
す
る
た
め
、
従

来
か
ら
の
「
水
産
業
と
観
光
の
村
づ
く
り
」

に
加
え
て
、
平
成
29
年
に
県
と
連
携
の
も
と

「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
を
策
定
し

ま
し
た
。
Ｉ
Ｔ
企
業
・
人
材
を
村
外
か
ら
呼

び
込
み
、
村
に
新
た
な
雇
用
の
場
と
活
力
を

創
造
す
る
と
と
も
に
、
未
来
の
Ｉ
Ｔ
人
材
の

育
成
・
創
出
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
Ｉ
Ｔ
の
村
づ
く
り
」
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

⑵�「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
取
組

内
容

「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
を
推
進

す
る
た
め
に
は
、「
都
市
部
と
変
わ
ら
な
い

情
報
通
信
環
境
の
整
備
」、「
企
業
・
人
材
が

定
着
す
る
た
め
の
支
援
」、「
活
力
を
呼
び
込

む
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
」
の
３
つ
の

要
素
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
こ
の

た
め
Ｉ
Ｔ
企
業
が
進
出
す
る
た
め
の
通
信
基

盤
の
整
備
、
進
出
後
の
定
着
支
援
、
姫
島
村

で
の
Ｉ
Ｔ
関
連
の
勉
強
会
の
開
催
や
首
都
圏

等
に
向
け
た
情
報
発
信
等
を
、
大
分
県
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

⑶�

都
市
部
と
変
わ
ら
な
い
情
報
通
信
環
境
の

整
備

平
成
29
年
か
ら
令
和
元
年
に
か
け
て
、
旧

姫
島
小
学
校
校
舎
を
活
用
し
、
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
７
部
屋
と
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
を
3
カ
所
持
つ
「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド

セ
ン
タ
ー
」
を
整
備
し
ま
し
た
。
現
在
、
サ

テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
に
は
２
社
１
団
体
が
入

居
し
て
お
り
、
姫
島
出
身
者
や
県
内
外
か
ら

の
移
住
者
16
名
が
働
い
て
い
ま
す
。
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、
姫
島
に
進
出
の
意
思

が
あ
る
企
業
や
個
人
が
、
短
期
間
試
行
的
に

業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
施
設
で
、W

i-

２
．
水
産
業
と
観
光
の
振
興

４
．「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」

へ
の
挑
戦

▲

子
ど
も
が
キ
ツ
ネ
に
扮
装
す
る
キ
ツ
ネ
踊
り

▲

車
え
び
養
殖
池

142 町村の施策事例集Ⅸ

大分県　�姫島村

３
．「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と�

「
重
要
文
化
的
景
観
」
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Fi

、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
、
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド

等
を
備
え
て
い
ま
す
。
仕
切
り
の
な
い
フ

リ
ー
ス
ペ
ー
ス
２
部
屋
と
小
会
議
用
１
部
屋

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
令
和
２
年
に

は
、
村
内
全
域
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
更
新

し
、「
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
の
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
環
境
を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
各
家
庭
の
通
信
速
度
が
格
段
に
速
く

な
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
も
問
題
な
く
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
３
年
に
は
、
村
内

の
主
要
施
設
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
にW

i-Fi

を

整
備
し
、
観
光
客
等
の
利
便
性
の
向
上
を
図

り
ま
し
た
。

⑷
企
業
・
人
材
が
定
着
す
る
た
め
の
支
援

「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
を
進
め

る
う
え
で
の
課
題
等
を
検
討
す
る
た
め
、
立

地
企
業
、
地
元
有
識
者
、
県
・
村
等
で
構
成

す
る
協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
姫

島
村
へ
の
移
住
を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
に

移
住
者
向
け
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
構
築
や

Ｐ
Ｒ
動
画
の
製
作
、
移
住
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

作
成
し
て
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
住
宅

支
援
と
し
て
、
村
営
住
宅
の
活
用
、
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
の
創
設
、
空
き
家
の
購
入
・
改

修
費
用
等
に
係
る
補
助
制
度
の
導
入
を
し

ま
し
た
。

⑸�

活
力
を
呼
び
込
む
た
め
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の

向
上

島
外
の
企
業
・
人
材
を
呼
び
込
む
た
め
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
鮮
魚
の
直
売
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
小
型
電
気
自
動
車
や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
実
証
実
験
等
、
先
駆

的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
創
出
に
取
り
組
む
事

業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｉ
Ｔ
企
業
に
姫
島
へ
の
興
味
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
セ
ミ
ナ
ー
、
企
業
交
流
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ
等

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

国
主
催
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
セ
ミ
ナ
ー
等
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
・

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
取
り
組

み
、「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
」
と
し
て
の

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
図
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
に
は
、
昨
今
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る
観
光
需
要
の
増
加
傾
向
を
踏
ま
え

て
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
を

実
施
し
ま
し
た
。こ
の
ツ
ア
ー
は
、軽
ト
ラ
ッ

ク
を
改
造
し
た
斬
新
な
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
乗
っ

て
、
好
き
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、
好
き
な
時

間
に
働
く
こ
と
が
で
き
る
事
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。
姫
島
の
魅
力
を
活
か
し
た
自
由

な
周
遊
プ
ラ
ン
が
注
目
を
集
め
、
多
く
の
ご

応
募
を
い
た
だ
き
、
姫
島
に
お
け
る
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
実
感

し
ま
し
た
。

⑹�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

教
育
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
お
い
て
、
令
和

元
年
度
に
小
・
中
学
校
にW

i-Fi

環
境
を
整

備
し
、小
・
中
学
校
に
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
配
布
し
ま
し
た
。
ま
た
、
大
分
県

と
連
携
の
も
と
、
地
元
Ｉ
Ｔ
企
業
に
よ
る
授

業
サ
ポ
ー
ト
、
教
師
向
け
の
研
修
等
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
バ
タ
ー
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ア
ダ

プ
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
等
に
よ
る
教

育
・
人
材
育
成
や
親
子
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

室
等
の
開
催
等
を
通
じ
、
将
来
、
姫
島
の
子

ど
も
達
が
村
内
の
Ｉ
Ｔ
企
業
等
で
活
躍
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
4
年
4
月
、
姫
島
小
学
校
の
校
長
と

し
て
大
手
電
気
機
器
メ
ー
カ
ー
の
Ｉ
Ｔ
部
門

の
幹
部
を
務
め
て
い
た
方
が
着
任
さ
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
達
の
Ｉ
Ｔ
教
育
が
進
む
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

⑺�「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
」
の�

�

課
題
と
今
後
の
方
向
性

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
よ
り
、
Ｉ

Ｔ
人
材
が
不
足
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
に
伴
い
、
事
業
継
続
性
の
観
点
か
ら

地
方
に
お
け
る
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
注
目
さ

れ
て
お
り
、
全
国
的
に
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
に

取
り
組
む
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
ゆ
っ
た
り
と

し
た
生
活
環
境
や
豊
か
な
自
然
環
境
等
の
魅

力
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
既
に
進
出
し
て

い
る
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
活
か
し

て
、
Ｉ
Ｔ
企
業
の
誘
致
に
取
り
組
み
、
大
分

県
と
連
携
の
も
と
「
姫
島
Ｉ
Ｔ
ア
イ
ラ
ン
ド

構
想
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

 

大
分
県
姫
島
村　

総
務
課
長　

江
原　

政
光

（
令
和
４
年
10
月
24
日
付
第
３
２
１
８
号
）

▲コワーキングスペースA ▲サテライトオフィス ▲姫島ITアイランドセンター（全景）

▲プログラミング教室

143

町村会24_九校.indb   143町村会24_九校.indb   143 2024/10/21   18:402024/10/21   18:40



標
高
1
、
０
０
０
ｍ
を
超
え
る
「
上か
み

外そ
で

川が
わ

高
原
」
で
は
雄
大
な
放
牧
地
と
風
力
発
電
所

が
立
ち
並
び
、
葛
巻
町
の
代
表
的
な
景
色
を

一
望
で
き
ま
す
。
現
在
、
34
基
の
風
力
発
電

所
で
約
５
万
世
帯
分
も
の
電
力
を
発
電
し
て

い
ま
す
。

本
町
が
平
成
11
年
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ

「
エ
コ
・
ワ
ー
ル
ド
く
ず
ま
き
風
力
発
電
事

業
」
も
標
高
1
、
０
０
０
ｍ
級
の
高
原
地
帯

で
行
わ
れ
、
当
時
山
の
上
で
行
わ
れ
る
風
力

発
電
事
業
は
前
例
が
な
く
多
く
の
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
観
光
客
受
け
入
れ
数
（
表
１
）

も
風
力
発
電
所
建
設
後
、
約
２
・
５
倍
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る

葛巻町

岩手県 葛
くず

巻
まき

町
まち

岩手県

▲�標高1,000ｍを超える上
かみ

外
そで

川
がわ

高原では、「グリーンパワーくずまき風力発電所」12基と「くずまき第二風力発電所」22基が立ち並び、
一般家庭約５万世帯分の電力を発電している。

▲表１　観光客受け入れ数

144 町村の施策事例集Ⅸ

岩手県　�葛巻町

－葛巻町の挑戦－

ミルクとワインと
クリーンエネルギー

の町

��

は
じ
め
に

環
境
・
防
災
関
連
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と
と
も
に
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
乳
製
品
や

山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
が
高
い
評
価
を
得
る
こ
と

で
、町
に
は
活
気
や
誇
り
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
相
乗
効
果
も
あ
り
、
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
酪
農

と
林
業
と
と
も
に
重
要
な
位
置
づ
け
と
な
っ

て
お
り
、「
ミ
ル
ク
（
酪
農
）
と
ワ
イ
ン
（
林

業
）
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ま
ち
」
と

い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲
げ
ま
ち
の
活

性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
町
は
岩
手
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
周

り
を
標
高
1
、
０
０
０
ｍ
級
の
北
上
山
系
に

囲
ま
れ
、
平
均
気
温
は
8
・
4
度
の
高
原
地

帯
で
、
そ
の
冷
涼
な
気
候
を
活
か
し
た
酪
農

や
、
町
面
積
の
85
％
を
占
め
る
森
林
を
活
用

し
た
林
業
の
振
興
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

酪
農
は
明
治
25
年
に
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
が

導
入
さ
れ
て
か
ら
今
年
で
１
３
１
年
目
と
な

り
、
現
在
、
乳
牛
の
飼
育
頭
数
８
千
頭
以
上
、

牛
乳
生
産
量
90
ｔ
／
日
（
令
和
４
年
度
末
）

を
誇
り
「
東
北
一
の
酪
農
郷
」
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
規
模
拡
大
し
た
の
は
、

昭
和
50
年
代
に
、
岩
手
県
内
に
食
料
基
地
を

作
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
国
の「
北

上
山
系
開
発
事
業
」
に
よ
る
も
の
で
、
町
内

３
つ
の
地
区
に
お
い
て
総
面
積
1
、
１
０
０

ha
に
も
及
ぶ
草
地
が
造
成
さ
れ
ま
し
た
。

放
牧
地
を
管
理
す
る
た
め
に
設
立
さ
れ

た
、
第
三
セ
ク
タ
ー
の
一
般
社
団
法
人
葛
巻

町
畜
産
開
発
公
社
で
は
、
牛
の
夏
季
放
牧
の

ほ
か
、
酪
農
家
か
ら
預
か
っ
た
仔
牛
の
保
育

育
成
事
業
、
牛
乳
生
産
、
チ
ー
ズ
や
ヨ
ー
グ

ル
ト
等
の
加
工
品
製
造
、
宿
泊
施
設
「
プ
ラ

ト
ー
」
の
経
営
に
至
る
ま
で
幅
広
く
事
業
展

開
を
し
て
い
ま
す
。

林
業
は
古
く
は
木
炭
生
産
が
盛
ん
で
し

た
。
木
炭
の
需
要
が
低
下
し
て
か
ら
も
林
業

が
基
幹
産
業
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

く
、
計
画
的
な
森
林
施
業
の
実
施
の
ほ
か
、

造
林
を
進
め
て
き
た
カ
ラ
マ
ツ
材
の
ブ
ラ
ン

ド
化
等
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し
な
が
ら
振
興

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山
の
中
に
自

生
す
る
山
ぶ
ど
う
は
、
ツ
ル
が
枝
に
絡
ま
り

森
林
施
業
に
お
い
て
邪
魔
も
の
と
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
昭
和
54
年
か
ら
こ
の
山
ぶ
ど
う

を
原
料
と
し
た
ワ
イ
ン
造
り
に
挑
戦
し
、
現

在
第
三
セ
ク
タ
ー
の
株
式
会
社
岩
手
く
ず
ま

き
ワ
イ
ン
が
ワ
イ
ン
製
造
を
担
っ
て
い
ま

す
。
当
初
山
ぶ
ど
う
は
酸
味
の
強
さ
か
ら
ワ

イ
ン
造
り
に
は
適
さ
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、改
良
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

現
在
で
は
国
産
ワ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
で
多
数

の
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
、
全
国
か
ら
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

本
町
の
三
本
目
の
柱
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
で
す
が
、
こ
れ
は
無
駄
、
邪
魔
も
の

と
捉
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
「
宝
」
と
捉
え

る
と
い
う
発
想
が
取
組
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
山
間
高
冷
地
に
吹
く
使
い
道

の
な
い
強
い
「
風
」
や
、
家
畜
排
泄
物
か
ら

発
生
す
る
「
メ
タ
ン
ガ
ス
」
や
森
林
施
業
で

発
生
す
る
「
間
伐
材
」
等
も
捨
て
ず
に
有
効

活
用
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
11
年
に
は
全
国

に
先
駆
け
て
「
葛
巻
町
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
風
や
太
陽
光
と
い
っ

た
「
天
の
め
ぐ
み
」、
森
林
や
家
畜
排
泄
物

等
の
「
地
の
め
ぐ
み
」、
葛
巻
の
文
化
や
風

土
を
育
て
て
き
た
「
人
の
め
ぐ
み
」
を
活
か

し
て
環
境
負
荷
を
減
ら
す
こ
と
を
基
本
理
念

と
し
、
町
全
体
で
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

取
組
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

町
の
随
所
で
地
域
の
特
色
を
活
か
し
た
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

⑴ 

畜
ふ
ん
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

本
町
で
は
、
日
量
６
０
０
ｔ
も
の
牛
の
ふ

ん
尿
が
発
生
し
、
そ
の

適
正
な
管
理
と
堆
肥
化

の
過
程
で
発
生
す
る
温

室
効
果
ガ
ス「
メ
タ
ン
」

の
抑
制
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
、
平
成
15
年
に

「
畜
ふ
ん
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
」
を
導
入
し

ま
し
た
。
本
プ
ラ
ン
ト

は
葛
巻
町
畜
産
開
発
公

社
で
飼
育
し
て
い
る
仔

牛
の
ふ
ん
尿
を
原
料
に

メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ

せ
、
そ
の
ガ
ス
か
ら
電

気
と
熱
を
作
り
全
て
自

家
消
費
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
タ
ン
ガ
ス
が

発
生
し
た
後
に
残
る
液

分
は
「
液
肥
」
と
し
て

基
幹
産
業
「
酪
農
」
と
「
林
業
」

三
本
目
の
柱�

「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

町
内
い
た
る
と
こ
ろ
で�

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

▲�畜ふんバイオガスプラント。施設規模は13トン／日（乳牛200頭）で、家畜排
せつ物等を原料に、熱や電気、有機肥料を回収・有効利用することができる

145

町村会24_九校.indb   145町村会24_九校.indb   145 2024/10/21   18:402024/10/21   18:40



農
地
に
還
元
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
平
成
24
年
か
ら
は
一
般
家
庭
約

1
、
０
０
０
世
帯
分
と
事
業
所
か
ら
発
生
す

る
生
ゴ
ミ
を
回
収
し
、
プ
ラ
ン
ト
の
原
料
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
燃
え
る
ゴ
ミ

約
３
割
の
削
減
に
成
功
し
ま
し
た
。

⑵ 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用

町
で
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

が
あ
り
ま
す
。
本
町
で
は
昭
和
56
年
に
地
元

の
製
紙
用
チ
ッ
プ
を
製
造
す
る
企
業
が
、
産

業
廃
棄
物
と
し
て
捨
て
て
い
た
木
の
皮

（
バ
ー
ク
）
か
ら
「
木
質
ペ
レ
ッ
ト
」
の
製

造
に
成
功
し
ま
し
た
。
町
は
、
木
質
ペ
レ
ッ

ト
を
積
極
的
に
活
用
す
る
た
め
、
老
人
ホ
ー

ム
や
病
院
、
小
学
校
等
、
町
内
20
ヵ
所
以
上

で
暖
房
用
ペ
レ
ッ
ト
ボ
イ
ラ
ー
や
ペ
レ
ッ
ト

ス
ト
ー
ブ
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
施

設
を
合
わ
せ
る
と
年
間
約
９
０
０
ｔ
の
木
質

ペ
レ
ッ
ト
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
灯
油
換
算

で
1
、
０
０
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
以
上
の
削
減
に

貢
献
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑶ 

環
境
へ
の
配
慮
、
災
害
時
の
安
心
安

全
の
た
め
の
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

町
は
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
も
の
の
、
２
０
１

１
年
の
東
日
本
大
震
災
の
際
、
停
電
を
経
験

し
ま
し
た
。
震
災
前
か
ら
「
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
力
を
入
れ
て

い
ま
し
た
が
、
改
め
て
そ
の
重
要
性
が
浮
き

彫
り
と
な
る
出
来
事
で
し
た
。こ
れ
を
受
け
、

震
災
後
１
年
と
い
う
短
い
期
間
で
避
難
所
と

な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
25
ヵ
所
に
太

陽
光
発
電
と
蓄
電
池
を
設
置
し
、
以
降
も
小

中
学
校
や
観
光
施
設
等
へ
の
積
極
的
な
設
置

を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
4
年
11
月
1
日
に
開
庁
し
た

葛
巻
町
の
複
合
庁
舎
「
く
ず
ま
～
る
」
は
、

地
中
熱
の
利
用
、
バ
ル
コ
ニ
ー
軒
に
よ
る
日

射
遮
蔽
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
採
用
、
太
陽
光
発

電
の
設
置
等
、「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

町
」
ら
し
い
環
境
に
配
慮
し
た
設
計
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
く
ず
ま
～
る
は
、
行
政
・

交
流
・
商
工
・
金
融
の
機
能
を
合
わ
せ
持
つ

施
設
で
あ
り
、
多
く
の
人
が
集
う
場
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
寒
さ
対
策
の
た
め
に
ペ
ア
ガ
ラ

ス
を
採
用
し
た
り
、
災
害
対
策
の
た
め
に
蓄

電
池
を
導
入
す
る
等
、
快
適
性
や
安
全
性
も

追
求
し
て
い
ま
す
。

 

本
町
は
早
く
か
ら
町
民
へ
の
普
及
啓
発
事

業
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、平
成
16
年
に「
葛

巻
町
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
、

町
民
、
事
業
者
、
行
政
が
共
通
の
認
識
を
持

ち
一
体
と
な
っ
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
15
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
エ
コ
・
エ
ネ

総
合
対
策
事
業
」
は
、
自
宅
や
事
業
所
へ
太

陽
光
発
電
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
、
薪
ス
ト
ー
ブ
等

の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
導
入
す
る
際
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す

る
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、
太
陽
光
発
電

は
70
台
以
上
、
薪
ス
ト
ー
ブ
は
１
０
０
台
以

上
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
普
及
啓
発
事
業
の
一
環
と
し
て
、

平
成
19
年
か
ら
は
、
町
の
森
林
資
源
で
あ
る

薪
に
親
し
む
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
「
薪
・

牧
・
巻
ト
リ
プ
ル
ま
き
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
町
内
児
童

を
対
象
と
し
た
伐
採
、
薪
割
り
、
薪
運
び
体

験
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
制
限
時
間
内
に
積
ん

だ
薪
の
高
さ
や
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
薪
ア
ー

ト
作
品
を
通
気
性
、
安
定
性
等
の
観
点
か
ら

評
価
す
る
競
技
「
全
日
本
薪
積
み
選
手
権
大

�

脱
炭
素
の
取
組
、
主
役
は
町
民

▲�「全日本薪積み選手権大会」は都市部の企業も参加
して盛り上がる

▲�複合庁舎「くずま～る」は太陽光発電等の環境配慮が施
されている

▲�森林資源利活用を学ぶための町内児童を対象とした
伐採、薪運び
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会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
大
会
に
は
地
元
の

こ
ど
も
か
ら
大
人
の
ほ
か
、
町
と
関
わ
り
の

深
い
都
市
部
の
企
業
も
参
加
し
、
薪
を
通
し

た
都
市
と
農
山
村
の
交
流
に
つ
な
が
る
と
と

も
に
、
豊
か
な
森
林
づ
く
り
や
地
域
の
森
林

資
源
利
活
用
の
大
切
さ
を
学
ぶ
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

本
町
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
施
設
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
で
は
環
境

学
習
の
機
会
が
設
け
ら
れ
、
町
の
取
組
や
施

設
の
見
学
を
通
し
、
地
球
温
暖
化
問
題
や
持

続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減

少
問
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
と
し
て
平
成

27
年
か
ら
、
町
内
唯
一
の
高
校
で
あ
る
岩
手

県
立
葛
巻
高
校
に
お
い
て
、「
く
ず
ま
き
山

村
留
学
制
度
」
を
実
施
し
て
お
り
、
町
外
か

ら
26
名
（
令
和
５
年
度
）
の
生
徒
が
入
学
し

て
い
ま
す
。
山
村
留
学
生
は
、
授
業
だ
け
で

な
く
、第
三
セ
ク
タ
ー
を
通
し
た
酪
農
体
験
、

ワ
イ
ン
工
場
見
学
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
取
組
等
を
学
び
、
農
山
村
が
持
つ
食
料
供

給
力
、
環
境
保
全
力
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
力

等
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
体
験
や
学
び
を
地
元

で
生
活
し
て
い
る
家
族
や
友
達
に
発
信
し

て
も
ら
う
こ
と
で
、
農
山
村
の
魅
力
を
知
っ

た
り
、
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な
っ
た

り
す
る
な
ど
の
副
次
的
効
果
も
期
待
で
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
全
体
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
博
物
館
の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
て

お
り
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
場
と
な
る
と

と
も
に
、
町
外
へ
の
情
報
発
信
の
役
割
も
果

た
し
て
い
ま
す
。

  本
町
は
現
在
消
費
電
力
の
3
・
6
倍
も
の

電
力
を
発
電
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
大
半
は

風
力
発
電
に
よ
る
も
の
で
、
し
か
も
全
量
が

固
定
価
格
買
い
取
り
制
度
（
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
）

を
利
用
し
売
電
さ
れ
て
お
り
、
直
接
町
内
に

供
給
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
を
活
用
し
た
発
電
事

業
は
、
そ
の
買
い
取
り
に
要
し
た
費
用
の
大

半
が
「
賦
課
金
」
と
い
う
形
で
電
気
料
金
に

上
乗
せ
さ
れ
、
ど
の
地
域
も
等
し
く
電
気
消

費
者
が
負
担
し
て
お
り
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
取
組
を
推
進
し
て
い
る
か
ら
と
言
っ

て
、
電
気
代
が
安
く
な
る
わ
け
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
恩
恵
を
実
感
し
に
く
い
」
と
い
う
の

が
現
状
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

「
地
域
の
資
源
を
地
域
の
た
め
に
使
う
」
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
町
内
で
発

生
す
る
家
畜
排
泄
物
か
ら
取
り
出
し
た
電
気

や
熱
を
活
用
し
た
高
付
加
価
値
農
産
物
の
生

産
や
、
自
家
消
費
型
太
陽
光
発
電
の
導
入
促

進
に
よ
る
町
民
の
経
済
的
負
担
軽
減
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
求
め
る
企
業
の
誘
致

に
よ
る
雇
用
の
創
出
等
、「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
豊
富
な
葛
巻
町
に
住
ん
で
い
て
よ

か
っ
た
」
と
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
施

策
に
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

 

岩
手
県
葛
巻
町　

農
林
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
課　

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
室

 

村
上　

唯

（
令
和
６
年
１
月
８
日
付
第
３
２
６
５
号
）

町
全
体
が
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

博
物
館

こ
れ
か
ら
も
町
の
挑
戦
は
続
く

▲�葛巻高校生によるクリーンエネルギー施設見学の様子
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有あ
り

田だ

川が
わ

町ち
ょ
う

は
、
平
成
18
年
に
吉
備
町
、
金

屋
町
、清
水
町
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

人
口
は
約
2
万
6
千
人
で
、
和
歌
山
県
の

ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
東
西
に
細
長
い
形
状

を
し
て
い
ま
す
。
高
野
山
に
源
を
発
す
る

町
名
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
有
田
川
が

有田川町

和歌山県 有
あり

田
だ

川
がわ

町
ちょう

和歌山県

▲有田川町営二川小水力発電所。年間4,000万円以上の売電収入は環境施策等に活用されている

▲蛇行する有田川に沿った棚田「あらぎ島」
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１
．
有
田
川
町
の
概
要

循環型社会をめざして！
自然にも町財政にもエコな取組

「有田川エコ
プロジェクト」環

境
・
防
災
関
連
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町
の
中
央
を
西
に
蛇
行
し
な
が
ら
流
れ
て
お

り
、
豊
か
な
自
然
と
産
業
を
生
み
出
し
て
い

ま
す
。

そ
の
有
田
川
と
温
暖
な
気
候
の
恵
み
を
受

け
て
育
っ
た
農
産
物
と
和
歌
山
県
で
唯
一
棚

田
百
選
に
選
ば
れ
、
重
要
文
化
的
景
観
に
も

認
定
さ
れ
て
い
る
「
あ
ら
ぎ
島
」
を
代
表
す

る
自
然
と
調
和
し
た
暮
ら
し
の
風
景
が
、
有

田
川
町
の
最
大
の
魅
力
で
す
。

特
に
温
州
み
か
ん
は
、
日
本
一
の
生
産
量

を
誇
る
和
歌
山
県
に
あ
っ
て
、
有
田
み
か
ん

の
重
要
な
生
産
地
で
す
。
ま
た
、
山
椒
も
日

本
一
の
生
産
量
を
誇
り
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
豊
か
な
郷
土
の
自
然
と
恵

み
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
標

に
、「
ご
み
減
量
」と「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
」
を
軸
に
推
進
し
て
い
る
循
環
型
社

会
づ
く
り
の
取
組
「
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。

取
組
の
き
っ
か
け
は
バ
ブ
ル
期
に
町
に
溢

れ
出
し
た
家
庭
ご
み
で
し
た
。

当
時
は
大
量
生
産
・
大
量
消
費
が
当
た
り

前
で
、
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
や
分
別
と
い
う

言
葉
も
聞
き
な
れ
な
い
時
代
で
し
た
。

合
併
前
の
旧
吉
備
町
で
は
、
ご
み
収
集
量

も
バ
ブ
ル
期
前
と
比
べ
て
約
２
倍
と
な
り
、

ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
の
処
理
能
力
が
ひ
っ
迫

す
る
事
態
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
ご
み
の
絶
対
量
を
減
ら
す
こ
と

も
ご
み
処
理
セ
ン
タ
ー
の
能
力
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
も
一
朝
一
夕
に
は
不
可
能
で
す
。
そ

こ
で
旧
吉
備
町
が
行
っ
た
施
策
は
、
徹
底
し

た
ご
み
の
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
「
ご
み

減
量
化
作
戦
」
で
し
た
。

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
別
す
れ
ば
資
源
」

を
合
言
葉
に
、
自
治
会
と
の
連
携
で
ご
み
集

積
場
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
を
進
め
、
資
源
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
り
収
集
作

業
の
大
幅
な
効
率
化
や
自
治
会
が
率
先
し
て

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
や
運
営
を
行
っ
た
た

め
、
住
民
の
環
境
意
識
の
醸
成
も
進
み
ま

し
た
。

こ
れ
が
、
合
併
後
の
資
源
ご
み
の
マ
イ
ナ

ス
入
札
化
に
大
き
く
寄
与
し
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
は
年
間
約
３
２
０
０
万
円
を
支
払
い
、

資
源
ご
み
収
集
運
搬
処
理
業
務
を
委
託
し
て

い
ま
し
た
が
、
前
述
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
化
と

住
民
の
分
別
意
識
の
高
さ
に
よ
り
、
高
品
質

の
資
源
ご
み
が
評
価
さ
れ
平
成
20
年
度
か
ら

お
金
を
い
た
だ
い
て
の
資
源
ご
み
収
集
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
処
理
費
用
の

削
減
は
、
住
民
の
努
力
と
高
い
環
境
意
識
の

お
陰
で
す
。
そ
こ
で
、
現
行
の
基
金
の
前
身

で
あ
る
「
低
炭
素
社
会
づ
く
り
推
進
基
金
」

を
設
立
し
、
住
民
へ
の
還
元
施
策
の
原
資
と

し
て
削
減
し
た
費
用
の
積
み
立
て
を
開
始

し
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
よ
り
「
有
田
川
エ
コ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
前
述
の
基
金
を

活
用
し
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
促

進
や
ご
み
減
量
化
を
軸
と
し
た
エ
コ
な
ま

ち
づ
く
り
の
取
組
を
始
動
し
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
住
民
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
促
進
を
め
ざ
し
て
住
宅
用
太
陽
光
発

電
設
備
や
太
陽
熱
利
用
設
備
（
主
に
太
陽

熱
温
水
器
）
の
設
備
補
助
制
度
を
導
入
し

ま
し
た
。
ま
た
、
町
の
ご
み
中
間
処
理
場
で

あ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
収
集
場
の
屋
根
へ
平
成

25
年
度
に
11 

kw
、
平
成
27
年
度
に
は
30 

kw
の

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て
売
電
を
開

始
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
廃
校
と
な
っ
た
小

学
校
校
舎
に
も
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

し
、
近
年
ブ
ー
ム
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

と
も
に
廃
校
利
活
用
の
一
端
を
担
い
始
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
売
電
益
も
基
金
に
積
み

立
て
再
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
減
量
の
面
で
は
、
生
ご
み
処
理
機

購
入
補
助
や
コ
ン
ポ
ス
ト
無
償
貸
与
制
度
を

新
設
し
ま
し
た
。

コ
ン
ポ
ス
ト
は
累
計
１
０
０
０
基
以
上

を
住
民
に
貸
与
し
、
貸
与
し
た
住
民
か
ら
の

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
推
計
で
は
年
間
約 

２
０
０
ｔ
の
生
ご
み
減
量
化
に
寄
与
し
て

い
ま
す
。

２
．
始
ま
り
は
廃
棄
物
の�

取
組
か
ら

３
．
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動

▲廃校となった旧峯口小学校に太陽光発電施設を設置している▲住民に貸与しているコンポスト
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有
田
川
町
営
二
川
小
水
力
発
電
所
は
年
間

売
電
額
４
０
０
０
万
円
以
上
に
な
る
有
田
川

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
玉
で
す
。

こ
の
町
営
二
川
小
水
力
発
電
所
建
設
は
、

あ
る
１
人
の
町
職
員
の
思
い
つ
き
か
ら
で

し
た
。

有
田
川
上
流
に
は
、
和
歌
山
県
が
管
理
す

る
多
目
的
ダ
ム
「
二
川
ダ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ダ
ム
は
環
境
維
持
の
た
め
、
毎
秒
０
・

７
ｔ
の
環
境
維
持
放
流
を
行
っ
て
お
り
、
そ

の
水
が
勢
い
よ
く
放
流
さ
れ
て
い
る
様
子
を

見
て
「
こ
の
勢
い
な
ら
発
電
に
使
え
る
」
と

思
い
つ
い
た
の
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
職
員
は
、
収
支
計
画
を
含
め

た
事
業
計
画
を
町
長
と
副
町
長
、
人
事
課
長

の
前
で
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
平
成
21
年
４
月
に
環
境
衛

生
課
に
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
係
が
新
設
さ

れ
、
自
分
1
人
し
か
い
な
い
係
の
係
長
で
す

が
特
命
係
長
と
し
て
建
設
計
画
を
進
め
て
行

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
計
画
は
県
営
多
目
的
ダ
ム

に
後
か
ら
町
営
の
小
水
力
発
電
所
を
設
置
す

る
と
い
う
、
当
時
、
全
国
で
も
類
を
み
な
い

も
の
で
し
た
。
小
水
力
発
電
所
の
建
設
自
体

は
、
技
術
的
な
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
河
川
法
に
係
る
流
水
や
多
目
的
ダ
ム
な

ど
の
建
造
物
を
利
用
す
る
た
め
の
水
利
権
を

始
め
と
す
る
権
利
調
整
が
難
航
を
極
め
た
の

で
す
。

特
に
苦
労
し
た
の
が
、
ダ
ム
施
設
の
ア
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（allocation
）
の
問
題
で
す
。

ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
配
分
な
ど
の
意
味
で

こ
こ
で
は
「
ダ
ム
建
設
に
掛
か
っ
た
費
用
を

ど
う
再
計
算(

負
担)

し
て
割
り
当
て
る
か
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

二
川
ダ
ム
は
和
歌
山
県
が
管
轄
し
て
い
る

治
水
と
関
西
電
力
の
発
電
事
業
の
た
め
の
多

目
的
ダ
ム
で
す
。
ダ
ム
本
体
だ
け
で
な
く
、

ダ
ム
管
理
事
務
所
や
水
位
の
測
候
所
、
警
報

設
備
等
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
管
理
設
備
が
あ

り
、
こ
れ
ら
を
和
歌
山
県
と
関
西
電
力
で
共

同
経
営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ダ
ム
に
町
が
小

水
力
発
電
所
を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
経
営
に
有
田
川
町
が
新
た
に
参
加
す
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
川
ダ
ム
は
県
の
治
水
目
的
8
割
、
関
西

電
力
の
発
電
事
業
に
2
割
と
い
う
割
合
を
前

提
に
出
資
し
合
っ
て
建
設
・
運
営
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
新
た
に
小
水
力
発
電
で
参

加
す
る
な
ら
、
参
加
し
よ
う
と
す
る
町
が
妥

当
な
出
資
額
（
負
担
率
）
を
提
示
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
河
川
法
に
基
づ
く
各
申
請

（
一
般
的
に
言
わ
れ
る
水
利
権
申
請
）
を
す

る
前
に
こ
の
ア
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
解
決
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
当
事
者
間

の
負
担
割
合
を
提
示
す
る
こ
と
自
体
が
か
な

り
困
難
で
し
た
。
特
に
、県
と
の
交
渉
で
は
、

ダ
ム
本
体
関
連
と
環
境
維
持
放
流
設
備
の
負

担
率
の
違
い
の
解
決
が
大
き
な
課
題
で
し

た
。
ダ
ム
本
体
関
連
の
負
担
率
は
も
と
に
な

る
額
は
大
き
い
で
す
が
、
妥
当
投
資
額
等
を

も
と
に
計
算
さ
れ
る
た
め
、
負
担
率
が
小
さ

く
大
き
な
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、
維
持
放
流
設
備
に
係
る
負
担
率
は

国
土
交
通
省
と
経
済
産
業
省
の
間
で
覚
書
が

あ
り
「
負
担
率
は
流
量
比
例
と
す
る
」
と
い

う
協
議
例
に
基
づ
い
た
も
の
が
長
年
踏
襲
さ

れ
て
い
て
、
本
発
電
所
計
画
で
は
県
が
維
持
放

流
に
0
・
7
ｔ
、町
が
発
電
に
0
・
7
ｔ
と
同

量
の
水
量
を
使
用
す
る
た
め
、1
：
1
、つ
ま

り
持
分
負
担
額
50
％
が
提
示
さ
れ
た
の
で
す
。

維
持
放
流
設
備
は
、
減
価
償
却
を
考
慮
し

て
も
、
当
時
で
７
億
数
千
万
の
価
値
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
50
％
の
持
分
負
担
だ
と
３
億

４
．
町
営
二ふ

た
川が

わ
小
水
力
発
電
所

▲勢いよく放流される維持放流水（平成20年撮影）

▲発電所建設後の放流状況（令和2年撮影）
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５
千
万
円
以
上
を
負
担
し
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
加
え
て
毎
年
の
維
持

管
理
費
や
修
繕
費
用
も
半
額
負
担
し
な
く
て

い
け
な
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
発
電
所

の
採
算
性
が
非
常
に
悪
化
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ダ
ム
本
体
関
連
の
負
担
率
は
0
・
2
％

と
算
出
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
維
持
放
流
設

備
に
つ
い
て
も
こ
の
負
担
率
を
用
い
て
く
れ

る
よ
う
に
、粘
り
強
く
交
渉
を
続
け
ま
し
た
。

交
渉
の
間
に
も
、
発
電
計
画
の
実
現
性
と

環
境
へ
の
貢
献
度
、
費
用
対
効
果
な
ど
実
現

可
能
性
を
担
保
す
る
た
め
、
平
成
22
年
度
に

財
団
法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
（
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）

に
よ
り
基
礎
調
査
（
中
小
水
力
開
発
導
入
基

盤
整
備
調
査
）、
平
成
23
年
度
に
は
測
量
調

査
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
は
非
常
に
有
望
な
地
点
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。

そ
し
て
つ
い
に
、
平
成
24
年
８
月
に
県
か

ら
「
ダ
ム
と
同
等
の
負
担
率
」
と
の
決
定
を

受
け
、
大
幅
な
減
額
が
実
現
し
ま
し
た
。
同

月
に
実
施
設
計
等
の
委
託
契
約
を
行
い
平
成

26
年
９
月
に
建
設
工
事
に
着
手
、
平
成
28
年

２
月
に
発
電
所
が
完
成
し
ま
し
た
。

平
成
21
年
に
環
境
衛
生
課
に
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
係
が
新
設
さ
れ
、
有
田
川
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
、
県
と
の

交
渉
に
３
年
、
そ
こ
か
ら
完
成
に
さ
ら
に
４

年
、
合
計
７
年
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
と
う

と
う
念
願
の
町
営
二
川
小
水
力
発
電
所
が
発

電
を
開
始
し
ま
し
た
。

総
事
業
費
は
２
億
８
６
０
０
万
円
で
し
た

が
、
約
７
年
で
回
収
で
き
ま
し
た
。

こ
の
多
目
的
ダ
ム
の
維
持
放
流
水
を
活
用

し
た
取
組
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
の
平
成
28

年
「
新
エ
ネ
大
賞
」
に
お
い
て
、
そ
の
導
入
ス

キ
ー
ム
や
今
後
の
展
望
を
評
価
さ
れ
、
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

二
川
小
水
力
発
電
所
の
売
電
収
益
は
、
前

述
の
基
金
を
包
括
し
て
新
設
さ
れ
た
「
循
環

型
社
会
の
構
築
と
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
基

金
」
に
積
み
立
て
、
以
下
の
よ
う
な
事
業
に

活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ 

町
内
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業

・ 

災
害
用
小
型
自
立
電
源
シ
ス
テ
ム
（
消
防

団
詰
所
や
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
設
置
）

・ 

住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
・
太
陽
熱
利
用

設
備
導
入
補
助

・ 

消
防
署
や
廃
校
な
ど
公
共
設
備
へ
の
太
陽

光
発
電
所
設
置

・ 

薪
ス
ト
ー
ブ
導
入
補
助
事
業

・ 

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
の
未
利
用
材

搬
出
補
助

・ 

生
ご
み
処
理
機
補
助
、
コ
ン
ポ
ス
ト
無
償

貸
与

・ 

自
治
会
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
維
持
管
理
費

用
補
助

・ 

環
境
教
育
（
環
境
施
設
等
へ
見
学
費
用
や

社
会
科
副
読
本
購
入
費
）

・ 

町
営
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
所
維
持

管
理
費
用

・ 

啓
発
用
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
印
刷
費

ご
み
の
分
別
徹
底
か
ら
始
ま
っ
た
エ
コ
な

取
組
は
、
基
金
を
利
用
し
た
補
助
事
業
や
環

境
教
育
な
ど
で
住
民
に
還
元
し
つ
つ
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
施
設
の
建
設
を
始

め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
へ
と
発
展
し
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
再
投

資
を
行
う
好
循
環
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
自
体
も
、
自
然
に
も

町
財
政
に
も
エ
コ
な
循
環
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
成
長
し
続
け
て
い
ま
す
。今
後
と
も
、

こ
の
循
環
の
輪
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
有
田

川
町
の
自
然
保
持
と
住
民
へ
の
還
元
が
で
き

る
こ
の
有
田
川
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

和
歌
山
県
有
田
川
町

 

建
設
環
境
部　

環
境
衛
生
課

（
令
和
５
年
８
月
28
日
付
第
３
２
５
１
号
）

５
．
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を�

め
ざ
し
て

分別徹底

ステーション化

資源ごみ

マイナス入札化

小水力・太陽光

発電事業

売電金などを

エコ基金へ

基金を利用した

補助金・環境教育

▲�平成28年「新エネ大賞」で「資源エネルギー庁長官賞」を受賞（前列左から3人目が中山正隆町長）

▲�「有田川プロジェクト」が生んだエコな好循環
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鳥
取
県
日
南
町
は
、
中
国
山
地
の
ほ
ぼ
中

央
、
鳥
取
県
南
西
部
に
位
置
す
る
町
で
、
人

口
４
、
１
８
８
人
、
高
齢
化
率
53
・
１
％
（
令

和
４
年
７
月
末
住
民
基
本
台
帳
）
と
い
う
過

疎
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
典
型
的
な
中
山

間
地
域
で
す
。
平
成
の
合
併
は
せ
ず
単
独
町

制
を
選
択
、
人
口
最
少
県
で
あ
る
鳥
取
県
の

中
で
、
１
番
高
齢
化
率
の
高
い
町
で
あ
り
、

町
面
積
の
９
割
を
森
林
が
占
め
て
い
る
自
然

あ
ふ
れ
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
林
業

を
町
の
基
幹
産
業
と
し
、
標
高
の
高
い
地
域

な
ら
で
は
の
朝
晩
と
日
中
の
気
温
の
寒
暖

差
を
活
か
し
た
、
食
味
値
の
高
い
お
米
や
ト

マ
ト
等
の
農
産
物
の
生
産
振
興
に
注
力
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
古
く
か
ら
「
た
た
ら
製
鉄
」
に
よ

り
雇
用
と
所
得
を
確
保
し
、
森
の
恵
み
を
享 日南町

鳥取県 日
にち

南
なん

町
ちょう

鳥取県

▲

S
D
G
s
の
理
念
を
発
信
す
る
日
南
町
役
場
庁
舎
内
の
ア
ン
ブ
レ
ラ
ス
カ
イ

▲日野川の森
も

林
り

・木材団地
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．
日
南
町
の
概
要

守り、活かし、
受け継ぐ、
持続可能な
森林のまち

日南町

環
境
・
防
災
関
連
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受
し
な
が
ら
、
ひ
と
つ
の
時
代
を
築
き
あ
げ

て
き
ま
し
た
。「
た
た
ら
炭
」
と
し
て
、
そ

の
化
学
変
化
を
司
る
重
要
な
役
割
を
果
た
す

用
材
の
ナ
ラ
、
ク
ヌ
ギ
等
の
雑
木
は
、
町
内

の
天
然
林
か
ら
豊
富
に
供
給
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
安
価
な
洋
鉄
に
シ
ェ
ア
を
奪

わ
れ
「
た
た
ら
製
鉄
」
は
途
絶
え
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
が
、
戦
後
、
町
内
の
天
然
林
伐

採
跡
地
に
は
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
等
が
植
林
さ

れ
、
山
林
の
６
割
を
占
め
る
人
工
林
と
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
そ
れ
ら
の
多
く
が
伐
期
を

迎
え
、
間
伐
材
を
中
心
に
成
さ
れ
る
10
・
６

万
㎥
の
搬
出
は
多
く
の
雇
用
を
生
み
、
鳥
取

県
の
年
間
素
材
生
産
量
の
約
１
／
３
を
占
め

る
に
至
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
人

口
流
出
や
高
齢
化
と
い
っ
た
社
会
背
景
も
あ

り
、
子
々
孫
々
へ
と
受
け
継
が
れ
て
き
た
山

林
の
荒
廃
も
散
見
さ
れ
、
町
の
主
要
産
業
で

あ
る
林
業
の
再
編
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
の
財
産
で
あ
る
恵
ま
れ
た
森
林
資
源
を

余
す
こ
と
な
く
活
用
す
る
取
組
と
し
て
、
木

材
を
“
使
い
切
る
”
こ
と
で
新
た
な
循
環
型

林
業
を
構
築
し
、
林
業
の
持
続
的
な
成
長
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。
木
材
の
流
通
、
加
工
、

販
売
を
目
的
と
し
て
平
成
18
年
度
に
整
備
さ

れ
た
「
日
野
川
の
森
木
材
団
地
」
に
は
、
Ｌ

Ｖ
Ｌ
（
単
板
積
層
材
）
製
造
工
場
の
株
式
会

社
オ
ロ
チ
を
中
心
に
、
年
間
12
万
㎥
の
林
材

が
集
ま
る
林
業
拠
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一

方
、
林
業
労
働
者
の
高
齢
化
、
人
材
不
足
が

深
刻
で
あ
り
、
林
業
後
継
者
の
育
成
・
確
保

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
搬
出
材

積
の
拡
大
、
林
業
後
継
者
の
育
成
を
図
る
た

め
、平
成
21
年
度
か
ら
「
林
業
研
修
生
制
度
」

を
創
設
し
、
林
業
従
事
者
の
確
保
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
19
人
が
研
修
を
受

講
、
８
人
が
町
内
に
定
住
と
い
う
一
定
の
成

果
は
出
て
い
る
も
の
の
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
よ
り
研
修
生
の
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
、
現

状
の
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
み
で
は
そ
う
し

た
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
で
は
木
材
を
活
用
し
た
新
た

な
産
業
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
家
具
や
建
物

を
解
体
し
た
際
に
捨
て
ら
れ
る
木
材
を
使
っ

た
寄
木
細
工
や
廃
園
と
な
っ
た
保
育
園
を
拠

点
と
し
て
、
寄
木
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
や
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
寄
木
の
バ
ッ
ジ
（
17

種
類
の
木
材
を
使
用
し
、
着
色
せ
ず
“
木
”

本
来
の
風
合
い
を
活
か
し
た
無
垢
の
バ
ッ

ジ
）
で
す
。
ま
た
、
幼
少
期
に
誰
も
が
１
度

は
使
用
し
た
こ
と
の
あ
る
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

の
創
業
者
が
日
南
町
出
身
で
あ
り
、
白
谷
工

房
と
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス
社
が
コ
ラ
ボ
し
た
寄

木
の
木
製
ケ
ー
ス
も
製
作
し
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
返
礼
品
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

平
成
29
年
度
、
林
野
庁
の
「
林
業
成
長
産

業
化
地
域
創
出
モ
デ
ル
事
業
」
に
よ
る
選
定

を
受
け
、林
業
後
継
者
の
育
成
・
確
保
と
い
っ

た
課
題
を
解
消
す
べ
く
、
令
和
元
年
度
に
全

国
初
の
町
立
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開
校
し
ま

し
た
。
昭
和
54
年
に
開
校
し
た
島
根
県
立
農

林
大
学
校
に
続
き
、
中
国
地
方
で
は
２
校
目

と
な
る
林
業
学
校
と
な
り
ま
す
。

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
校
舎
は
、
廃
園
と

な
っ
た
保
育
園
を
改
修
し
て
整
備
。
学
生
が

技
術
習
得
や
演
習
を
行
う
演
習
林
は
、
日
本

最
大
の
６
６
８
ha
を
誇
り
、
環
境
・
生
態
系

に
配
慮
し
た
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
林
と
な
り
ま
す
。

校
舎
か
ら
演
習
林
ま
で
の
道
中
、
わ
ず
か
10

分
程
の
道
の
り
で
は
あ
り
ま
す
が
、
学
生
が

交
代
で
運
転
す
る
こ
と
で
、
中
山
間
地
域
で

生
活
す
る
運
転
技
術
も
自
然
と
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
１
年
制
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
で
、
定
員
10
人
。
ア
カ
デ
ミ
ー
の
専
任
教

員
を
中
心
に
、
鳥
取
大
学
や
島
根
大
学
、
森

林
組
合
等
産
官
学
15
団
体
の
支
援
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
実
践
的
な
実
地
研
修
及
び
講
義

を
通
じ
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
林
業
の
担

い
手
の
養
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

本
校
の
特
徴
は
、「
学
生
を
全
国
か
ら
募

集
し
て
い
る
こ
と
」、「
就
職
先
を
日
南
町
に

限
定
し
て
い
な
い
こ
と
」が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
日
南
町
の
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
で
学
ん

だ
後
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
に
戻
り
、
林
業

２
．
森
林
を
“
資
源
”
と
し
て�

使
い
切
る

３
．
全
国
初
、
町
立
で
の
林
業�

ア
カ
デ
ミ
ー
の
開
校

▲サクラクレパスとのコラボ商品

▲SDGsをイメージした木製バッジ

▲林業アカデミー入学式
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従
事
者
と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
可
能
と
し

て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
全
国
の
い

わ
ゆ
る
優
良
林
業
事
業
体
で
あ
っ
て
も
人
材

が
不
足
し
、
後
継
者
不
足
や
担
い
手
不
足
と

い
っ
た
理
由
か
ら
経
営
が
継
続
で
き
な
い
事

例
も
多
く
存
在
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
全
国

の
課
題
に
対
応
す
べ
く
、
日
南
町
で
学
ん
だ

こ
と
を
全
国
に
持
ち
帰
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
フ
ォ
レ
ス
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
、

日
本
林
業
全
体
の
発
展
に
寄
与
し
て
ほ
し
い

と
の
願
い
を
持
っ
て
い
ま
す
。
令
和
３
年
度

末
ま
で
の
３
期
生
は
、延
べ
27
名
が
入
学
し
、

19
名
が
県
内
就
職
（
う
ち
、
13
名
が
日
南
町

内
の
林
業
事
業
体
等
へ
の
就
職
）
し
て
い
ま

す
。
令
和
４
年
度
に
お
い
て
も
12
名
が
入
学

し
、
現
在
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。
町
内
で

就
職
し
た
学
生
は
、
地
元
の
森
林
組
合
や
林

業
事
業
体
で
林
業
を
担
う
人
材
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
と
と
も
に
、
地
域
の
祭
り
ご
と
や

自
治
会
組
織
へ
の
加
入
等
、
高
齢
化
が
進
行

す
る
地
域
の
維
持
・
存
続
に
欠
か
せ
な
い
貴

重
な
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
生
た
ち
は
林
業
実
習
、

講
義
を
受
け
る
の
み
な
ら
ず
、

町
が
推
進
す
る
「
生
涯
木
育
・

森
林
教
育
」
の
指
導
者
と
し
て

も
活
躍
し
て
い
ま
す
。
自
ら
学

ぶ
こ
と
を
こ
ど
も
た
ち
に
伝
え

る
こ
と
で
、
客
観
的
に
物
事
を

捉
え
る
ス
キ
ル
や
、
地
域
内
で

の
交
流
、
こ
ど
も
た
ち
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
「
森
を
護ま
も

る
者
」
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
学
生
た
ち

は
ア
カ
デ
ミ
ー
を
巣
立
っ
て
い
ま
す
。

２
０
５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
宣

言
を
行
っ
て
い
る
日
南
町
。
森
林
の
持
つ
多

面
的
な
役
割
の
中
で
、
近
年
注
目
さ
れ
て
い

る
の
が
「
脱
炭
素
化
」
に
向
け
た
取
組
で
す
。

本
町
に
お
い
て
は
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
企
業
と
連
携
し
た
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト

制
度
の
取
組
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
Ｊ

－

ク

レ
ジ
ッ
ト
制
度
と
は
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

の
導
入
や
森
林
経
営
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等

の
取
組
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
削
減
量
や
吸
収
量
を
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
」
と
し
て
国
が
認
証
す
る
制
度
で
あ
り
、

創
出
さ
れ
た
ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
低
炭
素
社
会

実
現
へ
向
け
た
目
標
達
成
や
、
カ
ー
ボ
ン
・

オ
フ
セ
ッ
ト
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
活
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
南
町
で
は
、恵
ま
れ
た
森
林
を
「
資
源
」

と
し
て
活
用
し
、
か
つ
持
続
可
能
な
森
林
整

備
の
た
め
の
財
源
を
確
保
す
る
た
め
、
環
境

に
配
慮
し
た
森
林
整
備
を
行
う
こ
と
が
条
件

と
な
る
国
際
規
格
Ｆ
Ｓ
Ｃ
認
証
を
取
得
し
た

町
有
林
３
０
２
ha
を
対
象
に
、
６
、
６
０
４

ｔ
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
平
成
25
年
度
に
取
得
。

販
売
当
初
は
制
度
の
認
知
不
足
も
あ
り
、
年

間
に
数
件
、
20
～
２
０
０
ｔ
ほ
ど
の
販
売
に

留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
30
年
に
転
機

が
訪
れ
ま
し
た
。
制
度
に
賛
同
す
る
企
業
数

も
増
加
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
量
も
６
２

５
ｔ
と
激
増
。
以
降
、
令
和
元
年
度
に
５
２

９
ｔ
、
令
和
２
年
度
に
６
５
８
ｔ
と
好
調
を

堅
持
し
、
令
和
３
年
度
に
お
い
て
は
、
単
年

度
で
販
売
件
数
が
１
０
０
件
を
超
え
、
販
売

量
も
１
、
９
７
４
ｔ
（
約
17
、
０
０
０
千
円
）

と
、過
去
最
高
の
販
売
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
地
球
温
暖
化
対
策
や
脱

炭
素
と
い
っ
た
環
境
意
識
の
高
ま
り
、
ま
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
経
営
と
い
っ
た
企
業
の

意
識
変
化
も
追
い
風
と
な
っ
て
い
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、山
陰
合
同
銀
行
や
鳥
取
銀
行
、

米
子
信
用
金
庫
、
第
一
生
命
保
険
鳥
取
支
社

等
の
地
元
金
融
機
関
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

契
約
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
も
大
き
く
影
響
し
て

い
ま
す
。
地
元
企
業
と
の
結
び
つ
き
の
強
い

地
方
銀
行
の
支
援
に
よ
り
、
購
入
企
業
の
裾

野
が
広
が
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
地
域
金
融

機
関
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
販
売
戦
略
は
、
内

閣
府
地
方
創
生
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
金
融
表
彰
や
、
総

務
省
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
、
Ｎ
Ｉ
Ｋ
Ｋ
Ｅ

Ｉ
脱
炭
素
ア
ワ
ー
ド
大
賞
受
賞
等
、
全
国
の

優
良
事
例
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
販
売
収
益
は
、
循
環
型
林
業
の

実
現
を
め
ざ
す
べ
く
、
民
有
林
も
含
め
た
町

４
．
森
林
の
力
を
活
か
し
、�

脱
炭
素
社
会
の
実
現
へ

▲�鳥取県知事も同席して行われたＪ－クレジット売買契約調印式

▲木育・森林教育

▲環境貢献型道の駅「にちなん日野川の郷」
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内
林
の
新
植
の
財
源
と
し
て
活
用
し
て
お

り
、
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
を
卒
業
し
た
学
生
ら

が
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
に
よ
っ
て
民
間
企
業
か

ら
い
た
だ
い
た
財
源
を
も
と
に
新
植
の
作
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
28
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
日
南
町
の
道

の
駅
「
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
」
は
、
全
国

初
の
二
酸
化
炭
素
を
排
出
し
な
い
「
環
境
貢

献
型
道
の
駅
」
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
道
の
駅
で
使
用
す
る
電
気
や
ガ
ス

等
を
二
酸
化
炭
素
排
出
量
に
換
算
し
、
町
が

所
有
す
る
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
で
カ
ー
ボ
ン
・

オ
フ
セ
ッ
ト
す
る
こ
と
で
可
能
と
な
っ
て
い

ま
す
。
鳥
取
県
内
で
も
15
番
目
、
中
国
地
方

で
も
１
０
０
番
目
の
道
の
駅
と
な
る
こ
と
か

ら
、
特
異
性
を
も
っ
た
道
の
駅
の
運
営
を
め

ざ
し
、「
環
境
に
と
こ
と
ん
配
慮
し
た
、
二

酸
化
炭
素
排
出
ゼ
ロ
の
道
の
駅
」
と
し
て

オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
道
の
駅
で
販
売
す
る
す
べ
て
の
商

品
を
寄
付
型
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
と
し
、
１
品

に
つ
き
１
円
の
寄
付
金
を
付
与
し
、
お
客
様

か
ら
お
預
か
り
し
た
寄
付
金
を
も
と
に
年
度

末
に
Ｊ

－

ク
レ
ジ
ッ
ト
を
購
入
す
る
こ
と

で
、
お
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
間
接
的
に
二

酸
化
炭
素
の
排
出
削
減
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
を
設
け
て
い
ま
す
。
寄
付
額

は
年
額
で
約
20
千
円
を
超
え
て
お
り
、現
在
、

全
国
で
も
同
様
の
取
組
を
導
入
し
よ
う
と
す

る
道
の
駅
も
現
れ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
７
月
、
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

を
基
軸
と
し
た
「
第
一
次
産
業
を
元
気
に
す

る
～
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ち
な
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０

３
０
」
を
テ
ー
マ
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市

に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
が
直
面
す
る
過

疎
、
少
子
・
高
齢
化
と
い
っ
た
課
題
に
正
面

か
ら
立
ち
向
か
い
、
日
南
町
の
取
組
が
「
日

本
の
30
年
後
の
姿
を
創
る
」
と
い
う
自
負
を

持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、
産
学
金

官
の
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
連
携
し
、
新
た
な
経
済
循
環
を
促
す

取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

日
南
町
が
取
り
組
む
環
境
の
力
を
活
か
し

た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
を
め
ざ
す
町
の
取
組
が
県
内
外
の
教

育
機
関
か
ら
着
目
さ
れ
、
小
・
中
・
高
校
や

大
学
等
の
修
学
旅
行
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
学
習
の
教

育
拠
点
と
し
て
多
く
の
児
童
・
生
徒
が
来
町

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部
の
大
学
と
の

連
携
も
積
極
的
に
進
め
、
都
市
と
地
方
の
交

流
、「
観
光
」
か
ら
「
環
境
」
教
育
の
誘
致

等
も
行
っ
て
お
り
、
町
民
と
関
係
・
交
流
人

口
が
集
い
参
画
し
、
環
境
の
力
を
活
か
し
た

町
の
成
長
へ
向
け
た
新
た
な
息
吹
を
も
た
ら

し
て
い
ま
す
。

折
し
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
や
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
急
激
な
金

利
変
動
等
、
Ｖ
Ｕ
Ｃ
Ａ
の
時
代
と
言
わ
れ
る

変
革
の
時
代
に
お
い
て
、
多
く
の
課
題
や
気

づ
き
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
課
題
は

発
見
し
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
で
、
町
の
新

た
な
成
長
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

自
然
あ
ふ
れ
、
ゲ
ン
ジ
ボ
タ
ル
と
ヒ
メ
ボ

タ
ル
が
同
時
期
に
同
じ
場
所
で
鑑
賞
で
き
、

ま
た
国
の
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
る
オ
オ
サ

ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
も
町
の
至
る
と
こ
ろ
に
生
息

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
農
村
風
景
、
環
境

を
守
り
、
活
か
し
、
受
け
継
ぐ
、
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
へ
向
け
、
町
民
総
活

躍
の
「
創
造
的
過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
」
へ
の

挑
戦
を
引
き
続
き
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 

鳥
取
県
日
南
町　

農
林
課　

荒
金 

太
郎

（
令
和
４
年
10
月
17
日
付
第
３
２
１
７
号
）

５
．
お
買
い
物
で
森
を
守
る
、�

全
国
初
の
道
の
駅

６
．
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
、

日
本
の
30
年
先
を
見
据
え
る

▲�カーボンオフセット協力金として、すべての商品に
１品１円を付与

▲�高校生によるSDGs修学旅行の受入。
　廃材を活用した寄木細工のワークショップ

▲�
高
校
生
に
よ
る
S
D
G
s
修
学
旅
行
の
受
入
。

２
０
０
年
生
の
杉
林
で
の
森
林
教
室
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政
府
は
２
０
２
０
年
（
令
和
2
年
）
10
月
、

２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス（
Ｃ
Ｏ
２
）

の
排
出
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
を
宣
言
し
、
２
０
２
１
年
（
令
和
3

年
）
4
月
に
は
、
２
０
３
０
年
に
温
室
効
果

ガ
ス
の
46
％
削
減
（
２
０
１
３
年
比
）
の
目

標
を
表
明
し
ま
し
た
。

同
年
6
月
に
は
、
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
が
策
定
さ
れ
、
地
域
に
お
け
る
脱
炭

素
を
推
進
す
る
た
め
、
政
府
は
全
国
で
少
な

く
と
も
１
０
０
ヵ
所
の
脱
炭
素
先
行
地
域
を

選
定
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
脱
炭
素
の

取
組
を
支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
全
国
町
村
会
職
員
が
脱
炭
素

先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
た
岡
山
県
西
粟
倉
村

を
訪
問
。町
の
歴
史
や
、地
域
脱
炭
素
化
に
向

け
た
取
組
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

西
粟
倉
村
は
１
８
８
９
年
（
明
治
22
年
）

に
、
6
つ
の
村
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
ま
し

た
。
中
国
山
地
の
南
斜
面
の
谷
あ
い
、
岡
山

県
の
北
東
端
に
位
置
す
る
山
里
で
、
鳥
取
県

と
兵
庫
県
の
県
境
に
隣
接
し
て
い
ま
す
。
村

の
中
央
に
は
清
流
・
吉
野
川
が
流
れ
、
そ
れ

に
沿
っ
て
細
長
い
平
野
部
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
人
口
は
１
、
３
６
１
人
、
５
９
３
世
帯

（
２
０
２
３
年
（
令
和
5
年
）
１
月
31
日
現

在
）、
面
積
は
57
・
97
㎢
で
、
う
ち
93
％
が

森
林
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
84
％
が
杉
や
檜
な

村
の
概
要

西粟倉村

岡山県 西
にし

粟
あわ

倉
くら

村
そん

岡山県

▲
�

西
粟
倉
村
の
面
積
の
う
ち
93
％
が
森
林
。
そ
の
う
ち
84
％
を
杉
や
檜
な
ど
の
人
工
林
が
占
め
る
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ど
の
人
工
林
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
村

で
は
環
境
資
本
を
守
り
抜
く
こ
と
を
基
本
理

念
と
し
、
持
続
可
能
な
「
村
ま
る
ご
と
循
環

型
経
済
社
会
」
の
実
現
、
そ
し
て
皆
が
「
生

き
る
を
楽
し
む
（w

ell-being

）」
暮
ら
し

を
実
現
で
き
る
村
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

西
粟
倉
村
は
、森
林
面
積
が
9
割
を
超
え
、

林
業
の
村
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
１
９

５
０
年
代
か
ら
１
９
６
０
年
代
頃
ま
で
、
全

国
的
に
進
め
ら
れ
た
広
葉
樹
林
伐
採
跡
地
へ

の
針
葉
樹
植
栽
、い
わ
ゆ
る
「
拡
大
造
林
期
」

は
、
西
粟
倉
村
で
は
、
将
来
を
担
う
子
や
孫

の
た
め
に
と
い
う
想
い
で
苗
木
の
植
栽
が
積

極
的
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
１
９
６
４
年
（
昭
和
39
年
）
の
木

材
輸
入
の
自
由
化
に
伴
い
、
海
外
か
ら
安
価

な
輸
入
材
が
大
量
に
流
入
し
た
こ
と
で
、
１

９
８
０
年
代
以
降
、
国
産
材
の
需
要
や
価
格

が
徐
々
に
低
下
。
林
業
の
不
況
か
ら
、
村
の

財
政
も
ひ
っ
迫
し
、
過
疎
化
の
一
路
を
辿
っ

て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
平
成
の
大
合
併
が
進
む
２
０

０
４
年
（
平
成
16
年
）、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

で
合
併
反
対
が
58
％
に
な
っ
た
こ
と
で
、
村

は
合
併
を
拒
否
。
自
立
の
道
を
歩
む
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
に
村
を
存
続
さ
せ

る
か
、
自
分
た
ち
は
何
を
す
べ
き
か
、
村
の

職
員
が
議
論
を
重
ね
、
村
の
大
き
な
資
源
で

あ
る
森
林
を
切
り
口
に
村
づ
く
り
を
行
う
こ

と
を
決
め
ま
し
た
。「
約
50
年
生
に
ま
で
育
っ

た
森
林
の
管
理
を
こ
こ
で
諦
め
ず
、
村
ぐ
る

み
で
あ
と
50
年
が
ん
ば
ろ
う
。
そ
し
て
美
し

い
百
年
の
森
林
に
囲
ま
れ
た
上
質
な
田
舎
を

目
指
し
て
い
こ
う
」
と
当
時
の
村
長
が
村
民

に
呼
び
か
け
、
心
と
心
を
つ
な
ぎ
価
値
を
生

み
出
し
て
い
く
「
心し

ん

産
業
」
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
で
産
業
を
創
り
、
仕
事
を
生
み
出
し
て

い
く
方
向
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
（
平
成
20
年
）、「
心
産
業
」

を
興
し
、
上
質
な
田
舎
づ
く
り
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
森
林
の
再
生
に
資
源
を
集
中

さ
せ
る
と
い
う
村
の
方
針
を
定
め
た
、
村
づ

く
り
の
根
幹
と
な
る
ビ
ジ
ョ
ン
「
百
年
の
森

林
構
想
」
が
策
定
さ
れ
、
２
０
０
９
年
（
平

成
21
年
）
4
月
か
ら
「
百
年
の
森
林
事
業
」

が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
で
は
、
地
域
資
源
に
付
加
価
値

を
付
け
、
経
済
を
循
環
さ
せ
る
こ
と
を
目
指

し
、
森
林
の
保
全
管
理
か
ら
施
工
、
間
伐
材

の
商
品
化
、
活
用
で
き
な
い
林
地
残
材
の
バ

イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
の
活
用
等
に

よ
り
、
持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
行
う
と
と

も
に
、
村
内
外
に
情
報
を
発
信
し
、
村
に
関

わ
る
人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
構
築

を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
工
程
に
お

い
て
、「
百
年
の
森
林
事
業
」
の
理
念
に
共

感
し
、
移
住
・
起
業
を
行
っ
た
若
者
た
ち
に

よ
る
ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
（
地
方
で
の
ベ

ン
チ
ャ
ー
的
起
業
）
の
力
を
採
用
し
、行
政
、

林
業
事
業
者
、
村
民
が
一
体
と
な
っ
た
地
域

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「
世
代
を
越
え
、
地
域
を
越
え
、
未
来
へ

の
想
い
を
共
有
す
る
森
づ
く
り
」、
そ
し
て

「
限
り
あ
る
自
然
の
恵
み
を
大
切
な
人
た
ち

と
分
か
ち
合
う
上
質
な
田
舎
づ
く
り
」
と
い

百
年
の
森も

り林
構
想

▲木材集積所。間伐材に高付加価値をつけて６次産業化を進める

▲村の木材をふんだんに活用した新庁舎は豊かな木の香りに包まれている（左が外観、右が内観）
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う
決
意
を
持
っ
た
村
民
が
育
て
て
い
る
森
林

と
、
そ
こ
か
ら
切
り
出
さ
れ
る
木
材
は
「
心

産
業
」
の
象
徴
で
す
。

「
百
年
の
森
林
事
業
」
を
始
め
て
以
降
、

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
3
月
に
環
境
モ

デ
ル
都
市
、
２
０
１
４
年
（
平
成
26
年
）
3

月
に
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
、
２
０
１
９
年

（
令
和
元
年
）
7
月
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都

市
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
林
地
残
材
を
利
用

し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
・
熱
供
給
を
始

め
、
小
水
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
等
も
含
め

た
さ
ま
ざ
ま
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取

組
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
中
山
間
地
域
に
お

け
る
脱
炭
素
モ
デ
ル
地
域
の
創
造
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業

村
で
は
、
山
に
捨
て
ら
れ
、
運
び
出
す
こ

と
が
で
き
な
い
林
地
残
材
を
活
用
し
た
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
よ
り
、
地
域
へ
の
熱
供

給
と
自
立
型
発
電
の
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
４
年（
平
成
26
年
）、
薪
ボ
イ
ラ
ー

に
よ
る
熱
供
給
事
業
を
開
始
。
薪
ボ
イ
ラ
ー

の
使
用
に
よ
り
、灯
油
の
使
用
量
を
削
減
し
、

今
ま
で
使
い
道
の
な
か
っ
た
林
地
残
材
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
森
林
資
源
を
地
域
内
で
循

環
さ
せ
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
し
た
。
事
業

の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
環
境
省
の
「
二
酸

化
炭
素
排
出
抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金
」

を
活
用
。
現
在
は
村
内
3
つ
の
温
泉
施
設
で

稼
働
し
て
い
ま
す
。

ま
た
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）
に
は
、

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
を
利
用
し
た
地
域
熱

供
給
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
村
内
の
公
共
施
設

の
暖
房
・
給
湯
に
利
用
さ
れ
、
庁
舎
・
図
書

館
・
保
育
所
・
学
校
・
介
護
施
設
へ
熱
を
供

給
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
（
令
和
元
年
）
に
は
、
木
質

チ
ッ
プ
を
利
用
し
た
小
型
ガ
ス
化
発
電
設
備

も
導
入
さ
れ
、
木
質
チ
ッ
プ
を
ガ
ス
化
し
、

ガ
ス
化
エ
ン
ジ
ン
に
よ
り
発
電
し
た
電
力

は
、
自
営
線
に
よ
り
介
護
施
設
等
の
村
内
の

公
共
施
設
へ
供
給
さ
れ
る
と
と
も
に
、
災
害

時
は
自
立
し
た
電
源
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

村
で
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
は
、
林
地

残
材
等
の
地
域
資
源
の
活
用
、
地
元
の
事
業

体
や
会
社
の
雇
用
に
よ
る
経
済
等
の
地
域
循

環
、
そ
し
て
「
百
年
の
森
林
事
業
」
の
恩
恵

を
受
け
、
長
期
的
に
取
組
を
進
め
る
こ
と
が

で
き
る
持
続
性
と
い
う
3
つ
を
ポ
イ
ン
ト
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
水
力
発
電
事
業

村
内
の
水
力
発
電
所
、
西
粟
倉
第
１
発
電

所
「
め
ぐ
み
」
は
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
年
）

か
ら
発
電
を
開
始
し
ま
し
た
。
発
電
所
よ
り

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
取
組

▲ボイラーで生まれた熱を公共施設へ運ぶ熱供給管

▲林地残材は木質チップボイラー（左）や木質バイオマス発電設備（右下）により熱や電力に生まれ変わって村内へ供給される
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上
流
の
吉
井
川
及
び
大
海
里
川
か
ら
取
水
し
、

約
１
・
８
㎞
の
水
路
を
通
り
、
落
差
約
69
ｍ

の
水
力
に
よ
り
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
設

備
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
た
た
め
、
２
０

１
３
年
（
平
成
25
年
）
に
発
電
設
備
や
水
路

な
ど
を
対
象
に
大
改
修
を
実
施
。
２
０
１
４

年
（
平
成
26
年
）
に
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（
固
定
価
格
買

取
制
度
）
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
り
、
売
電

収
入
は
年
間
1
、
６
０
０
万
円
か
ら
7
、
０

０
０
万
円
へ
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
村
で
は
小
水
力
発
電
を
新

た
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
の
起
爆
剤

と
し
て
、再
投
資
を
実
施
。
２
０
１
８
年（
平

成
30
年
）
3
月
に
は
、
村
の
小
水
力
発
電
事

業
を
専
業
で
行
う
「
あ
わ
く
ら
水
力
発
電
株

式
会
社
」
を
、村
な
ど
が
出
資
し
て
設
立
し
、

代
表
に
は
副
村
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

２
０
２
１
年
（
令
和
3
年
）
6
月
に
は
、

西
粟
倉
第
２
発
電
所
「
み
お
り
」
が
稼
働
開

始
。
吉
野
川
の
水
を
堰せ

き
止
め
取
水
し
、
水

圧
管
路
を
通
り
、
下
流
に
設
置
さ
れ
た
発
電

所
へ
送
っ
て
い
ま
す
。
水
圧
管
は
村
道
に
敷

設
さ
れ
、
落
差
約
71
ｍ
の
水
力
を
利
用
し
水

車
を
回
す
こ
と
に
よ
り
発
電
し
、
年
間
の
売

電
収
入
は
約
５
、
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
取
水
口
部
分
に
は
、
上
流
か
ら
流

れ
て
く
る
流
木
等
が
詰
ま
る
こ
と
が
あ
り
、

定
期
的
に
除
去
が
必
要
で
す
。
取
り
込
ん
だ

水
に
も
流
木
等
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
除

塵
装
置
に
よ
り
除
去
し
た
う
え
で
水
路
に
流

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
６
年
（
平
成
28
年
）
4
月

か
ら
稼
働
し
て
い
る
影
石
水
力
発
電
所
は
、

最
大
出
力
５
kW
の
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
と

な
っ
て
お
り
、
災
害
時
に
は
Ｅ
Ｖ
車
の
充
電

等
に
も
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
事
業

現
在
、
村
内
6
つ
の
公
共
施
設
で
太
陽
光

発
電
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岡
山
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
未
来
を
考

え
る
会
で
は
、
村
民
が
建
設
協
力
金
を
出
資

す
る
村
民
参
加
型
の
発
電
事
業
を
２
０
１
４

年
（
平
成
26
年
）
3
月
よ
り
開
始
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ

を
中
核
と
し
、
村
民
に
よ
る
出
資
の
他
、
地

元
の
金
融
機
関
が
融
資
を
行
う
と
と
も
に
、

村
は
発
電
所
を
設
置
す
る
西
粟
倉
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
（
全
天
候
型
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

場
）
の
屋
根
を
無
償
で
使
用
許
可
す
る
等
の

事
業
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
発
電

し
た
電
気
は
中
国
電
力
へ
全
量
売
電
さ
れ
て

い
ま
す
。

家
庭
向
け
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・ 

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
導
入
支
援

２
０
１
３
年
（
平
成
25
年
）
度
か
ら
「
低

炭
素
な
む
ら
づ
く
り
推
進
施
設
設
置
補
助

金
」
制
度
を
導
入
し
、
村
内
の
家
庭
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

▲第2水力発電所「みおり」の外観（左上）と内観（左下）。取水口は定期的に流木等の除去が必要（右）
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太
陽
光
発
電
、
太
陽
熱
温
水
器
、
小
水
力

発
電
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
の
導

入
の
他
、
Ｅ
Ｖ
車
や
自
然
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
給
湯
器
、
省
エ
ネ
型
電
気
冷
蔵
庫
買
換
を

含
む
15
の
事
業
が
対
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
先
行
地
域
と
は
、
２
０
５
０
年

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
、
民
生
部

門
（
家
庭
部
門
及
び
業
務
そ
の
他
部
門
）
の

電
力
消
費
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
排
出
の
実
質
ゼ
ロ

を
実
現
し
、
運
輸
部
門
や
熱
利
用
等
も
含
め

て
そ
の
他
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
に
つ
い
て

も
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
46
％
削
減
（
２
０

１
３
年
比
）
と
い
う
政
府
の
目
標
と
整
合
す

る
取
組
を
、
地
域
特
性
に
応
じ
て
実
現
す
る

地
域
で
あ
り
、
環
境
省
に
よ
り
２
０
２
２
年

（
令
和
4
年
）
度
か
ら
選
定
が
開
始
さ
れ
、

２
０
２
３
年
（
令
和
5
年
）
3
月
時
点
で
、

全
国
46
の
地
方
公
共
団
体
が
選
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

西
粟
倉
村
は
、２
０
２
２
年
（
令
和
4
年
）

4
月
に
脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
ま
し

た
。
民
間
企
業
や
金
融
機
関
と
タ
ッ
グ
を
組

ん
だ
「
２
０
５
０
“
生
き
る
を
楽
し
む
”
む

ら
ま
る
ご
と
脱
炭
素
化
先
行
地
域
づ
く
り
事

業
」
を
立
ち
上
げ
、
公
共
施
設
や
村
営
住
宅

等
を
対
象
に
、
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
を
導
入
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
村
内
に
新
電
力
会
社
を
設
立
し
、

村
内
で
生
産
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
地
域

全
体
へ
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
を
整
備
。
こ
れ

に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
地
域
外
流
出

を
防
ぎ
、
雇
用
の
創
出
や
経
済
の
地
域
内
循

環
に
も
つ
な
げ
る
取
組
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
の
導
入

に
か
か
る
具
体
的
な
取
組
内
容
と
し
て
は
、

村
全
域
の
公
共
施
設
や
観
光
施
設
等
に
お
い

て
、
既
存
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
活
用
す
る

他
、
新
た
に
屋
根
置
き
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
し
、
電
力
の
自
家
消
費
を
行
う
と
と
も

に
、
蓄
電
池
を
設
置
し
、
電
力
供
給
の
安
定

化
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
一
部
の
施
設
に

つ
い
て
は
、
Ｚゼ

ブ
Ｅ
Ｂ

／
Ｚゼ

ッ

チ
Ｅ
Ｈ
化
や
、
冷

暖
房
へ
の
地
中
熱
利

用
等
の
推
進
に
も
取

り
組
み
、更
な
る
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
供
給
の
実
現
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

一
方
、
村
営
住
宅

に
お
い
て
は
、
公
共

施
設
と
同
様
に
屋
根

置
き
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
設
置
を
行
う
と

と
も
に
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化

や
高
効
率
な
家
電
製

品
へ
の
買
い
替
え
を
推
進
。そ
の
他
、Ｅ
Ｖ
や

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
も
積
極
的
に
導
入
し
、
村

内
の
交
通
手
段
の
電
動
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。森

林
資
源
等
を
最
大
限
に
活
用
し
た
長
年

の
村
づ
く
り
を
礎
に
、
中
山
間
地
域
に
お
け

る
脱
炭
素
モ
デ
ル
地
域
の
創
造
を
目
指
し
、

村
全
体
で
の
脱
炭
素
化
の
実
現
に
向
け
、
舵

を
切
っ
て
い
き
ま
す
。

西
粟
倉
村
を
は
じ
め
と
し
た
脱
炭
素
先
行

地
域
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
脱
炭
素
化
の
取

組
を
始
め
た
ば
か
り
の
地
域
や
、
こ
れ
か
ら

始
め
る
地
域
も
含
め
、
意
欲
あ
る
全
国
の
町

村
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
地
域
脱
炭
素
の
取
組
が
広
が
る
よ

う
、
国
の
支
援
も
含
め
、
脱
炭
素
地
域
社
会

の
早
期
実
現
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

全
国
町
村
会
財
政
部

 

　

梅
元　

謙
太
・
前
田　

夏
樹

（
令
和
５
年
３
月
27
日
付
第
３
２
３
４
号
）

脱
炭
素
先
行
地
域
と
し
て
の
取
組

お
わ
り
に

▲西粟倉駅から望む村の風景
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鹿
児
島
県
曽
於
郡
大
崎
町
は
大
隅
半
島
の

ほ
ぼ
中
央
部
に
位
置
し
、
町
の
南
部
は
豊
か

な
水
産
物
を
も
た
ら
す
志
布
志
湾（
太
平
洋
）

に
面
し
、
北
部
に
か
け
て
は
多
く
の
農
畜
産

物
を
育
む
広
大
な
大
地
が
広
が
っ
て
い
る
町

で
す
。

人
口
は
令
和
４
年
８
月
末
現
在
で
１
２
、

３
５
６
人
、世
帯
数
は
６
、６
０
７
戸
と
な
っ

て
お
り
、
町
の
面
積
は
１
０
０
・
67
㎢
で
す
。

温
暖
な
気
候
と
全
体
の
約
４
割
を
占
め
る

広
大
な
農
地
を
背
景
と
し
た
豊
富
な
農
畜
産

物
に
恵
ま
れ
、
こ
れ
ら
の
食
材
を
中
心
と
し

た
返
礼
品
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
ふ
る
さ
と

納
税
は
常
に
ラ
ン
キ
ン
グ
の
上
位
に
入
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ご
み
問
題
と
い
う
地
域
課
題
に
端

を
発
し
た
廃
棄
物
処
理
に
20
年
以
上
前
か
ら

取
り
組
み
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
率
日
本
一
を 大崎町

鹿児島県 大
おお

崎
さき

町
ちょう

鹿児島県

▲

白
砂
青
松
１
０
０
選
、
日
南
海
岸
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
崎
海
岸

▲�九州全域から見た
大崎町

▲�鹿児島県狭域で見た
大崎町

世
界
標
準
、
大
崎
に
向
け
て

世
界
標
準
、
大
崎
に
向
け
て

～
リ
サ
イ
ク
ル
の
町
か
ら

～
リ
サ
イ
ク
ル
の
町
か
ら

　
　
世
界
の
未
来
を
つ
く
る
町
へ
～

　
　
世
界
の
未
来
を
つ
く
る
町
へ
～

161

大
崎
町
の
概
要

－リサイクルの町から
世界の未来をつくる町へ－

世界標準、
大崎に向けて 環

境
・
防
災
関
連
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12
年
連
続
（
Ｈ
18
年
度
～
29
年
度
）
を
含
む

計
14
回
達
成
し
、
資
源
循
環
型
社
会
の
構
築

に
早
く
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
町
で
す
。

元
来
、
大
崎
町
に
は
廃
棄
物
焼
却
処
理
施

設
が
存
在
せ
ず
、い
わ
ゆ
る
「
燃
え
る
ご
み
」

は
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
一
般
廃
棄
物
は
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
埋

立
処
分
場
）
に
埋
立
処
分
し
て
い
ま
し
た
。

大
崎
町
が
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
に
取
り
組
み
始

め
た
き
っ
か
け
は
こ
の
埋
立
処
分
場
の
残
余

年
数
の
逼
迫
に
よ
る
も
の
で
す
。

現
在
供
用
し
て
い
る
埋
立
処
分
場
は
、
以

前
の
処
分
場
が
満
杯
と
な
り
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
た
め
に
建
設
さ
れ
た
も
の
で
す
。

計
画
で
は
平
成
２
年
か
ら
平
成
16
年
ま
で

の
15
年
間
の
供
用
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、

埋
立
開
始
か
ら
右
肩
上
が
り
に
搬
入
量
が
増

え
て
お
り
、
計
画
期
間
を
待
た
ず
し
て
満
杯

に
な
る
恐
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
課
題
解
決
の
た
め
に
行
政
と
し
て
は
次

の
３
つ
の
選
択
肢
の
検
討
を
迫
ら
れ
ま
し
た
。

①
廃
棄
物
焼
却
処
理
施
設
の
建
設

②
新
た
な
埋
立
処
分
場
の
建
設

③
既
存
の
埋
立
処
分
場
の
延
命
化

①
に
つ
い
て
は
、
建
設
自
体
は
国
の
補
助

金
等
を
活
用
し
て
可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
試

算
上
毎
年
２
～
３
億
円
か
か
る
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ス
ト
を
捻
出
す
る
こ
と
は
財
政
的
に
困
難

で
あ
る
と
の
認
識
で
し
た
。

②
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
埋
立
処
分
場
は

家
庭
か
ら
出
る
す
べ
て
の
ご
み
を
混
載
袋
に

入
れ
搬
入
さ
れ
て
い
た
た
め
、
悪
臭
・
害
虫

等
が
大
量
に
発
生
し
、衛
生
的
に
も
劣
悪
で
、

迷
惑
施
設
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
現
在
の
埋
立
処
分
場

を
建
設
す
る
際
に
も
住
民
と
の
交
渉
は
困
難

を
極
め
た
経
緯
も
あ
り
、
新
た
な
埋
立
処
分

場
の
た
め
に
用
地
を
確
保
し
て
建
設
す
る
の

は
、
困
難
と
の
判
断
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
残
っ
た
選
択
肢
が
③
の

「
既
存
の
埋
立
処
分
場
の
延
命
化
」
で
す
。

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
」
を

合
言
葉
に
、ご
み
を
分
別
す
る
こ
と
に
よ
り
、

再
資
源
化
可
能
量
を
増
や
し
、
埋
立
処
分
場

へ
の
搬
入
量
そ
の
も
の
を
減
ら
し
、
埋
立
処

分
場
の
延
命
化
を
図
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
こ
の
「
焼
却
炉
に
頼
ら
な
い
低

コ
ス
ト
の
廃
棄
物
処
理
シ
ス
テ
ム
」
を
「
大

崎
シ
ス
テ
ム
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

た
だ
こ
の
大
崎
シ
ス
テ
ム
は
、
行
政
と
企

業
で
行
っ
て
き
た
一
般
的
な
廃
棄
物
処
理
シ

埋
立
処
分
場
の
逼
迫
→�

リ
サ
イ
ク
ル
へ

▲「大崎町リサイクルシステム」説明図表

企 業
（リサイクルセンター）

（収集業者）

住 民
（家庭・事業所）
（衛生自治会）

行 政
（大崎町）

協働・連携

そして信頼

説説明明・・指指導導

許許可可・・委委託託

回回収収

大崎リサイクルシステム
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ス
テ
ム
と
は
異
な
り
、
家
庭
で
の
分
別
及
び

集
団
回
収
と
い
う
住
民
自
ら
の
協
力
が
な
け

れ
ば
成
立
し
な
い
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
住
民

へ
の
説
明
に
多
く
の
労
力
を
割
き
ま
し
た
。

既
存
の
埋
立
処
分
場
の
延
命
化
を
選
択

し
、
ま
ず
は
平
成
10
年
に
缶
・
ビ
ン
・
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
の
３
種
類
か
ら
分
別
を
開
始
し
た

大
崎
町
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
ほ
ぼ
す

べ
て
の
ご
み
を
埋
立
し
て
い
た
状
況
で
ご
み

の
分
別
に
つ
い
て
住
民
か
ら
の
協
力
を
得
る

こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
担
当
者
に
よ
る
と
、
こ
れ
ま
で
分

別
を
し
て
こ
な
か
っ
た
中
で
、
缶
・
ビ
ン
・

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
い
う
３
種
類
で
さ
え
大
き

な
反
対
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
後
、
平
成
12
年
か
ら
分
別
品
目
が
16

品
目
と
な
り
、
さ
ら
に
翌
年
に
は
24
品
目
と

な
り
ま
し
た
が
、
説
明
に
は
非
常
に
苦
心
し

ま
し
た
。

説
明
の
手
法
に
つ
い
て
、
ま
ず
は
自
治
会

リ
ー
ダ
ー
に
埋
立
処
分
場
の
現
状
を
公
開

し
、
課
題
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
説
明
会

の
日
程
調
整
や
当
日
の
進
行
な
ど
を
担
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
説
明
会
日
程
は
、
行
政
が
決
め
る
の

で
は
な
く
、
休
日
や
時
間
外
に
関
係
な
く
各

自
治
会
の
要
望
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
こ
と

で
、参
加
数
を
多
く
す
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。

全
１
５
０
自
治
会
ほ
ど
に
対
し
て
説
明
に

回
り
、
最
初
は
聞
く
耳
を
持
た
な
か
っ
た
人

も
多
い
状
況
で
し
た
が
、何
回
も
足
を
運
び
、

粘
り
強
く
説
明
し
た
結
果
、
住
民
も
自
分
事

と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
何
と
か
し
よ

う
と
い
う
機
運
が
醸
成
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
分
別
が
ス
タ
ー
ト
し
た
後
も
、
行
政

職
員
が
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
立
ち
合
い
、

一
緒
に
仕
組
み
を
確
立
し
て
い
き
な
が
ら
、

住
民
主
体
、
住
民
目
線
で
解
決
し
て
い
こ
う

と
試
み
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
が
時
間
を
か
け
つ
つ
も
浸
透
し
て

い
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
27
種
類
に
及
ぶ
ご
み
の
分
別
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
崎
シ
ス
テ
ム
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平

成
18
年
度
か
ら
の
連
続
12
年
間
を
含
む
、
計

14
回
の
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
率
日
本
一
を
達
成

し
ま
し
た
。
令
和
２
年
度
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

は
83
・
１
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
が

20
・
０
％
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
そ
の

リ
サ
イ
ク
ル
率
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

⑴
埋
立
処
分
場
の
延
命
化

大
崎
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
埋
立
ご
み
量
が

約
85
％
削
減
さ
れ
、
埋
立
処
分
場
の
寿
命
も

令
和
３
年
現
在
で
は
残
り
約
40
年
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
生
ご
み
等
有
機
物
の
搬
入

が
無
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
衛
生
面
が
大

幅
に
改
善
し
ま
し
た
。

⑵
収
入
の
増
加

資
源
物
を
売
却
す
る
こ
と
に
よ
り
資
源
ご

み
売
買
益
金
が
発
生
し
、
平
成
12
年
度
か
ら

令
和
２
年
度
ま
で
の
合
計
で
１
億
５
千
万
円

超
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
年
間
６
～
８
百
万
円
で
推
移

し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
各
自
治
会
へ
環
境
衛

生
協
力
金
と
し
て
還
元
及
び
後
述
の
リ
サ
イ

ク
ル
未
来
創
生
奨
学
金
制
度
の
財
源
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

⑶
奨
学
金
制
度
の
創
設

資
源
ご
み
売
買
益
金
を
原
資
に
大
学
等
進

学
の
た
め
転
出
し
た
若
者
が
大
崎
に
帰
っ
て

き
た
ら
実
質
返
還
免
除
さ
れ
る
独
自
の
奨
学

金
制
度
（
大
崎
町
リ
サ
イ
ク
ル
未
来
創
生
奨

学
制
度
）
の
原
資
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑷
雇
用
機
会
の
増
加

大
崎
シ
ス
テ
ム
を
開
始
す
る
に
あ
た
り
、

町
内
に
新
規
企
業
と
し
て
㈲
そ
お
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
、
約
40
名
の
雇
用

創
出
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

⑸
国
際
展
開
に
よ
る
知
名
度
向
上

平
成
24
年
か
ら
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の

３
自
治
体
に
対
し
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
）
の
助
成
を
受
け
て
ご
み
の
減
量
化
に

係
る
技
術
協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
焼
却
処
分
は
日
本
で
は
一
般
的
で

す
が
、
世
界
各
国
で
は
焼
却
処
分
は
メ

ジ
ャ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
い
て
も
高
コ
ス
ト
に
な
っ
て
し
ま
う
焼

却
施
設
は
ほ
と
ん
ど
な
い
中
、
増
え
続
け
る

廃
棄
物
の
処
理
は
喫
緊
の
解
決
す
べ
き
課
題

で
あ
り
大
崎
町
の
課
題
と
同
じ
で
あ
り
ま
し

た
。
こ
の
取
組
に
よ
り
、「
大
崎
シ
ス
テ
ム

が
世
界
に
」
と
い
う
よ
う
な
ニ
ュ
ー
ス
が
新

聞
や
テ
レ
ビ
、
町
の
広
報
誌
等
を
通
し
て
報

じ
ら
れ
、
知
名
度
が
向
上
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
な
ど
で
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
知
名
度
が
飛
躍
的
に
向
上
し
、
年
間
約

住
民
へ
の
説
明
：
説
得
か
ら�

納
得
へ

ご
み
分
別
の
状
況

大
崎
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト

止
ま
ら
な
い
人
口
減
少
→
課
題
山
積
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80
団
体
の
環
境
施
策
の
視
察
研
修
を
受
け
入

れ
る
町
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
大
の
課
題
で
あ
る
人

口
減
少
の
流
れ
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
総

合
計
画
に
お
い
て
の
目
標
で
あ
る
、
２
０
６
０

年
時
点
で
の
人
口
１
万
人
の
確
保
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

対
外
的
な
評
価
が
高
ま
る
一
方
で
、
人
口

減
少
・
空
き
家
対
策
等
の
多
く
の
課
題
を
把

握
は
し
て
い
る
も
の
の
、
人
材
や
財
源
等
の

不
足
に
よ
り
、
解
決
策
を
講
じ
ら
れ
な
い
も

ど
か
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

課
題
解
決
の
た
め
に
は
外
部
と
の
連
携
が

不
可
欠
と
の
考
え
か
ら
、
本
町
の
取
組
に
興

味
を
持
た
れ
て
い
た
慶
應
義
塾
大
学
Ｓ
Ｆ
Ｃ

研
究
所
と
、
地
方
自
治
体
の
衰
退
が
経
営
環

境
を
左
右
す
る
と
い
う
鹿
児
島
相
互
信
用
金

庫
と
、
平
成
30
年
４
月
に
３
者
に
よ
る
「
大

崎
町
リ
サ
イ
ク
ル
未
来
創
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

共
同
開
発
に
関
す
る
連
携
協
定
」を
締
結
し
、

地
方
創
生
に
関
す
る
新
た
な
取
組
が
始
ま
り

ま
し
た
。

連
携
協
定
に
よ
り
、
大
崎
町
の
取
組
を
経

済
・
社
会
・
環
境
と
い
う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

か
ら
再
定
義
し
た
結
果
、
経
済
面
に
お
い
て

は
約
40
名
の
雇
用
創
出
や
約
１
億
５
千
万
円

を
超
え
る
資
源
ご
み
売
買
益
金
の
発
生
、
社

会
面
に
お
い
て
は
国
際
展
開
や
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
研
修
生
の
受
け
入
れ
を
通
じ
た
多
文
化
共

生
の
生
成
と
展
開
、
環
境
面
に
お
い
て
は
約

80
％
を
上
回
る
資
源
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
率
日

本
一
の
達
成
な
ど
が
結
果
と
し
て
現
れ
ま
し

た
。そ

し
て
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
平
成
30
年

12
月
21
日
、
大
崎
町
は
第
２
回
「
ジ
ャ
パ
ン

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー
ド
」
に
て
、
リ
サ
イ
ク
ル

事
業
を
中
心
と
し
た
経
済
面
、
社
会
面
、
環

境
面
か
ら
の
統
合
的
な
国
内
外
で
の
持
続
的

な
取
組
、
地
域
循
環
共
生
圏
の
創
造
を
目
指

し
て
い
く
考
え
等
が
評
価
さ
れ
、
副
本
部
長

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

応
募
団
体
２
５
０
の
内
、
唯
一
の
自
治
体

に
よ
る
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
受
賞
を
機
に
平
成
31
年
１
月
14

日
に
大
崎
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
宣
言
、
３
月
議

会
に
お
い
て
は
大
崎
町
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
条
例
が
可
決
、
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

 

大
崎
町
は
、
令
和
元
年
７
月
１
日
に
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」（
全
国
31
都
市
）
に
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
未
来
都
市
計
画
に
お
い
て

は
経
済
・
社
会
・
環
境
三
側
面
そ
れ
ぞ
れ
に

お
い
て
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

未
来
都
市
計
画
の
実
現
及
び
課
題
解
決
を

行
う
た
め
に
放
送
局
や
金
融
機
関
等
県
内
外

の
多
様
な
企
業
・
団
体
と
協
働
し
一
般
社
団

法
人
大
崎
町
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
協
議
会
を
令
和

３
年
４
月
に
設
立
し
ま
し
た
。
今
後
、
協
議

会
を
中
心
に
連
携
企
業
と
協
働
し
な
が
ら
、

循
環
型
社
会
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
機
会

の
創
出
、
フ
ー
ド
ロ
ス
・
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー

ジ
の
削
減
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
エ
ネ

ル
ギ
ー
自
給
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
の
普
及
・

啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

「
大
崎
町
リ
サ
イ
ク
ル
未
来
創
生
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
共
同
開
発
に
関
す
る
連

携
協
定
」
を
締
結

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
か
ら
再
定
義
→�

第
２
回
ジ
ャ
パ
ン
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ワ
ー

ド　
副
本
部
長
賞
受
賞

令
和
元
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
選
定
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「
リ
サ
イ
ク
ル
の
町
か
ら
世
界
の
未
来
を

つ
く
る
町
へ
」
と
い
う
旗
を
掲
げ
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
大
崎
町
へ
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
！　

鹿
児
島
県
大
崎
町

（
令
和
５
年
２
月
６
日
付
第
３
２
２
８
号
）

お
わ
り
に

▲一般社団法人大崎町SDGs推進協議会を設立

＜取組課題＞
教育、多文化共生社会の実現

 地域に人の流れを呼び込む人材育
成・研修事業

 女性の社会進出をサポートする小商
い起業支援事業

 多文化共生社会のしごと推進事業

リサイクル

人材育成 教育

環境

経済 社会
 公教育を補完する子どもキャリア
サポート

 男性育児参加応援モデル事業
 多文化共生センター、多文化共
生住宅整備

 ウェルネス向上事業と社会インパ
クト評価調査

 リサイクル起点で世界とつながる
グローバル教育事業

 海外研修生・実習生対象の日本
語学校設立支援事業

＜取組課題＞
リサイクル、ゼロウェイスト、エネルギーの地産地消

女性活躍
多文化共生

男性育児

国際連携

 ゴミ集積所デザイン事業
 「もっと楽に」「もっと世界とつながる」リサイクル機材開発事業
 使用済み紙おむつの再資源化事業の社会的インパクト調査
 リサイクルでつながるインドネシアとの自治体連携モデル事業

大崎システムを起点にした世界標準の
循環型地域経営モデル

多文化共生

＜取組課題＞
リサイクルビジネスの更なる国際展開

国際展開

インパクト
評価

インドネシアとの連携

・「世界標準、大崎」をコンセプトに，女性・若者・外国人
等の多様性のある住民の参加
・SDGsの目標年次2030年に町の中心的な役割を担う
４０歳以下の住民参画によるSDGs の推進普及

インパクト
評価機関

【中間支援組織】

リサイクルセンター
【事業実施者】

大
学

大
崎
町
役
場

資金提供

連絡調整

インパクト評価

成果に応じた
支払い

覚書

成果連動型大崎システム（仮）

資
金
提
供
者

大崎システムを起点にした世界標準の
循環型地域経営モデル

①ＳＤＧｓ版大崎町総合戦略の策定
②廃棄物分野ソーシャルインパクトボンド調査事業
③「国際しごと・人材育成センター（仮）」設立支援事業

事業の
運営管理 利子・元本返済

/配当・償還

ＳＤＧs版総合戦略策定の様子

三側面をつなぐ統合的取組

これから何を？（未来都市計画）
大崎システムを起点とした世界の人口一万人地域で応用可能な循環型地域経営モデルの確立に向けて、手間がかかるリサイクル、産業の担い手
不足、多文化共生社会への対応等の課題解決アプローチとして国際化、地域内外連携、人材育成を図る。そのための統合的取組として多様性の
ある人材を集めてSDGs版総合戦略策定等の事業をおこなう。

リサイクル

国際連携

▲

受
賞
し
た
大
崎
町
の
取
組
概
要
図

リサイクルを含む取り組みをSDGsの視点から再定義

経済 社会
ジェンダー

福祉

廃棄物管理

●再資源化による総額1億３千万円の売却益

雇用創出・資
源ごみの売却

●そおリサイクルセンターにおける40名の雇用
創出 ●ごみ出し困難者を対象にした相互補完型安否確認

<取組課題>
ごみ分別を通じた福祉面での安否
確認、環境・グローバル教育推進

●女性が主導するごみ分別と自治会活動

グローバル戦略

●11年連続リサイクル率日本一の住民参加による27品目分別リサイクル事業

●JICA事業におけるインドネシア国３地域における大崎システムの海外展開

廃棄物管理に
よる副産物の

事業化
●センターによる有機堆肥、自治会における
菜種油の事業化

多文化共生
●インドネシア研修員の滞在を通じた地域内の多文
化共生理解促進

教育 ●JICA事業を通じたグローバル教育、リサイクル奨学金の創設

・そおリサイクルセンターのインドネシア展開
・食品廃棄物を飼料として販売する事業化

・自治会の法人化を伴う、コミュニティビジネスの育成
・自治会を中心とし増加する定住外国人向けの支援事業
・リサイクル事業を学ぶ海外研修生対象の学校設立

<取組課題>
リサイクル製品の原料販売によ
る売却益と新規雇用を創出

<取組課題>
行政コスト増、埋立地逼迫を
解決する大崎システムを世界

に発信

・リサイクル率９０％達成のため、使用済紙おむつの再資源化
・し尿を活用したメタン発酵式の処理施設に更新し、再生エネルギーの創出と液肥製造

環境
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片
品
村
は
、
群
馬
県
の
北
東
に
位
置
し
、

村
の
総
面
積
（
３
９
１･

76
㎢
）
の
92
％
を

森
林
が
占
め
て
い
る
自
然
豊
か
な
村
で
す
。　

東
京
か
ら
関
越
自
動
車
道
沼
田
Ｉ
Ｃ
を
利

用
し
て
、車
で
約
２
時
間
半
。
村
は
観
光
業
・

農
業
を
主
要
産
業
と
し
て
お
り
、
高
地
を
活

か
し
た
高
原
野
菜
栽
培
が
盛
ん
で
す
。
尾
瀬

の
自
然
豊
か
な
大
地
と
平
成
の
名
水
百
選
に

選
ば
れ
た
水
を
使
っ
て
栽
培
さ
れ
た
「
尾
瀬

ト
マ
ト
」
は
絶
品
で
す
。

春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
本
州
最
大
級
の

高
層
湿
原｢

尾
瀬
ヶ
原｣
の
絶
景
を
見
よ
う
と

全
国
各
地
か
ら
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。

し
か
し
冬
は
景
色
が
一
変
し
、
一
面
の
雪

景
色
に
な
り
ま
す
。片
品
村
は
関
東
で
唯
一
、

特
別
豪
雪
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
自
治
体

で
、
非
常
に
多
く
の
降
雪
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
期
は
村
内
に
５
カ
所
あ
る
ス
キ
ー
場
で

極
上
の
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
を
堪
能
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
登
録
地
で
も
あ
る

尾
瀬
は
、
日
光
国
立
公
園
の
一
部
と
し
て
指

定
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
植
生
が
栃
木
県

の
日
光
と
は
異
な
る
こ
と
か
ら
、「
尾
瀬
国

１
．
片
品
村
の
概
要

２
．
尾
瀬
国
立
公
園

片品村

群馬県 片
かた

品
しな

村
むら

群馬県

▲

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
星
空
の
下
、大
自
然
の
キ
ャ
ン
プ
を
楽
し
め
ま
す
。（
ほ
た
か
牧
場
キ
ャ
ン
プ
場
）

166 町村の施策事例集Ⅸ

群馬県　�片品村

小さくても輝く
尾瀬の郷

観
光
関
連
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立
公
園
」
へ
の
実
現
に
向
け
て
活
動
が
始
ま

り
、
平
成
19
年
に
日
光
国
立
公
園
と
分
割
さ

れ
、
会
津
駒
ケ
岳
及
び
田
代
山
・
帝
釈
山
等

周
辺
地
域
を
新
た
に
加
え
て
全
国
で
29
番
目

の
国
立
公
園
と
し
て
「
尾
瀬
国
立
公
園
」
が

誕
生
し
ま
し
た
。
群
馬
県
・
福
島
県
・
新
潟

県
・
栃
木
県
に
ま
た
が
り
、
区
域
面
積
は
３

７
２
㎢
と
な
り
、
１
つ
の
国
立
公
園
と
し
分

離
・
独
立
し
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
し
た
。

尾
瀬
国
立
公
園
は
西
に
本
州
最
大
の
山
地

湿
原
で
あ
る
尾
瀬
ヶ
原
、
東
に
火
山
堰
止
湖

で
あ
る
尾
瀬
沼
、
さ
ら
に
そ
れ
を
取
り
囲
む

２
、
０
０
０
ｍ
級
の
山
々
か
ら
な
る
山
岳
地

域
で
あ
り
ま
す
。
自
然
の
偉
大
な
恵
み
が
生

ん
だ
自
然
の
宝
庫
で
あ
る
尾
瀬
。
四
季
を
通

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
花
が
咲
き
、
代
表
的
な
花

は
な
ん
と
言
っ
て
も
「
夏
が
来
れ
ば
思
い
出

す
」
の
歌
詞
で
始
ま
る
「
夏
の
思
い
出
」
に

出
て
く
る
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
で
す
。
夏
に
は

ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
が
湿
原
を
黄
色
く
染
め
ま

す
。
秋
に
は
湿
原
一
面
が
黄
金
色
に
な
り
草

紅
葉
も
大
変
き
れ
い
で
、
そ
の
す
ば
ら
し
い

風
景
に
は
誰
も
が
魅
了
さ
れ
ま
す
。
こ
こ
数

年
は
、
ワ
タ
ス
ゲ
の
大
群
生
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
、
白
い
穂
が
ふ
わ
ふ
わ
と
風
に
ゆ

れ
、
と
て
も
心
が
癒
や
さ
れ
ま
す
。

ま
た
尾
瀬
は
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で

す
。
初
冬
の
11
月
か
ら
５
月
の
中
旬
ご
ろ
ま

で
尾
瀬
ヶ
原
や
尾
瀬
沼
は
深
い
雪
に
お
お
わ

れ
、
半
年
以
上
が
積
雪
期
と
な
り
ま
す
。
幾

度
か
尾
瀬
ヶ
原
を
歩
く
と
真
っ
白
な
雪
に
お

お
わ
れ
た
季
節
に
も
訪
れ
た
い
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。
４
月
下
旬
か
ら
５
月
中
旬
に
か
け

て
の
残
雪
期
が
そ
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
大
型

連
休
の
Ｇ
Ｗ
の
時
期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

残
雪
の
景
色
を
求
め
て
多
く
の
登
山
者
が
尾

瀬
ヶ
原
に
訪
れ
、
白
銀
に
輝
く
至
仏
山
に
は

ス
キ
ー
ヤ
ー
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
が
や
っ
て

き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
山
で
の
遭
難
防
止
と

し
て
片
品
村
遭
難
対
策
救
助
隊
に
よ
る
登
山

ル
ー
ト
へ
の
目
印
の
設
置
作
業
が
行
わ
れ
、

尾
瀬
ヶ
原
の
一
部
の
山
小
屋
も
Ｇ
Ｗ
か
ら
営

業
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

片
品
村
は
自
然
の
宝
庫
「
尾
瀬
」
へ
の
玄

関
口
で
す
。
こ
れ
か
ら
令
和
４
年
尾
瀬
の
ハ

イ
カ
ー
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
す
。
圧
倒
的

な
ス
ケ
ー
ル
と
開
放
感
を
楽
し
み
に
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

村
に
あ
る
尾
瀬
の
郷
片
品
湧
水
群
は
優
れ

た
水
質
に
加
え
、
清
掃
、
植
林
、
山
林
保
全
、

環
境
活
動
等
、
村
民
に
よ
る
長
年
の
取
組
が

評
価
さ
れ
、
平
成
20
年
に
「
平
成
の
名
水
百

選
」
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
村
を
囲
む

至
仏
山
、武
尊
山
、白
根
山
等
の
山
々
に
降
っ

た
雪
や
雨
が
地
下
に
浸
透
し
、
自
然
の
中
で

ろ
過
さ
れ
た
お
い
し
い
水
で
す
。

名
水
に
よ
っ
て
は
湧
水
源
が
深
い
山
林
の

中
に
あ
り
、
自
然
環
境
を
守
る
と
い
う
方
針

か
ら
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ

で
村
内
の
10
カ
所
に
取
水
設
備
を
整
え
、
お

い
し
い
水
を
求
め
る
人
が
利
用
し
や
す
く
整

備
を
進
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
１
番
近
い
水

源
か
ら
直
接
水
を
引
い
て
お
り
、
一
部
、
地

形
的
に
ど
う
し
て
も
難
し
い
場
合
は
、
水
道

と
同
じ
貯
水
池
か
ら
給
水
し
て
い
ま
す
（
片

品
村
で
は
水
道
水
に
湧
水
を
利
用
し
て
い
ま

す
）。10

カ
所
の
湧
水
は
そ
れ
ぞ
れ
、
①
観
音
様

の
水
②
伊
閑
町
の
清
水
③
武
尊
恵
水
④
花
咲

の
出
水
⑤
武
尊
湧
水
⑥
花
の
谷
湧
水
⑦
丸
沼

高
原
涼
水
⑧
尾
瀬
岩
鞍
湧
水
⑨
戸
倉
湧
水
⑩

大
清
水
湧
水
と
な
っ
て
い
ま
す(

詳
し
く
は

片
品
村
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま
す)

。

「
お
い
し
い
」
と
言
わ
れ
る
水
は
感
覚
的

な
評
価
の
ほ
か
に
水
質
検
査
に
よ
る
裏
付
け

が
あ
り
ま
す
。
水
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
等
の
量
を
相
当
す
る
炭
酸

カ
ル
シ
ウ
ム
に
換
算
し
て
数
値
で
表
し
た
も

の
を
「
硬
度
」
と
言
い
ま
す
。
例
え
ば
硬
度

が
「
０
～
60
㎎
／
Ｌ
」
で
軟
水
、「
60
～
１

２
０
㎎
／
Ｌ
」
で
中
程
度
の
軟
水
、「
１
２

０
～
１
８
０
㎎
／
Ｌ
」
で
硬
水
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
一
般
に
硬
度
「
10
～
１
０
０

㎎
／
Ｌ
」
の
範
囲
内
の
水
が
お
い
し
い
水
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
片
品
村
の
湧
水
は
「
18

～
55
㎎
／
Ｌ
」
で
軟
水
で
す
。

３
．
尾
瀬
の
郷　
片
品
湧
水
群

▲登山ルートへの目印設置

▲村民の湧水清掃（観音様の水）
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ま
た
溶
液
中
の
水
素
イ
オ
ン
の
濃
度
を

「
Ｐ
Ｈ
」
と
言
い
ま
す
。
Ｐ
Ｈ
７
が
基
準
で

中
性
、
そ
れ
以
下
が
酸
性
、
以
上
が
ア
ル
カ

リ
性
と
な
っ
て
い
ま
す
。
飲
み
水
と
し
て
の

条
件
と
し
て
は
「
Ｐ
Ｈ
６･

５
～
８･

５
」

の
範
囲
内
が
適
正
と
さ
れ
ま
す
。
片
品
村
の

湧
水
の
Ｐ
Ｈ
は
「
７･

３
～
８･

２
」。
お
い

し
さ
に
は
根
拠
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
味

わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
こ
の

価
値
あ
る
大
切
な
水
を
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

村
で
は
、尾
瀬
の
郷
・
片
品
村
ら
し
い
『
う

ん
め
ぇ
も
ん
、い
い
も
ん
』（
お
い
し
い
も
の
、

良
い
も
の
）
の
商
品
の
付
加
価
値
を
高
め
、

村
内
外
へ
情
報
発
信
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
「
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
」
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。こ

の
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
は
、『
尾
瀬
国
立
公

園
』
が
誕
生
し
た
際
の
記
念
事
業
と
し
て
制

度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

１
回
目
の
認
定
は
平
成
20
年
に
行
わ
れ
、

認
定
期
間
を
１
期
３
年
と
し
、
現
在
は
『
第

４
次
』
と
な
る
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
品
が
認
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
令
和
４
年
３
月
末
で
現

行
の
第
４
次
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
品
の
認
定
期
間

が
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
現
在
新
た
に
認

定
が
行
わ
れ
、
令
和
４
年
４
月
１
日
よ
り
第

５
次
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
再
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
の
情
報
発
信
の
１
つ
と
し

て
、
村
主
催
や
他
自
治
体
様
が
開
催
す
る
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
際
に
、
試

食
や
販
売
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

実
際
に
目
で
見
て
、
触
れ
て
（
食
べ
て
）

い
た
だ
き
、
片
品
村
に
こ
ん
な
商
品
が
あ
る

の
だ
と
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
な
ぜ

こ
の
商
品
が
片
品
村
ら
し
い
の
か
、
と
言
っ

た
よ
う
な
説
明
を
観
光
情
報
も
混
ぜ
て
説
明

し
、
お
客
様
と
交
流
し
な
が
ら
、
村
と
尾
瀬

ブ
ラ
ン
ド
、
あ
る
い
は
観
光
と
尾
瀬
ブ
ラ
ン

ド
が
結
び
つ
く
よ
う
に
気
を
付
け
て
い
ま

す
。例

え
ば
認
定
品
の
な
か
に
は
『
え
ご
ま
』

の
商
品
が
あ
り
、
な
ぜ
『
え
ご
ま
』
が
片
品

ら
し
い
の
か
と
言
う
と
、村
で
は
昔
か
ら『
胡

麻
』
と
『
里
芋
』
は
作
っ
て
は
い
け
な
い
、

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
『
日や

ま
と本

武た
け
る

尊
の
み
こ
と

が
芋
殻
で
足
を
滑
ら
せ
、
胡
麻
の
殻

で
目
を
突
き
傷
め
た
』
と
い
う
言
い
伝
え
が

あ
る
た
め
で
す
。
そ
の
た
め
村
内
で
は
胡
麻

と
里
芋
を
今
で
も
作
ら
ず
、
胡
麻
の
か
わ
り

に
『
え
ご
ま
』
が
昔
か
ら
育
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
武
尊
山
に
建
て
ら
れ
た
日
本
武

尊
の
像
は
、
こ
の
言
い
伝
え
の
と
お
り
片
目

が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
う
い
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
る
と
お

客
様
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
し
、
武
尊
山

は
日
本
百
名
山
で
も
あ
る
の
で
、
登
山
が
好

き
な
方
も
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

や
は
り
村
の
認
定
商
品
と
は
い
え
、
他
自

治
体
様
に
お
い
て
も
同
様
の
取
組
が
行
わ
れ

て
お
り
、
そ
れ
単
体
で
は
付
加
価
値
と
し
て

は
弱
い
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
前
記
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
の
よ
う
な
違
う
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
や
フ
ォ
ロ
ー
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

片
品
村
の
産
業
は
概
要
の
と
お
り
、
高
原

野
菜
の
栽
培
を
中
心
と
し
た
農
業
と
、
尾
瀬

や
日
光
白
根
山
等
の
登
山
、
ス
キ
ー
や
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
等
の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を

４
．
尾
瀬
ブ
ラ
ン
ド
制
度

５
．
観
光
交
流
連
携
拠
点�

道
の
駅
尾
瀬
か
た
し
な

▲道の駅｢尾瀬かたしな｣空撮

▲『尾瀬ブランドマーク』
尾瀬の代表花であるミズバ
ショウをモチーフにしてお
り、尾瀬ブランドの『Ｏ』、
ブランドの『Ｂ』をイメー
ジしています。

▲道の駅前の湧水（花の谷湧水）
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中
心
と
し
た
観
光
が
主
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、観
光
客
数
の
減
少
傾
向
が
続
い
て
お
り
、

雇
用
機
会
の
減
少
、
若
者
の
流
出
に
よ
る
人

口
減
少
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

「
第
３
次
片
品
村
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
」

に
お
い
て
、
村
中
心
地
に
交
流
連
携
拠
点
エ

リ
ア
「
尾
瀬
の
郷
駅
」
の
整
備
構
想
が
盛
り

込
ま
れ
ま
し
た
。

村
民
の
約
４
分
の
１
に
あ
た
る
１
、
２
０

０
人
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
特
に
農
産
物

直
売
所
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
整
備
等
を
求
め
る

声
が
多
か
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
有
識

者
や
多
く
の
村
民
と
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て

整
備
計
画
が
策
定
さ
れ
、「
道
の
駅
尾
瀬
か

た
し
な
」
が
平
成
30
年
７
月
21
日
に
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

村
内
産
の
高
原
野
菜
や
加
工
食
品
、
工
芸

品
、
土
産
品
等
を
取
り
扱
う
農
産
物
直
売
所

「
か
た
し
な
屋
」
で
は
、
昼
夜
の
寒
暖
差
に

よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
る
質
の
高
い
高
原
野
菜

が
人
気
で
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
特
に
お
す
す

め
で
す
。

「
か
た
し
な
食
堂
」
で
は
、
片
品
村
で
つ

め
っ
こ
（
す
い
と
ん
）
や
、
た
ら
し
焼
き
、

お
や
き
や
う
ど
ん
等
の
コ
ナ
モ
ノ
料
理
が
根

付
い
て
い
る
こ
と
や
、
村
内
の
水
が
平
成
の

名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
か

ら
、
自
家
製
麺
の
「
尾
瀬
名
水
う
ど
ん
」
を

提
供
し
て
い
る
ほ
か
、
村
内
の
珍
し
い
ダ
ム

を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
「
丸
沼
ダ
ム
カ
レ
ー
」

等
も
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
他
に
例
を
見
な
い
取
組
と
し
て
、

村
民
が
週
替
わ
り
で
料
理
を
提
供
す
る
「
村

民
キ
ッ
チ
ン
」
が
あ
り
、
キ
ノ
コ
や
山
菜
を

活
か
し
た
定
食
や
、
片
品
産
ト
マ
ト
等
を
活

か
し
た
石
窯
焼
き
ピ
ザ
を
提
供
す
る
な
ど
、

訪
れ
る
ご
と
に
違
っ
た
片
品
な
ら
で
は
の
味

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
然
温
泉
を
使
っ
た
足
湯
が
あ
り
、
尾
瀬

ア
ヤ
メ
平
等
の
稜
線
を
眺
め
な
が
ら
の
ん
び

り
と
浸
か
れ
ば
日
々
の
疲
れ
を
癒
す
こ
と
が

で
き
る
と
お
客
様
に
大
好
評
で
す
。

最
近
は
ワ
ン
ち
ゃ
ん
連
れ
の
お
客
様
も
増

え
て
い
る
こ
と
か
ら
ド
ッ
グ
ラ
ン
を
増
設
し

た
ほ
か
、
廃
校
か
ら
ピ
ア
ノ
を
移
設
し
て
ス

ト
リ
ー
ト
ピ
ア
ノ
と
し
て
設
置
し
、
冬
季
は

豪
雪
を
活
か
し
て
雪
の
滑
り
台
や
か
ま
く
ら

を
整
備
す
る
な
ど
、
村
と
運
営
会
社
が
一
致

協
力
し
て
、
お
客
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
少
子
高
齢
化
が
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、他
項
で
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
片
品
村
に
と
っ
て
も

人
口
減
少
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
観
光
人
口
の
減
少
も
あ
り
ま
す
が
、
今

ま
で
村
の
観
光
資
源
は
、
多
く
の
住
民
の
方

の
協
力
に
よ
り
、
守
り
維
持
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
以
上
の
人
口
減
少
は
、
今

ま
で
当
た
り
前
に
あ
っ
た
資
源
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
口
の
減
少

を
止
め
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。観

光
資
源
を
持
続
可
能
に
す
る
た
め
に
は

何
が
必
要
か
、
ま
た
、
い
つ
ま
で
に
ど
ん
な

こ
と
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
等
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

片
品
村
に
は
魅
力
あ
る
観
光
資
源
が
豊
富

に
あ
り
ま
す
。
そ
の
資
源
を
も
う
１
度
見
直

し
、
磨
き
上
げ
る
こ
と
。
１
つ
で
は
目
立
た

な
い
も
の
で
も
他
の
も
の
と
結
び
つ
け
れ
ば

大
き
な
輝
き
が
あ
る
も
の
に
変
わ
る
こ
と
も

あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
生
活
様
式
の

変
化
に
よ
っ
て
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
が
さ
ら
に

多
様
化
し
、
今
ま
で
以
上
に
自
然
環
境
の
多

い
地
域
へ
の
関
心
が
高
ま
る
と
予
想
さ
れ
ま

す
。首

都
圏
か
ら
2
時
間
あ
ま
り
と
い
う
立
地

条
件
を
活
か
し
て
、
高
地
の
魅
力
で
あ
る
高

原
野
菜
と
観
光
と
の
連
携
を
促
進
し
、
さ
ら

に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
社
会
に
対
応

し
た
観
光
地
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
で
は
あ
り
ま
す

が
、な
ん
と
し
て
も
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
、

ま
い
た
種
が
や
が
て
成
長
し
、実
と
な
っ
て
、

綺
麗
な
花
を
咲
か
せ
ら
れ
る
よ
う
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
村
一
丸
と
な
り
頑
張
り

ま
す
。
ぜ
ひ
１
度
、
片
品
村
へ
遊
び
に
来
て

く
だ
さ
い
。
皆
さ
ま
の
ご
来
村
を
心
よ
り
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

群
馬
県
片
品
村　

む
ら
づ
く
り
観
光
課

（
令
和
４
年
５
月
23
日
付
第
３
２
０
０
号
）

６
．
む
ら
づ
く
り

▲尾瀬名水うどん

このご案内は概要を説明したものです。詳しい内容については
取扱代理店（千里）までお問い合わせください。 ※この車両共済（保険）をご契約いただける方は、全国町村職員

　生活協同組合の自動車共済に加入されている方に限ります。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

SJ21-00628（2021.4.19作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。
●集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
　詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車
共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの
補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗
難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL株式会社　千 里（取扱代理店）

〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　http://www.chisato-ag.co.jp

町村生協の自動車共済にご加入の皆さまなら！
●無事故による割引で新規から （保険料）割引％43

・ ご加入を希望するお車が町村生協の自動車共済で過去3年
        無事故の場合は、ノンフリート等級9等級からスタートします。 ・保険料分割払をご利用の場合は上記の集団扱年一括払の5%割引の適用はありません。

●集団扱年一括払による割引でさらに ％割引5
保険料分割払(12回）も選択可能です。

車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）
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 「
神
達
集
り
給
い
て
詮
議
有
り
し
島
な
れ

ば
神
集
島
と
名
付
け
給
え
り
」
伊
豆
諸
島
創

世
を
伝
え
る
三
宅
記
に
は
こ
の
よ
う
に
記
さ

れ
て
お
り
、
こ
の
「
神
集
島
」
が
神
津
島
の

名
の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
理
は
、
東
京
か
ら
１
７
８
㎞
、
伊
豆
諸

島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
面
積
18
・
58
㎢
、

周
囲
22
㎞
で
、
村
落
は
島
の
西
側
に
集
中
す

る
一
島
一
村
の
島
で
す
。

東
京
湾
竹
芝
桟
橋
か
ら
大
型
船
で
約
12
時

間
、高
速
船
で
約
３
時
間
45
分
で
す
。
ま
た
、

調
布
飛
行
場
か
ら
航
空
便
は
45
分
で
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。

島
の
中
央
に
は
、
花
の
百
名
山
並
び
に
新

日
本
百
名
山
の
一
座
に
名
を
連
ね
る
天
上
山

神津島村

東京都 神
こう

津
づ

島
しま

村
むら

東京都

▲「美しい神津島の星空を子や孫の代まで残すこと」を目的とし、始まった取組により、東京都で初めて「星空保護区」に認定された

▲多幸湾と天上山。天上山の裾野に広がる海岸は島民憩いの場所

170 町村の施策事例集Ⅸ
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１
．
神
津
島
村
の
概
要

－星空保護区とエコツーリズム－
保護しながら観光資源として活用する取組

この星空や自然・
文化を

「次世代に伝える」

観
光
関
連
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を
は
じ
め
、
宮
塚
山
、
高
処
山
、
秩
父
山
が

座
し
、
急
峻
で
平
地
が
少
な
い
地
形
と
な
っ

て
い
ま
す
。

島
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
代
の
約
２
、
８

０
０
人
を
ピ
ー
ク
に
、
昭
和
45
年
に
は
２
、

０
８
１
人
と
、
激
減
し
ま
し
た
。
平
成
２
年

に
は
２
、４
６
６
人
ま
で
回
復
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
徐
々
に
減
少
し
、
令
和
４
年
８
月
１

日
現
在
１
、
７
９
４
人
と
な
り
、
近
年
で
は

横
ば
い
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

島
の
主
な
産
業
は
、
農
業
・
漁
業
・
観
光

業
で
あ
り
、
農
業
の
主
な
換
金
作
物
は
ア
シ

タ
バ
・
レ
ザ
ー
フ
ァ
ン
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
等
で
す
が
、
さ
ら
な
る
農
業
の
活
性
化
を

め
ざ
し
て
新
規
就
農
者
の
育
成
や
支
援
を
行

う
と
と
も
に
、
島
に
適
し
た
新
た
な
換
金
作

物
を
模
索
し
て
い
ま
す
。

漁
業
は
、
東
京
諸
島
で
最
も
盛
ん
に
操
業

さ
れ
て
お
り
、
伊
勢
エ
ビ
・
海
草
類
・
赤
イ

カ
・
金
目
鯛
等
、
多
種
の
漁
獲
物
が
市
場
に

出
荷
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
業
は
、
近
年
で
は
４
万
人
ほ
ど
の
来

島
者
数
で
推
移
し
て
お
り
、
主
な
観
光
資
源

と
し
て
、
天
上
山
や
後
述
す
る
星
空
、
白
い

砂
浜
と
透
明
度
の
高
い
海
等
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
一
番
人
気
は
海
を
目
的
と
し

た
観
光
で
あ
り
、
来
島
者
数
の
約
半
数
が
マ

リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
の
盛
ん
に
な
る
夏
季
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

神
津
島
の
観
光
業
は
、
昭
和
40
年
代
の
離

島
ブ
ー
ム
に
よ
り
急
激
に
伸
び
、島
の
経
済
・

生
活
環
境
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
最
盛
期
に
は
年
間
10
万
人
の
来
島
者
数

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
夏
季

に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
頃
は
夏
に
な

る
と
島
内
い
た
る
と
こ
ろ
で
人
が
あ
ふ
れ
、

宿
に
入
り
き
ら
な
い
客
も
あ
る
ほ
ど
で
し

た
。
当
時
は
そ
の
よ
う
な
概
念
が
な
か
っ
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
さ
に
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
相
応
し
い
状
況

で
し
た
。
そ
の
後
、
全
国
で
の
観
光
地
化
、

さ
ら
に
は
激
安
海
外
ツ
ア
ー
等
の
普
及
に
よ

り
、
来
島
者
は
減
少
、
前
記
し
た
よ
う
に
近

年
で
は
４
・
５
万
人
ほ
ど
の
来
島
者
数
で
推

移
し
て
い
ま
す
。月
別
来
島
者
数
を
み
る
と
、

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
半
数
以
上
の
方
が

来
島
し
て
お
り
、
夏
季
の
観
光
に
大
き
く
依

存
し
て
い
る
現
状
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題
視
さ
れ
る

昨
今
、
神
津
島
に
お
け
る
夏
季
来
島
者
の
受

入
状
況
は
飽
和
状
態
に
近
く
、
来
島
者
を
増

加
さ
せ
る
た
め
に
は
、
観
光
の
あ
り
方
を
改

め
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

星
空
保
護
区
と
は
、
米
国
ア
リ
ゾ
ナ
州
に

本
部
を
有
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で
あ
る
国
際

ダ
ー
ク
ス
カ
イ
協
会
（
Ｉ
Ｄ
Ａ
）
が
認
定
す

る
光
害
の
影
響
の
な
い
、
暗
く
美
し
い
夜
空

を
保
護
・
保
存
す
る
た
め
の
優
れ
た
取
組
を

た
た
え
る
「
ダ
ー
ク
ス
カ
イ
プ
レ
イ
ス
・
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
和
名
で
、
こ
の
認
定
地
を
総

称
し
た
も
の
を
星
空
保
護
区
と
言
い
ま
す
。

令
和
５
年
９
月
現
在
、
国
内
で
は
４
地
域
が

認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

神
津
島
で
は
、
平
成
29
年
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
神
津
島
観
光
協
会
が
周
年
を
と
お
し
て

活
用
で
き
る
満
天
の
星
を
「
神
津
島
ま
る
ご

と
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
と
銘
打
ち
、
星
空
ガ

イ
ド
養
成
や
星
空
観
測
会
・
星
空
観
測
ツ

ア
ー
等
の
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
認
定
に
取
り
組
む
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
９
月
、
Ｉ
Ｄ
Ａ
関
係
者
の
方
に

ご
来
島
い
た
だ
き
、
島
内
関
係
者
向
け
に
説

明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
「
美
し
い

神
津
島
の
星
空
を
子
や
孫
の
代
ま
で
残
す
こ

と
」
を
目
的
と
し
、
保
護
区
認
定
を
め
ざ
す

こ
と
と
な
り
、
東
京
都
が
推
進
す
る
東
京
宝

２
．
昭
和
40
年
代
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
夏
季
観
光
へ
の
依
存

３
．
新
た
な
観
光
資
源
と
し
て
の�

「
星
空
保
護
区
Ⓡ
」

▲一本釣り漁という漁法で釣られる「キンメダイ」は絶品▲海水浴客で賑わう赤崎遊歩道

▲「神津島星空ガイド養成講座」は島民をはじめ14名が受講した
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島
事
業
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
動
き
出

し
ま
し
た
。

令
和
元
年
12
月
に
は
、
美
し
い
星
空
を
保

護
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、「
神
津
島
星
空

公
園
条
例
」
及
び
「
神
津
島
村
の
美
し
い
星

空
を
守
る
光
害
（
ひ
か
り
が
い
）
防
止
条
例
」

を
制
定
し
、翌
年
１
月
よ
り
施
行
し
ま
し
た
。

並
行
し
て
、
住
民
説
明
会
を
開
催
し
た
の

で
す
が
、
星
空
保
護
区
の
認
定
を
受
け
る
に

は
道
路
灯
・
防
犯
灯
の
形
状
・
色
温
度
が
Ｉ

Ｄ
Ａ
の
基
準
※
を
ク
リ
ア
す
る
も
の
に
交
換

す
る
必
要
が
あ
り
、
暗
く
な
っ
て
安
全
性
が

保
て
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
の
声

が
多
く
聞
こ
え
ま
し
た
。

根
気
よ
く
、
説
明
を
続
け
、
理
解
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

実
際
、
道
路
灯
・
防
犯
灯
交
換
後
に
、
数
ヵ

所
、
暗
く
な
っ
た
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
が
、
そ
の
場
所
に
灯
具
を
追
加
す
る

こ
と
で
対
応
し
、
安
全
性
を
保
つ
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

道
路
灯
・
防
犯
灯
を
交
換
す
る
に
あ
た
り
、

大
き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
り
ま
し
た
。
当
時

は
Ｉ
Ｄ
Ａ
に
基
準
合
致
す
る
灯
具
が
な
く
、

そ
の
入
手
に
頭
を
悩
ま
せ
ま
し
た
が
、
岩
崎

電
気
株
式
会
社
の
協
力
に
よ
り
特
注
の
道
路

灯
・
防
犯
灯
を
開
発
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と

に
な
り
、
令
和
2
年
4
月
よ
り
交
換
工
事
に

着
手
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
同
年
７
月

に
は
島
内
２
／
３
の
交
換
が
完
了
し
、
８
月

に
Ｉ
Ｄ
Ａ
に
星
空
保
護
区
へ
の
申
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
そ
し
て
12
月
１
日
星
空
保
護

区
ダ
ー
ク
ス
カ
イ
・
ア
イ
ラ
ン
ド
と
し
て
正

式
認
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
星

空
ガ
イ
ド
の
育
成
や
星
空
観
測
会
・
星
空
観

測
ツ
ア
ー
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住

民
へ
の
啓
発
活
動
と
し
て
、
講
演
会
や
特
別

事
業
を
開
催
し
、
星
空
保
護
区
の
意
味
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

星
空
は
季
節
ご
と
に
そ
の
姿
を
変
え
、
見

る
者
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
特
に
神
津

島
の
観
光
閑
散
期
で
あ
る
冬
季
は
空
気
が
澄

み
渡
り
、
星
空
観
測
に
最
適
な
季
節
を
迎
え

る
た
め
、通
年
の
観
光
資
源
と
し
て
最
適
で
す
。

実
際
、
観
光
業
に
携
わ
る
方
々
に
話
を
聞

く
と
、
星
空
保
護
区
認
定
後
か
ら
、
星
空
を

目
的
に
ご
来
島
く
だ
さ
る
方
が
増
え
た
と
伺

い
ま
し
た
。
星
空
保
護
区
認
定
が
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
っ
た
た
め
、
数
字
で
の
比
較
が
で
き
ま

せ
ん
が
、
星
空
保
護
区
認
定
を
め
ざ
し
た
こ

の
取
組
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い

る
と
感
じ
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
、
星
空
保
護
区
に
つ
い
て
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
を
実
施
す
べ
く
、
イ
ベ
ン
ト
等
で
の

▲�光害を防止し、美しい星空を保護するた
め、道路灯・防犯灯の交換工事を実施。
民間企業と協力し、灯具開発から行った

▲�村・観光産業界・地域住民の努力が実り、
令和2年12月に星空保護区ダークスカイ・
アイランドとして正式認定を受けた（右）

◀島民ガイドが行う星空観察ツアー（左）
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東京都　�神津島村
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周
知
を
図
る
と
と
も
に
、
他
の
認
定
地
域
と

連
携
も
図
っ
て
い
ま
す
。

※
上
方
光
束
0
％
、
色
温
度
３
０
０
０
Ｋ
以
下

神
津
島
で
は
多
様
な
自
然
環
境
と
地
域
資

源
を
活
か
し
た
観
光
振
興
と
環
境
保
全
活
動

に
取
り
組
み
、
神
津
島
の
豊
か
な
自
然
と
文

化
・
伝
統
を
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
令
和
３

年
か
ら
神
津
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議

会
を
立
ち
上
げ
、「
神
津
島
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
全
体
構
想
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
令

和
５
年
、
こ
の
全
体
構
想
を
主
務
大
臣
（
環

境
、
国
土
交
通
、
農
林
水
産
、
文
部
科
学
）

へ
提
出
し
、
９
月
１
日
に
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

神
津
島
に
は
天
上
山
や
海
・
星
空
等
の
自

然
観
光
資
源
と
、
漁
師
町
の
営
み
が
色
濃
く

残
る
歴
史
文
化
等
、
と
て
も
魅
力
的
な
観
光

資
源
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
は
マ
リ
ン
レ

ジ
ャ
ー
に
頼
っ
て
い
た
側
面
が
あ
り
ま
す
。
今

後
は
、
こ
の
全
体
構
想
に
基
づ
き
、
自
然
を

見
せ
る
観
光
か
ら
、
自
然
を
守
る
観
光
へ
シ
フ

ト
チ
ェ
ン
ジ
し
、
通
年
の
観
光
資
源
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
天
上
山
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ

や
、
村
内
の
史
跡
等
を
巡
る
ツ
ア
ー
の
充
実

を
検
討
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
第

１
に
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
の
育
成
が
重
要
で
す
。

本
村
で
は
、
す
で
に
、
星
空
ガ
イ
ド
の
育
成

実
績
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
ガ
イ
ド
養
成
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
講
演
会
や
特
別
授
業
等
を
開
催
し

学
習
す
る
機
会
を
設
け
て
、
特
に
児
童
生
徒

に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
概
念
を
学
ん
で
い
た

だ
き
、
そ
れ
を
根
付
か
せ
る
こ
と
で
、
さ
ら

に
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
浸
透
し
て
い
く
こ
と

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
自
然
を

守
り
次
世
代
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

ま
た
、
観
光
振
興
の
観
点
で
は
、
こ
の
取

組
に
よ
っ
て
、
通
年
観
光
が
成
立
し
、
多
く

の
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
等
、
観
光
事
業
者
が
専
業

で
生
計
を
立
て
暮
ら
す
こ
と
が
最
終
目
標
で

す
。都

立
神
津
高
校
は
昭
和
47
年
に
60
名
の
入

学
生
を
迎
え
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
少
子
高
齢

化
や
生
活
環
境
・
教
育
環
境
の
変
化
等
に
よ

り
島
内
高
校
へ
の
入
学
希
望
者
は
激
減
し
、

全
校
生
徒
30
名
ほ
ど
ま
で
に
減
少
し
た
た

め
、
後
々
の
神
津
高
校
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
神
津
島

村
で
は
、
平
成
25
年
離
島
振
興
法
の
見
直
し

に
絡
め
て
、
平
成
24
年
の
神
津
島
村
離
島
振

興
計
画
素
案
に
「
離
島
留
学
制
度
」
を
盛
り

込
み
、
平
成
27
年
度
よ
り
民
家
に
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
と
い
う
形
で
、
男
子
生
徒
１
名
の
留
学

生
受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
は
男
子
寮
・
女
子
寮
と
も
完
備
さ
れ
、

男
子
７
名
、
女
子
６
名
が
留
学
し
、
高
校
全

体
の
生
徒
数
は
46
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

離
島
留
学
希
望
者
は
年
々
増
加
し
、
昨
年

は
22
名
の
面
接
を
行
い
男
子
３
名
、
女
子
２

名
の
受
入
を
し
ま
し
た
。

離
島
留
学
制
度
の
導
入
に
よ
り
、
神
津
島

高
校
全
体
が
活
発
に
な
る
と
と
も
に
、
全
体

の
学
力
も
目
に
み
え
て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て

き
て
い
ま
す
。
今
後
も
神
津
島
を
担
う
有
望

な
人
材
育
成
の
た
め
支
援
の
継
続
・
充
実
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
社
会
状
況
の
中
、全
国
的
に
少
子
高
齢
化

と
人
口
減
少
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

村
も
例
外
で
は
な
く
、令
和
12
年
に
は
人
口
１
、

５
２
７
人
に
な
る
と
推
計
※
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
口
規
模
の
縮
小
が
予
想
さ
れ
る
中
に
お

い
て
も
、
神
津
島
で
暮
ら
す
こ
と
で
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
心
も
身
体
も
健
康
で
豊
か

に
日
々
を
送
れ
る
よ
う
、
神
津
島
村
第
５
次

総
合
計
画
で
は
「
誰
も
が
健
や
か
で
、
生
き

生
き
と
活
力
の
あ
る
島
づ
く
り
」
と
い
う
目

標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
星
空
保
護

区
や
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
取
組
を
通
じ
て
、

観
光
産
業
の
活
性
化
を
図
り
、
さ
ら
に
イ
ン

フ
ラ
整
備
や
社
会
福
祉
、
防
災
、
教
育
の
充

実
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

東
京
都
神
津
島
村
長　

前
田　

弘

（
令
和
５
年
12
月
11
日
付
第
３
２
６
３
号
）

４
．
自
然
環
境
や
歴
史
文
化
を
守
り

伝
え
る
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

５
．
そ
の
他
特
色
の
あ
る
取
組　
　

「
離
島
留
学
制
度
」

６
．
最
後
に

▲�今後はエコツーリズムにも注力し、島の自然環境や
歴史文化を次世代に引き継ぐことをめざしている

▲�島内の神社で催される無形民俗文化財「神津島のかつお釣り行事」の様
子。漁師の若衆が鰹の一本釣りの所作を演じてその年の豊漁を祈願する
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長
野
県
野
沢
温
泉
村
は
、長
野
県
の
北
部
、

新
潟
県
境
に
位
置
し
、
標
高
１
６
５
０
ｍ
あ

る
毛
無
山
の
裾
野
お
よ
そ
標
高
６
０
０
ｍ
に

温
泉
街
が
広
が
る
「
ス
キ
ー
と
温
泉
、
そ
し

て
野
沢
菜
の
故
郷
」
と
し
て
、
古
く
か
ら
多

く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る
湯
の
里
で

す
。野

沢
温
泉
村
が
「
湯
山
村
」
と
し
て
歴
史

に
現
れ
て
く
る
の
は
、
鎌
倉
時
代
中
期
の
文

永
9
年
（
１
２
７
２
年
）
が
最
初
で
あ
り
、

江
戸
時
代
初
期
に
は
す
で
に
24
軒
も
の
宿
屋

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
古
く
か
ら
温
泉
地
と

し
て
栄
え
て
い
た
本
村
は
、
そ
の
後
、
明
治

45
年
（
１
９
１
２
年
）
に
飯
山
中
学
校
の
生

徒
で
あ
っ
た
村
出
身
者
が
初
め
て
ス
キ
ー
を

滑
り
、
大
正
12
年
12
月
（
１
９
２
３
年
）
に

は
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
俱
楽
部
が
発
足
、
翌
13

年
1
月
に
は
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
が
開
業
、

ス
キ
ー
場
の
開
発
と
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
誘
致
、

宣
伝
に
よ
り
、
温
泉
と
ス
キ
ー
を
中
心
と
し

た
む
ら
づ
く
り
が
始
ま
り
、
来
シ
ー
ズ
ン
に

は
野
沢
温
泉
ス
キ
ー
場
開
業
１
０
０
周
年
を

迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

野
沢
温
泉
村
は
、
ひ
と
晩
で
１
ｍ
も
雪
の

降
る
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、
周
囲

を
山
々
に
囲
ま
れ
、
す
り
鉢
の
底
に
集
落
が

あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
。
冬
季
間
は
半
年

近
く
雪
に
閉
ざ
さ
れ
る
た
め
、
以
前
は
「
出

稼
ぎ
」
に
出
る
人
が
大
半
で
、
か
つ
て
雪
は

暮
ら
し
に
不
便
を
強
い
る
や
っ
か
い
な
も
の

２
．
悪
条
件
の
化
学
反
応⇒

��

ス
キ
ー
に
よ
る
む
ら
づ
く
り

野沢温泉村

長野県 野
の

沢
ざわ

温
おん

泉
せん

村
むら

長野県

▲2023-24シーズン開業100年を迎える野沢温泉スキー場

174 町村の施策事例集Ⅸ

長野県　�野沢温泉村

１
．
野
沢
温
泉
村
の
概
要

通年型マウンテン
リゾートへの取組

と
ウェルビーイング

ビレッジの
むらづくり

観
光
関
連
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で
あ
り
ま
し
た
。

日
本
に
ス
キ
ー
が
入
っ
て
き
た
の
が
明
治

44
年
（
１
９
１
１
年
）、
翌
年
に
は
野
沢
温

泉
に
シ
ュ
プ
ー
ル
が
描
か
れ
、「
豪
雪
」と「
急

傾
斜
地
の
山
に
囲
ま
れ
た
村
」
と
い
う
２
つ

の
悪
条
件
が
化
学
反
応
し
、「
雪
を
観
光
資

源
に
し
て
、
ス
キ
ー
産
業
で
の
発
展
を
」
の

む
ら
づ
く
り
の
原
点
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

大
正
12
年
に
発
足
し
た
野
沢
温
泉
ス
キ
ー

俱
楽
部
に
よ
る
ス
キ
ー
場
開
発
は
、
昭
和
３

年
に
、
現
在
の
ミ
デ
ィ
ア
ム
ヒ
ル
規
模
の

ジ
ャ
ン
プ
台
「
野
沢
シ
ャ
ン
ツ
ェ
」
が
完
成
、

昭
和
５
年
に
は
第
５
回
明
治
神
宮
ス
キ
ー
大

会
（
現
在
の
国
体
に
相
当
）
の
開
催
と
競
技

ス
キ
ー
の
中
心
地
と
し
て
着
実
に
グ
レ
ー
ド

ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

終
戦
後
の
昭
和
25
年
に
は
、
国
内
で
３
番

目
、
民
間
で
は
草
津
に
次
い
で
２
番
目
と
な

る
リ
フ
ト
が
日
影
ゲ
レ
ン
デ
に
計
画
さ
れ
、

小
雪
の
舞
う
中
、
２
０
０
ｍ
に
も
お
よ
ぶ
ワ

イ
ヤ
ー
を
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
村
人
総
出

で
運
び
上
げ
、
12
月
21
日
に
野
沢
温
泉
の
第

1
号
リ
フ
ト
が
完
成
、
ス
キ
ー
俱
楽
部
が
積

極
的
に
ス
キ
ー
場
経
営
に
乗
り
出
し
、
昭
和

38
年
に
ス
キ
ー
場
経
営
を
村
に
移
管
す
る
ま

で
７
つ
の
リ
フ
ト
を
建
設
、
ス
キ
ー
場
の
整

備
拡
充
が
図
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

昭
和
30
年
代
後
半
に
な
る
と
、
高
度
経
済

成
長
に
よ
り
ス
キ
ー
を
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
楽

し
む
傾
向
が
強
ま
り
、
全
国
各
地
に
ス
キ
ー

場
が
オ
ー
プ
ン
、
野
沢
温
泉
に
も
大
手
企
業

等
か
ら
開
発
や
土
地
買
収
の
打
診
が
相
次
ぐ

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
頃
す
で
に
ス
キ
ー
場
は
、
ス
キ
ー
俱

楽
部
と
い
う
住
民
自
ら
が
リ
フ
ト
建
設
や
ス

キ
ー
場
経
営
を
す
る
と
い
う
他
に
類
を
見
な

い
40
年
も
の
歴
史
が
あ
り
、
こ
の
歴
史
と
伝

統
を
守
る
べ
く
ス
キ
ー
場
の
管
理
経
営
権
を

無
償
で
村
に
移
管
、
ス
キ
ー
場
の
開
発
、
経

営
等
の
ハ
ー
ド
部
門
は
村
が
、
選
手
育
成
や

大
会
開
催
な
ど
の
ソ
フ
ト
部
門
は
ス
キ
ー
俱

楽
部
が
行
う
と
い
う
車
の
両
輪
の
関
係
が
成

立
し
、
そ
の
後
村
営
ス
キ
ー
場
と
し
て
開
発

が
進
め
ら
れ
、
ピ
ー
ク
時
に
は
ゴ
ン
ド
ラ
リ

フ
ト
２
基
を
含
む
29
基
も
の
リ
フ
ト
・
ゴ
ン

ド
ラ
リ
フ
ト
を
擁
す
国
内
最
大
級
の
ス
ノ
ー

リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。（
現

在
は
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
民
営
化
、
土

地
や
施
設
の
保
有
、
施
設
整
備
は
村
が
、
そ

れ
を
借
り
受
け
「
株
式
会
社
野
沢
温
泉
」
が

運
営
を
行
う
上
下
分
離
方
式
を
採
用
、
リ
フ

ト
・
ゴ
ン
ド
ラ
20
基
）

　
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
年
）、
本
村
と
縁

の
深
い
故
ハ
ン
ネ
ス
・
シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
故

郷
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
州
サ
ン

ア
ン
ト
ン
村
と
姉
妹
村
提
携
を
結
び
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
国
立
ス
ポ
ー
ツ
研
究
所
と
の
技
術

交
流
や
ス
キ
ー
教
師
の
交
換
研
修
、
両
村
中

学
生
や
村
民
の
交
流
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
う
い
っ
た
成
果
等
も
あ
り
、
本
村
に
は

世
界
的
な
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会

で
上
位
選
手
を
輩
出
し
て
き
た
伝
統
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
、
本
村
約
３
、
５
０
０
人
か

ら
16
人
も
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
輩
出
さ

れ
、
総
人
口
に
占
め
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手

比
率
は
日
本
一
で
あ
り
、
ト
ッ
プ
の
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー
ト
を
安
定
的
に
輩

出
し
て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
は
日
本
屈
指
の

も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
環
境
を
支
え
る
人
材
育
成
の
取

組
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
野
沢
温
泉
村
で
は
平

成
25
年
４
月
、「
幼
保
小
中
一
貫
教
育
」
を

行
う
野
沢
温
泉
学
園
を
開
園
し
、
地
域
性
を

生
か
し
た
教
育
活
動
（
英
語
学
習
や
ふ
る
さ

と
学
習
な
ど
６
つ
の
柱
）
と
し
て
、
教
育
課

程
特
例
校
の
認
可
を
受
け
た
ス
キ
ー
の
楽
し

さ
を
味
わ
う
「
ス
キ
ー
科
の
学
習
」
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

ス
キ
ー
科
は
、
ス
キ
ー
を
村
の
基
幹
産
業

と
し
、
16
名
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
輩
出

し
て
い
る
野
沢
温
泉
学
園
な
ら
で
は
の
教
育

課
程
で
あ
り
、
ス
キ
ー
科
と
し
て
年
間
30
時

間
、
こ
ど
も
園
の
年
長
か
ら
中
学
3
年
生
ま

で
の
10
年
間
、
単
な
る
ス
キ
ー
授
業
で
は
な

く
、
保
護
者
や
地
域
指
導
者
が
一
体
と
な
っ

た
一
貫
指
導
体
制
を
整
え
、
学
園
の
全
て
の

子
ど
も
が
楽
し
く
ス
キ
ー
が
滑
れ
、
生
涯
に

わ
た
っ
て
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
親
し

む
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、

本
村
出
身
者
は
ス
キ
ー
ま
た
は
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
経
験
者
で
あ
り
、
村
全
体
を
挙
げ
て
未
来

の
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
産
業
を
担
う
人
材

育
成
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

 ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
継
続
し
て
進
め
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
野
沢
温
泉
村
、
㈱
野
沢
温
泉
（
ス
キ
ー

３
．
ス
キ
ー
産
業
を
活
用
し
た�

人
材
育
成

４
．
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
か
ら�

マ
ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
へ

▲100年の年月を経て国内最大級のスノーリゾートに

▲野沢温泉学園スキー科の授業風景
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町村会24_九校.indb   175町村会24_九校.indb   175 2024/10/21   18:402024/10/21   18:40



場
運
営
会
社
）、
観
光
協
会
、
旅
館
組
合
、

商
工
会
等
自
治
体
と
民
間
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
実
施
し
て
き
た
観
光
産
業
の
取
組

を
、
総
合
戦
略
の
実
施
主
体
、
事
業
の
受
け

皿
と
な
る
べ
く
、
令
和
５
年
度
中
に
迅
速
な

意
思
決
定
と
地
域
観
光
の
担
い
手
組
織
と
な

る
地
域
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
を
設
立
し
、
本
村
の
特

色
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
資
源
、
地
理
的
お
よ
び
自

然
的
特
性
を
活
用
し
、
春
季
か
ら
秋
季
ま
で

の
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
冬
季
の
ウ

イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ
る
通
年
型
マ

ウ
ン
テ
ン
リ
ゾ
ー
ト
へ
の
転
換
、
推
進
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

温
泉
は
あ
る
も
の
の
、
冬
季
に
比
べ
夏
季

観
光
の
振
興
は
長
年
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
夏
季
の
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と

し
て
は
、
す
で
に
平
成
29
年
に
日
影
ゲ
レ
ン

デ
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
野
沢
温
泉
ス
ポ
ー
ツ

公
園
」
に
は
、夏
で
も
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
が
楽
し
め
る
本
物
の
雪
の
よ
う
な
次
世
代

ス
ノ
ー
マ
ッ
ト
・
ピ
ス
ラ
ボ
仕
様
の
サ
マ
ー

ゲ
レ
ン
デ
整
備
や
最
高
時
速
70
ｍ
の
ス
カ
イ

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
、
ジ
ッ
プ
・
ス
カ
イ
ラ
イ

ド
、
小
さ
な
お
子
さ
ま
も
安
全
に
遊
べ
る
遊

具
を
備
え
た
ナ
ス
キ
ー
パ
ー
ク
を
整
備
し
、

夏
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
充
実
を
図
り
、
令
和

４
年
度
に
は
隣
接
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
内
の
雨
天
で
も
遊
べ
る
ナ
ス

キ
ー
ル
ー
ム
に
熱
中
症
対
策
と
し
て
エ
ア
コ

ン
を
設
置
、
雨
の
日
の
み
な
ら
ず
暑
い
日
も

安
心
し
て
遊
べ
る
施
設
を
整
備
し
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
現
在
継
続
し
て
整
備
を
進
め
て
い

る
毛
無
山
を
中
心
と
す
る
「
や
ま
び
こ
エ
リ

ア
」
に
は
、
山
麓
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
し
て

令
和
２
年
12
月
に
世
界
最
新
鋭
の
10
人
乗
り

の
ゴ
ン
ド
ラ
リ
フ
ト
を
敷
設
。
標
高
６
２
７

ｍ
の
山
麓
駅
か
ら
毛
無
山
山
頂
付
近
に
あ
る

標
高
１
、
４
１
７
ｍ
の
山
頂
駅
ま
で
の
全
長

約
３
・
２
㎞
を
所
要
時
間
８
分
で
移
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

山
頂
駅
周
辺
に
は
、
季
節
ご
と
に
楽
し
め

る
５
０
０
種
類
以
上
の
山
野
草
・
高
山
植
物

や
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
付
き
の
テ
ラ
ス
等
の
フ
ラ

ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
・
ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
等
の「
上

ノ
平
ピ
ク
ニ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
」
を
整
備
し
、

軽
装
で
の
散
策
も
可
能
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。今

後
の
整
備
計
画
と
し
て
は
、
エ
リ
ア
内

に
あ
る
ス
タ
カ
湖
キ
ャ
ン
プ
場
に
つ
い
て
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
等
の
高
付
加
価
値
化
整
備
や
ア

▲�全長５00ｍのサマーゲレンデは、夏でも雪に近い感覚でト
レーニングできる

▲�水上アクティビティが充実してきているキャンプ場は、さ
らにアクティビティを増やして２年後のリニューアルオー
プンを目指している

▲空中大滑降、標高差122ｍを一気に滑り降りるジップ・スカイライド

▲標高1400ｍ付近に広がる上ノ平ピクニックガーデン

▲�長坂ゴンドラのキャビンは10名定員。マウンテンバイクも
２～３台積載可能

176 町村の施策事例集Ⅸ

長野県　�野沢温泉村
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ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
設
置
、
湖
を
利
用
し
て
の

カ
ヌ
ー
や
Ｓ
Ｕ
Ｐ
（
ス
タ
ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド

ル
）
な
ど
こ
れ
ま
で
の
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ

だ
け
で
は
な
い
遊
び
を
提
供
し
、
特
に
こ
ど

も
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
で
も
安
全
・
安
心
に
山

で
遊
べ
る
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
毛
無
山
山

頂
に
は
遠
く
は
日
本
海
や
佐
渡
島
、
北
ア
ル

プ
ス
の
山
脈
等
３
６
０
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
を

望
め
る
展
望
テ
ラ
ス
「
天
空
の
展
望
台
」
建

設
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
ハ
イ
カ
ー
や
登
山
愛
好
家
の

み
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
散
策
路
の
整
備
に

注
力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
り
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
活
動
す
る
客
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

ト
レ
イ
ル
ラ
ン
や
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
コ
ー

ス
等
の
整
備
と
併
せ
、
令
和
３
年
か
ら
開
催

し
て
い
る
「
野
沢
温
泉
自
転
車
祭
」
の
よ
う

に
、
山
頂
か
ら
山
麓
ま
で
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク
に
よ
る
ダ
ウ
ン
ヒ
ル
と
山
麓
か
ら
山
頂

へ
の
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
と
い
う
全
く
違
う
要
素

の
大
会
を
ひ
と
つ
の
山
で
開
催
で
き
る
野
沢

温
泉
村
の
山
の
魅
力
も
発
信
し
な
が
ら
、
県

内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
マ
ウ
ン
テ
ン
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
誘
客
と
通
年
雇
用
の
拡
大
を
図
り

な
が
ら
移
住
定
住
促
進
に
も
つ
な
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

冬
季
は
、こ
れ
ま
で
数
多
く
の
国
際
大
会
、

国
内
大
会
の
開
催
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
な
が

ら
、
令
和
元
年
度
か
ら
11
年
連
続
で
開
催
す

る
全
国
中
学
校
ス
キ
ー
大
会
や
他
都
府
県
単

位
の
ス
キ
ー
大
会
、
小
学
生
か
ら
大
学
生
ま

で
の
各
種
ス
キ
ー
大
会
、
国
際
大
会
と
し
て

は
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
ア

ジ
ア
大
会
や
国
際
ス
キ
ー
連
盟
公
認
大
会
等

通
年
で
平
均
し
て
20
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
各
種
学
習
旅
行（
小
学
校
・

中
学
校
・
高
校
等
）
等
、
さ
ら
に
大
会
等
の

招
致
を
継
続
し
て
行
う
こ
と
で
、
ウ
イ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
人
材
の
育
成
、
次
世
代
を
担

う
雇
用
創
生
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

本
村
に
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
ほ
か
に
、
温
泉
や
パ
ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー

の
恵
み
と
い
っ
た
豊
富
な
自
然
環
境
、
日
本

三
大
火
祭
り
の
ひ
と
つ
に
も
挙
げ
ら
れ
る
道

祖
神
祭
り
や
湯
沢
神
社
灯
ろ
う
祭
り
と
い
っ

た
伝
統
行
事
、
代
表
的
特
産
品
で
あ
る
野
沢

菜
漬
け
な
ど
、
村
民
生
活
に
結
び
つ
い
た
地

域
文
化
資
源
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
併

せ
こ
う
し
た
村
民
文
化
を
未
来
へ
と
継
承
し

て
い
く
こ
と
が
、
魅
力
と
特
性
あ
ふ
れ
る
む

ら
づ
く
り
の
根
幹
を
成
し
て
い
る
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

最
近
で
は
、
国
内
外
か
ら
の
Ｉ
Ｕ
Ｊ
タ
ー

ン
に
よ
る
移
住
者
も
多
く
な
り
、
本
村
の
自

然
環
境
や
水
に
ほ
れ
込
ん
だ
移
住
者
に
よ
っ

て
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や
ク
ラ
フ
ト
ジ
ン
・

ウ
イ
ス
キ
ー
の
醸
造
所
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
新
た
な
観
光
資
源
、
産
業
も
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。

温
泉
街
に
点
在
す
る
13
カ
所
あ
る
共
同
浴

場
や
足
湯
、
そ
の
ほ
か
の
日
本
伝
統
建
築
と

併
せ
、
さ
ま
ざ
ま
な
顔
を
見
せ
る
温
泉
街
の

街
並
み
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
客
に
も
好
評

で
あ
り
ま
す
。

四
季
を
通
じ
、
住
民
も
観
光
客
も
村
内
の

自
然
、
遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
、
食
事
、
温
泉
等

に
よ
り
自
然
と
体
を
動
か
し
、
身
体
的
・
精

神
的
・
社
会
的
に
元
気
に
な
る
、「
ウ
ェ
ル

ビ
ー
イ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
推
進
に
取
り
組

み
、
中
長
期
滞
在
に
よ
る
村
民
と
の
交
流
や

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
に

よ
り
、
第
２
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
何
度
も
再

訪
い
た
だ
け
る
関
係
人
口
、
交
流
人
口
の
増

加
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

長
野
県
野
沢
温
泉
村　

観
光
産
業
課

課
長　

竹
井　

勝

（
令
和
５
年
５
月
29
日
付
第
３
２
４
１
号
）

５
．
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
ビ
レ
ッ
ジ

の
推
進

▲初級から上級まで幅広いコース設定がされたマウンテンバイクコース

▲日本三大火祭りのひとつ「道祖神祭り」▲廃業した缶詰工場をリノベーションしオープンした野沢温泉蒸留所
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美
波
町
は
、
平
成
18
年
３
月
31
日
、
日
和

佐
町
と
由
岐
町
が
合
併
し
て
誕
生
、
徳
島
県

南
東
部
に
位
置
し
、
県
都
徳
島
市
へ
は
約
50

㎞
の
距
離
に
あ
る
総
面
積
が
１
４
０
・
74
㎢

の
町
で
す
。
南
東
は
太
平
洋
を
望
み
、
暖
か

い
黒
潮
の
良
好
な
漁
場
を
有
し
て
い
ま
す
。

海
岸
部
は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
大
浜

海
岸
、
田
井
ノ
浜
海
水
浴
場
の
他
、
千
羽
海

崖
、
海
食
洞
の
え
び
す
洞
な
ど
多
様
な
岩
礁

が
続
く
風
光
明
媚
な
リ
ア
ス
式
海
岸
と
な
っ

て
お
り
、「
室
戸
阿
南
海
岸
国
定
公
園
」
に

指
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
町
面
積
の
約
89
％

が
森
林
・
原
野
で
あ
り
、
日
和
佐
地
区
の
中

央
を
東
西
に
流
れ
る
日
和
佐
川
は
、
蛇
行
し

な
が
ら
東
へ
流
れ
、
下
流
に
は
臨
海
平
地
が

開
け
、
市
街
地
を
形
成
し
地
方
港
の
指
定
を

受
け
た
良
港
“
日
和
佐
港
”
を
備
え
、
町
の

中
心
部
を
な
し
て
い
ま
す
。
代
表
的
な
観
光

資
源
は
、
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
二
十
三
番

美波町

徳島県 美
み

波
なみ

町
ちょう

徳島県

▲ウミガメ専門の博物館「日和佐うみがめ博物館カレッタ」（町営）で暮らすウミガメ

▲太平洋を望む美波町日和佐地区市街地

S

D
G s 未 来

都
市

178 町村の施策事例集Ⅸ

徳島県　�美波町

美
波
町
の
概
要

〝にぎやかそ〟
にぎやかな
過疎の町

観
光
関
連
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札
所
で
あ
る
薬
王
寺
、
国
の
天
然
記
念
物
ア

カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
地
大
浜
海
岸
、
日
和
佐

う
み
が
め
博
物
館
カ
レ
ッ
タ
等
が
あ
り
、
年

間
１
０
０
万
人
近
い
観
光
客
が
訪
れ
る
、海
・

山
・
川
と
い
っ
た
自
然
環
境
と
歴
史
・
文
化

に
恵
ま
れ
た
町
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

人
口
は
平
成
18
年
美
波
町
が
誕
生
し
た
当

時
は
８
、
８
４
８
人
、
高
齢
化
率
36
・
３
％

で
あ
り
ま
し
た
が
、
令
和
２
年
の
国
勢
調
査

で
は
、６
、２
２
２
人
、
高
齢
化
率
49
・
４
％
と

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
お
り
ま
す
。

高
齢
化
率
が
45
％
を
超
す
本
町
は
、
今
後

も
人
口
減
少
局
面
が
続
く
と
予
想
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
全
国
的
に
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
む
厳
し
い
現
実
の
中
で
は
、
住
民
票

の
有
無
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な
い
ま
ち
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
化
に
先
立
ち

町
中
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し
た
こ
と

に
よ
り
、
都
市
部
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
誘
致
や
、
学
童
の
多
拠
点
就
学
を
可

能
と
す
る
デ
ュ
ア
ル
ス
ク
ー
ル
制
度
の
実

施
、
ま
た
、
飲
食
店
な
ど
の
新
規
起
業
支
援

等
を
積
極
的
に
進
め
て
き
た
結
果
、
県
内
最

多
と
な
る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
進
出
や
、

移
住
者
・
関
係
人
口
の
増
加
、
祭
事
や
防
災

活
動
へ
の
参
加
、
地
域
産
業
と
の
連
携
創
出

等
、
ま
ち
に
は
活
気
や
新
た
な
賑
わ
い
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
加
速
・
拡
充
さ
せ
る
こ

と
で
、
た
と
え
人
口
減
少
と
過
疎
化
が
進
も

う
と
も
、
活
気
あ
ふ
れ
る
賑
や
か
な
ま
ち
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
目
指
し
、
全
国
で
生
き

残
り
を
か
け
た
移
住
者
や
企
業
の
誘
致
が
行

わ
れ
る
中
で
も
選
ば
れ
る
ま
ち
と
な
る
よ

う
、
町
内
外
に
届
く
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
・

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「“
に
ぎ
や
か
そ
”
に

ぎ
や
か
な
過
疎
の
町　

美
波
町
」
と
定
め
、

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

日
和
佐
う
み
が
め
博
物
館
カ
レ
ッ
タ
の
前

に
は
、
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
が
上
陸
産
卵
す
る
こ

と
で
知
ら
れ
る
大
浜
海
岸
が
広
が
っ
て
お
り

ま
す
。
戦
後
ま
も
な
い
食
糧
難
の
時
代
に
畑

と
し
て
使
え
な
い
こ
の
海
辺
に
日
和
佐
中
学

校
は
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
６
月
18
日
、
放
課
後
に
大
浜
海
岸
で

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
生
徒
達
が
無
残

に
殺
さ
れ
た
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
亡
骸
を
見
つ

け
ま
し
た
。
駆
け
つ
け
た
先
生
も
驚
き
、
大

切
に
さ
れ
る
べ
き
「
海
神
の
使
者
」
を
食
べ

る
た
め
に
殺
す
と
い
う
行
為
を
大
い
に
憎

み
、「
よ
っ
し
ゃ
、
い
っ
ち
ょ
わ
し
ら
で
ウ

ミ
ガ
メ
の
こ
と
を
研
究
し
、
こ
ん
な
む
ご
い

こ
と
を
す
る
人
が
出
て
こ
ん
よ
う
に
世
間
に

知
ら
し
て
や
ら
ん
か
！
」
と
生
徒
と
先
生
は

日
和
佐
中
学
校
海
亀
研
究
班
を
発
足
、
ウ
ミ

ガ
メ
の
調
査
研
究
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

現
在
と
は
違
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

な
い
時
代
、
ウ
ミ
ガ
メ
に
関
す
る
情
報
は
皆

無
で
あ
り
、
研
究
は
手
探
り
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
時
の
産
卵
観
察
記
録
に
記
さ
れ
た
調

人
口
減
少
下
の
ま
ち
づ
く
り
指
針
・

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

美
波
町
と
ウ
ミ
ガ
メ
の
物
語

“
に
ぎ
や
か
そ
”

　
　

に
ぎ
や
か
な

過
疎
の
町

▲大浜海岸でのアカウミガメ産卵

▲
�

人
口
減
少
・
過
疎
化
の
中
で
も
、
活
気
あ
ふ

れ
る
賑
や
か
な
ま
ち
を
目
指
す
決
意
が
込
め

ら
れ
て
い
る

▼�

１
９
５
０
年
に
結
成
さ
れ
た
日
和
佐
中
学
校
海
亀
研
究
班
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査
道
具
は
「
テ
ン
ト
１
、
懐
中
電
灯
１
、
棒

状
温
度
計
１
、目
覚
時
計
１
」
と
あ
り
ま
す
。

目
覚
時
計
は
時
間
を
記
録
す
る
た
め
に
先
生

が
自
宅
か
ら
持
参
、
当
時
の
教
員
の
給
与
で

は
腕
時
計
を
買
う
余
裕
が
な
か
っ
た
の
で
し

た
。や

が
て
海
亀
研
究
班
の
研
究
成
果
は
さ
ま

ざ
ま
な
科
学
賞
を
受
賞
す
る
ほ
ど
に
評
価
さ

れ
、
日
和
佐
の
地
は
ウ
ミ
ガ
メ
の
町
と
し
て

知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和
42
年
に
は
日

本
で
初
め
て
と
な
る
「
ウ
ミ
ガ
メ
と
そ
の
産

卵
地
」が
国
の
天
然
記
念
物
の
指
定
を
う
け
、

昭
和
60
年
に
世
界
で
も
珍
し
い
ウ
ミ
ガ
メ
専

門
の
博
物
館
「
日
和
佐
う
み
が
め
博
物
館
カ

レ
ッ
タ
」
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
ま
し
た
。
海
亀

研
究
班
が
活
動
当
初
に
孵
化
さ
せ
、
飼
育
し

て
き
た
と
さ
れ
る
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ「
浜
太
郎
」

が
、
現
在
も
博
物
館
で
悠
々
と
泳
い
で
お
り

ま
す
。

博
物
館
は
建
設
か
ら
40
年
弱
、
そ
の
間
改

修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
展
示
内
容
も
現
在

の
学
術
研
究
か
ら
み
る
と
古
く
誤
っ
た
も
の

も
あ
り
外
国
語
対
応
も
で
き
て
お
り
ま
せ

ん
。
外
国
か
ら
訪
れ
た
方
達
に
は
ウ
ミ
ガ
メ

を
狭
い
ス
ペ
ー
ス
で
飼
育
し
て
お
り
、
動
物

虐
待
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
体
験
型
観
光
の
考
え
方
が
な

か
っ
た
時
代
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
し
か
な
く
、
さ
ま
ざ
ま

な
体
験
や
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
ふ
れ
あ
い
を
す
る

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
２
年
５
月
に
文
化
観
光
推
進
法
が
公

布
、
同
年
11
月
に
同
法
に
基
づ
く
拠
点
計
画

「
美
波
町
回
帰
率
向
上
拠
点
計
画
」
が
認
定
、

町
の
文
化
観
光
の
重
要
な
拠
点
施
設
と
し
て

全
面
改
修
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
完

成
ま
で
５
カ
年
事
業
と
し
て
計
画
は
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
現
況
調
査
、
基
本
計
画
、
基

本
設
計
、
実
施
設
計
と
進
め
る
う
ち
に
博
物

館
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
表
面
化

し
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
、
ロ
シ
ア
・
ウ

ク
ラ
イ
ナ
問
題
の
影
響
に
よ
る
資
材
高
騰

等
、
改
修
事
業
費
の
大
幅
増
加
に
よ
り
財
源

の
確
保
に
苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
何
と
か
財
源
を
確
保
し
よ
う
と
、

２
つ
の
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
で
す
。

町
が
ウ
ミ
ガ
メ
と
共
存
し
て
き
た
歴
史
や
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
組
、
博
物
館
の
改
修
を
周
知
し

た
と
こ
ろ
、
共
感
し
て
く
だ
さ
っ
た
企
業
か

ら
５
、０
０
０
万
円
以
上
の
寄
付
が
集
ま
り

ま
し
た
。２
つ
目
は
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
す
。
博
物
館
改
修
を
目
的
と
し
た
ガ

バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
は

町
民
や
全
国
の
個
人
、
企
業
か
ら
１
、
３
０

０
万
円
を
超
え
る
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。　

多
く
の
寄
付
が
集
ま
っ
た
こ
と
に
驚
き
と
喜

日
和
佐
う
み
が
め
博
物
館�

カ
レ
ッ
タ
の
全
面
改
修

▲全面改修後の施設イメージ。新たなプールはウミガメが快適に過ごせるようアニマルウェルフェアに配慮して設計されている

▼
�

２
０
２
２
年
で
72
歳
を
む
か
え
た「
浜
太
郎
」

▲�

現
在
の
日
和
佐
う
み
が
め
博
物
館
カ
レ
ッ
タ
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び
を
感
じ
た
と
同
時
に
、
現
在
ま
で
先
人
達

が
繋
い
で
き
た
ウ
ミ
ガ
メ
と
ま
ち
の
歴
史
に

感
謝
し
、
持
続
可
能
な
社
会
が
注
目
さ
れ
る

現
在
、
自
治
体
が
中
心
と
な
っ
て
ウ
ミ
ガ
メ

の
調
査
研
究
と
保
護
に
取
り
組
む
意
義
を
再

認
識
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
も
着
々
と
作
業
は
進
ん
で
お
り
ま

す
。
既
存
建
物
内
の
展
示
物
は
す
べ
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
日
本
語
、
英
語
の
他
、
中

国
語
、
韓
国
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
に
も
対
応
す

る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

展
示
設
備
を
導
入
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
が
作

業
す
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
は
、
体
験
ツ
ア
ー
な

ど
で
使
う
こ
と
を
想
定
し
、
荒
天
で
も
快
適

に
作
業
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
、
ウ
ミ
ガ

メ
プ
ー
ル
は
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
動

物
福
祉
）
の
観
点
か
ら
形
状
や
深
さ
を
見
直

し
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
快
適
に
過
ご
せ
る
プ
ー
ル

に
改
修
し
、
博
物
館
の
目
玉
と
し
て
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

美
波
町
中
心
部
の
特
徴
と
し
て
は
、
Ｊ
Ｒ

日
和
佐
駅
か
ら
半
径
１
㎞
内
に
本
町
の
代
表

的
観
光
地
で
あ
る
四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
二

十
三
番
札
所
薬
王
寺
、
室
戸
阿
南
海
岸
国
定

公
園
大
浜
海
岸
に
隣
接
す
る
「
日
和
佐
う
み

が
め
博
物
館
カ
レ
ッ
タ
」
が
あ
り
、
両
観
光

地
に
は
さ
ま
れ
る
形
で
日
和
佐
港
周
辺
に
風

情
あ
る
ま
ち
並
み
が
残
っ
て
い
る
な
ど
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
を
形
成
し
て
い
る
こ
と

で
す
。

近
年
、
薬
王
寺
周
辺
で
は
外
国
人
の
歩
き

遍
路
が
増
加
し
、
次
の
札
所
ま
で
の
長
距
離

に
備
え
る
た
め
当
町
で
一
旦
足
を
休
め
て
い

る
光
景
を
よ
く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
日
和
佐
港
周
辺
で
は
漁
業
協
同
組

合
の
漁
業
基
地
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
遊

漁
船
や
ヨ
ッ
ト
等
の
停
泊
施
設
、
室
戸
阿
南

海
岸
国
定
公
園
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
活

か
し
、
千
羽
海
崖
や
通
り
岩
を
巡
る
日
和
佐

マ
リ
ン
ク
ル
ー
ズ
、
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン

グ
事
業
の
出
航
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

そ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
日
和
佐
港
の

海
岸
防
潮
堤
整
備
に
伴
う
日
和
佐
町
漁
業
協

同
組
合
移
転
改
築
に
併
せ
、
こ
の
コ
ン
パ
ク

ト
な
市
街
地
の
中
で
観
光
地
と
自
然
豊
か
な

環
境
を
掛
け
合
わ
せ
、
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

を
最
大
限
に
活
か
し
た
「
歩
い
て
巡
り
た
く

な
る
エ
リ
ア
」
の
創
出
に
取
り
組
み
始
め
ま

し
た
。

令
和
４
年
11
月
、
日
和
佐
う
み
が
め
博
物

館
カ
レ
ッ
タ
全
面
改
修
な
ど
現
在
進
行
中
の

事
業
と
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
観
光
客
の

回
遊
と
滞
在
を
促
す
「
歩
い
て
巡
り
た
く
な

る
エ
リ
ア
」
の
実
現
に
向
け
、地
域
の
団
体
、

行
政
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
協
議
会
の
設
置
を

行
い
ま
し
た
。
協
議
会
で
は
、
少
子
高
齢
化

等
の
町
の
現
状
を
踏
ま
え
た
計
画
の
検
討
、

官
民
連
携
ま
ち
づ
く
り
の
検
討
を
行
う
こ
と

と
し
て
お
り
、
第
１
回
協
議
会
で
は
想
像
以

上
の
議
論
と
な
り
危
機
感
を
共
有
で
き
た
会

議
と
な
り
ま
し
た
。
日
和
佐
う
み
が
め
博
物

館
カ
レ
ッ
タ
周
辺
エ
リ
ア
、
日
和
佐
港
周
辺

エ
リ
ア
の
活
用
検
討
に
つ
い
て
は
進
行
中
の

事
業
と
連
動
し
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
部
会

を
設
置
し
詳
細
に
議
論
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

官
民
連
携
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
官
の

立
ち
位
置
は
非
常
に
重
要
と
考
え
て
お
り
、

前
例
・
慣
例
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
検
討

体
制
が
重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
ま

で
以
上
に
役
場
組
織
内
で
の
情
報
共
有
、
連

携
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
少
子
高
齢
化
の
先

進
地
と
し
て
、
世
代
を
超
え
た
柔
軟
な
体
制

づ
く
り
を
目
指
し
、
互
い
に
知
恵
を
出
し
合

い
、
自
分
達
で
ま
ち
の
課
題
に
対
し
て
の
処

方
箋
を
見
つ
け
る
姿
勢
が
重
要
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
自
ら
動
き
、考
え
る
体
制
を
構
築
し
、

持
続
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

美
波
町
に
お
け
る
人
と
ウ
ミ
ガ
メ
と
の
物

語
は
、
郷
土
愛
と
自
然
へ
の
探
求
心
に
燃
え

た
中
学
生
と
若
い
教
諭
に
よ
る
１
本
の
温
度

計
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
活
動

は
、
次
第
に
ま
ち
ぐ
る
み
と
な
り
、
県
内
外
、

そ
し
て
海
外
か
ら
も
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

70
年
以
上
が
経
過
し
た
今
で
も
、
大
浜
に

訪
れ
る
海
か
ら
の
使
者
を
通
し
、
人
が
自
然

と
対
話
す
る
こ
と
の
大
切
さ
、
共
に
歩
む
姿

勢
の
重
要
さ
、
目
の
前
の
課
題
に
対
し
て
自

ら
動
き
、
考
え
る
こ
と
の
大
事
さ
に
気
づ
か

せ
て
く
れ
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
も
う
と
も
、
ふ
る
さ
と
美

波
町
を
築
い
た
先
人
達
に
感
謝
し
、
歴
史
・

伝
統
・
文
化
を
次
世
代
に
つ
な
げ
、
こ
の
ま

ち
を
い
つ
ま
で
も
明
る
く
豊
か
で
、
住
み
心

地
の
よ
い
、
ウ
ミ
ガ
メ
と
ひ
と
が
回
遊
・
回

帰
す
る
、
に
ぎ
や
か
な
ま
ち
と
し
て
未
来
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 

徳
島
県
美
波
町
長　

影
治　

信
良

（
令
和
５
年
７
月
３
日
付
第
３
２
４
５
号
）

観
光
客
の
回
遊
と
滞
在
を�

促
す
ま
ち
づ
く
り

実
現
に
向
け
て

最
後
に

▲
�

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場
二
十
三
番
札
所
薬
王
寺

と
お
遍
路
さ
ん
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